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1．概 要

1．概　要 且

　1．　沿　　 吊：

　’j・：宙科学研究所は，昭和56年41J　14日／j’で設、‘ノ：された．

　’IG研究所の前身’Cある東京た学’i’：1i淘11〔空研究所は．　ll召和39年4月に「’」’：宙理学・宇宙1：ノ1‘：及

び航空の学理及びその応用の総合研究1を行う目的で設置された．」リ、来，飛翔体に関連した宇

宙ll学の研究開づ舌並びに宇宙理学石／i二究は，東京ノく学宇宙航空研究所を中心とし，国・公・私、Z

大学等多くの機関の研究者の協力のト’に，自由な発想に基づく　・貫した研究プロジ」Lクトとし

て進められ，多ノくの成果を収めてきた．

　この結果，我が国の宇宙理学・宇宙il学研究1よ発展をつづけ，　IH堺的な趨勢を反日央しその規

模が拡大してくるとともに，大型国際協力計li町への参加など国際的な1甥1警体制への配慮も必要

となってきた．虹に実利用分野にわたる国の宇宙開発計1由iの拡大に対して，その自疏的発展に

寄’∫・するためにも，特に宇宙Il学分野における幅広い研究の拡充が必要となってきていた．

　この情勢を踏まえ，東京大学宇宙航空研究所においては，将来の体制のありノ∫について検討

が重ねられてきた．また文部省学術審議会においても，文部大臣の諮問に応えて審議の結果，

昭和50年10月に至り「字宙科学研究の推進」について答申が行われた．その中で今後の我が国

の宇宙科学研究のありノJ’と，これを推進するための中枢となる研究所（い才）ゆる「中枢研究

所」）の必要性が強調された．

　宇宙航空研究所で1よ所外の関連研究者の意見も徴しつつ，さらに討議を進め，宇宙理学・宇

宙［1学に係わる部分が発展的に「中枢研究所1に移行するのが適’11であるとの結論に達し，こ

れを受けて東京た学評議会においても同様の趣旨の結論が得られた．これに従い，昭和55年4

月に東京大学に「宇宙科学のための中枢研究所」設、レ1準備調査委員会が発足し，中枢研究所の

あるべき姿について審議を重ね，「中枢研究所」を緊急に発足させることの必要性とその目

的・組織・規模一1喋i計画等の基本的‘鞄頁が取りまとめられた．

　これに基づき昭和56年度予算に1研究所の創設」について概算要求を行い，第94回国会にお

いて「字宙科学研究1り司の設置に関する1㌃算並びに国、ンニ学校設置法の改正がなされ，昭和56年

4月14日付をもって，東京大学宇宙航空研究所を発展的に改組し，宇宙科学研究所が発足した

ものである．

　なお，平成元年4月1B付をもって，位置が東京都から神奈川県に変更された．

　2．．設置目的

　宇宙科学研究所は，気球，ロケット，人1：衛星などの宇宙飛翔体を用いた観測実験による宇

宙理学研究の推進と，それら宇宙飛翔体の研究開発及びその利用を通じての字宙．L学技術の発

展を図るとともに，この研究に従事する全国の国・公・私立大学その他の研究機関の研究者に

利用させることを目的として設置された文部省に属する教育研究機関である．

　この研究所は，匡位学校設置法第9条の2に掲げる大学共同利用機関として設置され，研究者

は教授，助教授又は助f：としてノく学教員の処遇を受ける．

　共同利用機関として，全国の関係分野の研究者にその利用が開かれており，また国・公・私

立大学の研究者や外国入研究者を客員の教授，助教授等として迎えることができる．

　また，大学院教育としては国・公・私・ltニノく学の要請に応じ，当該大学のノく学院教育に協力す

ることになっており，このことを通じて，この分野の後継者養成に貢献することとなってい

る．
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2 1．概　要

宇宙科学研究所の主要な研究活動は，大気球，観測ロケット，科学衛星等宇宙飛翔体による

観測実験及びそれら宇宙飛翔体の研究開発であるが，その規模は，年間大気球約14機，観測ロ

ケット7機i，科学衛星1個程度である．このうち，科学衛星は，昭和45年2月の我が国初の人工

衛星「おおすみ」以来，これまでに19個の打ち上げに成功し，大気球，観測ロケットによる研

究とあわせ，宇宙科学の発展に多大の成果をもたらしている．

　宇宙科学研究所は，相模原及び駒場における施設設備のほか，附属の研究施設として，鹿児

島宇宙空間観測所（鹿児島県内之浦町），能代ロケット実験場（秋田県能代市），三陸大気球

観測所（岩手県三陸町），宇宙科学資料解析センター（相模原），臼田宇宙空間観測所（長野

県臼田町）及び宇宙基地利用研究センター（相模原）を有している．

　3．宇宙開発体制

　我が国の宇宙開発推進体制は，　「宇宙開発政策大網」にその指針が示されているように，確

立された計画のもとに，個々の機関で行われている宇宙開発を国として一体性を保ちつつ，総

合的かつ効果的に実施することが図られている．

　人工衛星の打ち上げは，宇宙科学研究所及び宇宙開発事業団で行われているが，科学衛星及

び同打ち上げ用ロケットは，開発から打ち上げ・運用に至る過程のすべてを宇宙科学研究所が

責任をもって実施し，実利用分野の人工衛星については宇宙開発事業団が中心となって開発が

祀

工業技術院

　電子航法研究所

　海　ヒ保安庁

　気　　象　　庁
　　気象研究所
　　気象衛星センター

国立極地研究所

国立大学附置研究所

表①　我が国の宇宙開発体制
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1．概　要 3

進められている．

　このため，総埋府に宇宙開発委員会が設置され，科学と実利用との間の総合調整や重要な施

策について審議され，　「宇宙開発計画」が策定されている．

（D　我が国の宇宙開発体制及び宇宙開発総3二算は，表①，表②に示す通りである．

（2）杓友元年3月に策定された宇宙開発計画のうち，宇宙科学研究所関係の個別の事項の概要

は次の通りである．

◎科学の分野の開発計画

1．開発プログラム

（1）　人il衛星の運用

　①　試験惑星探査機「さきがけ」（MS－T5）

　　　　M－3SIIロケット1｝ナ機の性能を確認するとともに，惑星間軌道達成とこれに関連し

　　　た姿勢制御，超遠距離通信等の技術を習得することを目的として，昭和60年1月に打ち

　　　ヒげた試験惑星探査機「さきがけ」（MS－T5）を運用する．

　②　第IO　〉］一科学衛星「すいせい】（PLANET．A）

　　　　地球軌道より内側の惑星間ブラズマの研究及びハレー彗星の紫外領域における観測

　　　研究を行うことを目的として，昭和60年8月に打ち上げた第10号科学衛星「すいせい」

　　　（PLANET－A）を運用する．

4不
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戦・億円■糟科学研究所

宇宙開発事業団

1 各年度の右端の数字は、その年度の宇宙開発総予算

を示す一

グラフの中の｛　1の中の数字は、その年度の宇宙

開発総f算に対する割合（％）を示す、

字宙開発事業団r算中、昭和43年度までは宇宙開発

推進本部、昭和購年度は同本部および宇宙開発事業

団の計、

字宙科学研究」二算中、昭和55年度までは東京大学，

表②我が国の宇宙開発総予算
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4 1．概　要

　③第11号科学衛星「ぎんが」（ASTRO－C）

　　　活動銀河の中心核のX線源の観測及び多様なX線天体の精密な観測を行うことを目

　　的として，昭和62年2月に打ち上げた第11号科学衛星（ASTRO－C）「ぎんが」を運用す

　　る．

　④第12号科学衛星「あけぼの」（EXOS－D）

　　　地球磁気圏におけるオーロラ粒子の加速機構及びオーロラ発光現象等の精密観測を

　　行う目的として，平成元年2月22日に打ち上げた第12号科学衛星「あけぼの」（EXOS－

　　D）を運用する．

（2）人工衛星の開発

　①第13号科学衛星（MUSES－A）

　　　第13号科学衛星（MUSES－A）は，惑星探査に必要となる軌道の精密標定・制御・高効

　　率データ伝送技術等の研究を行うとともに，その一環としての月スイング・バイ技術

　　の試験を行うことを目的とした衛星で，M－3SIIロケットにより，平成元年度に打ち上

　　　げる．

　②第14号科学衛星（SOLAR－A）

　　　第14号科学衛星（SOLAR－A）は，次期太陽活動極大期に太陽フレアの高精度画像観測

　　　を，日米協力により行うことを目的とした衛星で，M－3SIIロケットにより，平成3年度

　　　に高度約550～600㎞の略円軌道に打ち上げることを目標に引き続き開発を進める．

　③第15号科学衛星（ASTRO－D）

　　　　第15号科学衛星（ASTRO－D）は，宇宙の最深部を対象とし，多様な天体のX線像とX

　　線スペクトルの精密観測を行うことを目的とした衛星で，M－3SIIロケットにより，平

　　成4年度に高度約500～600kmの略円軌道に打ち上げることを目標に引き続き開発を進

　　める．

　④第16号科学衛星（MUSES－B）

　　　　第16号科学衛星（MUSES－B）は，大型精密展開構造機構等の研究及び人工衛星を用い

　　　た超長基線干渉計（VLBI）に必要な位相同期等の試験を行うことを目的とした衛星で，

　　　M－3SIIロケットにより，平成5年度に打ち上げることを目標に開発を行う．

　⑤磁気圏観測衛星（GEOTAIL）

　　　磁気圏観測衛星（GEOTAIL）は，日米協力として我が国が衛星の開発を担当し，米国

　　　がスペースシャトルを用いた打ち上げ等を担当して，地球の夜側に存在する長大な磁

　　　気圏尾部の構造とダイナミックスに関する観測研究を行うことを目的とした衛星で，

　　　平成4年度に打ち上げることを目標に引き続き開発を進める．

　⑥粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（SEPAC）

　　　　粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（SEPAC）は，プラズマ及び電子ビームを放射す

　　　ることにより，オーロラの発光機構，プラズマ中の荷電粒子の運動及び電磁波動の励

　　　起等を解明することを目的とするもので，平成3年度に打ち上げが予定されているスペ

　　　ースシャトルを利用して再実験を行うことを目標にその準備を進める．

◎輸送系共通技術の分野の開発計画

1．開発プログラム

（1）ロケットの開発

　①Mロケット
　　　Mロケットは，全段に固体燃料を用いるロケットとし，科学衛星の打ち上げに利用す
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L　概　要 5

るものとして開発を行・・てきたものであり，今後とも信頼性が十分に得られる段階ま

で，宇宙科学研ラ℃所において引き続き開発を進める．

　すなわち，M－3Sロケットの第2段及び第3段モータの改良，第1段補助ロケットの変更

等を行ったM－3SIIロケットについて，’r成元年度に第13号科学衛星（MUSES－A）を，平

成3年度に第14り・科学衛｝1取SOLAR－A）を，平成4年度に第15り・科学衛星（ASTRO－D）を，

’r成5年度に第16　7J一科学衛｝貞MUSES－B）を，それぞれ打ちLげることを目標に引き続き

開発を進める．

　4．　組織及び運営

　a．組織・運営

　本研究所は，9研究系並びに管理部，技術部及び観測部から構成されているほか企画調整一k

幹及び対外協力室が置かれている．また附属の研究施設として，鹿児島宇宙空間観測所，能代

ロケット実験場，　モ陸た気球観測ゆf，宇宙科学資料解析センター，臼田宇宙空間観測所及び宇

宙基地利用研究センターが置かれている．

　研究系は，研究のための基本的組織であり，　・つの研究系のもとには，3から7の研究部門が

置かれており，9研究系を合わせた研究部門数は48部門（うち客員部門12，外国人客員部門3を

含む〉で，・厚任部門は原則として教授1，助教授1，助f－2で構成されている．各研究系には研

究主幹が置かれ，いずれかの部門の教授が併任している．企画調整主幹は，本研究所が行う観

測及び研究開発に係るプロジェクトの企画及び実施について総合調整するために設けられ，教

授が併任することになっている．また，対外協力室は，国内外の関係機関とび）学術的技術的協

力に関し，企画連絡等にあたるためのもので，その長は教授が併任する．

　共lifJ利用の研究所として円滑な運営を行うため，所長に対する助，1あるいは諮問機関として

文部大臣が任命する評議員と運営協1議員が置かれている．このほか，研究所内だけで構成する

各種の所内委員会や，全国の多数の関係研究者を構成員として共1・∫1研究計画等について審議す

る各種の研究委員会が設けられている．

評議員名簿（50音順）

　統計数理研究所長

　東京ノく学長

　宇宙開発事業団理事長

　岡崎国立共同研究機構長

　理化学研究所理事長

　国、11：天文台長

　日本学術会議会長

　宇宙開発委員会委員長代理

　東京Il’業大学長

　国立極地研究所名誉教授

　東京電機大学長

　京都大学長

　早稲田大学長

　芝浦1業ノく学（11学部）教授

　名占屋大学長

平成2年3月3日1現イ｛三

赤池弘次

イゴμ5良月ノ＼

大澤弘之

岡田節人

ノ」・川　稔

1㌧在由秀

近藤次郎

齋藤成文

田中郁モ

永田　武

中野道夫

西島安則

西原春夫

野村民也

早川幸男
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6 1．概　要

国立極地研究所長

関西大学（工学部）教授

上智大学（法学部）教授

東京大学工学部長

東京理科大学長

星合孝男

前田　弘

山本草二

吉川弘之

吉識雅夫

運営協議員名簿（50音順）

（所　外）

　東北大学（工学部）教授

　東北大学（理学部）教授

　東京大学（理学部）教授

　国立天文台教授

　東京都立科学技術大学（工学部）教授

　東京大学（工学部）教授

　横浜国立大学（工学部）教授

　立教大学（理学部）教授

　大阪大学（理学部）教授

　名古屋大学（工学部）教授

（所　内）

　教授・宇宙推進研究系研究主幹

　教授・惑星研究系研究主幹

　教授・衛星応用工学研究系研究主幹

　教授・システム研究系研究主幹

　教授・太陽系プラズマ研究系研究主幹

　教授・共通基礎研究系研究主幹

　教授・宇宙圏研究系研究主幹

　教授・対外協力室長

　教授・企画調整主幹

　教授・宇宙輸送研究系研究主幹

　教授・宇宙探査工学研究系研究主幹

平成2年3月31日現在

安達三郎

大家　寛

熊澤峰夫

小平桂一

小林繁夫

菅野卓雄

関口　忠

蓬茨霊運

宮本重徳

保原　充

秋葉鎮二郎

伊藤富造

後川昭雄

大島耕一

大林辰蔵

高柳和夫

田中靖郎

西田篤弘

林友　直

堀内　良

三浦公亮
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宇宙圏研究系

　研究主幹

　　理　博　田中靖郎（高エネルギー天体物理学第2部門）

　教　　授

　　理　博　小川原嘉明（高エネルギー天体物理学第1部門）

　　理博槙野文命（高エネルギー天体物理学第3部門）

　　理　博　奥田治之（赤外線天体物理学部門）

　助教授
　　理博長瀬文昭（高エネルギー天体物理学第1部門）

　　理　博　井上　一（高エネルギー天体物理学第2部門）

　　理　博　村上　浩（赤外線天体物理学部門）

　客員教授

　　理博松本敏雄（宇宙圏観測システム部門）

　客員助教授

　　理博小山勝二（宇宙圏観測システム部門）

太陽系プラズマ研究系

　研究主幹

　　理博大林辰藏（磁気圏電波科学部門）

　教　　授

　　理博鶴田浩一郎（磁気圏プラズマ物理学部門）

　助教授
　　工博向井利典（磁気圏プラズマ物理学部門）

　客員教授

　　工　博　木村磐根（太陽系プラズマ観測システム部門）

　客員助教授

　　工博賀谷信幸（太陽系プラズマ観測システム部門）

惑星研究系

　研究主幹

　　工　博　伊藤富造（惑星大気計測学部門）

　教　　授

　　理博河島信樹（超高層大気物理学部門）

　　理博清水幹夫（惑星大気物理学部門）

　　理博水谷仁（比較惑星学部門）

助教授
　　理博小山孝一郎（超高層大気物理学部門）

　　薬　博　長谷川典巳（惑星大気物理学部門）

　　理　博　中村良治（惑星大気計測学部門）

客員教授

　　工博大家寛（大気観測システム部門）

　　理博藤井直之（宇宙固体科学部門）
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客員助教授

　理　博　中澤高清（大気観測システム部門）

　理　博　1尺本　絋（宇宙固体科学部門）

共通基礎研究系

　研究主幹

　　理　博　高柳和夫（宇宙空間原チ物理学部門）

　助教授
　　理　博　市川行和（宇宙空間原子物理学部門）

　客員教授

　　理　博　蓬i茨霊運（理論宇宙物理学部門）

　　理　博　一三浦謹一郎（宇宙生命科学部門）

　客員助教授

　　理　博　中崎　忍（理論宇宙物理学部門）

　　理博吉田賢右（宇宙生命科学部門）

　　理博井ヒ充（実験宇宙科学部門）

システム研究系

研究主幹

　　理　博　大島耕一（宇宙環境1二学部門）

教　　授

　　工　博　秋葉錬二郎（システムTl学第一・部門）

　　il博　小林康徳（システムIl学第一二部門）　（併）

　　1：　博　雛田元紀（保安工学部門）

　　工　博　矢島信之（気球工学部門）

　　1：博　松尾弘毅（軌道工学部門）

　助教授
　　工　博　高野雅弘（システム1：学第一部門）

　　Il†専　川口淳一郎（システム工学第1部門）

　　理博桑原邦郎（宇宙環境工学部門＞

　　Il　博　ヒ杉邦憲（軌道工学部門）

宇宙輸送研究系

　研究主幹

　　1：博　堀内　良（高教度材料Tl学部門）

　教　　授

　　Il博　大藏明光（飛翔体構造工学部門）

　　1：博　辛島桂・（高速流体力学部門）

　助教授
　　工　博　小野田淳次郎（飛翔体構造工学部門）

　　「　博　安部隆十（気体力学部門）

　　工　博　藤井孝蔵（高速流体力学部門）

1．概　要 ll
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　　工　博　栗林一彦（高強度材料工学部門）

宇宙推進研究系

　研究主幹

　　工　博　秋葉鎮二郎（システム工学第一部門）

　教　　授

　　工　博　棚次亘弘（推進機構学部門）

　　工博岩間彬（推進燃料工学部門）

　　工　博　栗木恭一（電気推進工学部門）

　助教授

　　工　博　稲谷芳文（推進機構学部門）

　　工　博　齋藤猛男（推進燃料工学部門）

　　工博都木恭一郎（電気推進工学部門）

　客員教授

　　工　博　中村尚司（放射線工学部門）

　客員助教授

　　工　博　荒川義博（放射線工学部門）

宇宙探査工学研究系

　研究主幹

　　工博三浦公亮（宇宙構造物工学部門）

　教　　授

　　工　博　中谷一郎（電子計装工学部門）

　　工博二宮敬慶（宇宙機制御工学部門）

　　工博林友直（電波追跡工学部門）

　助教授

　　工博名取通弘（宇宙構造物工学部門）

　　工　博　齋藤宏文（電子計装工学部門）

　　工　博　山田隆弘（電波追跡工学部門）

　客員教授

　　工博梅谷陽二（宇宙自動機構工学部門）

　客員助教授

　　工博村上正秀（宇宙自動機構工学部門）

衛星応用工学研究系

　研究主幹

　　工博後川昭雄（宇宙電子部品部門）

　教　　授

　　工博長友信人（宇宙エネルギー工学部門）

　　工博廣澤春任（リモートセンシング工学部門）

　　Ph．　D．　西村敏充（超遠距離通信部門）
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　助教授
　　Il博　田島道k　l宇1i俺∫・部品部Pij　）

　理　博　平林　久r超遠距離通信部門）

　客員教授

　　ll博　近藤恭’r（宇宙材料実験部門）
　　1：　　　卜葦　　　i㌦瞑；iン「く・算全友f｛・　（’」’：1蓬iIl卜言貝lj－1：”ji：音13「丑」）

　客員助教授

　　jl博　鈴木俊夫（宇宙材判実験部門）

　　に　博　k益博志1字宙計測Il学部門）

対外協力室

　教　　授

　　理　博　西田篤弘、

　助教授
　　に　博　的川泰宣

宇宙科学資料解析センター

　客員教授

　　f里　　†専　　「或1分・　紐三

　客員助教授

　　理　博　芋澤敏夫

臼田宇宙空間観測所

　助教授

　　1二博高野忠

宇宙基地利用研究センター

　助教授
　　理　博　山下雅道

　e．予　　算

　平成元年度予算額

　　　　経営経費

　　　　科学衛星及びロケット観測経費

　　　　　（大型特別機械整備費3、370．900千円含む）

　　　　大気球観測経費

　　　　国Nltl学校

　　　　施設整備費

　　　　　（大型特別機械整備費3，370，goo千IIJ除く）

　　　　科学研究費補助金

　　　　その他

1．概　要

25．327，135千円

3，302，672T‘「1］

20，785，董20T－「1］

142，544T－L－9

463，483T・円

507，975千I」！

lll，652T‘FJ

l3，689千Fj
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14 1．概　要

f．　平成元年度宇宙科学研究所大学院学生受入要領

1．受入人員
宇宙圏研究系

太陽系プラズマ研究系

惑星研究系

共通基礎研究系

システム研究系

宇宙輸送研究系

宇宙推進研究系

宇宙探査工学研究系

衛星応用工学研究系

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

　2．受入対象
　大学院（修士或は博士課程）に在学し，宇宙科学（宇宙理学及び宇宙工学）またはその関連

分野を専攻する者

　3．研究内容及び研究題目
　各研究系の研究内容及び担当教官が指導することのできる主な研究題目を以下に掲げます．

　なお，多くの研究室ではこれらの研究題目と関係の深い基礎または応用の諸問題に関してセ

メ’ナーを行なっています．

宇宙圏研究系

　宇宙からくる線，線，粒子線及び赤外線の観測に基づく天体物理学の実験及び理論的研究，

人工衛星，気球，ロケット等を利用してこれらの放射線の観測を行う．またこれらの観測に必

要な新しい測定技術の開発も行う．

　研究対象は中性子星，ブラックホール，超新星，活動銀河，ガンマ線源など特異な天体をは

じめ，原始星，星雲など赤外線を強く放射する天体等である．また，星間空間や宇宙空間プラ

ズマも宇宙粒子線や線の研究課題となっている．観測対象によっては地上の光学・赤外望遠鏡

や電波望遠鏡との共同研究も行う．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

　　　　　　　　　X線天文学
cGネルギー天体物理学　γ線天文学　　　　　　　　　粒子線天文学　　　　　　　　　星間プラズマ物理学

小川原　嘉　明

c　中　靖　郎

梶@野　文　命

ｷ　瀬　文　昭

艨@上　　一

赤外線天体物理学
奥　田　治　之

ｺ　上　　浩
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太陽系プラズマ研究系

　太陽及び惑星系空間のプラズマ現象を中心とした宇宙科学分野である．

　P宇宙空間物理学，2）磁気圏及び太陽風物学の2分野があり，これらの分野の理論的，実験

的研究を行う．

　宇宙空間物理学は宇宙空間にひろがる太陽・地球物理学の関連現象，とくに宇宙プラズマを

中心とした自然現象を取扱う学術分野で，近年とくに発達しているロケット，科学衛星などの

観測機器を駆使して研究を行おうとするものである．

　磁気圏及び太陽風物理学は地球外圏大気（電離圏領域）から磁気圏を経て惑星間空間にまで

ひろがる領域の自然科学を中心にした学術分野で，とくに太陽風によるエネルギーの流入，を

れの変換過程，オーロラ現象の発現といったことが中心課題になる．それらの現象過程の測定

技術，研究実験などの課題も含まれている．

牙
」．
召
一

宇宙空間物理学

究 堕 1ー

磁気圏及び太陽風物理学

　
蔵
弘
郎
典

雄
辰
篤
漏
利

孝
一

当
林
田
田
井

担　
．
＼
拝
『
白
旨
　
］

ー
ノ
げ
雀
　
，
帥

惑星研究系

　惑星研究系では，地球・惑星及び彗星周辺の大気・プラズマに関する研究，並びに惑星の内

部構造やその生成・進化の過程の研究を行うと共二，関連したプラズマ物理，生命の起源，一

般相対論等の基礎的研究が進められている．

　研究の方法としては気球・ロケット・人ll衛星による観測や室内実験，理論的研究など多岐

にわたる．又，将来の惑星探査計画に関する開発研究も行なっている．

研 究 題 1［

宇宙及び実験室におけるプラズマ・一一般相対論に関する実験

担当教官

地球・惑星の電離圏構造

地球・惑星大気の構造・組成の研究

地球・惑星大気及びプラズマの観測方法と基礎実験

惑里及び星間分子雲における原子分1「・過程

樹
郎
造

一
　
　
’

信
孝
富

島
山
藤

河
小
一
伊

生命の起源と進化及び分子生物学

治
丞
巳

良
幹
典

　
水
川

　
　
谷

　
清
一
長

　
1
ー
　
↑

一

固体惑星の生成・進化過程の研究 水　谷　　仁

共通基礎研究系

　この研究系の宇宙空間原始物理学部門では，近くはヒ層大気・電離圏から遠くは星間空間に

至る宇宙のさまざまな場所で起る原子分子素過程の理論的研究を行なっている．現在研究が進

行しているテーマには，1）原j’‘分j’“の光電離，2）電子衝突による原子イオンの励起，3）

中・低エネルギーでのイオンと分S’一の衝突（振動・回転励起），4）極性分f同十の衝突，5）

電荷移行衝突，6）電離層・星間分F雲関係の一，　：の計算などがある．
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16 1．概　要

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

宇宙空間における原子分子過程 高　柳　和　夫

原子衝突（光子，電子，分子，イオン等の衝突現象）の理論 市　川　行　和

システム研究系

　システム研究系では宇宙飛翔体に関連したシステム工学の研究を行なっている．研究題目は

別表に示した通りであるが，大気球，ロケット，惑星探査機にいたる飛翔体，及び航行に関す

る研究と，これら搭載機器の回収システムの研究を行なっている．具体的にはそれらに関連す

る実験，観測システムの開発，計算機によるシミュレーション等を行なっている．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

宇宙輸送システムに関する研究 秋　葉　錬二郎

宙推進工学の研究 高　野　雅　弘

推定・制御理論の宇宙システムへの応用 川　口　淳一郎

パラシュート工学 雛　田　元　紀
減速物体の空力特性

流体力学
大　島　耕　一

宇宙航行の力学

宇宙航行の力学 栞　原　邦　郎

観測用大気球システム 矢　島　信　之

惑星間飛行計画
松　尾　弘　毅

I　川　泰　宣

惑星間探査機の設計法 上　杉　邦　憲

気球搭載システムの方向制御 山　下　雅　道

宇宙輸送研究系

　宇宙輸送研究系では，大気圏から深宇宙に及ぶ広い範囲における科学探査，工学実験を支え

る飛翔体とその輸送に関する分野の研究を行なっている．飛翔体構造工学，気体力学，高速流

体力学，高強度材料工学の部門があり，現在それぞれロケットの構造動力学，人工衛星及びロ

ケットの構造設計・解析とその機械環境試験，宇宙航行に関する流体力学，空気力学，ロケッ

ト用高強度材料，高温における材料の変形及び破壊機構等の研究を進めている．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官

宇宙飛翔体の気体力学 安　部　隆　士

飛翔体をよぎる圧縮性流れの数値解析 藤　井　孝　蔵

再突入物体の空力加熱と熱防御 辛　島　桂　一

飛翔体・人工衛星の構造 小野田　淳次郎

金属材料の強化法及び強化機構 堀　内　　良

飛翔体用構造材料に関する研究 栗　林　一　彦
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宇宙推進研究系

　字宙飛翔体を推進させる固体ロケット，液体ロケット空気取込エンジン及び電気推進ロケッ

ト等の基礎開発を1こ研究課題とする．これら推進器の開発に必要な研究を機械工学，科学反

応，電磁流体力学，伝熱学等の、1’：場から進める．をのほか推進用燃料，推進器構成用耐熱材料

の研究を行なう．

　　　研　　　究　　　題　　　目

高性能固体推進薬に関する研究

電気推進，宇宙生命維持

プラズマを用いた宇宙工学

宇宙輸送システムに関する研究

孝ll　’iG　孝欠τβデ

　
．
一
郎
文

杉
　
　

、
一

や
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↑
．
」

　
寸
勾
4
窮
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木
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山
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栗
都
稲

宇宙探査工学研究系

　宇宙探査「二学研究系はi之して宇宙探査機に関連のある電臼1学と機械レ学の分野における

基礎ならびに応用研究を行なっており，大型字宙構造物，電一r一計装，誘導制御，電波追跡及び

宇宙自動機構などの部門から成っている．

　最近の研究活動としては宇宙機の計量構造概念，宇宙における大型構造物の構造解析などの

研究を中心として大而積ズ（陽電池パネルならびにノく型パラボラアンテナの展開や各種観測用セ

ンサの伸展ブームなどの応用研究も進められている．また宇宙における熱制御に重要な物質表

ifllの分光学的研究のほか，光t「一や電r．の検出，及び高電圧放電防氏’などの研究も行われてい

る．ロケットの飛行や探査機の運用に必要な誘導制御や姿勢安定のための制御システムに関

する研究を進めると同時に，宇宙機の姿勢検出，指向制御，精密測距などに用いるセンサとそ

のデータ処理に関する研究も行われている．なお電波追跡に関連して惑星間空間探査用テレメ

トリ・コマンド方式とこれに用いる搭載ならびに地ヒ用アンテナについても研究が進められて

いる．

　　　研　　　究　　　題　　　目

大型宇宙構造物の構造概念に関する研究

字宙構造物の構造解析に関する研究

宇宙用材料表面の分光学的研究

光子計数装置とその応用

1次電fi放出現象とその応用

自由電子レーザー

宇宙飛翔体用姿勢センサ及びそのデータ処理の研究

宇宙機の姿勢と運動と制｛fi　1］法に関する研究

制御1二学

宇宙機の誘導・制li？IJ

深宇宙通信

情報理論とその応用

担当教官

浦　公亮
名　取　通　弘

林 友　直

一屑藤宏文
一1一

二　宮　敬　廣i

中　谷　　・　郎

林　　　友　直

高　野　　忠

山　田　隆　弘
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衛星応用工学研究系

　衛星応用工学研究系では，宇宙電子部品，宇宙エネルギー工学及びリモートセンシング工学

の三つの部門で半導体デバイス，マイクロ波の散乱・伝播の研究ほか多くの基礎的な研究及

び，スペースステーション，ロケット推進システム等将来の宇宙システムの開発にかかわる研

究を幅広く行っている．

研　　　究　　　題　　　目 担当教官
アモルファス太陽電池の評価 後　川　昭　雄

プロジェクト論 長　友　信　人

宇宙動力システム 棚　次　亘　弘

マイクロ波を用いたリモートセンシング 廣　澤　春　任

推定理論の応用，スペースVLBIの研究 西　村　敏　充

VLBIによる電波天文および電波工学 平　林　　久

なお，詳細似ついては，各研究系の研究主幹の教授（下記）に問合わせてください．

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

研究系研 究主幹 内線電話

宇宙圏研究系 田　中　靖　郎 2615

太陽系プラズマ研究系 大　林　辰　蔵 2501

惑星研究系 伊　藤　富　造 2515

共通基礎研究系 高　柳　和　夫 2629

システム研究系 大　島　耕　一 2401

宇宙輸送研究系 堀　内　　良 2817

宇宙推進研究系 秋葉錬　二　郎 2301

宇宙探査工学研究系 三　浦　公　亮 2423

衛星応用工学研究系 後　川　昭　雄 2712

　手続き上のことについての問合わせは，研究協力課研究協力係（内線電話2232又は2233＞ま

で．

4．報告

受託期間終了後，所属する大学院の研究科あてに受託終了報告書をお送りします．
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　　5．研究所の位置．∵敷地二建物

宇宙科学研究所

　位　　置

　　　　ネ申秀ミJl5墜∴拳目率莫∫京ilili．1！1）　f．i3　J’Ll　l番1｝ナ

　　　　＿1ヒ糸草35°34’04”　　身〔糸1～139°22’36”

　敷地・建物

　　　　敷士也：1．1　00，42　8mユ

　　　　建物：建面積　41，136m2

　　　　　　　　　延面積　8452911f
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① 相模原キャンパス

位　　置

　　　　神奈川県相模原市山野台3」畠目1．番17」’

　　　　』ヒ糸草35Q34’04”　　東二糸1￥…139022’36”

敷地・建物

　　　　敷地：73，001m2

　　　　建学勿　：建tfli不責　　14、897m2

　　　　　　　　延面積　42．742m2

相模原キャンパス

布1キャンプ淵野辺1号

構遣椴能

9式験棟

　　央

機械棟

㊥
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20　　　1．概　要

②　鹿児島宇宙空間観測所

　　　位　　置

　　　　　鹿児島県肝属郡内之浦町南方字松崎1791－13

　　　　　北緯31°15’00”東経131°04’・45”

　　　敷地・建物

　　　　　敷地：714，111m2

　　　　　建物：建面積　11，505m2

　　　　　　　　延面積　15，043m2

③　能代ロケット実験場

　　　位　　置

　　　　　秋田県能代市大字浅内字下西山1

　　　　　北緯40°09’52”東経139°59’・36”

　　　敷地・建物

　　　　　敷地：46，470m2

　　　　　建物：建面積　2，670m2

　　　　　　　　延面積　2，788m2

④　三陸大気球観測所

　　　位　　置

　　　　岩手県気仙郡三陸町吉浜

　　　　北緯39°09’・30’t東経141°49’　30’t

　　　敷地・建物

　　　　敷地：71，968m2

　　　　建物：建面積　811m2

　　　　　　　延面積　1，044m2

⑤　臼田宇宙空間観測所

　　　位　　置

　　　　長野県南佐久郡臼田町大字上小田切字大曲1831－6

　　　　北緯36°07’・49”東経138°22’・03”

　　　敷地・建物　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　敷地：97，211m2

　　　　建物：建面積　1，144m2

　　　　　　　延面積　1，647m2
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⑥　駒場キャンパス

　　　位　　置

　　　　　躊（巧ぐ者IS目黒レく二焉句場4」’ll6番1レナ

　　　　　，1ヒ糸葦35c4r30”　　薩芝糸歪139°45t　80”

　　　敷地・建物

　　　　　敷｝也　：97．667mユ

　　　　　建＃勿　：建i百拝責　　10，109mこ

　　　　　　　　　延面積　2L265m2

建物旨

　　　　　建　　物　　名　　称
番｝ナ

［－3．甲央変電室・申二1・．1・i－

　4　宇宙輸送系実験室
r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

191巧セ屑尋加1［：’ヌ≦馬灸二4ミ

　　†一．　’　　　　　　　．．「一一一［す1【i・一門律｛．吹

　　t［　14　1　第　　1　　で宇　　陣：

｝－　　1』一．
：15　金属材料実験室
ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　

ほ陵∵管て繍l

l22縮翰送細究’ヌ鹸室
ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

23　宇宙輸送推進系tiJ「究室

24宇鮒1縫系実験室
レ　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

27　　　日麦1ノチf’（自㌃罵｛

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

34　　　11　　イ乍　　補ミ

35．超跨速気流総合実馬寅棟
ト　　　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，36宇騨＋学実験網・解
40　’」’：宙飛翔体環境実験室

41　第2管理棟
43　痕II［1　衛　所

44　西　門　衛　所
45　　　舞㌻rj甲：1ij干：1・t］：：［二’－」：：糸まr㌃石圷究i・東

　　　　 @　　　　　　レ

46　　スヘースチャンバーフ』ラスマ実験縁｛

471電波無響実馬灸室
F　　　　　　　　　　ロ

48　耐爆実験室
49　スピン実験室

50　気球接着実験室
51「危険物倉庫
：－5≧μ一縮臨t
54　1　’1こ1ii与父身・j’｛i泉”i｛’験客ミ

55　科学衛星実勝ミ室

56　第2宇宙科学1二学総合‘ljf究棟
　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　　

1　58　　　1iiリと　旨詮　i；オh｝，：

［62’三級火薬庫

63　ホンフ室
1　64　　　㌶写　1争マ　ナ里　　季東

ヒ　　　　　　　　＋J　　　 　　　　　　　　　　　

［66．1曲武振ttJJ，i・k験装1閏渥一一

至縦北～尺

1．概　要

駒場キャンパス配置図

懸宇宙科学研究所

［ニコ東京大学
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22 II．研究活動

II．研究活動

！，研究系の研究活動

宇宙圏研究系

SOLAR－A計画

教　授　小川原嘉明 SOLAR－Aグループ

　1991年から94年にかけて次期太陽活動極大期に主として太陽フレアに伴うX線を観測する計

画がSOLAR－Aである．　「ひのとり」衛星で得られた観測結果を更に発展させるために次の

SOLAR－Aでは軟X線ミラー望遠鏡（O。1－3keV）と硬X線フーリエ合成型望遠鏡（15～100keV）が搭

載される．これによってフレアに伴う高エネルギー現象を広いエネルギー範囲で精密な画像と

して得られる．更に出来るだけ広いエネルギー範囲でのエネルギースペクトラムの測定も同時

に行なわれる．この衛星は日本国内の太陽物理研究者のみならず米国，英国の研究者も参加し

ている．

　SOLAR－A衛星搭載・硬X線望遠鏡（HXT）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　小川原嘉明　　　　助　手　村上敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手満出和久　　学振研究員堂谷忠靖
　　　　　　　　　　　　　　　　　牧島一夫（東大・理）　　　大学院学生　坂尾太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　甲斐敬造（国立天文台）　　小杉健郎（東大理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　中島　弘（国、Z天文台）　　柴崎清登qk泣天文台）

　太陽フレアー観測用のすだれコリメータはフーリエ合成型の硬エネルギー（15－100kev）X線

望遠鏡であり，5秒角の角分解能をめざしている．本年度は，フライトモデルの試験が行わ

れ，1991年8月の打ちヒげにのぞむ．

　ひのとりによる太陽フレアの観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひのとり観測班

　科学衛星ひのとりのデータ解析は本年度も継続して行われた．データ解析の比重はひのとり

の単独のデータ解析から他の波長での観測との共同解析へ移行しつつある．また観測結果をも

とにした数値シミュレーションも行われている．

　1．カルフォルニア1二科大学（光学観測），国、i／l天文台（光学，電波観測），VLA電波天文

　　台との共同解析が行われた．

　2．ひのとりの観測結果を説明するために，電子ビームのダイナミックスの数値計算が行わ

　　れた．

科学衛星ぎんがによる宇宙X線の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　田中靖郎

　　　　　　　　　　　　　　　　教授　槙野文命

教　授　西村　純

教　授　小川原嘉明
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客員教授

助教授

助　f
助　手

学振研究員

学振研究員

大学院学生

大学院学生

大学院学生

早川幸男

田原

　蓬i茨霊運

井ヒ　ー

村ヒ敏夫
糸己イナト’「E｛：り3

　　　　（名大・

　　　譲（名大・

山下広順（阪大・

常深　博（阪大・理）
牛父夏占　　’プこ　　（味〔ノ・く　・王里）

松岡　勝（理研）

吉田篤正（理研）

他「ぎんが」チーム

堂谷忠靖

R．ブリードン

林田　清

竹島敏明

滝沢　守

　　理）

　　理）

　　理〉

助教授　長瀬文昭

客員助教授　小山勝二

助手満田和久
助　手　伊藤真之

学振研究員　C．デイ

大学院学生　近藤秀治

大学院学生　海老沢研

大学院学生　占田健二

大学院学生　鶴　　剛

国枝秀世（名大・理）

宮本重徳（阪大・理）

北本俊二（阪大・理）

中川道夫（阪rii大・理）

大橋隆哉（東大・理）

河合　誠之（理研）

　1987年2Jjに打ちヒげられた1ぎんが」は順調に観測を続けている．新しいパルサーの発

見，銀河中心附近の拡がった超高温プラズマの発見，準周期振動などの速い強度変動の精密観

測，ブラクホールと思われるX線新星の発見など多くの成果をあげることができた．銀河系外

X線源についても高精度の観測が行われ，スペクトルおよびその変動から発生機構が確、Zしっ

つある．大マゼラン雲に出現した超新星SNI987Aの観測も続けられている．

ASTRO－D計画

授
授
授
手
手

　
　
教

教
教
助
助
助
学振研究員

た学院学生

ノく学院学生

牧島一一づミ（東大・理）

松岡　勝〔理研h

占出篤正（理研）

田原　譲（名大・理）

山「広順（阪大・理）

斗ヒ本イ菱一二　（1仮ノく・王里）

田中靖郎

小川原嘉明

井ヒ　・

村ヒ敏夫

紀伊恒男

　　堂谷忠靖

　　近藤秀治

　　竹島敏明

孝文　　手受　　イi真里予文6育

助教授　長瀬文昭

客員助教授　小山勝二

助手満田和久
助手伊藤真之
大学院学生　林田　清

大学院学生　海老沢研

大学院学生　鶴　　剛

大橋隆哉（東大・理）

河合誠之（理研）

国枝秀世（名大・理）

宮本重徳（阪大・理）

常深　博（阪大・理）

中川道夫（阪tfi大・理）

　この計画は，1992年度冬季に世界に先駆けて約IOkeVまで感度ある大型X線反射望遠鏡を衛

星軌道に打ち上げ，焦点面に位撮検出型蛍光比計数管とX線CCDカメラを置いて高いエネルギ

ー分解能でX線像を得ることを目的としている。これにより，クェーサーの進化・X線背景輻

射の起源等が明らかになり，現在の宇宙が形成されつつある頃の初期の宇宙像について貴重な
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24 II．研究活動

情報がえられることが期待される．この計画には，国内の研究者のみならず米国の研究者も参

加し，すでに両国の研究グループ共同での観測装置の開発が進んでいる．

位置検出型蛍光比例計数管の開発

教授田中靖郎
助教授　井上　一

客員助教授　小山勝二

大学院学生　鶴　　剛

大橋隆哉（東大・理）

教　授　槙野文命

助　手　紀伊恒男

大学院学生　近藤秀治

牧島一夫（東大・理）

　ASTRO－D衛星搭載大型X線望遠鏡の焦点面検出器として開発を進めている．現在までに，エ

ネルギー分解能，バックグラウンド除去等について，すぐれた性能が得られる見通しが得られ

ている．使用する位置検出型光電子増倍管の性能向上と，10ミクロンベリリウム窓と石英窓の

封着方法の開発が進んでいる．

ASTRO－D衛星搭載用X線反射望遠鏡の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　教授田中靖郎

　　　　　　　　　　　　　　　　教授小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　井上　一

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　村上敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　紀伊恒男

　　　　　　　　　　　　　　　　国枝秀世（名大・理）

教　授　槙野文命

助教授　長瀬文昭

客員助教授　小山勝二

助　手　満田和久

助　手　伊藤真之

田原　譲（名大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　NASA・ゴダード宇宙飛行センター

　NASA・ゴダード宇宙飛行センター，名古屋大学との共同のもとに，　ASTRO－D衛星搭載用の

斜入射X線反射望遠鏡の開発を行なっている．この望遠鏡は約10keVまでのX線の集光能力があ

り，6－7keVで有効面積約500cm2をもつ．現在，結像1生能の改善の研究が進められている．本年

度はプロトモデルの設計・製作を行なった．

ASTRO－D衛星搭載，　CCD　X線検出器　（SIS）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　田中靖郎

　　　　　　　　　　　　　　　　教授小川原嘉明

」　　　　　　　　　　　　　　助教授　井上　一

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　満田和久

　　　　　　　　　　　　　　　　学振研究員　堂谷忠靖

　　　　　　　　　　　　　　　　常深　博（阪大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　マサチューセッツ工科大学

　　　　　　　　　　　　　　　　ペンシルバニア州立大学

教　授　槙野文命

助教授　長瀬文昭

助手　村上敏夫

助　手　紀伊恒男

宮本重徳（阪大・理）

北本俊二（阪大・理）

　ASTRO－D衛星の焦点面X線検出器としてマサチューセッッ工科大学，ペンシルバニア州立大

学と共同でCCDを用いた位置分解型のX線検出器の開発を行なっている．冷却系を含めた検出

器の開発，CCD駆動回路系，　onboardのディジタルデータ処理装置のhardware，softwareの開発が

進められている．今年度はプロトタイプモデルが製作され，システムとしての動作の確認，

onboardソフトウエアーの検証が行なわれた．
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ASTRO－D衛星搭載用星姿勢計の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　田中靖郎

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　　　助　　f　紀伊恒男

　　　　　　　　　　　　　　　　常深　卜享1阪大・理｝

教授槙野文命
y力孝父授　　封二」ニ　　ー一・

大学院生　竹島敏明

占田篤IE（理研）

　ASTRO－D衛星搭載用の，　CCDを用いた非スピン型星姿勢計（STT）の開発を進めている．限界

等級6．o等，位置決定精度o．3分角が目標の性能である．このために，　CCDの選定，　CCD読みだ

し回路の開発，軽量で高性能な光学系の開発，バツフルによる放射冷却系の開発，データ処理

系の論理開発なビが行なわれている．

気球搭載用赤外線望遠鏡による星の形成環境の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　奥田治之

　　　　　　　　　　　　　　　　助　r・芝井　広

　　　　　　　　　　　　　　　　学振研究員　中川貴雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　舞原俊憲〔京ノく・理｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　広本宣久（通総研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　西村徹郎｛アリゾナ却

助教授　矢島信之

技　官　成田IE直

受託学生　松原英雄

水谷耕平（京大・理）

小林行泰（東大・理）

F．　J．Low（アリゾナ大）

　目径50cmの気球搭載用赤外線望遠鏡に液体ヘリウムで冷却されたフJ一ブリ・ペロー分光器を

積み，遠赤外スヘクトル線CII（158m），　OI（63m）の観測を，米国テキサス州パレスティン気球基

地において行・・た．気球飛翔は1988年5月24日，6月4日の：回にわたって行い，いずれも成功

し，貴重なデータを取得した．

　観測は，銀河中心領域，MIZ，　NGC6334などの星の形成領域，　・般的な銀河面にわたって行

われ，銀河中心方向にCII線の新しい分布が見出され，また，星間電離領域と分ゴニ雲の境界域

にあるCII解離領域の存在とその内部構造が明らかにされた．さらに銀河面全域にわたって強

いCII放射を認め，この放射を担う新しい赤外線源の存在が示された．これらの成果は，銀河

系星間空間の研究にとってCll線観測が有効なプローブになることを意味し，今後の星間空間

研究に新しい展望を開いたものと考えられる．

小型プラットホーム（SFU）を利用した宇宙用赤外線望遠鏡（IRTS＞の開発

教　授　奥田治之

客員助教授　松本敏雄

助　r一　芝井　広

野lI邦男（名ノく・理1

舞原俊憲（京」〈・理）

阪井清美（阪大・Il）

その他IRTSグループ

助教授　村ヒ　浩

助教授　矢島信之

村’ヒLE秀（筑波大）

佐藤伸司　（名大・理）

lllノトこ糸屯しLL　（1仮ノく一1：）

広本宣久（通総研）

　IRTS（軌道赤外線望遠鏡1は小型の液体ヘリウム冷却望遠鏡で，主として拡散状天体の観測

に重点を置き，P宇宙初期における星，銀河び）形成過程，2）銀河系内におけるガス，星の分

布，3）宇宙塵の組成と成因などの研究を行う．これを1993年度打ヒげの小型プラットホーム

（SFU｝に搭載して観測を行う）”itになっている．

　今年度は，極低温冷却系のEM製作を行い，その熱特性の測定を行った．また，望遠鏡光学

系の試作，焦点部観測器の詳細設計と試作，機ヒエレクトロニクスの設計を行った．
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lRTS搭載用遠赤外分光計の開発

教授奥田治之
学振研究員　中川貴雄

広本宣久（通総研）

助　手　芝井　広

受託学生　松原英雄

　IRTSには，遠赤外スペクトル線CII（158m），　OI（63m）の銀河面強度分布を測定するための分光

器の搭載が計画されている．上記二本のスペクトル線は星間ガスの冷却の主要機構であり，ま

た強度も強い，これらのスペクトル線を測定することにとって，従来知られなかった，中濃度

（100～300K），中密度（103～105／cm3）のガス雲の分布があきらかになるものと期待されている．

観測にはグレーティングを利用した中分散（300－400）の分光器が利用される．グレーティングに

は極低温冷却可能な金属製（アルミニウムのものが使われる．このグレーティングと光電素子

の試作を行いその性能試を行った．

lRTS搭載用遠赤外分光器（FlLM）のための検出器系の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田治之

　　　　　　　　　　　　　　　　学振研究員　中川貴雄

　　　　　　　　　　　　　　　　広本宣久（通総研）

助　手　芝井　広

受託学生　松原英雄

　IRTSに搭載される遠赤外分光器（FILM）には，［CII］スペクトル線（158m）の測定のため圧縮型

のGe：Ga検出器が使われる予定になっている．通常のGe：Ga検出器は検出可能な耐長限器が

120mどまりであるが，これに圧力を加えることによって耐長限界を150m～200mに延ばすこと

が可能である．この検出器の低バックグラウンド下での性能を改善し，世界最高水準を得るこ

とに成功した．現在は，バックグラウンド量の変化にともなう，検出特性の測定をこうってい

る．また，スペースでの観測時に予想される放射線の影響についての実験準備を行った．

赤外線モニター観測装置による試験観測

　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田治之

　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　成田正直

　　　　　　　　　　　　　　　　小林行泰（東大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　山下卓也（国立天文台）

助　手　芝井　広

佐藤修二（国立天文台）

田中培生（東大・理）

山崎利孝（国立天文台）

　昨年度完成した，赤外線モニター観測装置による試験観測を行った．この装置は，口径L3m

の経緯台式望遠鏡で，高い解像（1角）と高積度の自動指向，追尾能力を備えている．装置を

使い星の観測によって，これらの所性能を測定し，所定の性能がでていることを確認した．ま

た，標準的な量の観測から，副鏡チョッピングの効率，大気透過度及び放射率の測定を行った

結果，都市光の影鏡もほとんどなく，市街地，低地であるにもかかわらず，良好な観測条件が

得られることがわかった．

赤外線による宇宙初期の観測的研究

教授奥田治之
助教授　村上浩

野田　学（名大・理）

客員教授　松本敏雄

佐藤伸司（名大・理）

秋葉　誠（通総研）

K－9M－77号期の観測で存在の可能性が示された近赤外線宇宙背景放射光をさらに高感度の分
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光観測で確認することをiヨi的として，観測ロケットS－520－ll号機搭載用の赤外線望遠鏡の設

計・製作を行なった．観測に成功すれば銀河がつくられた頃の宇宙の状態についての情報をえ

ることができる．この装置には遠赤外線の観測装置も含まれており，またIRTSに搭載される望

遠鏡及び分光器の試験も兼ねている．

　K－9M．80号機の観測で発SLiされた3K宇宙背景放射の黒体放射からの超過分の再確認や空間的

変動の観測を主目的としたS－520－10号機搭載用赤外線望遠鏡は打ちヒげが’1～年間延期され・部

改修を行った．

　高感度近赤外線検出アレイの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　松本敏雄　　　　助教授　村ヒ　浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　野口邦男（名大・理）　　野田　学（名大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　不火葉　　1減　G唾糸窓f研）

　昭和62年度に開発された波長r5用のlnSb検出器を用いて16素子の一次元アレイ型赤外線検

出システムを開発した．これは初期の増幅器も含めて絶対温度4度以下の環境で動作するよう

とくべつの工夫がなされており，また，ロケット打ちヒげ時の振動・衝撃にも耐える設計と

なっている．感度は毎秒100個程度の光f一の入射を検出でき，世界最高レベルを達成してい

る．

　このシステムは観測ロケットS－520－ll号機に搭載する赤外線望遠鏡やIRTSの近赤外分光器

（NIRS）で実用化される．

小型プラットフォーム（SFU）を利用した宇宙赤外線望遠鏡（IRTS）の開発

教　授　奥田治之

客員教授　松本敏雄

客員助教授　村E正秀

技　官　成田正直

野口邦男（名大・理）

松原英樹（名大・理）

尾中敬（東大・理）

阪井清美（通総研）

助教授　村上　浩

助教授　矢島信之

助　手　芝井　広

助　手　中川貴雄

佐藤伸司（名大・理）

舞原俊憲（京大・理）

山本純也（核融合研）

広本宣久（通総研）

　IRTS（軌道赤外線望遠鏡）は小型の液体ヘリウム冷却望遠鏡で，主として拡散状天体の観測

に重点を置き，1）宇宙初期における果，銀河の形成過程，2）銀河系内に置けるガス，星の分

布，3）宇宙塵の組成と成因などの研究を行う．これを1993年度打ち上げの小型プラットフォー

ム（SFU）に搭載して観測を行うf’定になっている．今年度はBMの製作及び試験を行い，クライ

オスタットが，冷却温度，冷媒の寿命等において，初期の冷却性能を達成していることを確認

した．

lRTS搭載用遠赤外分光器（FILM）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田浩之　　助手芝井広
　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　中川貴雄　　　　　大学院学生　山下由香利

　　　　　　　　　　　　　　　　松原英雄（名大・理）　　　広本宣久（通総研）

IRTSには，遠赤外スペクトル線［CII］（158m），　IOI】（63m）の銀河面強度分布を測定するための
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分光器の搭載が計画されている．上記2本のスペクトル線は星間ガスの主要な冷却機構であ

り，また強度も大きい．これらのスペクトル線を測定することによって，従来知られていな

かった，中温度（100－300K），中密度（103－105／cm3）のガス雲の分布が明らかになるものと期待さ

れている．観測にはアルミニウム合金製の特殊なグレーティングを利用した中分散（300－400）の

分光器が利用される．また検出器は独自に開発した加圧型Ge：Gaを用いる．本年度は周辺制御

回路を含めてEFMの製作及び電気系統の実験を行い，良好な結果を得た．

新気球望遠鏡による遠赤外線スペクトル線の銀河面広域マッピング

教授奥田浩之
助　手　芝井　広

助手中川貴雄
松原英雄（名大・理）

広本宣久（通総研）

F．J．　Low（アリゾナ大）

助教授　矢島信之

技　官　成田正直

大学院学生　山下由香利

水谷耕平（京大・理）

西村徹郎（アリゾナ大）

　前回の気球観測の結果を踏まえ，最も重要であると考えられる遠赤外禁制線［CII］158mの拡

散成分を広く精密に観測することに焦点をおいて，新しい気球観測装置を開発した．この装置

の特徴は，1）口径35cmの金属製軸はずし方物面鏡を用いた低遠赤外放射率望遠鏡による，高感

度化，2）スペクトル線の直流測定による，空間的に広がった放射に対する検出感度の向上，3）

新方式の姿勢制御機構の採用による，制御精度と安定性の向上などである．次年度に予定して

いる初観測で，銀河面の中心方向の全域が掃天でき，［CII］線の強度分布が得られると期待され

ている．

赤外線モニター観測装置による飛翔体・赤外線天体の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　教授奥田治之

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　芝井　広

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　中川貴雄

　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤修二（国立天文台）

　　　　　　　　　　　　　　　　山下卓也（国立天文台）

助教授　村上　浩

技　官　成田正直

大学院学生　山下由香利

小林行泰（東大・理）

山崎利孝（国立天文台）

　赤外線モニター観測装置（口径1．3m反射型望遠鏡）による本観測を開始した．これは前年度

の試験観測によって装置の性能が確率されたことを踏まえてのものである．本年度は，1）ロ

ケットによる近赤外観測データから明るい星の寄与を除くための，多数の星の測光観測，2）

「ひてん」から分離された月周回孫衛星「はごろも」のモータ燃焼赤外光の観測，3）X線衛星

「ぎんが」との赤外一X線同時観測，誕生直後の星の広帯域スペクトル観測等を行なった．ま

た焦点部観測装置として，標準測光器，近赤外プリズム分光偏光計に加え，高解像度の近赤外

カメラ（512×512素子）が稼働し初めた．

赤外線による宇宙初期の観測的研究

教授奥田治之
客員教授　松本敏雄

松原英雄（名大・理）

助教授　村上　浩

佐藤伸司（名大・理）

宇宙背景放射の高感度の観測を目指して，観測ロケットS－520－10号機及びS－520－11号機によ
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る2度の実験を行なった．S－520－IO号機では，波長200m～lmmの領域での3K背景放射のスペク

トル及び空間的変動の検出をiヨi的に，また，S－520－ll号機では，波長2m帯で銀河が生まれた

ときにだされた光の検出を狙って実験が行なわれた．Il号機では，昭和63年度まてに開発が行

なわれた，高感度16素r．赤外線検出器アレイがはじめて実用化された．

　どちらの実験も成功の内に行なわれ，現在データ解析が進められており，宇宙論にとって重

要な結果がえられるものと期待されている．

　lRTS搭載用近赤外分光器（NIRS）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　奥田治之　　　　　助教授　村ヒ　浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　松本敏雄　　　　野口邦男（名大・理）

　赤外線による宇宙初期の観測的研究の項で述べたS－520－11号ロケットでの観測の発展とし

て，IRTSに搭載する近赤外線分光器（NIRS）のEFMの製作，試験を行なった．　NIRSは回折光r－一

と高感度24素予赤外線検出器アレイを組み合わせた分光器で，波長1．5mから4mの領域で，銀

河系の外から来る宇宙初期に放射された光の検出を狙う．

　本年度は，回折光子の効率測定，波長分解能の確認，検出器系及び回路系の性能評価等を行

ない，良好な結果を得た．

宇宙用冷凍機の基礎開発

教　授　奥田治之

助教授　村一ヒ　浩

客員教授　村ヒ正秀

技　官　成田正直

松原洋一（日大・－ll）

佐藤伸司（名大・理）

舞原俊憲（京大・理）

山本糸屯也　（京大・　1つ

教授棚次亘弘
客員教授　松本敏雄

助　手　芝井　広

助　手　中川貴雄

野口邦男（名大・理）

松原英雄（名大・理）

尾中敬（東大・理）

　スペースでの赤外線による天体の観測では，観測装置からの赤外線放射を低減し，検出器の

感度向ヒのため，望遠鏡を含めた全系を液体ヘリウムで冷却するのが普通である．しかし，長

期間の観測のため大量の液体ヘリウムを搭載することは，衛星の重量，体積を増やし，また装

置を複雑なものにする．従って，宇宙用機械式冷凍機の開発によりこの制約から逃れること

は，将来の赤外線天文学にとって必須である．

　本年度は，このための基礎開発として，パルスチューブ冷凍機等の基礎実験，現状の技術を

赤外線天文衛星に適用したときの問題点や開発事項の洗いだし等を行なった．

　『あけぼの』衛星による放射線損傷の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　槙野文命

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授（東北大）中村尚司

　　　　　　　　　　　　　　　　　高木俊治（東北大・1⊃　　河野　毅（理研研究員）

　1あけぼの』は放射線帯の中心部を通過するので，放射線の機器に対する影響を調べるよい

機会である．「’あけぼの1には粒子線モニターと試験用1℃．が搭載されていて．，これらの情

撮の解析から被爆線量の推定と半導体に及ぼす効果を研究する．
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太陽系プラズマ研究系

ISTPIGEOTAIL衛星の開発

教　授　西田篤弘

教　授　中谷一郎

教授鶴田浩一郎
客員教授　木村磐根

客員助教授　寺沢敏夫

教授上杉邦憲
助教授　向井利典

客員教授　国分　征

客員助教授　賀谷信幸

　GEOTAIL衛星は地球磁気圏尾部の構造とダイナミックスの研究を目的とするもので，アメ

リカ航空宇宙局（NASA）と宇宙科学研究所の共同プロジェクトとして，1992年に打上げるべ

く開発をすすめている．この衛星は月の引力を利用することによって遠地点約220REに達し，

遠尾部領域でプラズマシートの起源に関わる観測を行うほか，近尾部領域にある時は磁力線

リコネクションによる加速過程の研究を行ない，また昼間側にある時には磁気圏境界面におけ

る太陽風エネルギーの流入過程を調べる．NASA側の技術者及び研究者との共同設計会議にお

いてFMの設計確定が行われ，現在，　FM製作中である．

　太陽風磁場の面状構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西田篤弘　　　　　研究員　中川朋子

　惑星間空間を満たす太陽風の磁場は平均的にはパーカーの予測通り螺旋状の構造をもつこと

がこれまでの観測でしめされているが，時折多層状の平面的な磁場構造が観測されることが探

査機さきがけによってあきらかにされた．この面状磁場構造は太陽近傍の磁場が惑星間にひき

だされる過程を理解するうえで貴重な情報を与えてくれる．これまでの解析により，この構造

が磁場の急激な変化を多く含むこと，周辺の太陽風が高密度のプラズマであること，特定の太

陽面経度領域に回帰的に発生することなどが示されたが，太陽面現象や磁場構造との一義的な

関係はまだ見つかっていない．この構造の成因を究明するため，太陽風の直接観測や太陽表面

の磁場観測に基づくデータを用い，研究を進めている．

　サブストームにともなう中低緯度の電場

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西田篤弘　　客員教授C．A．　Reddy

　磁気圏サブストームと呼ばれる大規模なエネルギー解放現象の際には，磁気圏全域にわたっ

て電場が出現する．電場は朝方から夕方を向いており，プラズマを夜側から昼側へとドリフト

させる．この電場はアルフヴェン層で遮蔽されるが，一部は中低緯度にも侵入する．これが従

来の描像であった．しかし，わが国の多数の電離層観測所の観測データから電場を求めると，

サブストームに際してときどき非常に強い電場が夜側の中低緯度で観測され，その方向は上の

予想とは逆に夕方から朝方を向いている．われわれはこのようなケースについて世界的に電場

の分布を調べた．電場の逆転は，極光帯にできる局所的な電気伝導度の増加領域で，分極に

よって強い二次的電場が作られるためにおきるのであろうということが判明した．

　極冠域と極光帯の区分

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西田篤弘　　客員教授0．Troshichev
　極光帯は電子やイオンの激しい降下で特徴付けられる領域であるが，さらに高緯度の極冠域

でもしばしば降下粒子が観測される．極冠は磁力線が太陽風に向かって開いていると思われて
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いる領域であって，ここに降ドする粒鈴の起源と力目速は未解決の問題である．ここでは，まず

極光帯と極冠における降一ド粒1㌃の特性を調べることから始め，極冠ではイオン降ド束の電j㌃束

に対する比が極光帯にくらべて顕著：に小さいことを見いだした．

　惑星磁気圏の構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西田篤弘　　大学院学生藤本正樹
　惑星磁気圏の構造について理論的研究を行なっている．現在，特に興味をもっているのは磁

気圏境界面におけるプラズマ物理過程である．ケルビン・ヘルムホルツ不安定について，

MHD系から進んで，　：流体方程式での線形解析を行なった．この不安定性の，粒y一コードを

用いた非線形シミュレーションに向けて準備をしているところである．

f「’

?ｯぼの』衛星による極域現象の研究

　　　　　　　　　教　授

　　　　　　　　　助教授

　　　　　　　　　助　手

　　　　　　　　　助　手

二げ以来，

鶴II貸告　　。良B

向井利典

甲州　基

中村IE人

教　授　西田篤弘

助　手　町田　忍

助　手　小原隆博

研究員　中川朋子

　　　　　　　　　　　　　『あけぼの』衛星は川頁調に飛行を続けている．我々は，電場計測

器，プラズマ粒∫一計測器を搭載し観測を実行すると同時に衛星の運用，観測データの処理に関

するマネージメントを担当している．今年度は，衛星の遠地点が北半球にあるため多量のデー

タが北半球の3箇所の受信点からえられると同時に過去1年間に南極昭和基地で得られた多量の

データが入手できる予定である．これらの膨大なデータを効率的に処理し，極域電離圏と磁気

圏の構造，プラズマ運動に関して新たな知見を得ることを目標としている．

平成2年2月打ち

　磁気圏プラズマの撮像計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　鶴田浩一郎　　　　教授（東大理）小川利鉱

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　向井利典　　　　　研究員　中川朋子

　過去30年の磁気圏研究は人工衛星による磁場やプラズマの直接観測をもとにすすめられてき

た．研究が進むにしたがって人工衛星による一点の観測では解明できない問題が表面化するよ

うになってきた．太陽風から磁気圏へのエネルギー一流入過程の研究にとって最も重要な磁気圏

境界層の構造に関する問題もその・つである．この問題の解決を与えるブレークスルーとし

て，磁気圏境界プラズマを視覚的に捉える磁気圏イメージングの検討を始めた．太陽紫外線の

プラズマイオンによる共鳴散乱を利用する技術であるが，重要な技術要素である反射鏡，検出

器の効率に関する研究から始めている．

　GEOTAIL衛星搭載電場計測器の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　鶴田浩一郎　　　　　　助　手　早川　基

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　岡田敏美（富山県ノく）助　手　中村正人

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　河野祐・・松岡彩壬

　GEOTAIL衛尾の目的の一つとして，磁気圏尾部のプラズマ運動を調べることがある．磁気

圏尾部の電場を計測することにより，磁場に直角なプラズマの運動を求めることが出来る．

我々は，ダブルプローブと電子ブーメラン法の一1つの電場計測器を搭載すべく，その開発に取

り組んでいる．平成2年度はFMの製作を行なう．
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　極域電離圏のロケット観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授鶴田浩一郎　 教授西田篤弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　向井利典　　　　　大学院学生　河野祐一

　　　　　　　　　　　　　　　　　受託学生　平原聖文・斉藤義文

　オーロラ粒子の降下機構は現在も多くの謎に包まれている．『あけぼの』衛星の観測目的の

一つもこの謎の解明にあるが，空間分解能，時間分解能を上げた観測を行なうためにはロケッ

トによる観測が重要となる．オーロラの中でも特に，明け方に出現する脈動型オーロラの粒子

降込みの機構には不明な点が多い．平成元年度には，ノルウエーのアンドーヤから脈動型オー

ロラの中にS－520形観測ロケットを打ち上げた，我々は，プラズマ粒子計測，電場計測を担当

した．平成2年度も同種のロケット実験を実施する予定である．

　惑星プラズマ研究計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授鶴田浩一郎　 教授西田篤弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　向井利典　　　　　助　手　町田　忍

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手早川基　　助手小原隆博
　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　中村正人

　太陽系惑星の上層大気と太陽風の相互作用を研究することは地球磁気圏と太陽風の相互作用

を研究してきた我々にとって，重要な意味を持っている．地球に固有の物理的制約から離れ

て，異なった境界条件の基での相互作用を調べることにより地球磁気圏のみの研究には現われ

てこない現象の研究が可能になる．太陽系プラズマの3大構成要素（太陽・太陽風・惑星上層

大気）の統一的な理解をすすめていく上で地球以外の惑星の上層大気の直接探査の重要性を考

え，その実現可能性・科学的意義についての検討を行なっている．

　太陽風速度構造の惑星間空間多点観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　向井利典　　　　　三宅　亘（通総研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　寺沢敏夫・平尾邦雄（東海大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A，J．　Lazarus（Mrr）

　「さきがけ」，「すいせい」，IMP－8の探査機，衛星で観測した太陽風データを用いて，

1986年3月から1987年4月にかけての太陽風速度の太陽面緯度・経度構造を調べた．この期間は

太陽活動極小期で，低速流の領域が太陽赤道付近のみで観測された特異な期間であった．

500km！s以下の低速流の緯度幅は約17°で，速度の緯度変化率は境界の500km！sの部分で30km／

sldegであった．速度が最小となる緯度は経度の関数で正弦波的に変化したが，その振幅は1986

年では，4°～9°，1987年初めで1°～2°であった．この値は太陽光球面磁場から計算される中

性面の傾き角よりも小さく，今後の検討課題である．

「あけぼの」（EXOS－D）によるオーロラ粒子観測

　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　向井利典

　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　賀谷信幸

　　　　　　　　　　　　　　　　佐川永一（通総研）

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　町田　忍

　　　　　　　　　　　　　　　　受託大学院学生

教　授　伊藤富造

松本治弥（神戸大）

三宅　亘（通総研）

助手小原隆博
平原聖文（京都大）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　江尻全機｛極地研）　　　　山岸久雄（極地研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　宮岡宏（極地研）

　・F成元年2月22日に打ちヒげられた「あけぼの」には，オーロラ粒rの加速機構の解明をi三

たるH的にした低エネルギー粒j潅見測器（LEP）カミ搭載されている．　LEPのi三要機能は，電fi

（10eV－16keV）およびイオン（13eV／e－20keV／e）のエネルギー・ヒッチ角分布を測定し，イオン

についてはその質量分析を行なうことである．また，波動・粒州撞1作用の研究のため，粒子

フラックスのHFおよびVLF帯における変動スペクトルの計測も行なう．’P成元年3月末に軌道

ヒでの高圧印加も成功して以来，観測器の機能はすべて順調である．この一年間で磁気圏物理

に関する幾つか新しい知見が得られているが，なかでもカスプの粒j’一降ド現象に関する物理機

構，電離層起源のイオン加速機構，極冠域の粒予降ドと磁気圏構造，沿磁力線電流の担体荷電

粒」t’の同定についてたいへん興味ある結果が得られている．

GEOTAIL搭載用低エネルギー粒子観測器の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　封力tY文　it受　　向Ji：利典

　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　賀谷信幸

　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　芋澤敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　受託大学院学生

　　　　　　　　　　　　　　　　ノく学院学生
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平原聖文（京都大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤義文（京都大）

　GEOTAIL衛星は磁気圏尾部および太陽風との境界領域におけるプラズマ・ダイナミックス

の研究を主目的とする日米共同のプロジェクトである．プラズマの3次元速度分布関数および

イオン組成を観測する低エネルギー粒t”観測器は，EXOS－D衛星による観測に比べてさらに多

様な領域における観測に対応するため，広いダイナミック・レンジと高時間分解能が必要であ

る．’1城元年度では．試作センサーの特性についての較II漢験，機Eデータ処理方式の検討，

熱モデル試験を行い，FMの詳細設計・製作に関する貴駐なデータを得た．これらの検討をふ

まえて，現在，製作担当メーカーの方でFM製作中である．

　磁気圏探査用イオンエネルギー質量分析器の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授向井利典　　助手町田忍
　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　　芋澤敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　受託大学院学生　平原聖文｛京都大）

　地球電離圏から磁気圏にかけて，更に惑星間空間には，さまざまな形で荷電粒子が存在し，

多くの興味ある物理現象の・翼を担っている．特にこの中でも太陽風・地球磁気圏の相互作用

の理解には，低エネルギー〔数eV～数IOkeV｝の荷電粒r－，主に，／〈陽風起源のH＋，　He＋＋，地

球起源のHe＋＋，0＋，0＋＋の分布状態を知ることが重要な鍵となる．そのため次の2点を満足する

3次元イオンエネルギー質量分析器が必要である．

　P広い視野角を持ち，多種多様な荷電粒」瓢の＃」ミ舞いに対応できる．

　2｝高時間分解能を持ち，時間的・空間的変動の激しい荷電粒」t一の状態をモニターできる．

イオンビームのレイ・トレーシングの計算機シミュレーションと試作センサーの較正実験の両

面から，これらをi－1眼とした分析器の設計・その特性の評価を行なった．

低エネルギー粒子分析器較正用イオンビームの改良

　　　　　　　　　　　　　　　　9力孝欠キ受　　Ifijプ†二不1」昼廷 且カ　　ヨ「三　　巨汀Hl忍、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　寺澤敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　受託大学院学生　平原聖文（京都大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　斉藤義文（京都大）

　ロケットや衛星搭載用の低エネルギー粒子分析器の特性を飛翔前に予め較正しておくことは

必須で，その較正データの質はフライト・データの処理・解析結果の信頼性を左右する．較正

用イオンビームは粒子分析器の入射口に対して充分広い面積をもつ平行ビームで，エネルギー

及びイオン種別の制御ができることが必要である．これらの点で一応の水準には既に達してい

るが，さらにH＋等の軽イオンビームの発生を容易にするための質量選別器の改良，ジンバル機

構およびその制御方式の改良を行った．今後，データ収録装置の改良を行ない，較正実験の自

動化を計っていく予定である．

　S－520－12号機による脈動型オーロラ降下粒子の観測と解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　町田　忍　　　　　助教授　向井利典

　　　　　　　　　　　　　　　　　受託大学院学生　平原聖文（京都大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　斉藤義文（京都大）

　平成2年2月26日ノルウエー・アンドーヤ基地で打ち上げられたS－520－12号機に搭載したプラ

ズマ粒子計測器によって，脈動型オーロラに伴った降下粒子の変動を詳細に捕らえる事ができ

た．降下電子の分布関数の時間変化，および高時間分解能を有した固定エネルギーでの電子フ

ラックス変動の測定は，脈動型オーロラを駆動している磁気圏内部に存在するメカニズムを探

る上で極めて重要な手がかりを与えてくれる．また，同時に得られた降下イオンおよび電子の

密度・エネルギーの高度分布の情報は，中性ガスとプラズマの衝突過程を理解するための基礎

データとして重要である．これらの観測データに対して，より詳細な解析を進めるとともに，

得られた結果に基づいた物理モデルを組立てる作業を行っている．

　『あけぼの』衛星搭載電場計測機による極域プラズマ運動の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手早川基　　助手小原隆博
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院院生　河野祐一　　　大学院院生　松岡彩子

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　岡田敏美（富山県大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授鶴田浩一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　EFD班

　『あけぼの』搭載電場計測器によるDC電場データを使って極域電離圏のプラズマ運動を求

めることが出来る．我々は，極域電離圏のプラズマ運動パターンが種々の条件でどの様に変化

するか，磁気圏と電離圏の結合を考えたときどの様な磁気圏モデルが観測に適合する調べてい

る．磁気圏・電離圏・太陽風という大きな結合系として統一的な理解を得ることが今後の課題

であると考えている．

　EXOS－D衛星ELF受信機により観測された磁気赤道付近のイオンサイクロトロン放射現象の

理論的解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　木村磐根　　　　澤田　晃（京大工）

　　　　　　　　　　　　　　　　　笠原禎也（京大工）

　EXOS－D衛星のELF帯受信機では，電界1成分と磁界3成分を80Hz以下の帯域で観測できる．

この装置を用いた観測では，特に磁気赤道近辺を通る軌道で，ヘリウム，および酸素イオンの
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サイクロトロン周波数のすぐヒ側にバンド構造の電磁波放射がしばしば観測された．この波動

の成因が磁気赤道付近で粒｝’一の温度異方性により発生した低部ハイブリッドモード付近以ドの

イオンサイクロトロン波がほぼ磁力線に沿って伝搬することによってできるとするモデルをレ

イトレーシングによって確認した．

　地上VLF局信号の電離層大地間長距離伝搬特性と電離層上層部での信号強度分布

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　木村磐根　　　　磯崎英・（京大工）

　前年度に引き続き地LVLF局信号の電離層大地間導波管モード伝搬波の電離層下部および電

離層ヒ部の信号強度を計算するために，電離層反射係数にフルウエーブ法を用いたアルゴリズ

ムの開発を行なった．これは例えばVLFオメガ信号をEXOS－D衛屋で受信した場合の電離層ヒ

部における信号強度を理論的に見積るためである．

　MUレーダによる宇宙軌道運動物体の探索

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　木村磐根　　　　佐藤　亭（京大工）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　占沢　明1京大Il＞　　　　若【ll俊夫（京大工）

　MUレーダ（波長6m、1MW）を地ヒ300～1200kmの範囲を周回する軌道運動物体の検出に用

いてきたが，NORADのマイクロ波レーダによる観測結果ともよい一致が見られた．そこでさ

らに詳細に調べるために，MUレーダを8ビームで運翔し，散乱断面積の時間変化と共にその物

体の軌道要素も求める試みを行ない，成功した．

　EXOS－D（あけぼの）により観測されたVLF波動の伝搬特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　木村磐根・山本正幸・澤田　晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤嘉彦・岸洋司・笠原禎也（京大工）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野　勇・軒内栄一（金沢大工）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「缶』i王1敏・三美き　　（名ノ〈空㌃重主石斤〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本弘蔵（東京電気大1⊃

　EXOS－D衛星のVLF－PFXは電磁界5成分から信〉ナの伝搬kベクトル方向およびポインティング

ベクトル方向を求める装置であるが，こび）装置が飛翔後にll｛しくこれらの量を求めることが出

来るかを確認するため電波源のよく分かったVLFオメガ局イ，1レ」’を用い，装置の［tll路特性を全て

考慮のヒでkベクトル方向を求めた．これらの値はノく変もっともらしい値が得られた．また同

様にホイスラーについてもkベクトル方向を求めた．vLF－wBA（広帯域vLF受信機i）により得

られたオメガ信号の空間分布はレイトレーシングによりチ想されるものとよく…致した．オー

ストラリアのオメガ信号からトリガーされたVLF放射の振幅・位相特性について新しい知見が

えられた．

EXOS－D／HIPAS　VLF共同実験

客員教授 木村磐根・A．Wong（UCLA）

岡田敏美（名大空電研）

山本正幸（京大rl）・石lf］薫（京大Il）

橋本弘蔵（東京電機大Il）

　アラスカ・フェアバンクスにある大電力電離層加熱装1翫HIPAS）のHF送イ、1波にVLF帯の波の

振幅変調をかけ，加熱された電離層に発生するVLF電流により放射される電波をEXOS－Dおよ
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び地上で受信する実験を平成元年度8月とll月下旬からの各1週間行ない，両期において興味あ

る地上観測データが得られ，後期には衛星による受信にも成功し，その信号の電磁界強度とk

ベクトル方向を求めることが出来た．

　EXOS－D搭載用イオン・イネルギー質量分析器

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　賀谷信幸　　　助教授　向井利典

　　　　　　　　　　　　　　　　　佐川永一（通総研）

　磁気圏・電離圏の結合過程や磁気圏プラズマの起源を検証するため，磁気圏イオンのエネル

ギーと質量分布を測定するイオン・エネルギー質量分析器（IMS）を人工衛星EXOS－Dに搭載し

た．本分析器の最大の特徴は質量分布と角度分布を二次元的に測定することにより，従来の質

量分析器に比して格段の時間分解能を持つ点である．すなわち同時に搭載されたエネルギー分

布のみを観測する1／4球型粒子エネルギー分析器（EIS）と同じ2秒の時間分解能を持つものであ

る．そのため，これまでに測定できなかった粒子束の微細構造や時間的変動の観測が期待され

る．初期の観測結果ではイオンの質量による分散やHe＋が多く含まれる上昇イオン流（UFI）など

興味深い現象が観測されている． 据

　マイクロ波無線エネルギー伝送システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　松本紘（京大超高層）　　　客員助教授　賀谷信幸

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　長友信人

　現在の化石燃料の枯渇や地球環境問題を鑑みるに，宇宙太陽発電衛星はクリーンで大容量の

代替エネルギー源としてその必要性が高まりつつある．この宇宙太陽発電衛星を実現するため

には多くの技術開発を行なわなければならない．マイクロ波無線送電技術の開発はその代表的

な研究課題である．本研究では将来の宇宙太陽発電衛星を目標に宇宙飛翔体での実験でも使用

可能なマイクロ波送電システムを開発している．本年度は（1）ニューラル・ネットワークによる

ビーム制御として，位相ずれをおこしている送電アンテナ素子の検索と，そのずれた位相量の

検出のアルゴリズムを開発した．（2）高効率，高出力の半導体増幅器を目ざしF級アンプを試作

した．（3）マイクロ波送信アンテナの基本単位であるサブ・アレーの試作を行い，サブ・アレー

を構成するための基本データを取得した． i

　大振幅MHD波にともなうホイッスラーのテスト粒子シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　賀谷信幸　　　松本　紘（京大超高層）

　　　　　　　　　　　　　　　　　B．T．　Tsurutani（JPL）

　大振幅MHD波に伴うホイッスラー波の励起過程をテスト粒子シミュレーションを用いて検

討する．この現象はジャコビニ彗星の近傍や地球のBow　Shockで観測されたもので，　Steepening

した大振幅MHD波にホイッスラー波が励起された現象である．励起過程として色々な考えが

提案されているが，ここでは彗星から放出された水イオンによるサイクロトロン共鳴の可能性

を検討した．

　彗星から放出された水が電離した時点では，水イオンはサイクロトロン共鳴速度より遥かに

速い相対速度をもつため共鳴を起こさない．しかしながら一部の水イオンは大振幅MHD波に

より徐々にピッチ角をたて，ホイッスラー波に達したときには共鳴速度まで減速し，ホイッス

ラー波にトラップされる．さらにトラップされたイオンの一部がMHD波とホイッスラー波の

境界を往復することにより，ホイッスラーにエネルギーを与える可能性があることがシミュレ

v

1
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一ションにより明らかになった．

惑星研究系

　ミリ秒パルサーのタイミング観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　河島信樹　　　　　平1亡淳・（研究生）

　　　　　　　　　　　　　　　　　竹ili達1！ノく学院）

　前年度の試験観測の成果をふまえて，今後5年間程度にわたる本格的なタイミング観測をめ

ざした観測装置を製作した．S／N向一Lとデでスバージョン除去のため，現在臼田宇宙空間観測

所でVLBI観測に使われているk－IIIのビデオコンバーターをフィルターバンクとして流用し，各

チャンネルごとに位相をあわせて平均化している．観測波形はグラフィックで表示され，リア

ルタイムで確認できる．装置のタイミングの精度は1sが達成されており，3年間で10－14の精度

の観測ができる，この値は原始時計の安定度と比較すると興味深い．また，背景重力波の観測

的ヒ限を与えるなど相対論の検証に役ウ1つことが期待される．

スペースシャトルSEPAC計画リフライトの準備

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　河島信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　　：宮敬喫

　　　　　　　　　　　　　　　　tiカ　　　ア・　イ左々イくjtt．

　　　　　　　　　　　　　　　　才支　　’ドゴ　　ク、三’芋　　章

教授長友信人
教　授　後川昭雄

助　手　柳沢正久

技　官　渡辺勇一三

　1991年度4Jjに1劣ヒされているスペースシャトルアトラス1号樹でのSEPAC実験の準備を行

なった．新規に作成した電源装置については，機械環境試験，真空試験を実施した後，米国側

へ引渡した．米国サウスウエスト研究所での搭載機器の総合システム試験に参加し，搭載機器

（電J’一ビーム発生装置，計測装置）の最終的な性能確認を行なった．またこれとは別にケネ

ディ字宙センターで開催された一i三任研究者会議に参加し，アトラスミッションでのSEPAC実験

方法について他実験との調整を行なった．

　日米共同テザートケット実験（CHARGE－2B）

　　　　　　　　　　　　　　　　　孝欠　　i受　　河島イ，諮封　　　　　　　　助孝刎受　　小01孝i　・良「～

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　 r一　佐々木　進

　1991年張るに」3芝されている第5回目のテザーロケット実験の準備を行なった．今回の実験

では電」t一ビーム装置の出力を増強して’揺｛1テザーシステムでの波動励起が1凄研究テーマと

なっている．本実験は，’F成1年度の実施をめざして準備を行なってきたものであるが，NASA

のロケット調達の遅れから延期を余儀なくされた．既に日本側の分担機器（テザーワイヤー伸

展装置，波動受信機）については，電気性能試験及び振動試験を終り米国側への輸送準備が完

了している．現，lh由1では1990年冬にユタ州、レ1ノ〈学でPll祁の噛み合わせを行なった後，ワロップ

ス射場でロケットへの組込，最終試験を行なうことになってる．

重力波干渉計のデータ解析

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　河島信樹　　　　　平尾淳一（研究生）

　　　　　　　　　　　　　　　　川村静児（研究生）　　　　水野潤（大学院）

1989年3月2日一12日にわたって，D棟に設置されたIOmのレーザー　”fl渉計をショットノイズ
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レベルに迫る感度1．6×10－18HZ－1／2で連糸売運転した．観測期間8．2×105sのうち，1．6×105sの問取

得されたデータをパルサーからの連続重力波探索のために処理した．雑剖こ埋もれた重力波の

信号を取り出すと同時に周波数，減速率，周波数変調など観測的に不確定なパラメータを決定

する方法およびその問題点を検討した．実際に信，ナを効率的に取り出す方法を開発し，データ

から期待される観測的上限を得た．

SFU搭載プラズマ環境計測器の開発

教　授　河島信樹

助r一佐々木進
賀谷信幸（神戸大）

横田俊昭（愛媛大）

佐川永一（通信総研）

遠山文雄（東海大）

助教授　小山孝一・郎

技　　官　　渡辺勇一三

索東生

宮武貞夫（電通大）

太田正廣（都立大）

　1994年1月又は2月にf定されているSFU　1号機搭載用のプラズマ環境計測器のエンジニアリ

ングモデルの製作を行なった．環境計測装置は，プラズマ密度変動検出器，分光器，磁力計，

材料劣化試験から構戒される．これとは別に質量分析器，真空度計，プラズマプローブ，波動

受信機，マイクロGメーター，材料劣化試料から構成されるバス系の環境計測装置についても

検討を行なった．分光器については材料劣化資料と組合わせた実験室を実施し，搭載用の実験

資料の選定を行なった．これと平行して過去の飛翔体プラズマ環境，ガス環境のデータを調査

するとともに，モデルを作成して環境予測を行ない，SFU－1での観測シナリオの検討，科学デ

ータを効率良く取得するための運用方法の検討を行なった．また大型飛翔体周辺に発生するプ

ラズマ現象と天体プラズマ物理現象との対比を調べた．さらに本研究に関連して宇宙基地搭載

用のプラズマ環境計測装置の技術的検討を行なった．

VOYAGER海王星電波科学データ解析

　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小山孝・郎

　　　　　　　　　　　　　　　　助手佐々木進

　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　水野英一

　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　鳥III学

教　授　西村敏充

助教授　高野　忠

助　手　山本善一

ノく学院学生　春山純・

　アメリカの惑星探査機VOYAGER2号は1989年8」」25「1に無事海王星接近を果たし，その時地

球ヒの3つの受信局（オーストラリアのチャンベラ，バークス，及び日本の臼田）では電波科

学データを取得した．本研究ではそのデータを使って海E星の大気，とりわけ衛星搭載の他の

プローブ類では観測できなかった，ド層部分の解析をH的としている．この大気下層部分では

SN（信号対雑rD比が低いため，複数局で受信した信号を重ね合わせることによってSN比を

改善するという試みを行なっており，すでにキャンベラとパークスの問では成功している．今

後はより距離が離れているキャンベラー臼田間の信号の重ね合わせを目指していく．

10mレーザー干渉計重力波アンテナの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　教授河島信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　川村静児（研究生）

　　　　　　　　　　　　　　　　李永貴（外国入研究員）

’r尾淳一（研究生）

水野　潤（大学院）
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　　　　　　　　　　　　　　　　江本雅彦（大学院）　　　　宇田和iE（大学院）

　　　　　　　　　　　　　　　　姫野俊・（大学院）

アーム長IOm折り返し回数IO2回のマイケルソン型重力波アンテナの開発を継続した．

39

一応本

年度初頭で，世界にある10mクラスの重力波アンテナ（カルフォツレニアll科大学，マックスプ

ランク研究所，グラスゴ大学）と対等に議論できるh＝10－18／（Hz）1／2が実現した．今後の発展の

・つの方向として，レーザー光の有効利用を図るリサイクリングの基礎実験を行った．なた昨

年度の末に行ったSN1987Aからの重力波観測のデータ処理を行い，データ処理の技術の確立，

今後のli渉計の開発の方向づけを行った．

　大型重力波アンテナのシステム検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　ギrI∫∫葛イ言槙」¶　（’」こ甘f石牙孝文看受〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　森本喜美夫（高工研教授）　鈴木敏夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　小川雄：郎（高1：研助抱

　科研費重点領域申請の一貫として，将来の本格的な重力波アンテナのシステム検討を行っ

た．まず，第1段階として現在の10mクラスグ）アンテナを100mに大型化した場合の具体的な設

計ならびに経費見積を行った．設置場所は現在の相模原キャンバスの一角を考え，現有の10m

のシステムを最大限に活用することによって比較的少ない経費で建設が口∫能であることを示し

た．さらにそれを基盤にしたわが国全体としての本格的な3km重力波アンテナについても検討

を行った．

　宇宙空間飛翔体表面で発生する原子分子反応と材料劣化の実験的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　河島信樹　　　　　助　手　佐々木進

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　矢守章　　　　　　横田俊昭（愛媛大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　太田［E廣（都～i！l大）

　各種の薄膜状の宇宙材料に酸素イオンビームを照射し，材料劣化速度，表面で発生する原子

分子反応，被照射材料の機械的特性の計測を行なっている．材料劣化速度はレーザー光の透過

率の時間的変化から測定し，二次的に発生する分J’・は質量分析器で検出している．照射後の材

料の機械的特性は，SEMでの検査，引っ張り試験，反射分光特性により計測している．今年度

は，材料として，ブリプレグとユーヒレックスを使用して実験を行なった．高分r材料のユー

ヒレックスに酸素イオンを照射した場合には，チJ一イン構造に酸素が畳き換わると思われる現

象が検出されている。

　電磁飛翔体加速装置（レールガン）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　矢守章　　　　　　助　手　柳沢正久

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　河島信禿封

　本年度に於けるレールガン開発におけるドな成果は

　1）1gの飛翔体を安定して5km／s以ヒ出せるようになり，実際，衝突実験に活用された．これ

は，現在，レールガンでii堺的にも安定して実際の実験に供用できるという観点からは，他で

は得られていない成果である．

　2）lgの飛翔体を最高の6km／sに加速させることに成功した．

これらは，飛翔体の改良，レール材の改良を行なうことにより達成出来た．
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イオンビームを用いた惑星表面遠隔探査方法の実験的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　河島信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　矢守　章

　　　　　　　　　　　　　　　　太田正廣（都立大）

助　手　佐々木進

三浦保範（山口大）

　イオンビームを用いた二次イオン分析法（SIMS）を，探査機による惑星表面遠隔探査に応用す

るための実験室実験を行なっている．二次イオン分析法は，地上の固体分析法としては既に技

術的に確立しているが，試料と分析器との問の距離は数程度が前提となっている．探査機によ

る天体の表面組成遠隔探査のためには，対象物とイオンビームソース及び分析器との間の距離

が数から数十程度離れている場合においても，二次イオン分析が可能であることを立証する必

要がある（遠隔SIMS）．本年度の実験で，1．2mまでの距離については各種元素，同位体を用

いた実験により近接分析と同様な二次イオン分析が可能であることを実証し，二次イオン収量

は距離逆二乗則に正確に従っていることを確認した．これにより現存するイオンソース，イオ

ン分析器の技術をそのまま適用した場合でも，数十mまでの遠隔探査が計算上は可能であるこ

とが確認できた．また遠隔SIMSで各種の阻石，岩石の二次イオン分析特性を取得しデータベ

ース化を行なった．さらに本年度の実験結果を基に，小惑星探査を前提とした具体的な探査機

搭載機器の概念設計を行ない必要なリソース評価を行なった．

　テザード衛星（ひもつき衛星）による工学，科学実験に関するfeasibility　study

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎　　　助教授　小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　テザー衛星研究グループ

特に高度200km～120㎞の領域を複数個の小型衛星によって立体的に探査できると期待され

るTethered　Subsatellite　Systemは工学，科学の研究者が共に楽しめるプロジェクトであるとの考

えに立ってテザー衛星計画を議論しつつある．過去に9回の勉強会を開いて，ひもの力学，お

よびひもの伸展法について議論を続けると共に，科学側からの利用法についても議論を行って

いる．

「あけぼの」による熱的電子エネルギー観測

　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小山孝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　奥沢　隆（電通大）

　　　　　　　　　　　　　　　　受託学生　相沢宏行

雨宮　宏（理研研究員）

受託学生　阿部琢美

　　　　　　　　　　　　　　　　　J．P．　St．　Maurice（カナダ・ウエストオンタリオ大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　K．Schlegel（西独・マクスプランク宇宙空間研究所）

　1989年2月22日，軌道に導入された「あけぼの」に熱的電子エネルギー分布を搭載した．二

次好調波法により0～5eV領域の熱的電子のエネルギー分布，　DCラングミューアプローブ及び

電子温度プローブにより，電子温度，電子密度が得られ始めた．高度3，㎜km以上での電子温

度の観測は過去に米国衛星により得られたのみである．また0～5eV領域の熱的領域のエネルギ

ー分布測定は「あけぼの」が初めてであり，特に下向き沿磁力線電流のキャリアの固定，非等

方エネルギー分布関数の検出等をめざして解析を進めている．下向き沿磁力線電流が流れてい

るところではまわりより電子温度が数百度低いことが示された．エネルギー分布には特別の歪

み等は見られない．
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E層熱エネルギー収支に関する理論的，実験的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助孝文4受　　小III孝：・劇1

　　　　　　　　　　　　　　　　　堤jliイti“ノJ　（正枇1蔵Ilノく）

　　　　　　　　　　　　　　　　　’三乏一註｛三”｝「：ノ1：．　　　里i’l　lイ，号ノく±
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小野　茂（武蔵工大）
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　この研究はロケットによるE層の電」’温度観1則が始まって以来間われてきた，なぜ電j㌦温度

が中性ガス温度より高いのかのノくきな問題に関するものであり，ロケット実験によってエネル

ギー分布を測定すると共に，E層の電」㌃温度に深く関’∫・していると思われる振動励起状態の窒

素に関して理論的検討をJJ［］えると共に，振動励起状態の窒素と熱電ゴーを相Llニイ乍用させる室内実

験を開始した．本年度は振動温度（わ計測を試みている．

　金星と太陽風の相互作用（ホールの性質とその生成機構）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小山孝・郎　　　　受1｛丘学生　水野勇一郎

　米国の金星探査機ハイオニアヴで一ナスによって得られた磁場，波動，イオン質量，電子温

度，電j㌃密度の磁気テーフデータを解析している．本研究の目的は今だあきらかにされていな

い夜側ホールの性㌻’｛とその生成機構について，新しい知見を得ることである．また金星まわり

の磁場構造について調べているが，我々が解析した結果は必ずしも以前に報告されているもの

と同じでないところがある．

　遺伝暗号における識別位塩基の役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　 清水幹Jk　　　　　HjJ教授　 長谷川典巳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助　f　姫野俵太　　　　　大学跨完学生（MD朝原治一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生（MDI月村浩：

　転移RNAヒ3，末端かρ）4番目の位置にある識別位塩基と1呼ばれるヌクレオチドは・このRNA

に付着するアミノ酸の化学的性質によって決まる傾向を持つことが知られている．しかも，ア

ンチコドン塩基群と複合体を作るとk・t応するアミノ酸との、71体関係も生まれ，遺伝暗号の分s’一

論的基礎づけ，しいては生命の起源問題にもからんでくる．我々はT7転写系でこの塩基を置換

した転移RNAミュータントを20種のアミノ酸の殆どについて精製し，この塩基がアンチコドン

と共に転移RNAの働きに決定的に効いていることを示した．

水惑星地球と核酸塩基のスタッキング

　　　　　　　　　　　　　　　　　孝父　弓受　1青水幹ノこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　　Tl　fl臣里fイ表λく

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生（M1）EiiJj原治・

　　　　　　　　　　　　　　　　　東Ilノく彰（手受　渡辺公糸1司

助教授　長谷川典巳

大学院学生（MD旺1村浩

客ち4孝文手受　　　　三1甫言華　　。良1～

　水惑星である原始地球ヒで生命基本分」’・として核酸塩基が選ばれた根本的な理由は，この分

rが疎水性，親水性両用の性質を持つことによる．即ち疎水的な’r一面部は水中で重なり（ス

タッキング），その時親水的な水素結合部がワトソン・クリック対を形成し安定化する．もう

・つの生命基本分f‘アミノ酸もこの配位を通じて選ばれたti∫能性がある．我々は現在の蛋白合

成系中で基本的過程を荷う転移RNAのスタックしたアンチコドン｛塩基（遺伝暗号に対応）が

まさにi．1役を演じていることをT7ファージホリメレース転写系を用いて19種のアミノ酸に対し

初めて証明した．
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　炭素質陽石中の有機物の生成と変成

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山本哲生　　小笹隆司（京大理）
　昨年度にひきつづき，炭素質限石中の有機物の形成と変成の過程を理論的に調べた．今年度

は熱的な過程について検討した．炭素質阻石中の炭素と窒素の量を温度の関数として導く熱力

学的モデルを構成した．これから導かれる結果を，下山et・al．（1987）の実験結果と比較した．そ

の結果，ある限られた条件下で実験から求まっているCとNの含有量間の関係が再現されるこ

とがわかった．

　暗黒星雲内の氷からみた前主系列星周ディスクの進化

　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤修二（国立天文台）　　田中培生（東大理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　長田哲也（京大理）　　　　山本哲也（宇宙研）

　暗黒星雲内の氷（H，O　ice）の赤外線観測を行ない，原始星からTTauri型星にいたる星の周りの

ディスクの構造とその進化を研究した．その結果，若いT・Tauri型星においてもicy　diskが存在

することを見いだした．さらに氷をprobeとして，これらのディスクの構造を論じた．現在，

H20以外の氷の観測データの解析を行ないつつある．

　コンドルールの成因

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　山本哲生

　　　　　　　　　　　　　　　　　小笹隆司（京大理，Max－Planck　Inst．　f．　Kernphys．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　本田理恵（大学院生，名大理）教　授　水谷　仁

　太陽系の始原物質の一つであるコンドルールの形成モデルを提唱した．原始太陽系における

微惑星の間の衝突で生じた高温のガスの冷却の際に凝縮した固体粒子がコンドルールと仮定

し，その凝縮過程を理論的に調べた．その結果，生成される固体粒子は従来，実験から推定さ

れている種々の束縛条件を満足することが明かとなった．現在，コンドルール内の残存粒子

（relict）の成因まで説明すべくモデルを拡張しつつある．

　クライオサンプリング法による成層圏大気微量成分の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授伊藤富造　　技官本田秀之
　　　　　　　　　　　　　　　　　中澤高清（東北大・理）　　富永　健（東大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　巻出義鉱（東大・RIセンター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井均（東大・海洋研）

　大気球に，液体ヘリウムで冷却した真空容器を搭載し成層圏の大気を採取して，その中の微

量成分を実験室内で精密に分析する目的で，昨年に引き続き9月1日に三陸大気球実験場で観測

を実施した．

　その後の分析結果によると，CO2，　CH4，　CFC－ll，　CFC－12，　CFC－113の高度分布および

13C，180の同位体比の高度分布が得られたほか，今年度は分析方法の改良によりHCFC－22，

CH3C1および14Cの同位体比の高度分布が得られている．

　この研究はこれら微量成分の成層圏高度における長期変動を観測し，地球環境への影響を予

測するために行なわれている．

プラズマを用いた同位体分離の研究

助教授　中村良治 受託学生　山内和雄
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　プラズマを用いた同位体分離の原理は，まず外部磁界中に厚さがラーモア直径程度のシート

状プラズマを生成し，次にシート面をはさんで’F行㌔F板を置き，分離したいイオンのサイクロ

トロン周波数に等しい高周波数電場を印加する．するとそのイオン種たけが共鳴的にラーモア

’｝先径を大きくしてゆきシートの外に出てくるのでそれを捕集する．今年度はこの原理を確かめ

るためにイオン種としてホウ素10と11を用い，実際のプラズマに存在する直流電場を考慮した

計算機実験を行なった．

　プラズマにおけるカオス現象の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中村良治　　　　招へい研究員Y．Shigueoka

　最近カオス現象が生物物理，流体物理や化学反応で観測されている．また昭和基地で観測さ

れた地球磁場変動がカオス的振舞いを示しているという報告もある．本研究では，昨年度に引

き続いて電子ビームとプラズマの相圧作用で発生する電子プラズマ波のカオス現象を，装置を

製作して実験的に研究している．電子ビームの密度を増大し，外部から高周波を印加して波を

強くすると，カオス的振舞いを示すことが判明した．

　大型スペースチェンバー用プラズマ源の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中村良治　　　　　技　官　相原賢二

　新設された大型スペスチェンバーは，旧チェンバーと同様に，ロケットや科学衛星に搭載さ

れる観測器の開発実験や試験，低密度プラズマの基礎実験が行なわれる．そのために電離層を

模擬するための低密度で電子温度の低いプラズマが要求される．そうしたプラズマを生成する

ためのプラズマ源を開発製作し，試験を行なっている．

　アレシボ観測所における電離層加熱実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　谷川隆夫（東海大）　　　　助教授　中村良治

　　　　　　　　　　　　　　　　　P．Y．　Cheung（UCLA）　　　A．　Y．　Wong（UCLA）

　プエルトリコのコーネル大学アレシボ観測所で電離層の加熱実験をカリフォルニア大学ロス

アンジェルス校と共同で行なった．高周波（周波数3～9MHz）パルスを最大400kWで電離層に

放射し，その波の反射層で強い電fプラズマ波を励起する．励起された電」孔プラズマ波の振舞

いは，430MHzのトムソン散乱レーダーで観測した．

　月探査計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　水谷　仁　　　　　教　授　河島信樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授伊藤富造　　助手藤村彰夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　月探査W．G．

　月の起源と進化に関するいくつかの謎を解くために宇宙科学研究所M－Vロケットをつかった

月探査計画の検討を行なった．この探査は複数のペネトレーターを使い，月内部の構造，組成

の決定にきわめて有力なデータを得ることを目標とするものである．これらのミッションに必

要な科学観測器，データ転送法，データ処理の方法などの開発，検討が進められている．

月探査用高感度地震計の開発研究

教　授　水谷　仁

山田功夫（名大・理）

助手藤村彰夫
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　月ペネトレーターによって月面に設置される高感度地震計を前年度に引き続いて開発してい

る．原理的には電磁式地震計方式を採用しているが，耐衝撃性を高めるために色々な改良を加

え，さらに感度をあげるために磁石，コイルに新方式を採用している．これらはペネトレータ

ー貫入実験でテストされ，良好な成績を収めている．

　惑星形成過程の数値シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷仁　　助手早川雅彦
　直径10km程度の微惑星から最終的な惑星が形成されるまでの過程を定量的に調べるために数

値シミュレーションを行なった．これは最近我々のグロープであきらかにした衝突に伴う微惑

星の破壊のスケーリング則を取り入れたものであり，破壊過程を定量的に考慮した惑星形成過

程シミュレーションとしては世界初のものである．これから地球の形成時間として108年が得

られた．さらに微惑星の多体の相互作用についての最近の研究を使って，このシミュレーショ

ンをさらに改良する研究を進めている．

　地球コアの形成過程

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷仁　　助手藤村彰夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　山本哲生　　　　　本田理恵（名大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手早川雅彦

　地球のコアは地球形成時に作られる鉄に富んだ層が中心部にある比較的低温の密度のに低い

珪酸塩層と入れ替わることによって，形成されたと考えられる．これは1種のレイリー・テイ

ラー不安定であるが，これの有限振幅，非定常解については数値シミュレーションに頼るしか

ない．さまざまな境界条件，初期条件についてのコア形成過程をシミュレーションし，地球初

期史のもっとも重要な事件についての様相を明らかにすることを試みている．

　氷物質の衝撃特性に関する実験的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　水谷　仁　　　　　助　手　藤村彰夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤学（名大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　荒川政彦（北大・低温研）

　木星型惑星には氷を主成分とする多くの大型衛星がある．これらはいずれもクレーターと不

思議な地形でおおわれている．氷衛星の起源や進化を理解するためには氷が高速度衝突でどの

様な振る舞いをするかを明らかにすることが不可欠と思われる．氷の標的に氷や様々な物質の

の弾丸を高速度で衝突させ，クレーターや衝突による氷の破壊過程についての基礎的データを

集めている．

　パイオニア・ヴィーナス　レーダー高度計データによる金星テクトニクスの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷仁　　助手藤村彰夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　諸戸竜一（大林組）

　パイオニア・ヴィーナス探査器に搭載されていたレーダー高度計による金属の地形データは

CD－ROMの形でNASAから宇宙科学研究所に配付されている．このデータをつかって金星地形

の解析を行なっている．これからアフロダイト大陸とラダ大陸はかって一つのものであった

が，ラダ大陸が南に大陸移動し，現在の配置になったと思われる証拠を発見した．これは金星

にも地球と似たテクトニクスがあることを示唆するものであり，これから金星の内部の温度と
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物性などについてのおおくの制約条件が得られることになろう．

南極人工地震実験用ペネトレータの開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　教　授　水谷　仁

　　　　　　　　　　　　　　　助　 fi」家本茂樹

　　　　　　　　　　　　　　　渋谷和雄（極地iUf）

南極大陸の地ド構造を求めるために，

助　f‘藤村彰夫

由田功夫（名ノく理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　この地域で人1：地震実験を行なうことが計画されてい

る．このためには人間がアクセスするのが困難な地域に地震計を多数設置する必要がある．こ

のためには月探査用に開発されているヘネトレーター地震計の概念が適切であると考えられ

た．この計画のために南極用のペネロレーターを新たに開発する事を始めた．南極に展開され

るペネトレーター地震計ネットワークのシステムの総合的検討と共に試験的にペネトレーター

を南極雪表面に落ドさせる実験などを行なった．

　惑星内部構造の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　助手藤村彰k　　大学院学生田中知
　　　　　　　　　　　　　　　　助　f一早川雅彦　　　　　ノ（学院学生　本田理恵

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　水谷　仁

　知られている地球物理学的データと岩石学的な情報から惑星内部モデルを作成することを試

みている．比較的に良好な地球物理学的なデータが得られている月について，天体のサイズ，

質量，慣性能率，密度分布，地震波速度分布，温度分布を用い，もっともらしい月の岩石学的

内部構造モデルを作成した．今後はこのモデルの精密化を進めると共に他の惑星，衛星につい

ても研究を進める跳定である．

　パイオニア・ヴィーナスレーダー高度計レーダによる金星テクトニクスの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　水谷　仁　　　　　助　手　藤村彰夫

　　　　　　　　　　　　　　　　百者ノィ’｛至　一　（プくイ木糸経）

　パイオニア・ヴィーナス探査機に搭載されていたレーダー高度計による金星の地形データは

CD－ROMの形でNASAから宇宙科学研究所に配付されている．このデータを使って金足地形の

解析を行なっている．これからアフロダイト大陸とラダ大陸はかって一つのものであったが，

ラダ大陸が南に大陸移動し，現在の配置になったと思われる証拠を発見した．これは金星にも

地球と似たテクトニクスがあることを示唆するものであり，これから金星の内部の温度と物性

などについての多くの制約条件が得られることになろう．

南極人工地震実験用ペネトレーターの開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　教　授　水谷　仁

　　　　　　　　　　　　　　　助　手　塚本茂樹

　　　　　　　　　　　　　　　渋谷和雄（極地研）

助手藤村彰夫

山田功夫（名大理）

　南極大陸の地ド構造を求めるために，この地域で人1二地震実験を行なうことが計画されてい

る．このためには入間がアクセスするのが困難な地域に地震計を多数設置する必要がある．こ

のためには月探査用に開発されているペネトR一ター地震計の概念が適切であると考えられ

た．この計画のために南極用のペネトレーターを新たに開発する事を始めた．南極に展開され

るペネトレーター地震計ネットワークのシステムの総合的検討と共に試験的にペネトレーター
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を南極雪氷面に落下させる実験などを行なった．

　惑星内部構造の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手藤村彰夫　　大学院学生田中智
　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　早川雅彦　　　　　大学院学生　本田理恵

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　水谷　仁

　知られている地球物理学的データと岩石的な情報から惑星内部構造モデルを作成することを

試みている．比較的に良好な地球物理学的なデータが得られている月について，天体のサイ

ズ，質量，慣性能率，密度分布，地震波速度分布，温度分布を用い，もっともらしい月の岩石

学的内部構造モデルを作成した．今後はこのモデルの精密化を進めると共に他の惑星，衛星に

ついても研究を進める予定である．

月探査用蛍光X線装置の開発

助手藤村彰夫
加藤　学（名古屋大・理）

山田功夫（名古屋大・理）

教　授　水谷　仁

　大気の無い惑星や衛星の表層を構成する物質の元素組成は衛星搭載の蛍光X線機器で観測し

て得られる．このデータは太陽系の進化過程や惑星・衛星の進化を論じる上で極めて重要な情

報を提供する．現在は厚さ25mのペリリウム製のX線入射窓を持つ直径約80mmのGSPC（ガ

ス・シンチレーション・プロポーショナル・カウンター）のX線検出器モデルを試験的に作成

し性能試験を進めている．本研究で開発している観測機器は月探査を想定しているが，その他

の天体に応用することは可能であって，きわめて容易である．

太陽系形成過程に関する物質科学的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　藤村彰夫

　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　草場匡宏

　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　学（名古屋大・理）

教　授　水谷　仁

助手早川雅彦
大学院学生　本田理恵

　阻石に凍結された太陽系形成時の物理・科学的条件を阻石組織と組成の研究から解明するこ

とを目指している．阻石中のlithic　fragmentsやコンドルールの破片のサイズ分布や形状などや

阻石構成鉱物に記憶されているdislocation　substructureの観測，解析から原始太陽系空間内で生

じた衝突現象の規模の推定を行なう方法を第1に確立し，これを利用して原始太陽系の進化過

程について研究を推進する．

　氷衛星のテクトニクス

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手藤村彰夫　　教授水谷仁
　　　　　　　　　　　　　　　　　助手早川雅彦　　大学院学生田中智
　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　学（名古屋大・理）　大学院学生　草場匡宏

　　　　　　　　　　　　　　　　　荒川政彦（北海道大学・低温研）

　外惑星の衛星は，水，メタン，窒素などの揮発性物質の固体相（氷）で構成されている．こ

れら物質の静的，動的（衝突）変形に伴う挙動を理論的・実験的に研究し，氷衛星表層に地質

学的に記録されている構造と比較的検討を行なって，もっともらしいテクトニクスモデル構築

をめざし研究を進めている．
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「飛天」搭：載ダスト検出器を用いた惑星間塵の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　藤村彰夫　　　　　ノく学院学生　荒木博志

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　［ll本哲生　　　　　教　授　水谷　仁

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　　ヒ杉邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　山越和雄（東大宇宙線研）野ヒ謙・（独協医大）

　　　　　　　　　　　　　　　　Axe1　Hudepohl（ミュンヘンコ1科ノく学）

　　　　　　　　　　　　　　　　Heinrich　lglseder（ミュンヘン1：科大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　Eduard　lgenbergs（ミュンヘンll科大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　Claudia　Kessler（ミュンヘン11科7〈学）

47

　1飛天tに搭載された塵検出器（MDC）を用い，惑星間空間の塵の速度・質量に関する情報を

収集し，塵の軌道要素，起源などについて研究を進めている．

固体惑星・衛星探査用スターリング冷却装置の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　藤井直之

　　　　　　　　　　　　　　　　東　博美（神戸大・自然／

　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤敬祐（神戸大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　宮本正道（東京大・教養）

　　　　　　　　　　　　　　　　柴村英道（埼玉衛星短大）

　　　　　　　　　　　　　　　　道家忠義（早大・理1二研）

教　授　河島信樹

石元裕史（神rf大・理）

一三車f－一。義　　（宇申戸ノく　・王里）

　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷部信幸（愛媛大・教養）

　IRCCD用及びGe検出器用のスターリングサイクルを利用した，冷却HEAD分離型の循環冷却

器の性能試験を前年度に引き続いて行なった．そして，冷凍能80K，1W（所要電力65W，重量

2．8Kg，水冷）の冷却器の冷却HEADには，　Ge検出器を結合して冷却性能試験を開始した．今

年度は，IRCCD用として重力，電力などの点でより適していると考えられる，さらに小型の冷

却器（冷凍能力80K，0．5W，所要電力35W，重量2Kg，空冷）について，前者との比較をする

ために，前年度と同様に冷却能力を測定し，連続運転及び断続試験を開始した．今後，宇宙環

境・熱真空試験を始めとして，振動や電磁的雑音の影響などを試験していく予定である．

　固体惑星・衛星探査用可視・近赤外反射スペクトル観測装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　藤井直之　　　　東博美（神戸大・自然）

　　　　　　　　　　　　　　　　　宮本正道（東京大・教養）　石元裕史（神戸大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　伊東敬祐（神戸大・理）　　三軒一義（神戸大・理）

　可視・近赤外反射スペクトル観測装麗を製作する際には，重要な，分光・光学系の光学特性

を，前年度に製作したスペクトルの校正システムを用いて測定した．さらに，惑星表面層での

反射特性を定量的に把握するための，拡散反射率測定ユニットをヒ記の校正システムに付加す

るための設計・制作を行なった．そして，現在使用中の200mmシュミットカセグレン光学系で

データのなっかた補IEレンズと，47校のil渉フィルターで校ti｛した分光系の透過特性を400－

2500nmの波長範囲で測定した．現在のところ，細粒の鉱物で覆われた月などの表面の観測から

鉱物種を同定するには，700－1000nmの領域でもう少し分光精度を向ヒする必要があり，今

後，干渉フィルターの数を増加して精度をあげていく予定である．
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　低速衝突過程におけるエネルギー分配

　　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　藤井直之　　　　石橋俊宏（神戸大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　北林秀介（神戸大・理）　　三軒一義（神戸大・理）

　原始太陽系星雲ガスの中でのできたての微惑星は，彗星の核とか汚れた雪達磨の様に空隙の

多いがさがさな状態であり，また，微惑星の衝突は非常に低速であったと考えられる．そして

微惑星は衝突をくりかえしていくうちな，衝突時の加熱などによって次第に合体・成長してい

き，その固結強度を増していくと考えられる．強度が増加した微惑星の衝突では，衝突融解な

どが起こり，ますます激しい衝突となる，というシナリオが描けるであろう．この研究では，

洋弓を利用した間便な加速器を制作して，低速衝突過程におけるエネルギー分配を測定した．

とくに，衝突点での塑性変形による発熱量とはねかえりの運動エネルギーを衝突速度50m／sま

で測定できるシステムを作った．この装置は，常圧下という制約はあるが，弾丸と標的の物質

やその状態を自由に選択できるという利点がある．今後，非常に壊れやすい物質やがさがさな

物質について，実験を続けていく予定である．

陽石に残された衝突過程の痕跡

客員教授　藤井直之

堀井洋一（神戸大・理）

宮本正道（東京大・教養）

東博美（神戸大・自然）

金丸剛（神戸大・理）

武田弘（東京大・理）

　本研究所では，振動破砕強度を求めた普通阻石と衝撃融解の見られる阻石を対象として，主

として金属粒子に注目してマイクロヴィッカース硬度と粒形解析を試みた．そして，トロイラ

イト（FeS）がFe－Ni粒子より硬く，Fe－Ni粒子では，フラクタル次元で表される外形の複雑さの変

化と衝撃の程度には，あまりはっきりした相関がないことが判明した．衝撃による固結度の指

標を求めるために，多くのパラメータによるキャラクタリゼリゼーションを試みたが，現在の

ところ，普通阻石中の金属粒子に関してその硬度と外形の複雑さについての解析を手掛けたに

すぎない．本来この研究では，微惑星の合体・成長過程における衝突の様々な条件を明らかに

することの一環として，阻石中に残された衝撃の痕跡と衝突実験の結果を結び付ける事にあっ

た．しかし，m衝撃の程度が強くて，融解などのような事件が生じた場合には，アニーリング

のために力学的な特徴が失われてしまう可能性も，十分に考慮されなければならないと考えら

れる．

固体惑星・衛星のテクトニクス

客員教授　藤井直之

森中美貴（神戸大・理）

萩原邦行（神戸大・自然）

石本裕史（神戸大・理）

東博美（神戸大・自然）

伊東形祐（神戸大・理）

　リモートセンシング技術を用いた固体惑星・衛星の地質情報の抽出はvoyager　1，　2の例を挙げ

るまでもなく，すでに国内外で広く行なわれている．我々は，比較惑星・衛星のテクトニクス

という観点から，これらの天体の表面地形を調べ，クレーターなどのような外因性ではなく，

月や火星をはじめとする固体惑星・衛星の内部のエネルギーに起因する火性活動やテクトニク

スについての解析を中心に研究をおこなっている．前年度に手掛け始めた，月の両極地方での

永久影の推定法の改良や，火山性噴出物の分布や溶岩流の同定から火山の活動度を推定する方

法などを検討した．
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　氷衛星におけるドーム状クレーターの形成機構一氷質火山活動と粘性緩和一

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　藤井・直之　　　　森中美貴（神戸大・理）

　木星のガリレオ衛星中でガニメデとカリストには，クレーターの中にはおおきなドーム状の

隆起した地形がボイジャーによって数多く発見され，その成因については諸説が入り乱れてい

て決着がついていない．また，ガミメデにある異常に大きく比高も高いドーム状地形について

は，氷質火山噴火もしくは薄くなった地殻のアイソスタティックな隆起と考えられている．今

年度は，このような氷地殻の進化の違いとドーム状クレーターの関係を，氷質火III活動とそれ

によって生じた隆起地形の粘性緩和によって説明できるのではないかと考え，最近の氷のレオ

ロジーにかんするデータを用いて簡単なモデル的考察を行なった．また，それより小さなドー

ム状クレーターについても，基本的には同様なモデルで説明できると考えられる．

　マグロ水上気爆発の機構：比較惑星火山噴火学からのアプローチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　藤井直之　　　　伊東敬祐（神戸大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　原田智幸（神戸大・王晒　　山田敏一（神戸大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　宇井忠英く神戸大・理｝　　三軒義的和戸大・理）

　マグロ溜り内や火動中でのマグマ破砕過程やfuel　coolant　interactionによる水蒸気爆発などで

は，急激な圧力変化とともにマグマの破砕が進行する．その過程で発生する破砕片のサイズ分

布は，噴煙柱やジェット現象，火砕流の初期条件を決める重要な要因である．この研究では，

単に常温・常圧という現在の地球表層の条件ばかりでなく，月・火星・金星などの固体サイズ

分布を支配するパラメータを求めようというものである．それによって，h記の固体天体上

に発生し得たであろう広義の火砕流，すなわち9高温のガス（空気，水，炭酸ガスなど）と岩

石（火砕物）の混合物の地表に沿った乱流”のバルグ密度やガスと破砕片の分離過程をより明

確にし，いわゆる爆発的噴火の発生条件を求めようと考えている．今年度は，高温のマグマの

発泡度や“破壊強度ttと水量の関数として爆発条件を求めることから研究を始めた．

噴火の素過程　比較惑星火山学

客員教授　藤井直之

溝畑茂治（神戸大・理）

原田智幸（神戸大・理）

中野司（神戸大・自然）

東博美（神戸大・自然）

宇井忠英（神戸大・理）

　この研究では，地表条件に著しく影響される爆発的噴火という現象よりは，月・火星・金

星・イオ，それにトリトンなどの天体内部で起こっている噴火の素過程である，部分溶融状態

（固相と液相の共存状態）における固相と液相の分離の機構を理論的に調べた．とくに，シリ

ケイトと硫黄（及びその酸化物）における部分溶解状態での固相と液相の物性の違いが，噴火

活動に及ぼす影響に注目してモデル的考察を進めている．

　リモートセンシングによる火山地形と噴出物の同定

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　藤井直之　　　　中野司（神戸大・自然）

　　　　　　　　　　　　　　　　　溝畑茂治（神戸大・理）　　東博庭（神戸大・自然）

　リモートセンシングデーターを用いた火山噴出物・流動物（溶岩流，泥流，岩屑流，火砕

流｝の表面形態，温度，組性分布などの解析は，今後は地表での調査と合わせてその重要性が

増していくと考えられる．今年度は，（Dすでに1』分な地質，地形学的研究が行なわれている地

域のリモートセンシングデータの解析を通して，現在の般的なリモートセンシング技術の惑
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星火山地質学への応用を試み，（2）将来，月や固体惑星探査とか，災害直後の火山性流動物の分

布をリモートセンシングで調査する場合の問題点とその限界を検討している．そして，（3）火山

性流動物の数値シュミレーションとの比較，検討に用いるデータ（たとえば流動中の溶岩流の

流動方向）をリモートセンシングで収集，解析するための技法の開発を行ないつつある．

　リモートセンシングデータを用いた火山地域の地質情報の抽出は，すでに国内，国外で（地

球及び他の惑星の火山似ついて）行なわれている．またLANDSAT等の衛星からの画像や航空

機によるマルチスペクトル画像の火山地質学への応用は国内では地質調査所が中心となって精

力的に行なわれているが，これらはおもに火山地域の熱異常，地質（変質状態，侵食の状況な

ど），断層系の解析などに主眼をおいたものである．本研究ではこれらとは少し異なった観点

から，火山性流動物の流動方向の解析をまず当面の目標としている．

　プレート運動のダイナミクスー固体天体との比較一

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　藤井直之　　　田中朋子（神戸大・自然）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　田代俊彦（神戸大・自然）平野誠也（神戸大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　伴　雅子（神戸大・理）　東　博美（神戸大・自然）

　地球におけるプレートのダイナミクスを調べることにより，他の固体天体の表層にみられ

る，様々な地形・地質現象を進化の観点から理解する目的で研究している．今年度は，プレー

トの拡大境界における斜交拡大の安定性と，沈み込み境界におけるスラブの変形やラテラル応

力，前弧地域や上部マントルの応力場について，モデル的な考察を行なってきた．

　液体核とCNBの相互作用一環境不安定によるプリューム生成一

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　藤井直之　　　　木村卓巳（神戸大・理）

　CNB（改革と下部マントルの境界面）の下部マントル側については，熱境界層（温度の急変

層），あるいは化学的境界層の存在が明らかになりつつある．そして，それはマントル対流の

下部境界層として，また，そこからマントル内へ上昇するマントルプリュームなどのソースと

して考察がなされてきた．しかし，外核にとっては，低温の下部マントルの低部は，冷却源と

してはたらく．そうすると，CNBの外核側にも（非常に薄いかもしれないが）熱境界層が形成

されていると考えられる．このような熱境界層がどの程度安定かは，下部マントルとの化学反

応，あるいは構成物質の相変化等と密接に関係しており，化学的境界層の形成条件を左右す

る．今年度は，このCNBの直下に存在すると考えられる熱境界層の構造と，その境界層の不安

定によるプリュームの生成について，簡単なモデル実験を行ない，理論的考察を加えたので報

告する．

　珪酸塩高圧相鉱物一水系に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授橋本紘　教授水谷仁
　ホルステライトー水及びエンサタイトー水系について融解実験を15GPa迄明らかにした．出

発物質は，Mg（OH）2，　S：02の混合物である．出発物質は白金キャプセルでシールされている．

高圧・高温実験の結果次の事が明がになった．

（i）エンサタイトー水系ではソリダス温度は7．7GPaでは1250Cであるが15GPaでは165㏄まで上

昇する．極小点は5．5GPaでソリダス温度は1150Cである．

（ii）ホルステライトー水系では1350cより高い所及び1600cより低いところではソリダス温度は

圧力増加により増加する．極小点は7．7GPaでll50Cである．
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（iii）ホルステライロー水系の共融点組成はXw＝O．8（5．5GPa），　Xw＝O．9（7．7GPa）である．　一方エン

サタイトー水系ではXw＝O，75（5．5GPa），　Xw＝O．72（7．7GPa），と圧力増加（5，5GPa）により減少す

る．

　MA8型ダイヤモンド焼結体による極超高圧の発生

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授水谷仁　　客員助教授澤本紘
　材料強度が高く又材料強度の圧力微係数が高いSYNDIE1285／D27線引きダイス用嶢結体を

8．45mmの立方体に加Il研磨【IIII方向に2mmの【E・三角形になる様に切載しアンビルとした．この

場合FeVl5の転移に伴う電気抵抗の極小点の検出から28GPaの圧力発生を認めた．この時加圧

部であるDIA　I5の背面圧6．OGPaに達しており，更にアンビルヘッドの面積を更に広くする事が

必要である．

　64型高圧発生装置の開発

　1個の嶢結ダイヤモンドアンビルと7個のWC製アンビルを1個とみなしMA8型装置を構成す

る．アンビル間にはガスケットを挿入する．これをDIA30（アンビルヘッド3cmx3cm）で加圧

する．この装置によりFeV20の極小点を検出した，従って約35GPaの1i三力が大体積中に発生可

能と成った．

　EXOS－Dプラズマ波動観測及びデーター処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　大家　寛（客員教授，東北大学理学部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　森岡　昭（東北大学理学部）

　過去6年にわた／・て開発を続けてきたEXOS－D衝星は，計画どうり近地点350km，遠地点

10，500kmの準極軌道に投入され，所期の観測に入った．主として20KHz－5MHzにわたる自然の

プラズマ波動，及び，プラズマ波動サンダー（レーダー）による観測を通じ，i）オーロラキロ

メートル電波とオーロラ粒Ji降ド，　ii）プラズマポーズの構造と磁気圏活動，　iiり赤道域のプラズ

マ優乱，iv）高緯度カスプ領域に出現する広帯域静電波等に付いて詳細な検討が進められた．

　EXOS・・Dプラズマ波動観測によって発見された赤道域のプラズマ優乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大家　寛（客員教授，東北大学理学部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　盛岡　昭（東北大学理学部）

　EXOS－Dに搭載されたプラズマ波動観測器は高度且000km以一ヒのプラズマ圏では常に，高域ハ

イブリッド周波数で，プラズマ波が励起されることを観測している．このプラズマ波動が，磁

気赤道域を横切る時，常に増ノ（していること，そしてこのプラズマ波動優乱の増大は，磁気赤

道域を中心に土星の環のような一つの面を作っていて高度1000km以一ヒ，衛星の到達する最高高

度まで分布していることが判明した．

　温室効果気体の循環に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　中澤高清（東北大・理）

　地球表層における温室効果気体の循環の解明は将来の濃度f測を可能ならしめるために不可

欠である．そのため，南極昭和基地で連続測定を行うと同時に，航空機，大気球，船舶を用い

て系統的に試料空気を採取し分析することによって，CO2，　CH4，　CO，13Cの地球規模におけ

る分布と変動を明らかにする研究を行っている．また，得られた結果を2次元大気輸送モデル

を用いてシミュレートすることによって，これらの気体の放出源・吸収源強度の時間的・空
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間的分布の変動を評価している．

共通基礎研究系

　電子衝突による多価イオンの電離

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫　　武部尚雄（成践大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　中崎忍　　　　中島正幸（宮崎大）

　電子と多価イオンの衝突は天体物理や核融合プラズマにおいて重要な原子過程である．電子

衝突による多価イオンの励起や電離の全断面積は，今日まで理論計算，実験測定の両面から多

くの研究がなされている．しかし電離に際して放出される二次電子のエネルギースペクトルに

ついては今までのところ報告がない．高温プラズマの計算機シミュレーションを行うときに

は，この情報は不可欠である．そこで，最も簡単な系である水素様イオンを例にとり，電子衝

突による二次電子のエネルギー分布をクーロン・ボルン近似で見積った．核電荷Z＝2，6，10，

26につき，入射電子エネルギ・一・Eとしては標的の電離エネルギーを1としてX≡E／1＝1～10の範

囲で計算した．Z＝2を除き，得られた微分断面積にZ5x（X＋1．84）を乗じたものをk1Zの関数とし

て図示すれば（kは二次電子の運動量），ZやXによらずほとんど一本のグラフになってしまう

ことがわかった．断面積がZ5に反比例することは式の上で説明できる．なお，電子交換効果も

見積った．さらに二次電子エネルギーで積分した全電離断面積は，さきに報告されている

Youngerの計算結果とよい一致を示している．今後，励起標的や，水素様でない多価イオンに

ついても調べてみたい．

　分子衝突理論発展の展望

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫

　1989年夏ニューヨークで開かれた第16回原子衝突国際会議で低エネルギー分子衝突について

1時間の講演をするようにと依頼されたのを機会に，手持ちの文献カードを整理して文献リス

トーTheory　of　rotational　and　vibrational　transitions　in　molecular　collisions［An　annotated　bibliography

for　the　period　of　l　976－1986］133　pages一を作った．1976年春作った前回のリストに続くもので

ある．残部があるので希望者は共通基礎研究系宇宙空間原子物理学部門まで連絡頂きたい．

前記の講演では分子衝突理論の現状を展望し，特に星間空間で重要な衝突過程について詳しく

最近の研究を総括し今後に残された問題を指摘した．　（国際会議プロシーディングス印刷中）

　イオン衝突による簡単な分子の振動遷移

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院受託学生　水谷雅一

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授高柳和夫　　助手崎本一博
　　　　　　　　　　　　　　　　　共同研究員　恩田邦蔵

　イオン衝突による簡単な分子の振動遷移過程は，実験技術の向上に伴い，振動量子が，一度

に4～5単位も変わる遷移の衝突断面積まで，測定されるようになっている．得られた実験結

果は，イオンー分子の相互作用を調和力で近似し，一次摂動論に基づいた理論では，理解でき

ない．

　ここでは，水谷が測定した，He＋N。，0，の衝突系を取り上げる．考えている入射エネルギー

25～100eVの範囲では，分子の振動，回転周期はイオンの衝突時間と比較して十分短いので，

振動回転自由度を凍結する近似が良いことを利用し，分子の核問距離とイオンに相対的な分子
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の向きごとに，イオンの散乱を記述する一次元の波動方程式をR行列伝播法で解く．こうし

て，

（D衝突微分断面積の入射エネルギーおよび分f一の振動の終状態依存性と相厘作用の関係．

（2）振動遷移に主要な働きをしているのは，イオンー分子間の相互作用の斥力部分と引力部分の

どちらカ・？

（3）振動量」㌃が何単位も変わる遷移は，｝三に，どのような相Ell作用により引き起こされるのか？

等をあきらかにし，実験結果の解釈を目指した研究を進めている．

　原子の光吸収によるイオン化

　　　　　　　　　　　　　　　　　HL力孝文手受　　　通∫JIlそゴ不日

　波長の短い光（真空紫外からX線の領域1は原IL分fと強く相互作用し，様々な現象を起こ

す出発点となる．その機構をシンクロトロン放射光を用いて組織的に調べている．今期は前期

までの実験結果をまとめるとともに

（1）Xe，　Csの3d電子のイオン化

（2）Neの1s電子のイオン化

について実験を行った．本研究は高エネルギー物理学研究所放射光実験施設における共同研究

の一部である．

　電子衝突による原子イオンの励起

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授市川行和　　助手崎本一博
　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　中崎忍

　　　　　　　　　　　　　　　　　招へい研究員　Rajesh　Srivastava

　引き続き系統的な理論的研究を行っている．特に，等電1㌃系列に沿って調べる研究は中性原

子の場合にはできなかったもので，原アの励起過程について新しい側面から眺めることに相当

する．今期は

（1）He様イオンについて断面積のエネルギー依存性を微分断面積の振舞いから理解した

（2）H様イオンについて微分断面積の計算における部分波展開の収束性を調べた

（3）H様，He様イオンについて磁気副準位毎の散甜辰ll幅からいわゆるコインシデンス・パラメタ

ーを求めた．

特に，（3）は衝突過程の詳細をより　一層明らかにするのに役、tノ：つ．

　原子分子データの収集と評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授市川行和　　助手市村淳
　宇宙科学その他の分野において広く必要とされる原r．分r一データを収集し，整理してデータ

集の形にまとめることを行っているが，今期は｝モとして次のことを行った．

（1）酸素原子と電f－・光子との衝突にβ訂する断面積データを昨年とりまとめたが，それらをさら

に整理し出版する準備を行った．

（2）核融合プラズマに関連して水素分子および炭化水素分r一の関与する衝突過程についてデータ

を集め評価した．

原子衝突データベース用格納・表示システム

　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　市川行和 技　官　田之頭昭徳
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　パソコンを用いてデータベース・システムを作成しているが，今期はこれまでに完成した表

示システムについて本グループで収集した窒素分子に関するデータを入力し，テストを行っ

た．さらに格納システムについて細部の製作・修正を行いシステムとして完成させた．

　電子・イオン衝突における光輻射効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手崎本一博

　　　　　　　　　　　　　　　　　M．Terao（クウイーンズ大学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　K．A．Berrington（クウィーンズ大学）

　価数の多いイオンの光電離について調べた．前回の報告時ではFe24＋しか計算していなかった

が，今回はより強い光輻射効果が期待できるXe52＋の計算を行った．

　解離性再結合への電場効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　崎本一博　　　　　共同研究員　高木秀一

　H2＋＋e→2Hへの電場効果を量子欠損理論を用いて記述する可能1生を考えた．電場が大きな影

響を与えるためには，高いRydberg状態が関与してなくてはいけない．　H2の場合回転チャンネ

ルが係わった解離では高いRydberg状態が寄与するので，電場効果を期待することができる．

しかし，回転チャンネルをきちんと入れると，大きな計算をしなければいけない．具体的にど

のような計算をするかは目下検討中である．

　低エネルギーイオン・分子反応

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手崎本一一t専

　イオン分子反応の低エネルギー極限について調べた．例として，H－＋H→H2＋eをとりあげ，

共鳴等の量子力学的効果について調べた．

　高エネルギー電子衝突におけるHe原子励起の微分断面積

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　中崎　忍　　　助　手　崎本一博

　　　　　　　　　　　　　　　　　K．A．　Berrington（クウィーンズ大学）

　e＋He衝突におけるスピン禁制遷移1ts→23S，23Pの前方散乱について調べた．高エネルギー

衝突では，微分断面積のおおよその形はBom近似で説明できるが，23S励起の前方散乱では分

極効果が重要である．この様子をR行列法を用いて調べた．

　三体散乱の定式化

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　市村　淳

　高密度の気体やプラズマでは，素過程として二体散乱のみでなく三体（以上の）散乱過程も

重要になると期待される．ところが，従来の散乱理論は二体散乱に対して定式化されており，

それを形式的に三体散乱に適用すると，遷移振幅の特異性に起因して速度定数k（3）などの観測量

に発散が生じてしまう．そこで，波束形式による極限操作の思想を二体散乱の理論から抽出

し，をれを三体散乱に応用することによって，三体散乱の断面積の一般的表式を導いた．この

立場では，例えば，電子衝突による一個のイオンの単位時間当たりの励起確率rは，電子密度

をnとして，r＝k（2）n＋k（3）n2と表される．この第一項が二体散乱の寄与であり，第二項が三体散乱

（一個のイオンに対する二個の電子の同時衝撃）の寄与である．
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　低エネルギー原子衝突による高い振動励起二原子分子の振動遷移

　　　　　　　　　　　　　　　　　共同研究員　恩田邦蔵　　　共同研究員　和田尚志

　始状態として高い振動状態に励起されている分」㌦の原f衝突による振動遷移過程を，相互作

用ポテンシャルが1分な精度で得られていて，しかも，星間雲中での衝突素過程として重要な

H＋H，系を例に取り，研究を進めている．本年度の研究1三題は，以ドのものである．

（1）これまでに，H原f衝突によるH，分fの振動遷移の衝突断面積をH，分f一の全ての振動準位

v＝0－14について，精度の高い結果を理論的に求めてきた．これらの結果を基にして，振動遷

移のレート係数の温度依存性を，簡単な解析式で表わした．これらの結果は，星間空間からの

赤外波長領域でのH、分j”の線スペクトルの観測結果の解釈に，有用なものとおもわれる．（2）衝

突による分子の解離過程は，理論的には，難しい問題で，研究は大変遅れている．ここでは，

分f・の振動準位の数が有限であり，解離過程にkに寄与する相lll作用領域が，分子の束縛状態

の振動振幅程度であることに着目した．即ち，分f’の連続状態を離散化し，解離過程を束縛状

態問の振動遷移と同様に扱い，この過程を研究する手掛かりを得た．

　微細構造の関与するイオン・原子衝突過程の理論

　　　　　　　　　　　　　　　　　共同研究員　　小池文博

　標記の過程において量f・状態の位相が重要な役割を果たすことがある．電子遷移におけるス

ピン禁制則の破れもこの考え方で説明できることがあるので，高層大気中などでのおそいけれ

ども重要な原1’・分j「一過程を取り扱う理論をtJLえる可能性がある．本研究は，副準位を指定した

遷移の機構の解釈や定量的な理論計算を目標とする．微細構造副準位間の遷移については，Ni－

kitin等やJohnsonの先駆的な研究があるが，本研究では比較的高い衝突エネルギーにも適用でき

るように電子座標の軌道部分を分j”コ軸固定，スピン部分を空間固定の座標系で記述し，矛盾の

ない理論を構成できることを示した．

　現在，次のJ一変化衝突過程：Ar・（J＝3／2）＋He→Ar＋（J＝1／2）＋Heを例として取りkげ数値計算をおこ

なっている．

　多価イオンの関与する二電子移行衝突

　　　　　　　　　　　　　　　　　共同研究員　山口知∫一　　助　手　市村　淳

　太陽コロナあるいは熱核融合において多価イオンと他の粒fとの相圧作用が重要な役割をし

ている．多価イオンとHeの衝突過程

　　　　　　　　A6＋He→A4＋（nil［）＋He2＋

に注目した．この時，非常に高い：電臼励起状態が生成されることがある．関与するチャンネ

ルが膨大にあるので，通常の理論計算一Cll去をもとにした緊密結合法一では，この電荷移行断

面積をもとめることは不可能に近い．そこで，　：中心・電j㌃波動関数の積を透熱状態とした多

チャンネルLandau－Zener法で電荷移行断面積を求めた．　C6＋－He衝突系で電荷移行断面積の大き

さ，部分断面積（C4＋（2pnl．　n＝6－　12）），電荷移行の機構を調べた．部分断面積はほぼn一3に従っ

ていることがわかった．

　高励起状態の関与する分子過程

　　　　　　　　　　　　　　　　　共同研究員　高木秀・

　超励起状態と呼ばれる高い励起状態を通して起こる動的過程を，特に水素分子について理論

的に研究した．超励起状態は，衝突過程としてみると衝突錯合体であり，動的過程を引き起こ
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す原因そのものといえる．そこでまず，超励起状態の一つである2電子励起状態の特性がどの

ような要因で決まるかを，水素分子について電子相関と特性を比較することにより調べた．結

果は，二中心性と波動関数の節が重要であることがわかった．動的過程に関しては，水素分子

イオンと電子の衝突による解離性再結合，振動回転遷移，および水素原子の結合性イオン化に

ついて多チャンネル量子欠損理論を用いて研究した．この研究の要点は，回転運動の効果を調

べたことで，2電子励起状態が関与する場合，回転状態は非常に重要であることがわかった．

　スペースVLBIの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　井上　充

　MUSES－Bの設計検討を担当グループと協力し，特にスペースVLBI観測系の観点から検討を

行なっている．観測信号系では，1．6，5，22GHzの3帯域の受信機を搭載し，15GHz帯で64MHz

という広帯域幅のダウリンクを検討している．タウンリンク局では，我が国で開発した新しい

VLBI記録方式を検討しているが，観測モードは一部米国のVLBAと共有方式をとることを検討

している．さらに国際的な観測運用方式や，相関処理装置などについても検討を行なってい

る．またスペースVLBI観測の主要な観測テーマであるクエーサーなどについての検討をX線フ

ループと協力して行なっている．

r

システム研究系

システム工学

教授秋葉錬二郎
教　授　松尾弘毅

助教授　高野雅弘

技　官　桜井洋子

技　官　東　照久

技　官　山脇菊夫

技　官　富田　悦

教　授　雛田元紀

助教授　上杉邦憲

技　官　林　紀幸

技　官　荒木哲夫

技官中部博雄
技官吉田裕二

k

　信頼性，安全性確保と形態管理のための資料整理，情報交流，打上げ作業，地上試験などの

合理化を推進している．また将来計画の打上げ方式の検討が続けられたほか，将来の大型打上

げロケットのシステム計画が進められた．

　伸展・展開型高開口比ノズル・システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬二郎　 助教授高野雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳二郎　　　助　手　渡辺直行

　M－V型ロケット第2段に採用が計画されているFire　in　the　hole点火方式に対応し得る高開口比

ノズル・システムとして，前年度に提案したTranslationg　External　Slats型親展・展開ノズルの実

用性検討を継続して行った．

　縮尺機構模型の準静的駆動試験により，スラット相互の機械的干渉による支障のないことを

確認した．

　混相流解析プログラムによりM－V第2段モータ・ノズルの最適ベルーコニカル・コンタを決

定し，これを基に内部流による伸展・展開方式，駆動及びロック機構検討のための基礎データ

を整えた．
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　S－520型観測ロケット推進系の改良

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬二郎　 教授雛田元紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野雅一弘

　前年度に大気燃焼試験に供されて良好な成績を示したS－520用改良ブースタS－5201Xを採用し

たS－520－11，12　＞3一機飛翔実験の成功により，同観測ロケット推進系の改良設計の適切さと実用

性を証明した．

　観測ロケット用回収再使用型SJの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田元紀　　　　　助教授　高野雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　才支　　’自　　’女田、i成一一

　前年度までに開発を完了したブローダウン式GN、スラスタ・システムによる回収再使用型SJ

装置は，S－520－ll，12号機飛翔実験における観測成功により，その実用性を証明した．また，

回収に成功した同12号機SJ装置の飛翔試験後調査により，再使用機能を十分備えていることを

確認した．

　SITVCの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬二郎　　　　助教授　高野雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　斉藤猛男　　　　　助教授　栗林一彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　小林清和　　　　技　官　安田誠一

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノく学院生　徳留真・郎

　前年度に引き続き，製造と使用の規制がすすめられつつある現用フレオン114Bユに替わる

LITVC代替噴射体選定のための実験研究を行い，最終候補として過塩素酸ナトリウムの55％水

溶液（略弓一SP－55）を選定した．

　これを受けて，M－23の約1／2縮尺規模のTM－800TVCモータの真空燃焼試験によってSP－55と

114　B，のLITVC制御プJ特性比較データを取得し，実寸大モータにおけるSP－55の高lsps特性を確

認して実用化の目途を得ると共に，M－13・M－23LITVC供給系構i成素材のSP－55に対する材料適

合性試験を実施し，　一部材料変更の指針を得た．

　114B、に替えてSP－55を搭載したM－3SIL5号機飛翔実験の成功により，その実用性を実証し

た．　曽

固体ロケット・モータの研究

教授秋葉練一：郎
才芝　　’ドf　　ノ」、季木評青利1

研究生　池田博英

大学院生　徳留真一郎

助教授　高野雅弘
才支　　’蒔　　’女：H－1，誠　　・

研究生　森田貴和

　（推薬）1988年度までに得たコンポジット推薬中の金属燃料一Alの燃焼機構とその燃焼生成

物一AIP、のモータ・ケース内ダ晃留特性及びそれらの制御因臼・関する研究成果と・これに基

づく燃焼完結性の高い低粘結材・高Al充填率推薬の開発指針に従い，　HTPBIAIIAP＝1＞／18／70の

共通質量組成を持つブースタ用推薬BP－202Jおよびヒ段用推薬BP－111Jを開発した．両者は，そ

れぞれS－5201X－1ノく気燃焼試験およびKM－L－1，2真空燃焼試験において良好な特性を確認した

後，S－520．ll，12号機およびM－3SII－5号機，　MUSES－A計画の環としてLOを月周回軌道に投
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入するための超小型キックモータにKM－Lに充填され，飛翔実験に供されて高い実用性を証明

　した．

　計画中の大直径（2．5m）M－V型ロケットの第1，2段ブースターには，3成分系推薬では達成困難i

な高燃速特性が要求される．これを踏まえて，正触媒Fe20，による高燃速化技術の開発に先行

着手し，前年度までに製造性・力学物性を損なうことなく所用の高燃速化を達成し得る目途を

得た．M－V第2段モータを想定した正触媒添加HTPBIAI／AP＝　1　2／20／68組成の試作推薬（仮称BP－

204J）をLITVC制御力特性試験用モータTM－800TVCに充填し，その真空燃焼試験によって，

予想通りの高燃速，高比推力特性を確認すると共に，より燃焼完結性を高めるための改良指針

を得た．

　　（点火）前年度までに得られた点火モータによる固体モータ着火特性の総合解析と点火モー

タ設計基準の確立と洗練研究の成果を，実機点火モータの設計に適用し，飛翔実験によってそ

の有用性を実証した．

　投棄型スロート・プラグ式点火モータによる後方着火システムについては，M－3SII－4号機

KM－Dに続き，　M－3SII－5号機KM－Mの同点火システムの正常機能により，その実用性が再度実

証された．

　モータ主推薬友材を点火モータ主装薬として流用する低価格点火システムについては，S－

520－11，12号機飛翔実験の好成績により，その実用性が初めて実証された．

　前年度より引続き，レーザ点火に関する研究の一環として，T．V．D．差分法を用いた固体推

薬放射着火の数値シミュレーションを行い，着火過渡期および放射中断による消炎過程におけ

る固・気相にまたがる燃焼機構の時間的・空間的構造に考察を加え，放射熱流東一着火時間特

性について実験結果との比較を試みた．

　　（混相流解析）前年度に引き続き，ノズル混相流解析プログラムに比推力の推定および限界

粒子流線の挙動予測の精度向上のための改訂を加え，高開口比ノズルの最適形状設計手法の洗

練と高精度化を図った．

　先ず，長年に渡って蓄積した広範な規模の固体モータのノズルから排出されるアルミナ粒子

の粒度分布データから，その質裏平均粒径D、，がノズル・スロート径と強い相関を持ち，その

相関がNASA　Improved　SPPモデルと極めてよく一致することを示した．

　次に，地燃および飛翔モータの比推力実験値から，改訂混相流プログラムによって，比推力

規定アルミナ粒子粒径DIspを同定し，小型固体モータによる粒子強制衝突実験を行い，その衝

突断面から同プログラムによって限界粒子流線を規定する粒子粒径DtMPを同定した．これか

ら，Disp，　DIMP共D4，と同等のスロート径依存特性を持ち，モータ規模が与えられると3者は良

好な比例関係でむすばれることを見出した．

　以上の新知見により，粒子衝突を回避しつつ比推力特性もしくは△V特性を最適化する高開口

比ノズル・コンタの設計が始めて可能となり，M－V上段モータのノズル形状設計はこの手法を

適用して行われる．

　固体モータ・ノズル流の2次元損失，混相流損失の基本特性を抽出して，効率評価に基づく

比推力の簡易推定法を考案・提唱した．同推定法は，混相流解析プログラムによる総合解析精

度には及ばないが，既存の実験値を基にした感度パラメータ解析法と同等の推定精度を持つこ

とから，ノズル形状の初期設計や飛翔モータ比推力の簡易推定には，便法として高い有用性を

持つ．

　（ノズル熱解析）CP－FRP製ノズル・エグジットコーンの炭化アブレーション特性とこれに

よる熱的損傷過程の総合解析を進めるための実験的・解析的研究を，前年度より継続して行
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なった．

　特に，局所的に薄肉化した観測部を持つCP－FRP製ノズルを備えた端面燃焼型小型長秒時固

体モータの燃焼試験を行ない，フェノール樹脂の融解・熱分解・炭化の進行過程を可視化する

実験研究を行なった．これにより，ライナの内部温度および燃試後の炭化率調査結果と併せ

て，CP－FRP材の炭化速度およびアブレーション熱伝導特性を解明するhで貴重なデータを得
た．

回収システムの研究

教　授　秋葉錬二郎

教授林友直
教授松尾弘毅
技　官　大島　勉

技　官　平山昇司

所長西村純
教　授　雛田元紀

助教授　斉藤宏文

技　官　鎌田幸男

技官前田行雄
　改良型S－520ロケット回収システムの開発を行なっている．平成元年度は，S－520－11号機によ

るこの回収システムの機能確認を行なった．今回，回収作業はヘリコプターが使用され，短時

間に極めて順調に作業が行われた．

固体ロケット空中発射の研究

教　　手受　　不火葉錬二郎

教授雛田元紀
大学院生　稼　光浩

教　授　松尾弘毅

助教授　高野雅弘

　主翼と動翼式尾翼を備えたM－V第2・3段にM－3B級モータを重ねた3段式固体ロケットを航空

機の機体上面に搭載して空中発射する構想を建て，その技術的課題と諸般に渡る得失を検討す

る評価研究を開始した．

　近似計算により，母機の飛行速度と主翼の揚力の寄与により，翼を取り外した同一機体を地

上から発射する場合と比較して40％以上のペイロード増が期待できることを示した．

月ペネトレータ・システムの工学的研究

教　授

教　授

助教授

助　手

大学院学生

秋葉錬二郎

水谷　仁

川［淳　一郎

藤村彰夫

　　副原祐悟

教授雛田元紀
助教授　高野雅弘

助　手　塚本茂樹

助　手　石井信明

　（軌道）1995年度冬期に月ペネトレータ探査機をM－V－2号機でうちあげることを想定してパ

ーキング軌道を経由する月会合軌道について検討し，パーキング軌道kのコースティング角，

月周回軌道と白道面のなす角に特別の制約を設けなければ，会合日をずらすことで打ち上げ

ウィンドはいつでも開くことができることを示した．

　月周回長楕円極軌道hの母船からペネトレータを離脱する場合，離脱条件とペネトレータの

落’ド範囲，衝突角，衝突速度の関係を検討し，極および赤道帯突入ペネトレータに対して，軌

道離脱および減速モータの△Vを最小にする最適離脱条件を求めた．

　（ペネトレータの分離と姿勢安定）母船単体と3機のペネトレータモジュール独自のスピン

安定生を確保し，両者の遠心力による受動的分離方式を可能とするために，それぞれの機体構
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成と礒装および搭載方法を詳細に検討して成案を得た．ペネトレータモジュールとペネトレー

タ本体の分離もこの方法による．

　母体から離脱した各ペネトレータモジュール，さらにペネトレータモジュールから離脱した

ペネトレータ本体のコースティング中の姿勢安定は，母船から順次引継がれる主軸回りのスピ

ンによって確保される．

　母船分離から月面突入までの機体運動解析により，突入時のペネトレータ予想最大迎角は大

略7°以下で，その貫入特性をそこなわないとの結論を得た．

　（高度検出システム）落下途次のペネトレータモジュールは，月面高度約30kmでレトロ・モ

ータを作動して減速し，直後に分離されたペネトレータ本体が以後自由落下して300m／s以下の

速度で月面突入する構想である．

　レトロモータの点火時期を決定するための高度検出システムについて，電波高度計とパイ

ロット・プローブ方式を比較検討した結果，後者で十分な精度の実用システムを展開可能との

結論を得た．

　（ペネトレータ貫入特性）前年度より引き続き口径10，30，50，120mmの各種射出装置を用

いてペネトレータ縮尺模型の擬似月面砂貫入実験を行ない，今日までに大略以下のような成果

を得た．

・機軸と突入経路が一致している場合の形状，質量および速度と貫入深さ，静定姿勢の相関は

ほぼ解明された．

・同上の場合，入射角が65°を越えると，ペネトレータは表面で反跳して突入し得ない．

・10°を越える大迎角でもペネトレータは貫入するが，迎角の静定姿勢に与える影響は大き

く，実験継続が必要である．

・適切な設計とポッティング処理により，繊細な搭載計器，電子機器とも，突入時の大荷重に

十分耐え得る．

　（ペネトレータの要素技術）エポキシ系ポッティング材にマイクロバルーンを充填すること

により，機器保護能力を保ちつつ密度0．6g／cm3を実現して，その実用性を実証した．

　突入時の荷重で破壊されるアンプルから噴出する揮発液体の蒸気圧で突入直後に伸展する仕

組みのVHFテレスコピック・アンテナの実用性を，120φペネトレータ貫入実験によって立証

した．

　繊維強化気球の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬二郎　 教授雛田元紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　稲谷芳文　　　　　助　手　渡辺直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手横田力男　　助手藤井正美
　従来の気球は，荷重を受け持つロードテープと圧力を支えるフィルムから成っており軽量で

ある．その反面，フィルムの引き裂き強度が低く，フィルムに製造時に何等かの傷等が存在す

る場合，及び放球時の作業により損傷を受けた場合などには，気球が上昇中に裂け目が広がり

破壊に至る可能性もあると考えられる．そこで気球の信頼性を向上させるため，フィルムの裂

け目が存在したとしても大きく広がらない繊維で補強されたフィルムを使って，気球を作るこ

とを試みている．今年度は膜材として高強度ポリエチレン繊維をポリエチレンフィルムでラミ

ネートしたものを選び，スケールモデルおよび頂部・底部の試験を行った．最終的にはB－15ク

ラス（体積15，000m3）の気球を開発して，　RFr－2等の実験に使用したいと考えている．
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　希薄気体力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田元紀　　　　　助　手　塚本茂樹

　低密度風洞（マッハ，静圧IO～100μHg）を用いて，超高層飛行及び超高層観測に関連する

気体力学の問題を研究している．とくに希薄気流中における飛翔体（科学衛星，揚力飛翔体模

型など）の動的空力特性について研究を行っている．

　観測ロケット実験の安全性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授雛田元紀　　助手塚本茂樹
　観測ロケットの落下危険区域の設定法，飛翔径路に及ぼす風の影響の修正法，飛翔分散の推

定，飛翔に伴う落ド危険率，入命損傷率などの算定を行うとともに，飛翔安全を管制するシス

テムの充実に努めている．

　飛行安全監視計算機システムの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田元紀　　　　助　手　塚本茂樹

　飛行安全監視計算機システムは，実用化の段階にあるが，更により効果的なシステムにする

ために，63年度に引き続き判断系サブシステムの開発が進められた．

　ロケットモータの爆発特性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬二郎　 教授雛田元紀
　ロケット打ちヒげ実験の保安管制ヒから，ロケットモータ爆発特性の把握は最も重要な事項

の一つであり，従来より理論，実験両面より研究が進められてきている．

　観測ロケットの空気力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田元紀　　　　助　手　塚本茂樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　平山昇司

　宇宙観測ロケットの飛翔特性，特に安全性に関する空気力学の問題を研究し，これを実際の

ロケット設計に応用している．

　大型ロケットの安全計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬二郎　 教授堀内良
　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　雛田元紀　　　　　教　授　松尾弘毅

　M－V型に係わる安全計画の基本構想が検討され，その具体的策定を開始した．

　微重力環境下の流体力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一　　教授雛田元紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院生　陳　翰森

　ボンド数とウェーバー数の小さい，重力に比して表面張力が支配的効果を持つ環境下にある

自由表面を持つ液体の流動現象を，数値的・実験的に研究している．

　宇宙ロボット機構学に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎　　　　大学院生　福澤修一郎

　ASREX実験の初歩的な検討を目標にして，一一昨年度までハードウェアシミュレータの試作・
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実験を行ってきた．実験は，視覚センサでターゲットの位置・姿勢を同定し，ベースフリーの

状態でターゲットを捕捉するシミュレーションを行った．

　有翼飛翔体の制御に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉鎮二郎　 教授長友信人
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎　　　　助教授　稲谷芳文

　有翼飛翔体WGの活動として，ロックーン方式による再突入実験機を打ち上げる構想が進め

られている．本研究は，その姿勢制御系設計を行うもので，搭載されるHハvや，各種のセンサ

情報をもとに，制御則の算定や，モーションテーブル試験を行うものである．

　大型ロケットの姿勢制御に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬二郎　 教授松尾弘毅
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎

　現在の衛星打ち上げ用ロケットであるM－3SII型機を通じて，次世代のM－Vにいたる，柔軟大

型ロケットの，弾性振動を考慮した制御方策を研究しており，パラメータの不確定性を反映し

たロバストな制御則が，現代制御理論を基礎に構築され，実際の飛翔に役立てられている．

　「ひてん」（MUSEiS－A）衛星の軌道計画に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅　　助教授上杉邦憲
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎　　　　助　手　石井伸明

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　周東三和子　　　　技　官　前田行雄

　第13号科学衛星「ひてん」は，工学実験衛星MUSESシリーズの1号機iとして将来の月・惑星

探査に必要な技術を修得する目的を有し，天体の重力を利用した軌道変更実験を行うため，2

重月スウィングバイ軌道という方策が採られる．本研究では，新規に作成された軌道計画プロ

グラムを用い，全ミッションにわたる軌道計画の解析，設計を行うもので，この結果は実際に

打ち上げられた「ひてん」が成功裡に月移行軌道，月スウィングバイ軌道を達成したことで証

明されつつある．

　GEOTAIL衛星の軌道計画に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾弘毅　　　　　助教授　上杉邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎　　　　助　手　石井伸明

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官周東三和子　 技官前田行雄
　国際プロジェクトISTPのGEOTAIL衛星の軌道計画は，そのミッションである磁気圏尾部観

測を遂行すべく，2重月スウィングバイ軌道という方策が採られる．本研究では，「ひてん」

用に新規に作成された軌道計画用プログラムを用い，GEOTAIL衛星の全ミッションにわたる

軌道計画の解析，設計を行っている．

宇宙空間におけるロボティクスに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　教授二宮敬慶　　教授中谷一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　大院生　播磨浩一　　　　大院生　福沢修一郎

宇宙空間でのロボット，マニピュレータの力学的特1生は，地上のそれらとは全く異なり，べ
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一スを固定していない特殊な取り扱いを要する．この研究では，これらのダイナミクスを解析

し，有効な制御則を模留ζすることを目的としており，既に基礎的な定式化やシミュレーション

に成功している．

　深宇宙探査ミッションの解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾弘毅　　　　　助教授　川LI淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　石井伸明

　ハレー彗星探査や，　「ひてん1によって開始された月・惑星探査も，次世代のM－Vロケット

の登場を待って，－1－〈格化されようとしている．本研究では，多くの月・惑足探査対象に対し

て，基礎的なフィージビリティを模索しようという目的で行われており，90年代の後半から来

lUr紀にかけての代表的な探査機会については，そのサーベイを終えている．

　ランデブ，ドッキングに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　中谷一・郎　　　　　助教授　川日淳・郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　石井伸明

　　　　　　　　　　　　　　　　　大院生　沢井秀二郎

　宇宙空間における自動化，自律機構の第1歩は，ランデブ，トッキングと予想される．本研

究では，このための基礎研究として，視覚による画像処理や，小型観測ロケットを用いた実験

方法を検討している．

　宇宙機用GPSの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村敏充　　　　　助教授　川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官市川勉
　地ヒ用のものとは異なり，宇宙機で使用されるGPSでは，対象の移動速度が速いため，ドッ

プラシフトが大きく，かつ各時点での推定初期値からの移動距離も大きいため，高速の処理

と，複数衛星の同時受信が必要となる．本研究では，これらを考慮した宇宙用GPSを試作し，

飛翔試験に供するものである．

　宇宙環境工学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　ノく島耕一

　宇宙環境の影響，特に熱的な効果によると想定された幾つかの衛星の不具合について，その

原因を考察し，対策についての審議に参加した．本研究は宇宙開発委員会第4部会專門委員と

して行ったものである．

　数値流体力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一一

　文部省科学研究費補助金のうち重点領域研究“数値流体力学”のうちの“渦度を含む流れの

解析とその計算法の開発”研究班の代表者として，研究を指導した．本研究は3年計画の2年度

に当たり，その中間報告が発表された．

衝撃波と乱流境界層の干渉による空力加熱の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　ノく島耕一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　外国人客員教授　Wu・Huamo

　極超音速流における衝撃波と乱流境界層の干渉を，実験的・理論的に研究した．実験は九州

大学工学部航空学科の衝撃風洞を用いて行い，計算は差分法により放物化ナビエ・ストークス

方程式を解くことにより行った．

　本研究は，九州大学大学院生の受託によるもので，この論文により学位を取得した．

　粘性流体中の2つの渦輪の相互作用の数値シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授大島耕一　　受託研究員竹内秀之
　同一軸上に並んだ2つの渦輪の動きを粘性分数を考慮したNavier－Stokes方程式を差分法によ

り数値的に解くことによりシミュレーションを行った．初期形状を種々に変えた場合につい

て，渦輪それぞれの最大循環，最大過度・エンストロフィーの時間的変化を明らかにすること

により，渦度の相互干渉によるその生成機構に対する理論の検証を行った．この結果は，実験

室実験の結果とも比較された．

　エンジン内流動，燃焼解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　桑原邦郎　　　　　受託研究員　内藤　健

　エンジン内の流れは，時間的，空間的に，マッハ数，圧縮率，熱膨張率が大きく変動する．

この様な効率的に計算する方法を用いて（エンジン内の）3次元非定常流動，燃焼の計算が可

能になった．現在，実験と定量的な比較を行っている．

　宇宙航行の力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授桑原邦郎　　受託学生真田勉
　高速で運動する物体の回りの流れは，ほとんどの場合乱流である．従って，乱流の基本的性

質を解明することは，工学的問題として重要であり，また物理現象としても興味深い．

　乱流の構造を解明するために，乱流の支配方程式である3次元Navier－Stokes方程式を数値的

に解くことにより，乱流場を作り，その空間構造を調べた．特にエネルギーの散逸領域の構造

について興味深い統計法則が見出された．

　渦の運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　桑原邦郎　　　　　受託研究員　石井克哉

　三次元の渦の運動の数値シミュレーションを実行し，保存量をチェックしつつ，ヘリシティ

等の変化を調べた．これらは遠方での音圧にかかわるものであり，東大の神部助教授と共に実

験との比較検討をすすめている．

マイクログラビティ下の流動体のシミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　桑原邦郎

　2次元の一般座標系でのNavier－Stokes方程式を差分表示し，自由表面にそって座標生成しな

がら，熱対流，表面張力のある流れ場を解くスキームを開発した．この開発コードでマイクロ

グラビティの2次元的なマラゴニ対流をシミュレートで切ることを確認した．今後，2次元で確

認されたこの方法を3次元のNavier－Stokes方程式に拡張して，実際的なマイクログラビティ下

の流体運動をシミュレートできるコードを開発していく．
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　計算機による流れの可視化法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　井筒直樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　外国人客員研究員　V．Berman

　本所の計算機システムを主体とする3次元映像処理システムを構案し，それによって3次元流

れ場を表示するプログラムを完成した．

　3次元空間の各グリッド・メッシュ点において繰り返し現象を時間的に分解することによ

り，1，000×1，000×1，000×1，000程度の時間的・空間的分解能が得られた．

　新型気球の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　西村　純　　　　　教　授　秋葉錬1郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授雛川元紀　　助教授矢島信之
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　稲谷芳文　　　　　助　手　藤井正美

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手渡辺直行　　技官横田力男
　本研究は，高々度を長期間，安定に飛翔する新型気球の開発を目的としている．本年度は，

大型スーパープレッシャー気球および大重量搭載気球のための各種繊維強化フィルムの利用可

能性の検討と一・部の試作試験を行った．

　大型サイクリング気球による長時間観測システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　所長西村純　　教授廣澤春任
　　　　　　　　　　　　　　　　　助手山ヒ隆正　　助手藤井iE美
　三陸より放球した気球が日本海上空に出た後排気弁を操作して高度を低下させる．偏西風に

乗せ東方に進行させ再び上昇させる．この様なサイクリング方式を用いる長時間観測で従来よ

り大型のストロークをとり有効に観測を行うことを検討している．昭和60年度には試験飛行を

行い41時間の飛翔の後観測器の回収に成功することができた．大窪山受信点の完成にともない

受信範囲が著しく拡大するのでこの方式は有効性を発揮するものと思われる．

大洋横断気球による長時間フライトシケテム

　　　　　　　　　　　　　　　　所長西村純

　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任

　　　　　　　　　　　　　　　　教授矢島信之

　　　　　　　　　　　　　　　　助弄lllヒ隆正

　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　松坂幸彦

　　　　　　　　　　　　　　　　山中大学（京大）

教　授　奥田治之

教授槙野文命
助　手　藤井正美

技官並木道義
技　官　岡部選司

　昭和61年度から昭和63年度の3年間にわたって東支那海横断の気球について，鹿児島県内之

浦より9機の実験を行い，2機はヒ昇中破壊したが，7機については約20時間の飛翔後，上海及

び南京付近で回収することができた．本年度は，日中双方の科学者・研究者の交流により3年

間で得られた気球飛翔データ・科学観測データの解析・評価を行った．

大重量機器の安定放球法
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　　　　　　　　　　　　　　　　　技官並木道義　　技官岡部選司
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　松坂幸彦

　有翼飛翔体等の大重量物を安定に放球するために，新しく気球および吊り紐を伸展して放球

する新しい方球方法を検討．昭和62年度に地上試験，放球試験を行い予定通りの性能を有する

ことが確認された．昭和63年度の有翼飛翔体実験では上昇中に気球が破壊した．この気球破壊

の原因の検討を行い，大重量物をさらに安定に放球させるために放球法の改良を行い，3回の

飛翔実験でその有効性を確認した．

ポーラーパトロール気球

所　長　西村　純

教授矢島信之
助　手　秋山弘光

技　官　並木道義

技　官　松坂幸彦

教　授　広沢春任

助　手　太田茂雄

助　手　山上隆正

技官岡部選司
山中大学（京大）

　極地研に協力して，南極周回気球のシステム研究，テレメータシステムの検討，搭載機器要

素，観測器等の開発研究を行っている．昭和62年12月には極地研により昭和基地より試験飛翔

が行われ，極域を約1／3周する成果を得た．平成2年1月5日には，同じく昭和基地より試験飛翔

が行われ，約20日間の飛翔の後，南極大陸をほぼ一周させることに成功した．これらの成果を

もとに，平成3年度には，オーロラX線観測等の科学観測実験が計画され，その準備を進めてい

る．

惑星気球の研究

所　長　西村　純

助　手　太田茂雄

助　手　藤井正美

技　官　並木道義

技　官　松坂幸彦

教　授　矢島信之

助　手　秋山弘光

助　手　山上隆正

技　官　岡部選司

技　官　横田力男

　高温・高圧の金星大気中で，一定高度に安定して浮遊する気球の開発を目指している．この

ため金星気球の熱伝達と気球の運動について解析すると共に，金星大気をシミュレートした小

型の水槽を使ってモデル気球の試験を行っている．

新型気球の研究
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技
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教　授　矢島信之

助　手　秋山弘光

助　手　山上隆正

技　官　岡部選司

　本研究は，高高度を長期間，安定に飛翔する新型気球の開発を目的としている．本年度は，

大型スーパープレッシャー気球および大重量搭載気球のための各種繊維強化フィルムの利用可

能性の検討と，一部の試作試験を行った．
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　気球搭載装置の方向制御の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授矢島信之　　助手太田茂雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　並木道義

　　　　　　　　　　　　　　　　　黒河治久（機械技研）

　気球搭載装置の精密なノ∫向制御に利用することを目的として，コントロール・モーメント．

ジャイロを用いた2軸制御システムの開発研究を行っている．本年度は，冗長構成システムの

最適制御および特異点回避のためのアルゴリズムを開発した．

高エネルギー一次電子の研究

所長西村純　　助手藤井正美
平良俊雄（神奈川大・’1二）　小林　正（青山大・理）

会津英f（神奈川県衛星短大）

丹生　潔

牧野みつ子（東邦大・医）

西尾昭男（京大・教養）

　米国との共同実験でエマルションチェンバーを用いて1012eVをこえる高エネルギー電予の観

測を行っている．また数百GeV領域の電Fは，高感度のX線フィルムを用いることにより，効

率よく検出することができるようになった．このようなエネルギーの高い領域での電r一の発

生，銀河内の伝播等についての研究を行っている．

　ガンマ線バーストの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　所長西村純　　助lii藤井正美
　　　　　　　　　　　　　　　　　助手LII上隆IE　　助手村ヒ敏夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　伊藤真之

　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤・郎　　　　　　　　　村と浩之（、Z教大・理）

　x線科学衛星に搭載したガンマ線バースト検出器を用い，約30個のガンマ線バーストを検

出，ベリオディシティ，数i“keV領域でのスベクトル構造，バーストの最終部における黒体輻

射構造等新しい知見を得，解析研究を行・）ている．またSolar－A衛星に・」・型のガンマ線バースト

検出を搭載し観測を継続して行う．

　放射線飛跡検出用プラスチック

　　　　　　　　　　　　　　　　　所長西村純　　助手藤井fE美
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　横［1］ノJ男　　　　　小林　ll－1（青山大・理）

　感度の高い荷電粒S一検出用プラスチックを開発するためCR－39と分1㌃構造の似たポリマーを

合成し，感度と分子構造の関係を系統的に調べている．現在，スルフォネート結合を含む新し

い検出器SR－86の特性を詳しく調べている．

電子シャワー検出用X線フィルムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　西村　純　　　　助　手　藤井IE美

　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　，垂讃｛篤正　　’ド良俊雄（神奈川大・D

　　　　　　　　　　　　　　　　立山暢人　〔神奈川大・D

　　　　　　　　　　　　　　　　鳥居詳：（神奈川大・Il）

宇宙線中の電」ニシャワー観測用のエマルションチェンバーについては従来NタイプX線フィ
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ルムを用いてきたが，スクリーンタイプのG8，　G　l　2について感度特性を調べ数百GeV領域の

シャワーの検出に有効であることを確かめ，更に高感度のものを開発すべく検討をかさねてい

る．

オーロラ線の研究

所　長　西村　純

助　手　山上隆正

小玉正弘（山梨医科大）

平島　洋（立教大・理）

村上浩之（立教大・理）

助　手　太田茂雄

技　官　並木道義

奥平清昭（立教大・理）

中本　淳（立教大・理）

　オーロラ時に発生する30keVから数百keVのエネルギー領域のX線撮像装置の開発を行ってい

る．厚型Si（Li）半導体検出器を開発し，ノルウェーにおいて気球に搭載しオーロラx線の撮像に

成功した．この観測結果をもとに，オーロラX線を発生させる高エネルギー電子の降り込みの

様子，伝播等について研究を行っている．また，ポーラ・パトロール気球に位置検出用増倍管

を用いたオーロラX線撮像装置を搭載し，観測する計画が進められている．

　科学衛星計画のミッション解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅　　助教授的川泰宣
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎　　　　助　手　石井信明

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　周東三和子　　　　技　官　前田行雄

　科学衛星計画のミッション解析を行い飛翔計画を立案している．MUSES－A，　SOLAR－A，

ASTRO－D，　VLBI等の軌道計画ならびに月ペネトレータ等の将来計画についても検討を加えて

いる．

　M－311－5機ならびに観測ロケットの飛翔計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授松尾弘毅　　助教授的川泰宣

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官周東三和子　 技官前田行雄
　M－3SII－5号機の飛翔計画を策定した．格段点火・分離秒時および各種制御系の開始・終了秒

時を設定すると同時に，ミッションならびに保安上の要請を考慮した飛行軌道を計画し，打上

げに臨んだ．また，回収型S－520についても諸シーケンスを検討した．

　複数箇ホイールを用いた衛星の姿勢制御に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾弘毅　　　　　教　授　二宮敬度

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川口淳一郎　　　　大学院学生　宗江東

　複数箇のホイールを有する衛星の初期姿勢捕捉に関して，本体角速度とホイール回転数を用

いた線型制御則を提案し，その安定性をリアプノブ関数を用いて議論するとともに，数値シ

ミュレーションを通じて系の挙動を検証している．

長楕円軌道を利用した月ミッションの軌道設計

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾弘毅　　　　　助　手　石井信明

　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　山川　宏

月ミッションの遂行に際し，長楕円待機軌道の組合せを用いインジェクション誤差の吸収，
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位相調整を行うことが有効である．日陰条件，地上局からの可視性等の実際的な制約を考慮し

た最適軌道の組合せを求める手法を提案して数値的に解を求め，軌道の離散化の影響等も明ら

かにした．

　太陽帆を用いた宇宙船の軌道に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾弘毅　　　　　助　f一石井信明

　　　　　　　　　　　　　　　　　研究生　江［　智

　太陽帆を用いた宇宙船の軌道について，軌道計算プログラムを開発し地球脱出軌道（月到達

軌道）に関して，加速度レベル，制御方法，出発条件等の基本的パラメタの影響を明らかにし

た．

　ドッキング運動のシミュレーションに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾弘毅　　　　　助教授　川日淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　沢井秀次郎

　数値シミュレーションによる検討だけでは不卜分なドッキング過程について，チェーサー，

ターゲットの運動のハードウェアを用いたシミュレーション方式の得失を検討している．また

視覚情報についてマーカーの最適配置等その有効利用方法に関する研究を行っている．

　月・惑星探査機のシステム設計

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　助教授ヒ杉邦憲
　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　中谷一郎　　　　　助　手　橋本正之

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手横山・？1：嗣

　二重月スウィングバイ軌道を用いる探査機iMUSES－A及びGEOTAILのシステム設計を行って

いる．MUSES－Aについてはフライトモデルを完成させ打ちヒげを行った．またGEOTAILにっ

いてはフライト・モデルの設計を完r，構造モデル，熱モデル試験を終ゴした．

　二重月スウィングバイの軌道設計及び運用計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村敏充　　　　　教　授　松尾弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　ヒ杉邦憲　　　　　助教授　川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　助千石井信明　　技官市川勉
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　周東三和j”　　　技　官　斉藤　宏

　高精度の多体運動モデル，或いは近似解法を用いて，MUSES－A，　GEOTAIL，の軌道設計，

ランチウィンドウ，日陰率，軌道修IF一の最適化等，一二霞月スウィングバイ特有の諸問題の研究

を行うと共に，実際の運用に関し，ターゲッティング，噴射パルス計画，速度増分の標定等軌

道修正の運用計画を構築した．MUSES－A打ちヒげ後，この結果を適用し，第一回スウィング

バイに成功した．

惑星間航行用制御エンジンに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　秋葉錬1郎　　　　助教授　h杉邦憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野雅弘　　　　　技　官　安田誠・

惑星間航行ミッションにおいて速度修正，姿勢制御を行う制御エンジンシステムの開発研究

を行っている．本年は性能向上型3Nスライスター一及び新開発の23Nスラスターの飛翔前試験を
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実施，MUSES－Aに搭載した．　MUSES－Aの打ち上げ後，全てのスラスターは順調に作動してい

る．

　ワイヤーカッターの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　上杉邦憲　　　　　助教授　高野雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　斉藤　敏　　　　　技　官　大西　晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　林　紀幸　　　　　技　官　東　照久

　ワイヤーカッターの耐用年数を現状の一年から五年に延長するための経年変化試験を引き続

き実施すると共に，小型コネクターを用いたカッターの試作を開始した．

　SJタンクのカートリッジ化

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　ヒ杉邦憲　　　　　助教授　高野雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　安田誠一

　M－3SII型ロケット第2段サイドジェット部（SJ）のヒドラジンタンクへの注液をロケットへのSJ

組み付け以前に行い，これをKSCでのオベレーション時に組み付けることにより注液作業の大

幅な簡略化を目指すSJタンクのカートリッジ化を検討している．本年度はその基本案をまと

め，’杓友2年度に試作・試験を行う予定である．

　彗星コマ・サンプル・リターン計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　清水幹夫　　　　　教　授　水谷　仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　　ヒ杉邦憲　　　　　助教授　川LI淳…郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　山本哲生　　　　　藤原　顕（京大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　山越和雄（東大宇宙線研）　向井　LE（金沢大・工）

　　　　　　　　　　　　　　　　　SOCCER計画ワーキング・グループ

　NASAとの共同研究として彗星コマのサンプル・リターン計画（仮称SOCCER計画）の研究

を行っている．本年は引き続きミッション解析，探査機概念設計，彗星ダスト回収装置の基礎

実験を行った他，今世紀末以降の打ち一ヒげの可能性を検討した．

宇宙輸送研究系

　科学衛星打上げ用ロケットの構造と機能

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野旧淳次郎　　　助　手　渡辺直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　手支　　γギ　†喬元イ呆雄　　　　　　　　才支　　’k’　喜久【巳豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　才支　　な了　　中田　　篤　　　　　　　　才支　　官　　1人」川イfth’k

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　富沢利夫

　M－3SII型ロケットの構造要素としてのモーターケース，各段間接手，ノーズフェヤリン

グ，尾翼，尾翼筒および段間分離機構，開頭機構などについて研究開発を行っている．今年度

はKM－M　CFRPモーターケースの軽量化，5レ」一機用h段接手（KM－M～M－3B接手，　SA－KM－

M接手，LO接手）の開発を行い飛翔した．

　ほかに観測ロケットについてはMT－135型頭胴部の新分離方式の開発，風洞試験と数値計算

によりS－520新型尾翼のフラッタ特性の検討を行った．
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飛翔体の機体計測に関する研究

助手今沢茂ノこ

技　官　中田　篤

才支　　’ドゴ　　斎冠暴　　敏

技　官　富沢利夫

飛翔体の開発計【【萄iの環として，その飛翔時の機体各部の状態および挙動を計測するための

システムの開発，取得データの解析および処理方式の研究を行っている．

　今年度はM－3SII－5および6，ナ機，　li」i収部付きのS－520－11および13号機の計測についての検

討を行った．なお，S－520型では高い伝送周波数特性を確保するためにメモリ方式の振動計を

新現に開発して搭載した．また，有翼飛翔体の計測システムに関する検討も前年度に引き続き

行った．

　飛翔体の構造動力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎　　　助　手　渡辺直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　橋元保雄　　　　技　官　中田　篤

　科学衛星打ちヒげ用ロケットについて機体の動特性の評価を行い，制御系の設計等に資する

とともに，ランチングオフ，風および制御等に伴う機体の運動と荷重について研究を行ってい

る．

環境試験方式の開発研究

助教授　小野田淳次郎

助　f：　渡辺直行

技官中田篤
技　官　富沢利夫

助手今沢茂夫
技　官　平田安弘

技　官　吉田邦」’一

　搭載機器の計装と関連して振動・衝撃・スピン・動釣合等の機械環境試験法に関する研究お

よび試験条件の策定について研究を行い，衛星等の力学的環境試験に適用している．

　今年度はM－3SII－5号機の機体計装部およびMUSES－A，　SFUユニットのプロトモデルにつ

いて試験を行った．

　試験基準は前年度に引続きM－3SII型の機体計装部，観測ロケット計器部について検討を

行った，観測ロケットはs－520－11，s－310－20号機であらためて振動計測を行い見直しを行っ

た．

　防振型計器搭載部の開発に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助孝姐受　　ノ」・野H」淳次郎　　　　助　　手　　1度辺直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　・円H安弘

　ロケット搭載機器の振動環境改酋・のために，振動減衰の高い搭載部を開発することを目的と

して，基礎開発試験を行っている．方式としては粘弾性層の利用および固体摩擦の利用による

方式などを検討している．

　今年度は固体摩擦を利用する方式でMUSES－Aフライトモデルのバッテリバネルの制振を行

い，粘弾性層を利用した方式の成果をS－520型基4編i器部に反映させた．S－520型のPI部に

ついては固体摩i擦を利用するとともに，ソフトマウントノ∫式を採用して制振を行い，10，ll号

機の飛翔において性能を実証した．
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　複合材料構造の最適化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎　　　助　手　渡辺直行

　CFRP等高強度・高剛性複合材料を前提として，宇宙用構造要素の最適化，特に座屈を考慮

したラチィス円筒の最適設計，積層円筒殻の最適積層構成に関して研究を行っている．前年度

に引続きラチィス円筒の効果的な製作方法をも検討し，信頼性を上げ，より一層の軽量化をは

かっている．その成果はM－3SII－5号機用上段接手に適用し，その成果を実証した．

　柔軟宇宙飛翔体の構造と制御

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎　　　助　手　渡辺直行

　柔軟宇宙飛翔体では構造と制御系は密に関係するので，設計に当たっては両者を含む系につ

いて同時最適化を行う必要が生じる．その手法について理論的研究を行っている．

　FWモータケースの設計法に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎　　　助　手－渡辺直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　共同研究員　Kurt．　C．　Gramoll

　CFRP製FW（フィラメント・ワインディング）で作られるモータケースは，軽量・高強度

なため重量的に有利であり，かつ，量産により製造コストが安くなる利点も有する．しかしな

がら設計および製造についての研究は少なく，多くの改良の余地がある．

　今年度は有限要素法等の手法により，モータケース形状，巻き方，応力等の検討を行い，設

計法の改善を行った．また，M－3SII－5号機のキックモータKM－Mのケースの設計，製作にも研

究の成果を反映させた．

　剛性制御による制振の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎　　　助　手　渡辺直行

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官中田篤　　技官富沢利夫
　構造物の剛性を制御することにより，構造物の振動を能動的に減衰させるという新しい制振

法について，トラス構造等を中心として理論的および実験的研究を行っている．

　M型ロケット発射装置の動特性の計測

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小野田淳次郎　　　助　手　今沢茂夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手渡辺直行　　技官橋元保雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　中田　篤　　　　　技　官　池田光之

　M型ロケット発射装置の発射時の諸特性を計測している．現在までM－3S型2機，　M－3SII型

5機について実施し，本装置の機能および機械的特性についての基礎資料を得ているが，今後

も引続き行い機体の性能向上等に対処する資料とする．

　構造物の塑性強度に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手渡辺直行
　構造物の最終強度は塑性と密接に関係しており，その塑性強度を調べることを目的として，

降伏条件・有限要素法の計算法等について研究を行っている．将来においては，ロケット・衛

星等の構造設計に塑性強度を考慮し，軽量化をはかることを目指している．
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　スペーステザーの動力学の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授小野田淳次郎　助手渡辺直行
　スペーステザーシステムは，ド部電離層の、lt二体探査，字宙輸送システム，高品質無重力実験

設備等の手段となる可能性を持つ宇宙構造物として期待されている．

　スペーステザーシステムの動特性および制御について理論的に研究するとともに，解析に必

要とされるテザー自体の物性データを取得する実験等も行っている．

　エアロブレーキ衛星の気体力学的環境関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　安部隆士

　エアロブレーキ衛星においては，その気体力学的環境を把握することが重要である．このた

めに，数値シュミレーション技法の開発を行っている．シュミレーションにおいては，さまざ

まな実在気体効果を取り入れる必要があり，その手法について研究を進めている．

　原子状酸素による衛星材料の劣化に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助孝5」受　　安1部1隆七

　原1’一状酸素による衛星材料の劣化について地上シュミレーション実験が行われている．この

研究では，これら地上シュミレーション結果を用いて，数値解析の手法により，軌道上での劣

化推測方法を明確にすることを目的とする．この結果，劣化推測に関する手法が明かとなり，

さらに，劣化の際に生じる分」’・成分の推測が口1能となっている．

　スクラムジェット燃焼機内の超音速混合過程に関する実験的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　安部隆ir　　　　助　手　船曳勝之

　　　　　　　　　　　　　　　　　受託学：生　　有賀汐r伸

　スクラムジェット燃焼器の性能は，燃料の混合効率に支配される．スクラムジェットでは，

この混合は，超音速状態で行われる．燃料噴射形式として，平行噴射，斜め噴射を取りヒげ，

両者での混合層の構造の比較を行った．この結果，斜め噴射では，より速やかな混合が期待で

きることがわかっている．また，衝撃波と混合層との舌二渉についてもその構造が明かとなって

いる．

SOCCER衛星におけるエアロブレーキの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　安部隆i；

　彗星サンプルリターンを行うSOCCBR衛星の地球帰還フェーズでの，エアロブレーキによ

る減速について検討を行った．予想される衛星形状について，姿勢運動まで考慮した解析を行

い，軌道制御則，姿勢制御則に関する指針が得られた．また，姿勢安定方式とした，空力安定

型とスピン安定型が検討され，ペイロード保護にウ：場からは，空力安定型がすぐれているこ

とがわかっている．

　衛星速度気体分子と衛星材料との相互作用についての研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教1授　　安部隆士　　　　　　　　手支　　官　　イ左藤俊」免

　高度1　OO　km程度を航行するエアロブレーキ衛星では，大気と衛星表面との相互作用の仕方

が，その力学的挙動を知るヒで極め大きな影響を持つ．この相互作用の解明のため，地上シュ

ミレーション設備として，レーザを用いた高速粒f発生源を開発している．この発生装置を用
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いて，相互作用に関する実験を進めるf’定である．

　並列超音速ジェットの空力干渉

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授辛島桂一　　助手佐藤清
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　加藤　修

　近接して存在する二つの2次元並列超音速ジェットで囲まれた底面部分の圧力の振舞いを明

らかにする目的で実験を行った．ジェットが不足膨張の場合には底面圧力は一定に保たれる

が，その値は底面の高さに殆ど依存しない．また周囲圧力が増加してジェットが過剰膨張にな

ると，醇循環底面流れ場の崩壊が起こる臨界周囲圧力が存在する．これらの結果は本実験の底

面圧力決定の空気力学的機構が所謂通常の底面圧力のそれと異なることを示唆しており，今後

の研究課題として興味深い．

　大迎角変化を伴う翼型まわりの流れの数値解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　辛島桂・　　　大学院研究生　小野寺孝三

　翼の迎角が短時間内に大幅に変化するような非定常流れ場を解析し，翼の動的失速特性や流

れ場の構造を明かにする目的で数値シミュレーションを行っている．現在までの計算結果は，

動的効果が流れ場を安定化するため，静的には失速するような迎角でも顕著な失速が起こらな

いことを示している．

　極超音速飛行体の空力加熱の実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　望島桂一　　　　　助　手　佐藤　清

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　谷勝達i哉

　表面温度分布の時間変化を赤外線温度計で測定して物体に対する局所空力加熱率を近似的に

求める方法を開発する目的で実験を行っているが，当該温度計は斜視する表面の温度を正確に

測定出来ないと云う測定機構上の欠点がある．この難点を解決するため，FRP製の半球一円柱

の表面にアルメルクロメル熱電対を埋設した模型を用いて極超音速風洞（マッハ数7，気流淀

点温度約520℃）で実験を行い，局所温度分布に関する赤外線温度計の結果が熱電対の測定値

と致する条件で求めた温度修正に関する実験式を提案し，その有効性の検証を行った．引続

き修正されたデータを使用して局所熱伝達率を評価する方法を検討している．

　小縦横比翼の空力特性に及ぼす横方向噴流の効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授辛島桂一　　助f’佐藤清
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　谷勝達哉

　本研究は，小縦横比翼の後縁近傍で横方向に小規模な音速ジェットを適用した場合に，遷音

速領域で翼の空力特性が改善できる可能性を実験的に明らかにすることを目的にしており，現

在は実験装置や模型の検討及び計測器の準備等を行っている．

　超音速逆噴射ジェットの非定常性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教望島桂一　助手佐藤清
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院生　馬場研一　　　技　官　谷勝達哉

　超音速主流に対抗して噴出する逆噴射ジェットを含む流れ場はジェット流と主流との淀点圧

力比の大きさに依存して決定されるが，その比が比較的小さい場合に流れ場に強い非定常性が
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発生し，離脱衝撃波の位置と形状がノく幅に変動することが知られている．本研究はこの非定常

現象の空気力学的機構の実験的解明をrl的にしており，その準備をすすめている．

　高精度な圧縮性流れの数値計算法の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤井孝藏

　信頼性の高い圧縮性流れの数イ1ti．シミュレーションのためにq）数値粘性効果の小さな数値

計算法の開発，　（2）解強制置換法による局所領域の精度向ヒ，等に関する研究を進めてい

る．

　剥離渦に伴う現象の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤井孝藏　　　　　助　　f一　田村善昭

　剥離渦を含む流れにおいて生ずる渦の融合や渦の崩壊といった重要な物理現象を理解するた

めに流れの数値シミュレーションを行っている．特に迎角を持つ2次元平板翼回りの流れ場を

解き，剥離渦の発生の状況や，揚力係数のレイノルズ数効果を見る，等の研究を行っている．

　超音速内部流れの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤井孝藏　　　　　受託研究員　黒田眞一

　高精度な圧縮性流れの数値計算法を用いて，内部流れ，特に，超音速・極超音速機のエンジ

ンの空気取入れ口やノズル付近の流れ場の解析を行っている．

　流れ場を可視化するためのソフトウェアの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤井孝藏　　　　　助　f　田村善昭

　実験データや数値シミュレーションの結果を迅速に，かつ，様々な角度から評価するため，

グラフィックス能力に優れたワークステーションを用いて会話的に流れ場を可視化するプロク

ラムの開発を行っている．

　地形を考慮した爆風の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤井孝藏　　　　　受託学生　清水文雄

　打ち上げロケットの保安距離算定のため，地形を考慮した爆風の挙動を高精度な圧縮性流れ

の数値計算法を用いて解析している．

　極超音速反応流の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤井孝藏　　　　受託研究員　中尾雅弘

　宇宙往還機などの極超音速機回りの反応流を，実在気体効果や化学反応を考慮した高精度な

圧縮性流れの数値計算法により解析している．

　弱い圧縮波を伴う流れの数値計算法の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　藤井孝藏　　　　　助　手　田村善昭

　減衰した衝撃波のような弱い圧縮波や，エンジン騒音などの強い音波を伴う流れ場を精度良

く計算するための手法について研究している．
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　飛翔体構造材料の強度と靭性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授堀内良　　助教授栗林一彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　小金井昭雄　　大学院学生　安野拓也

　マルエージ鋼等の飛翔体構造材料の強度と靭性の改善を目的とした研究，特に加工熱処理に

よる強靭化，およびロケットの高性能化に対処すべき高強度材の開発に関する研究を行ってい

る．

　超塑性成形における変形条件の最適化の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　良　　　　　助教授　栗林一彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　佐藤英一

　超塑性は難加工性材料の成形法として注目されており，宇宙科学研究所においても，Ti－6A　1－

4Vを用いた小型チャンバーの成形に適用されている．超塑性成形において，最も大きな問題

となることは，変形時に生ずる結晶粒成長であり，この現象を制御することが本手法の実用化

の鍵となるものと考えられる．本研究では，超塑性変形の理解と成形法のために欠くことので

きない変形時の結晶粒成長について定量的な知識を拡充し，結晶粒の成長と超塑性変形の安定

性という新しい視点から超塑性変形の最適条件を検討している．

　耐熱性高分子材料をマトリックスとした複合材料に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授堀内良　　技官横田力男
　複合材料のマトリックスとしては通常はエポキシ樹脂，特に耐熱性を必要とする場合はフェ

ノール樹脂が用いられている．耐熱性の改善には芳香族アミド系，イミド系が有望と思われる

が，これらの耐熱性高分子は溶剤に溶けにくく，これまでは複合材マトリックスとしてはほと

んど用いられていない．このため，これらの耐熱性高分子の特性を損わずに溶剤に可溶化する

方途を中心に検討している．

　高圧溝構造燃焼器の開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授堀内良　　技官斎藤敏
　10トン溝構造燃焼器の試作，大気燃焼試験の成果を踏まえて，将来の高圧エンジンに対応す

べく燃焼室内外筒への高強度材料の適用，拡散溶融接合法の最適化，製造技術の改良等の開発

研究を進めている．

　Mechanial　Alloyingによる耐熱アルミニウム合金の製造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　良

　高エネルギーボールミルにより合金粉末を混合，接着，粉砕することにより分散相の微細分

散をはかった新しい耐熱アルミニウム合金を開発することを目的としてMA合金の性能と

millingの条件の関係を検討した．

　高温における変形と破壊に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　良

材料の高温強度に関する研究，特に分散強化型合金における分散粒子と転位の相互作用，お

よび強化機構に関する実験的研究を進めている．
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　凝固・成長のその場観察に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　栗林一彦　　　　　助　手　佐藤英一一

　微小重力環境を利用した材料実験として，その場観察を中心とした融液，溶液からの凝固・

結晶成長の実験手法の検討を行っている．具体的には溶液中の流れの濃度勾配の直接観察を目

的とした光学系（共通光路型li渉顕微鏡）の試作を行ない，透明有機物質の凝固・結晶成長挙

動と粒相中の流れ，濃度変化をト渉縞観察により調べている．

　半導体結晶のLPE成長過程のその場観察に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　栗林・彦　　　　　大学院学生　稲富裕光

　半導体結晶は固有のバンドギャップ（Eg）を有し，　Eg以ドのエネルギーをもつ光に対し

ては透明になる．この性質を利用することにより，1夜相エピタキシャル（LPE）成長過程を

基板結晶側から観察する反射型赤外線顕微鏡システムを試作し，GaPのLPE成長時の結晶表

面の形態変化におよぼす成長条件の影響をその場観察により調べた．

宇宙推進研究系

エアーターボラムジェットエンジンの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　教　　授　　秋葉錬二郎

　　　　　　　　　　　　　　　　助手成尾芳博

　　　　　　　　　　　　　　　　助手加勇田清勇

　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　斎藤　敏

　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　　占田邦予

教　授　棚次亘弘

助　手　丸田秀雄

技官小田欣司
技　官　瀬尾基治

　エアーターボラムジェット（ATR）は空気吸い込み式推進機の種であり，将来のスペー

スプレーン用エンジンの候補の一つである．従来のロケット推進の性能と比較して約10倍以

Lの比推力が期待でき，これによって宇宙輸送機の性能と乗り心地が大きく改善できる可能性

がある．ATRエンジンは3つの段階を踏んで開発されるものであり，1988～1991年度の第一

段階では地ヒ静止状態での試験によってATRのシステムと性能の確認を行う計画である．2年

度目の今年は基本設計とタービンおよびファンの回転系の予備試験，空気・水素燃焼器の予備

試験および試験設備の建設を行った．

高圧液水／液酸エキスパンダーサイクルエンジンの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　教授秋葉錬二郎

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　堀内　良

　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　丸田秀雄

　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　斎藤　敏

　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　占田邦予
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　有翼ロケット実験機HIMESあるいは将来の軌道間輸送機（OTV）を目標とした高性能な

液水／液酸エンジンを開発するため，推力室の中に熱交換器を設けた新概念のエキスパンダー

サイクルエンジンHIPEXエンジン（High　Pressure　Expander　Cycle　Engine）を提案し，その基

礎研究を行っている．本年度はHIPEXエンジン用燃焼試験設備の検討を行った．またこれま

でに実施した予備試験の結果をもとに，HIPEXエンジンの起動・停止特性について他のサイ

クルとの比較検討を行った．
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　宇宙太陽熱機関発電の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　棚次亘弘

　現在のところ宇宙における発電システムとしては太陽電池が支配的である．これは可動部を

持たないシステムであることによる高い信頼性と耐久性によることと，比較的小さなシステム

にも対応できることによるものである．しかし，宇宙における太陽電池の発電効率は熱機関発

電に比較してかなり低い．従って，同じ電力を得る場合，熱機関発電システムの太陽集光器の

面積は太陽電池の面積の1／3から1／4になる．この面積の減少によって，空気抵抗は減少し宇

宙基地の軌道高度の減衰を軽減でき，また姿勢制御トルクも小さくなり軌道高度の維持や姿勢

制御に費やす推進燃料を節約できる．更に，面積の軽減によって阻石や人工の破片との衝突の

確率を低くできる．大電力が必要なシステム程この効果は大きい．熱機関発電システムでは蓄

熱システムを用いて連続的に発電できることである．蓄熱システムは蓄電池や燃料電池に比較

して重量を軽くできる．更に，熱機関発電システムは高電圧，高周波の交流電力を比較的容易

に得ることができる．今年度は，宇宙用の小型スターリングエンジンを作動し，その性能を評

価した．また，リニアー発電機の試験設備を整えた．

　有翼飛翔体の空力特性の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　稲谷芳文

　大気圏への再突入飛行を行う飛翔体の空力的な特性について研究している．この種の飛翔体

では極超音速大迎角飛行能力から低速における水平着陸能力まで広範囲な飛行領域での性能を

確保することが必要であるが，これらの諸性能について空力設計の方針そのものの考察，空力

形状の基本設計ツールの開発，各速度領域における風洞試験および空力性能の評価法の解析な

どを行い，幅広く検討を加えている．

　「再突入飛翔体のシステム解析」

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　稲谷芳文　　　　　受託研究員　菅野義就

　耐熱対策が支配的な設計要因となる再突入飛翔体について，空力加熱量，耐熱材料および構

造，飛行軌道および機体の空力性能等の間の相互の関係を，定量的に把握し，ミッション計画

および機体のシステム解析を行っている．

　HIMES飛翔体の開発研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授長友信人　　教授棚次亘弘
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　稲谷芳文　　　　　助　手　成尾芳博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　小灘　毅

　有翼再使用型宇宙ロケット開発の当面の目標として再使用可能なロケット飛翔体HIMES飛

翔体（Highly　Maneuverable　Experimental　Space　Vehicle）を提案し，そのシステム検討を行っ

ている．またこの飛翔体を用いて行うことができる飛行実験について検討し，極超音速／再突

入飛行，耐熱システム，各種空気吸い込み式エンジンなどの実験並びに飛翔体の有人化等の可

能性について提案を行っている．本年度はこれまでに概念設計したHIMES飛翔体を水平離陸

して引き起こしをした場合のエネルギー的得矢を垂直打上げの場合と比較検討した．その結

果，水平離陸速度を十分とることによって垂直打上げと同等の性能が出ることが予想された

が，HIMES飛翔体の構造について従来の飛翔体の概算法を適用することについては更に検討

が必要であることが分かった．
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　高圧酸素雰囲気における銅箔板上の垂直火炎伝播（続）

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　 岩間　彬

　1　．O　一　lo．o　Mpa高圧酸素のなかで有効長さ70　mm，幅5mmの純銅試験片を1遥直に維持し，

長さ方向のil：央にノッチをつくりジュール加熱によってノッチ部から点火，前年度に引き続き

長さ方向への火炎伝播状況を調べた．ヒ方よりド方への火炎伝播速度が高くなる原因は重力に

よる銅溶融層の流ドにあることを確かめ，放射温度計により非接触法で火炎伝播速度とアプロ

ーチ温度との関係を求めることができた．

グリシジルアザイドポリマ（GAP）の合成と応用

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　岩間　彬　　　　　助教授　斉藤猛男

　　　　　　　　　　　　　　　　研究生　得猪治輔　　　　　助　手　堀　恵一

　　　　　　　　　　　　　　　　ノく学院学生　 李こ村　　∫

次匿代のコンポジット推進薬の燃料兼結合剤として注目されている

　　　HO－（CHゴCHO），－H

　　　　　　CHユN、

の合成法を確立した．

　ついで，GAP／NH，NOIをベースとする推進薬グレイン（OD　70mm×ID　25　mm×L820　mm

）を装填した内面燃焼型ロケットモータの地上燃焼試験を行ない，推カー，圧カー時間曲線な

どの性能を求めた．

　グリシジルアザイドポリマ（GAP）表面上の火炎伝播

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　岩間　彬　　　　　助教授　斉藤猛男

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　本村　了

　0．1～1．lMPaのアルゴン雰囲気のなかでスラブ状のGAPのヒを伝播する燃焼波の速度，着

火限界圧，温度分布などの計測を行なった．着火限界圧は試料の厚さにより僅かに異なるが，

0．15－0．2MPaのところにある．また，　GAPは自己維持燃焼によってほぼ元の形状と同じチャ

ー層を残し，不均一一一相反応と気相反応とに分かれて燃焼が進むことが判った．とくに，不均一

反応は圧力依存性が高いことが見出された．

　アジ化ナトリウム配合物の燃焼（続）

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　岩間　彬

　NaN，／KCIO、を益成分とし，それにY203，　Er203，　Ge　Oユなどを燃焼触媒に用いた配合物を

ストランド状に成型，線燃焼速度を求め，合わせて微細熱電対を試料中に埋没させ，燃焼波通

過前後の表面近傍の温度分布を計測し，線燃速との関係を解析した．また，NaN，／KCIO、配

合物は液体窒素（b．P．77．35　K）のなかでも燃焼することを見出し，線燃速の温度感度を極

低温領域で求めることに成功した．本論文は第21回推進薬，爆薬国際会議（西独Karlsruhe）

にて論文賞を受賞した．

火花点火エンジン燃料混合気の着火性改善に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　教授岩間彬　　共同研究員渡辺学
ガソリンエンジンの燃焼は点火栓から火花発生後のイオンとプラズマの密度によって著しく
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影響を受ける．我々は本年さらにこの目的に適った有機カリウム化合物を発見した．この化合

物をカリウム当量10ppm添加したガソリンについてCFRエンジンで試験を行ない，燃料添

加剤としての基本要求試験例えば腐食，乳化，溶解度，残留炭素などを調べる試験を実施し
た．

　反物質エネルギ源の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一　　助手國中均
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　清水幸夫　　　　　大学院学生　佐鳥　新

　化学反応，核分裂，核融合と比べて，質量そのもの全てをエネルギとして利用できる点にお

いて，反物質一物質反応は究極のエネルギ源である．反水素生成過程の内，再結合，レーザー

による粒子の減速およびトラップの行程を通常物質を用いて実験的に模擬することを目指す．

本年度は，イオン源の製作とプラズマ計測を行い，またこのような新エネルギ源の応用を考察

した．

　1kW級MPDスラスタシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　栗木恭一　　　　　助教授　都木恭一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　清水幸夫

　lkW級MPDスラスタシステムの開発を行っている．宇宙飛翔体のRCSとヒドラジン推進

剤を共用できる電気推進機システムとして宇宙実験を行うための設計検討を行った．

　高電圧ソーラーアレイと電離層プラズマの干渉

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一　　助手國中均
　太陽電池のインタコネクタように絶縁物に隣接する電極が，プラズマ環境中で負にバイアス

されると放電が励起される．その機構に関する理論的研究が行なわれた．また地上実験のため

のプラズマ発生装置を開発した．

　MPDアークジェット流れ場の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一　　助教授都木恭一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　中山隆幸　　　大学院学生　吉田達也

　MPDアークジェット放電室内のプラズマ流測定および数値解析を行い，推進性能と流れ場

の相関を取得するともに，推進機の設計指針を得る．レーザー蛍光法によるプラズマ流速分布

測定のための準備と，1次元MPD流れの解析的研究を行った．

　直流アークジェットの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授栗木恭一　　助教授都木恭一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　清水幸夫　　　　　大学院学生　山田哲哉

　宇宙運用を目指した低電力直流アークジェット推進機の開発を行っている．衛星搭載に即し

て高温のヒドラジン分解模擬気体を推進剤として使用し，基礎データを取得した．また推進性

能および耐久性の向上や安定作動のために，推進剤の再生冷却が有効であることを実証した．

マイクロ波共振加熱型イオンエンジンの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　栗木恭一 助　手　國中　均
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ノく学院学生　堀内康男　　　大学院学生　三好弘晃

　無電極放電の特質を利用すると，電位の異なる複数のプラズマを単一一・のマイクロ波発振器を

用いて生成することが出きる．これをイオンエンジンのLプラズマおよび中和器プラズマ生成

に応用すると，推進機システムの大幅な簡略化が可能である．この新しい概念にもとつくイオ

ンエンジンを試作し，推進特性を取得した．

SFU基本システムの開発

教授栗木恭一
教授：宮敬廣i

教授小林康徳
助教授　小野出淳次郎
才支　　官　　宕i！i　／S（幸夫

教　授　長友信人

教　授　西村敏充

助教授　山田隆弘

技官橋本保成

　1994年春の第・次ミッションの打hげを目指して開発の進められているSFU基本システム

について，宇宙研ではシステム開発全体の取りまとめを行うと共に，主構造，熱設計，航法・

誘導・制御，ヒドラジンエンジンの各システムの研究開発と設計を行い，それぞれ熱試験モデ

ルを完成した．

EXOS－Dの宇宙線による吸収線量の評価

　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　中村尚司

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　鶴田浩一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　理　研　河野　毅

　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学大学院学生

教　授　槙野文命

所長西村純

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木俊治

　ExOS．D（あけぼの）は電離層を通る時に，電j㌃線と陽」孫泉に曝される．　ExOs－D内部にお

ける吸収線量の分布に関しては，次の3つのコード（1）EGS　4（電子，制動放射線のモンテ

カルロ計算），　（2）HETC　（陽子，α線のカスケードモンテカルロ計算），　（3）SHIEL

DOSE（陽Jl，電子，制動放射線の簡易計算）を用いて計算を行った．　「あけぼの」に搭載さ

れている線量モニタからのデータを現在解析中であり，この実測値と計算値はお・よそ一致し

ているが，よりくわしい検討を進めている．

　また「あけぼの1に搭載されているMOS型素子のソフトエラーとTota1　Dose　Effect（トー

タルドーズ効果）も現在観測中であり，その結果を吸収線量分布に関連づけて評価を行う予定

である．

展開組立構造物に関する研究

宇宙探査工学研究系

教授三浦公亮

技官小野縁
大学院学生　宮崎康行

助　手　酒巻正守

大学院学生　松永三郎

大学院学生　室橋茂雄

　衛星や探査機の各種センサーのサポートとして，また大型宇宙構造物を構成する基本部材と

して電要である展開組迄構造物の構造概念に関する基礎及び応用研究を行っている．その結

果，シンブレックス・マスト，ヒンジレス・マスト，ヘリカル・マスト，可変立体トラス，二

次元展開アレイおよびテンション・トラス・アンテナ等の数々の新しいコンセプトを生み出
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し，この種の研究の一中心となるに至った．これらの成果は，本所の衛星，小型宇宙プラット

フォームばかりでなく，諸外国のミッションにまで利用されようとしている．さらに未来を指

向する研究として，生体のような形態適応性を有する構造物の概念を提起し，その基本的な要

素として，一次元適応構造物（VGT），二次元適応構造物（あるいは知的構造物），スペー

スVLBI用大型宇宙アンテナの創造，試作，運転が行われた．現在もその解析的，実験的研究

が進行している．

　テンション・トラス・アンテナの構造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授三浦公亮　　助手酒巻正守
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　宮崎康行

　超大型で高い鏡面精度を有するアンテナ（例えば，スペースVLBIアンテナ）を，宇宙空間

に構築する方法に関する研究を行なっている．その成果として，張力部材で鏡面を構成する，

テンション・トラス・アンテナと呼ぶ構造概念を創造し，試作を行ない，鏡面構成，構造の安

定化，鏡面精度および鏡面調整など技術的問題の検討を行なった．MUSES－B大型高精度展開

アンテナとして開発が進められている．

　宇宙硬化型構造に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授三浦公亮　　助手酒巻正守
　宇宙アンテナ，ソーラー・コレクタなど，大型宇宙構造物を宇宙で構築するには，いかに小

さく収納して宇宙空間で展開するかが課題である．一つの方法として，折り畳んだ状態で軌道

上に打上げ，宇宙空間でガスにより展張し，太陽熱等を利用して膜材を硬化させて形状，剛性

を得る「宇宙硬化型構造」　（インフレイタブル・リジダイジング・ストラクチァー）の研究を

行なった．

　バルクヘッドで補強したインフレイタブルチューブを試作して，材料，製造方法，構造要素

としての性質などを検討している．

　知的・適応構造物の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　三浦公亮　　　　助　手　酒巻正守

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　松永三郎

　構造が単に形を保ち，力を伝えるだけのものから，形を変化させ，移動し目標を見定める，

などの知的機能が要求されるようになってきた．

　特に宇宙空間での構造は，様々なミッションを限られた輸送手段で満たすために，構造自体

に自律性，適応性などのインテリジェンスを持つことが要求される．

　生体のような，形態適応性を有する構造概念を提起し，概念モデルによって解析的，実験的

研究を行なっている．

　高精度展開機構の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　三浦公亮　　　　助　手　酒巻正守

　展開型宇宙構造物を宇宙空間で構築するとき，折り畳みヒンジ（関節）部のメカニズムのデ

ザインが重要である．

　新しい概念による高精度・高剛性のヒンジを考案し，試験用モデルを試作して，スペース・

ストラクチァーへの応用を研究している．
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　宇宙構造物工学の総括的概観研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授名取通膨、　　教授三浦公亮

　字宙構造物Il学の研究分野をより的確に把握するため，それを構成する様々な項目につい

て，総括的な概観研究をしている．特に宇宙構造物システムという観点を重視して，従来より

提案されている宇宙システムの分類や，構造や制御の特徴的特性の把握を試みている．

　適応トラス構造物に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教」受　名取通，yV、

　様々なミッション要求や宇宙環境の変化に対応可能な構造物の研究を行っている．大型の宇

宙構造物では，地球ヒでの試験が不可能である．そこで自分で幾何学的な形状を変化させた

り，物理的な性質を変化させることのできる，様々な制御可能性を持つ構造物の概念を研究し

ている．

反射鏡構造の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授名取通弘　　助手市田和夫
　アンテナや集光器などの反射鏡構造を研究している．宇宙で硬化するインフレータブル・エ

レメントによる反射鏡の試作を行うと同時に，様々な形状制御方式を検討している．

　組立型宇宙構造物の建造概念に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　名取通弘　　　　　助　手　市田和夫

　宇宙飛行士や様々なロボティックスの介在による，スペースコロニーや太陽発電衛星などの

大型宇宙構造物の建造についての研究をしている．連続材を使用したヘルカルラティス構造に

よる超大型宇宙システムの建造概念を提示した．

　伸展マストの機構と力学特性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　名取通｛μ、　　　　助　f一市田和夫

　宇宙構造物の基本要素として必須の伸展タイプのマスト構造を研究している．科学衛星“あ

けぼの”搭載野シンプレックス・マストや，GEOTAIL搭載のヒンジレス・マストのメカニズ

ムや力学特性を明らかにして，その基本的な設計パラメータを得ることができた．またSFU搭

載のフレキシブル太陽電池ハドルの支持構造としてのマストシステムの開発を行った．

　ロッドやワイヤの力学に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　名取通膨、　　　　助　手　市田和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　受託研究員　秋永　清

　衛星のアンテナやテザーシステムへの応用の基本となるケーブルの力学を款元エラスティ

カの｛tl場から研究している．シンプレックスマスト縦通材の大変形の様了・を実験とエネルギー

的考察により明らかにした．ひき続き動的な効果を含めた｛次元エラスティカの研究を行って

いる．

宇宙構造物の振動制御に関する研究

助教授　名取通弘

共同研究員　　三浦浩’

助　手　市田和夫

共同研究員　難波治之
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　トラス構造物の軸力アクチュエータによる剛性および減衰制御や，膜面構造物の張力変化に

よる制御を研究している．数値シミュレーションやモデル試験により，特に従来検討されてい

なかった剛性制御の有効性を明らかにした．

　宇宙における微小外力による構造物の応答に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　名取通弘　　　　　共同研究員　難波治之

　柔軟宇宙構造物の構造動力学特性は，特に太陽幅射圧や重力傾度トルク，あるいは電磁気力

や空気抗力などの宇宙環境下における微小外力と柔軟構造との連成現象を研究している．回転

翼型のソーラーセイルに固有の太陽幅射圧による不安定現象のメカニズムを明らかにした．

　SFUによる構造実験の研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　名取通弘　　　　　助　手　市田和夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　共同研究員　三浦浩一

　SFUに搭載の2Dアレイ実験の様々な検討を行っている．ハードウェアの設計や，展開や

振動制御のシミュレーション，姿勢におよぼす影響などを検討している．

慣性航法装置の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授中谷一郎　　助教授川口淳一郎
飛翔体に用いる慣性航法装置の試験，解析を行なっている．今年度は，ファイバ・オプティ

カルジャイロ，加速度計，プロセッサからなる慣性航法放置について，シミュレーション等に

より，誤差解析を進めた．

　また，M．3SII－6号機での飛翔試験の準備を進めた・

　月面車の遠隔制御システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授中谷一郎　　大学院学生酒井恭信
　月面を移動するローバを，地球から遠隔制御する手法の研究を行っている．往復2．6秒の電

波伝搬遅れを生ずるため，地球からの遠隔制御は，遅れを補償した予測表示が有力となる．そ

の為に必要な，月面上での画像処理，及び地上での処理につき，計算機シミュレーションを含

む基礎的な研究を行った．また，小型の月面車模型を用いた実験の準備を進めた．

自由電子レーザーの研究

助教授　齋藤宏文

学振特別研究員　川合　靖

大学院学生　関田仁志

受託学生　太田宏志

受託学生　内藤儀彦

教授河島信樹
堤井信力（武蔵工大）

受託学生　木虎正和

受託学生　水野貴秀

　将来の宇宙レーダー用の自由電子レーダーの開発研究を行なってきている．小型高効率を目

標とするため，磁場中で円運動をする相対論的な電子ビームを用いた円型の自由電子レーザ

を考案し，実験と理論的側面から開発している．

レーザレーダの研究

助教授　齋藤宏文 教授中谷一郎
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　　　　　　　　　　　　　　　　　教授：宮敬慶

　ランデブ・ドッキング及び衛星回収等のセンサーとして利用するレーザレーダの開発を行

なっている．本年度は，CCDカメラを利用した近距離系のハードウェアの試作を行なった．

　ファイバー光ジャイロスコープの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授斎藤宏文　　教授中谷一一郎
　従来のメカニカルなジャイロスコープに変わる飛翔体用姿勢基準装置として，ファイバー光

ジャイロスコープの開発を行なっている．耐環境性も備えた試作モデルを製作し，性能の評価

を行なっている．

　人工衛星用光学的姿勢センサの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　　1宮敬慶　　　　　教　授　小川原嘉明

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　齋藤宏文　　　　　技　官　広川英治

　（Dスタースキャナ：昨年度にひきつづき，固体検出器配置および信号処理方法が異なる

2つの型のスキャナを「あけぼの」および「ひてん」／GEOTAIL用にそれぞれ開発した．　「あ

けぼの」および「ひてん」の装置は姿勢決定に有効に用いられている．宇宙放射線の到来によ

り出力信号に不要信号パルスが発生することがわかり，強い放射帯を飛行する衛星のセンサで

は今後解決すべき問題となっている．

　（2）スタートラッカ：2次元CCDを検出器としてマイクロプロセッサで動作を制御する固

体式スター一トラッカを開発している．SOLAR－A　　用の装置の設計をすすめるとともに，

MUSES．Bへの適用をめざして1－5秒角精度をもつセンサの実現方法を検討している．

　（3）高精度太陽センサ：1次元CCDを検出素子とする2つの方式の高精度太陽センサを

研究・開発している．精度0．025度のものは三軸安定型衛墨「ぎんが」に引き続き，スピン衛

星「あけぼの1に搭載され，高精度の姿勢決定に用いられている．精度18秒の狭視野センサ

をSOLAE－Aなどへの応用をめざして開発を進めている．

　（4）ディジタル太陽センサ：科学衛星のみならず観測ロケットへの応用も考慮した，ディ

ジタル太陽センサの開発を継続している．従来，ロケットに搭載してきたディジタルサンセン

サ（分解角1度）よりも，更に高精度な分解角O．2度以ドのセンサーを開発している．最小角

度測定は，アナログ処理を行なうタイプのものである．

　（5）地球センサほか：焦電素Jiを検出器とするスピン衛星用の地平線検出器は「あけぼ

の」の飛翔に供され，軌道ヒにおいてr．想通りの動作をし，姿勢決定に有効に用いられてい

る．　一方，GEOTAIL用の地球／J．く陽／月センサ｛輸入）については「ひてん」による飛翔実

験によってほぼ予想通りの性能かつ実現されていることを確認した．

　人工衛星用慣性センサ及びその応用の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授1宮敬慶　　教授西村敏充
　　　　　　　　　　　　　　　　　技官市川勉
　入Il衛星用慣性姿勢基準装置（FRIGおよびFOG利用）につき開発的研究をしている．ま

た，ペンデュラム型の加速度計を能動的ニューテーション制御や△V制御に使用するための

装置設計を進めている．さらに同じタイフの加速度計を人r．衛星のGPS－INS複合航法に使用す

ることを目的としてその極限性能を実験的に確認する作業を進めている．
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　人工衛星姿勢制御用アクチュエータの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授二宮敬慶　　大学院学生大島武
　（1）磁気トルカ：昨年度に引続き有芯磁気トルカの高性能化を検討している．　「あけぼ

の」に搭載された装置は正常に動作している．

　（2）制御モーメントジャイロ：昨年度までの研究に基づき，SOLAR－Aの姿勢制御に使用す

る装置の製作が完了した．

　（3）フライホイール：全自由度能動制御による磁気浮上型モーメンタムホイールを，人工

衛星の姿勢制御においてアクチュエータおよびレートセンサとして共用するための，理論的お

よび実験的な研究を行っている．DSPを応用して磁気浮上ホイールの特性改善（特性の線型

化）を行った．

　人工衛星の姿勢決定法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授二宮敬慶　　教授中谷一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　技官広川英治

　（1）太陽センサとスタースキャナを用いたスピン衛星の姿勢決定法およびミスアラインメ

ント等バイアス推定法については，　「さきがけ」　「すいせい」のために開発し有効に利用した

方式をさらに拡張・改良して「あけぼの」および「ひてん」に応用して成功している．これら

にもとついてGEOTAILのための姿勢決定システムを開発している．

　（2）慣性基準センサ，スタートラッカおよび太陽センサのデータをもとにリセット型カル

マンフィルタを適用して3軸姿勢及び関連するパラメータを高精度に推定していく方式を，

「ぎんが」の姿勢決定に適用してセンサバイアス（視野のオフセットなど）の検討を行うとと

もに，これらの機能を衛星搭載計算機上で実現する方法を具体的に検討した．これは，SO－

LAR－A，　ASTRO－DあるいはさらにMUSES－B等の天文観測衛星の姿勢制御に効果的に応用さ

れることになる．

人工衛星の姿勢制御方式の研究

教　授　二宮敬慶

教授　中谷一郎

大学院学生　宋　江東

教　授　松尾弘毅

助教授　川口淳一郎

大学院学生　大島　武

　天文観測を目的とした科学衛星の高精度三軸姿勢指向制御方式に関し（1）SOLAR－A姿勢指

向制御系の設計と動作解析，　（2）ASTORO－Dのためのマルチホイールによるバイアス角運動

量三軸姿勢制御系の構成法の研究，　（3）大型柔軟構造を附属物として持ち，大きな外乱トル

クを受ける天文観測衛星MUSES－Bの姿勢制御系の構成法の研究，および（4）全軸能動制御

型磁気軸受型角運動量ホイールによる安定な三軸姿勢指向制御系の構成法の検討を行ってい

る．　（4）では新しい制御則を得た．

　また，スピン衛星の軌道投入直後に，衛星本体からホイール系への角運動量トランスファと

同時に本体姿勢を変更する姿勢初期捕獲制御方法につき理論的およびシミュレーションにより

検討を行い，そのためのホイール系駆動制御則を提案してその有効性を示した．さらに，姿勢

の大角度マヌーバや角運動量管理法についても研究を継続している．

ロケットの姿勢制御系の研究

教　授　林　友直 教授秋葉錬次郎
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　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　松尾弘毅

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　中谷一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　才支二　　　il’i　　　イfi三域秦1忠、1ビ1：

M－3Sll－5，　S－520－11の姿勢制御系について，次の研究を行った．
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教　授　　：宮敬慶i

助教授　川ll淳一郎

技　官　斎藤　宏

87

　④制御ハラメータのミッションに合わせた最適化，②制御シー一一ケンス，制御則等のミッ

ショシに応じた変更，3，搭載ハードウーr一アの小型，軽量，低消費電力化，④回収型制御装置

の開発，（51ミニコンヒュータを応用した地ヒ支援装置び）設計法，⑥飛翔結果の評価を行っ

た．

　衛星の姿勢シミュレーション法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　r授　　：宮敬嘆　　　　　教　授　lll谷’郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川il淳一郎

　ワイヤアンテナ，太陽電池板等の柔軟付属物，IiJ一動物体，デスバン部を有する衛星の姿勢運

動のシミュレー一ションについて研究を行っている．特にGEOTAILについては具体的なモデル

を構二築，シミュレートし制御系をループに含んだ場合の安定性も検証している．

　飛翔体姿勢制御系動作試験法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　　：宮敬慶　　　　　教　授　中字ミー郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　斎藤宏文　　　　　助教授　川口淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　斎1湊　宏　　　　　技　官　1ノ；川英1台

　飛翔体や科学衛星の搭載姿勢制御装置について，特にその搭載センサ，ハードウェアとソフ

トウJ．アの実際的なシミュレーションとして3軸モーションテーブルによる動作，機能試験を

行っている．本年度は，SOLAR－A衛星，　M－3SII－5及びS－520－11ロケットの姿勢制御系を中

心に，フィジカルシミュレーションを行った．

　ランデブ・ドッキング技術の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授：宮敬度　　教授中谷一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　斎藤宏文　　　　　助教授　川LI淳一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　斎藤　宏　　　　　ノく学院学生　若山敏康

　ランデブ・ドッキングや，衛星回収を行う際に，レーザレーダから得られる情報から，目標

衛星の運動推定を行うノ∫向につき，研究を行っている．本年度は，対象物体の運動を推定する

ことを目標に，画像処理法を中心に研究を行っている．また，SFUによる衛星回収実験に関し

て，システム検討を進めた．

　宇宙用マニピュレータの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　　：宮敬慶　　　　　教　授　中ぞ｝・郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　川ll淳・郎　　　　ノく学院学1ヒ　播磨iifi」一

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノく学院学生　福iJ－C修・郎

　将来の実験を検討中の，自立型衛星回収ミ・ソション用に，宇宙用マニピュレータの研究を

行っている．本年度は，宇宙空間におけるマニピュレータのダイナミクスの解析，及びシミュ

レーションにより，諸制御則の比較を行い，基礎技術の確、ltlを行った．
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　衛星熱制御材料の太陽光吸収率，熱放射の測定に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　技官大西晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河田靖子　　　　　大学院　中村靖之

　熱制御用材料の熱物性値である太陽光吸収率，及び熱放射率に関する分離測定法について研

究を行っている．現在，本測定法を用いて「あけぼの」に搭載された表面熱特性測定装置のデ

ータ解析を行っている．打ち上げ初期の搭載された5種類の材料の熱物性値は，飛翔前に求め

た他の測定方法の値と良い一致をしていることから，宇宙空間において本測定方法が有効であ

ることを確認した．さらにこれら材料の宇宙空間での劣化に関するデータを取得していく．

　極低温における熱放射率測定に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　技官大西晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院　小林俊之

　固体材料の極低温における熱放射率に関する研究を行っている．現在，鉛について10Kか

ら室温近傍の熱放射率を測定し，測定法及び装置の評価を行っている．一部興味あるデータを

得ており，さらに低温域における熱放射率の実験を進めている．

　大型宇宙機の熱設計に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　技官大西晃
　大型宇宙機の熱設計について熱真空試験を含めた新しい分割方法を提案し，研究を進めてい

る．現在，分割モデルの開口部とフルスケールモデル全表面積との熱放射損失の割合によって

モデルの温度ポテンシャルに与える影響について検討を行っている．

　太陽電池カバーガラスの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　教授後川昭雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　大西　晃

　棚硅酸ガラスを基本とした透過特性の優れ，かつ放射率の大きい薄板カバーガラスを開発

し，宇宙環境に対する評価試験を行った．現在，「あけぼの」に搭載されたカバーガラス及び

熱制御ミラの飛翔データの解析を行っている．ひきつづき，熱放射特性の優れたカバー一一・・ガラス

の開発を進める．

　飛翔体テレビ伝送装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　助手横山幸嗣
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　大西　晃　　　　　技　官　加藤輝夫

　画像伝送及び観測項目の高速化，高制度化に対応するため，ロケット搭載用テレビ伝送シス

テムの開発を引き続き行っている。また高能率伝送化をはかるデジタルテレビ式，及び画像処

理の検討を進めている．

　搭載機器の集積化に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　助手横山幸嗣
　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　橋本正之

　衛星及びロケット機器の信頼性の向上，小型軽量化をはかるため，電子機器の集積回路化の

開発研究を進めている．平成元年度は，超小型データ・ハンドリング・ユニット（DHU）の検
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討を進めた．

　宇宙機器の放電防止対策に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　助手橋本正之
　　　　　　　　　　　　　　　　　技官大島勉　　大学院学生常岡泰治
　　　　　　　　　　　　　　　　　受託学生　蹄　 謙一一

　ロケットや衛星搭載機器の放電防IE対策として，バリレン樹脂を真空中で蒸着コーティング

する方法を検討している．この方法はEXOS－Dの高圧電源に採用されて衛星重量の軽減に寄

与した．現在なお，膜厚の均一化，接着力の強化法等について検討を進めている．

　宇宙観測機器用小型高圧電源

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　林　友直　　　　　助　手　橋本正之

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官大島勉　　大学院学生常岡泰治
　宇宙観測機器用小型高圧電源として，光電変換を利用する新しい形式のものについて検討を

行っている．これにより，リッフルが極めて少ない高速応答の電源装置の実現を期待してい

る．これまでに集積型の発光素liアレイとアモルファス型の高電圧受光素子の試作および制御

回路を含めた電気特性の測定を行なっている．

　有機材料の二次電子放出比測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　助f一橋本正之

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官ノく島勉　　技官河田靖子
　Channel型二次電j’i増倍管として用いる有機材料の1次電子放出比特性を測定してきた．そ

の結果として材料による二次電f増倍への寄与が明らかになってきた．さらに種々の有機材料

の：次電」㌃放出特性の解析もすすめている．

海上浮遊位置探索システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　技官大島勉
　　　　　　　　　　　　　　　　　才支　　ギゴ　　鎌卜H幸男

　ロランC電波を利用した位置探索システムを開発し，気球による回収実験および観測ロケッ

ト搭載機器の回収実験を行なってきた．S－520用としては搭載アンテナに3m伸展マストを採

用した．現在さらに装置の性能向L，小形軽量化の研究をすすめている．

　衛星熱制御材料のUV及び放射線劣化に関する研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　孝欠　　醤受　　材く　　友直二　　　　　　　　才支　　でギ　　ノく1ナ珂　　晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　受託研究員　占屋敷啓一一郎　大学院　渡部浩一

　　　　　　　　　　　　　　　　　受託学生　安部　研

　宇宙空間における熱制御材料のUV，電∫・線および陽j’‘線劣化に関する研究を行っている．

現在，ポリイミド，ポリエーテルイミド及びテフロンフィルムに加え，InP太陽電池素壬につ

いて電子線及び陽孫泉を低エネルギから高エネルギにわたって照射し，分f一構造により深く結

びついている光学定数の導出と，太陽光吸収率及び熱放射率を測定し劣化の評価を行ってい

る．電f線及び陽j㌃線の低エネルギにおけるフでルムの劣化について興味ある結果を得てい

る．ひきつづき，これら材料の放射線劣化について実験を行っている．
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　広帯域低反射率表面に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　技官大西晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　受託研究員　加藤　明

　衛星等で用いられる光学機器の内面，及びセンサ等のフードで迷光を防ぐ目的で，低反射で

かつ拡散性に優れた表面が期待できるカーボン繊維の静電植毛について研究を行っている．現

在，可視域から近赤外域の波長範囲において反射率1％内の表面を得ているが，さらに広帯

域の低反射率の表面を得るために静電植毛の製作方法の再検討，及びカーボン繊維の表面処理

方法について準備を進めている．

　多層膜高分子フィルムによる熱制御材料の設計・評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　技官大西晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　受託研究員　古屋敷啓一郎

　任意の熱物性値を得る目的で，高分子フィルムによる多層薄膜を施した熱制御材料の設計法

について検討を行っている．現在，計算手法を用いた多層薄膜の熱物性値の導出及び熱制御材

料の最適設計法について検討を進めており，3層構造の熱制御フィルムを試作し評価を行っ

た．本手法により得られた熱物性値は，実験値と比較して約±2％で一致する結果を得た．

さらに，多層膜高分子フィルムによる熱制御材料の設計を進めている．

　テレメータ電波の電界強度測定，及びその周波数解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　技官日高正規
　　　　　　　　　　　　　　　　　　助手井上浩三郎　 技官加藤輝雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　小山孝一郎

　鹿児島観測所で受信したテレメータ電波を記録解析することにより，衛星の軌道情報と合わ

せて電離層及び大気の擾乱に関する情報を得ることができる．例えば電離層プラズマバブル中

のプラズマ不規則構造のスケールは季節により異なることが過去のシンチレーション解析より

知られている．今後大気及びプラズマバブル等の不規則構造の発達及び消滅の過程を計算機，

FFrアナライザーを用いて研究する．

　誤り訂正符号の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　山田隆弘

　ディジタル伝送路で発生する誤りを訂正するための符号の構成法として以下の研究を行って

いる．

　（1）二次元符号の研究：ランダム誤りとバースト誤りを効率よく訂正できる符号として，

連接符号や積符号などの二次元符号が注目を集めている．本研究では，二次元符号の効率をさ

らに高めるための符号構成法や，二次元符号を統一的に解析するための手法の開発などを行っ

ている．

　（2）不均一誤り訂正符号の研究：一つのデータの系列の中で，重要なビットとそれほど重

要でないビットが混在している場合に，それぞれのビットの重要度に応じて誤りを訂正できる

符号の開発を行っている．特に，リードマラー符号を基にして，そのような符号が簡単に構成

できることを明らかにした．

　（3）畳込み符号の構成法の研究：畳込み符号はビタアルゴリズムを用いて効率よく複合で

きる符号として衛生通信などで広く用いられている．本研究では，ウンガーベックがディジタ
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ル変調ノ∫式の構成法として提案した集合分割法を応用することによって，誤り訂正能力の高い

畳込み符レJ’が比較的簡単に構成できることを明らかにした．

　将来型宇宙システム用情報伝達システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　山田隆弘

　宇宙ステーション・宇宙プラネットフォームをi三体とした将来型宇宙システム用の情報伝

達・処理システムの研究として以下のことを行っている．

　（1）将来型宇宙機でデータを処理する方式，宇宙機の運用方式などについて検討を行って

いる．

　（2）将来型の宇宙機と地ヒとの間の情報伝達ノ∫式として，通信制御手順，誤り訂正方式な

どについて検討を行っている．

　（3）地ヒで情報を交換するための方式として，ネットワーク構成法，通信制御手順，デー

タ処理システム構成法，資源管理方式等について研究を行っている．

超流動ヘリウムを利用した赤外線望遠鏡の冷却システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　村ヒ正秀

　超流動液体ヘリウム・ヘリウム蒸気相分離機（ポーラスプリング），ファウンテン効果ポン

プ等のコンポーネントに関する研究開発，超流動ヘリウムの熱流動特性に関する基礎実験が行

なわれた．さらに，望遠鏡の冷却システムに関しても設計および検討が行なわれた．

　宇宙機の冷却法の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　村上正秀

　観測用ディテクターの冷却要求，それを実現する有去等についてのアセスメントより，いく

つかの重点課題の策定を行なった．超流動ヘリウムと3He冷凍機の組合せによるlK以ドの

実現，70K程度での長期冷却の為のスターリング冷凍機iの使用，そして2K温度に於ける機

械式冷凍機の利用の可能性，応用方式について考察した．

　多孔質構造中の3時限Viscous　Fingering　lnstability（VFI）現象の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　村上正秀

　光学級のガラスビーズとグリセリンの組合せにより可視化可能な多孔質構造を造り，レーザ

ー誘起蛍光法を応用してVFI現象の3時限的可視化が行なわれ，画像解析を応用支手フラク

タル解析がなされた．

衛星用太陽電池に関する研究

衛生応用工学研究系

教授後川昭雄
技　官　河端征彦

助手高橋慶治

　太陽電池は，表面部品として高真空中でかなり振幅の大きい熱的ストレスを長期間くり返し

受けるなど，衛星中最も苛酷な環境にされされる．その安定動作を確保するため，実装法の改

良とともに，熱・真空試験などをくり返し，1～5号衛星とも100サイクルの資格試験に合格

した．
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　その結果，1号衛星は4年以上，3号衛星も4年11ケ月の作動をみて，設計を上回る成果を

得た．なお，低温および放射線損傷特性の解明とともに一層の高能率・軽量化に努力している

が，6号衛星で帯電防止等のためConductive　Coating付きカバーガラスの使用により“磁気圏”

の成功に導いた．また，GEoTAILやsFu等の電力需要の増大に対処するため，薄形si太陽

電池等を用いた大形アレイやバス電圧の高圧化を検討している．

宇宙用InP太陽電池に関する研究

教
助
技

授　林　友直

手　高橋慶治

官　河端征彦

教授後川昭雄
助　手　橋本正之

技　官　大西　晃

　原理的に高効率が得られ，将来性が予想されるInP太陽電池は，宇宙用としての実績はこれ

まで得られていなかった．そこでNTr，日電と共同で宇宙用の研究開発を試みた．　MUSES－A

のルナーオービタに試験的に搭載するのに先立って，“あけぼの”のSCM実験で評価を行っ

た．その結果紫外線や低エネルギープロトンに対する耐侯性を重点的に検討・対処して，KM－

Lを点火させることができた．

　気球による衛星用太陽電池の較正実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄　　助手高橋慶治
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河端征彦

　従来は太陽電池の出力評価試験の照度設定には仕方なく米国マウントの標準太陽電池が用い

られていたが，出力の正確な評価のためには，測定試料と同類のスペクトル応答を持ちかつ誤

差の少ない使い易い形での標準を作る必要がある．そのような標準太陽電池の設定のために

は，まず回収可能な気球による太陽電池の較正が必要になる．そこで昭和51年5月にB5気

球によって高度約27kmでの較正実験を行い，標準太陽電池設定化への目処をつけた．その

後“磁気圏”や“白鳥”，“淡青4号”，“大空”，“あけぼの”によるSCM実験で得られ

た成果も検討の結果，本実験の改良のため例えば飛しょう高度のアップ，試料の気球頭部への

搭載等を進めたい．

　Ni－Cd衛星用電池に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄　　助手高橋慶治
　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　河端征彦

　衛星用二次電池は，地上用と異なるので，まず宇宙研仕様書に基づいて，各種環境試験を

行って設計・製造面での改良に役立て，Ni－Cd電池については電力制御器と関連した設計およ

び飛しょう後の電池管理のための特性をも収集・解析し，9号衛星までの成功に導いた．とく

に，“新星”の電池は裏付けデータによると一11～58℃の宇宙環境を経て少なくとも3年5ケ

月良好に使命を果した．さらに，6号衛星以後新規に角形電池及びUnder　Voltage　Control装置

の積載を行ったが，　“磁気圏”では5年3ケ月間の信頼性が確認された．なお“天馬”や“大

空”で問題になった不活性化及びメモリ現象については解析を続行している．

　改善のため，11号衛星“銀河”にはリコンディショニング回路を積載し，飛翔前の電池管

理にも万全を期した．

　EXOS－Dでは上記の対策の他，電源装置に専用のメモリ機能を設け，電池の詳細なデータを

取得し，飛翔解析を行っている．
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人工衛星搭載用の電池容量積算計

教　授　　後川昭雄i

技　官　河端征彦

助　手　高橋慶治

　衛星用Ni－Cd蓄…電池（BAT）は，衛星各部への円滑な電力供給のために極めて重要である

が，過放電や過充電に対して特性劣化があるため従来電力制御器（PCU）によってその管理が

行われてきた．しかし，BAT残存容量あるいは放電深度による放電制御及び将来長寿命化を

指向するためのより高精度の充放電制御を行うには，必ずしもf’分ではない．そこでBATの

容量を自動的に計測できる衛屋搭載用の電池容量積算計（AHM）を開発し，　“淡青4号”で

飛しょう実験を行い，所期の性能を確認した．シミュレーションにより定充電率のサイクル時

放電末期電圧が安定していることから，12号衛星“あけぼの”に搭載し，長期にわたるAHM

主体の容量管理の有効性を確認することにしている．

　集積回路の基礎研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄

　以前広い凱場では，わが国の集積回路の啓蒙開発に寄与するため，組織的に動向調査を行っ

てきたが，研究室規模では設計改善の指針を得るため，まず半導体集積回路のうち，最も基本

的な拡散抵抗を取り上げ，これらに本質的な寄生効果のうち，大振幅動作等で問題となる基板

トランジスタ効果を定量的に取り扱った．さらに進んで衛星用搭載機器の集積回路化，低電力

化の重要性からCMOSのIC，　LSIおよび混成集積回路化を含め，これらの問題点の検討を進

めている．

　科学衛星の信頼性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄

　科学衛星の高信頼性確保のため，これまで部品・Subasembly段階で放射線試験を始め，各種

のシミュレーション試験による資格評価，試験レベルの設定，故障解析等を行ってきたが，こ

れと並行して，1号衛星から各種衛星ごとに全体のシステムの信頼度設計，予測を行ってい

る．たとえば3号衛星以降の衛足では設計段階で信頼性ブロック図の作成，信頼度割当及びレ

ベル合わせの諸活動を通じて問題部品の除去，代替及び冗長性採用の適否を，重量制限等もか

らめて総合的に検討した．

　衛星用電子部品の放射線損傷

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄

　衛星はバンアレン帯をはじめ，放射線による影響が搭載電子機器にとって重要である．そこ

でまず部品段階で考え，衛星用資格試験レベル設定，立教大学の協力を得て高速中性孫泉照射

を中心とした劣化特性の測定を行い，続いて組立回路段階での動作時照射試験及びシンクロサ

イクロトロンによるプロトンと中性子線損傷の等価線量の検討なども行った．放射線損傷は特

に表面部品の太陽電池，各種半導体素tL，中でもC－MOSや微小電力用集積回路が問題で，受

動素子，機構部品，充てん材など周辺部品材料に及んで品種の選定や評価，耐放射線対策の研

究を続行している．

太陽電池の評価法の確立

教授後川昭雄 助手藁品正敏
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　太陽電池の直列抵抗，シャント抵抗，ダイオLド因子などが，どのように性能に影響するか

を明らかにするための評価法を確立し，入射光強度，周囲温度の変動による影響を検討してい

る．さらに，材質パラメータと太陽電池特1生との関係を明らかにするために，スペクトル応答

からベース中の少数キャリア拡張長，表面再結合速度，表面層の厚さ，空乏層幅などを求める

手法を開発し，非晶質シリコン太陽電池の試作とその評価に適用している．

　アモルファス半導体の作成とその電気的特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄　　助手藁品正敏
　アモルファス（非晶質）Si半導体は光吸収係数が大きく，薄膜でも太陽光のほとんどを吸収

するので，太陽電池として適した素材である．水素化非晶質Si（a－Si：H）半導体を容量結合形

プラズマ放電法で作成し，その半導体膜の光電導度を測定することにより電子輸送機構を調べ

ている．非晶質半導体のギャップ状態，欠陥状態のエネルギー分布，キャリア寿命を求め、光

照射による膜質の構造変化，アニール効果などの性質を明らかにすることにより，a－Si：H太

陽電池の高効率化のための作成法とその評価法を確立する．

　化合物半導体のMIS構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄　　助手藁品正敏
　III－v族化合物半導体を用いたデバイスは，常温で界面においてSiの4～5倍のキャリア移

動度が報告され，信号処理の分野でその超高速性能を発揮しつつあるが，化合物半導体一絶縁

物界面の基礎物性およびそれを基盤にした表面，界面の制御，不活性化技術は未確立の段階に

ある．そこで，III－V族化合物半導体の表面に，陽極酸化法を用いて絶縁層を形成し，半導体

一絶縁物界間面の電気的特性を評価するための容量法，微小パルス高ICTS法を使用して，こ

れをSPICS（Small　pulse　lsothermal　Capacitance　Transient　Spectroscopy）法を命名して，界面形

成法の最適化を確立する．

　MOSトランジスタと界面準位

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　後川昭雄　　　　　助　手　藁品正敏

　ICの安定性，信頼性の向上のためにMOS構造の交流コンダクタンス（G）の周波数特性，

容量（C）のバイアス（V）特性等の測定によって絶縁層と半導体間の界面現象の研究，特

に，Si－SiO2の界面準位の発生機構の解明を進めている．これまでに，二元パラメータMosコ

ンダクタンス法，簡易C－V法及びG－V法等を完成しつつ界面準位密度を総合的に評価し，界

面準位に関するモデルの確立をめざしている．

な

　耐放射線強化素子の基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授後川昭雄　　大西一功（日大理工）

　シリコン集積回路の耐放射線強化を実現するための基礎的課題として，Si一絶縁膜界面の放

射線照射による劣化機構iの解明を行っている．Si－SiO．界面の電子的性質が放射線照射により

受ける効果から，その機構解明の手がかりを得ることを目標にして研究，発展させると共に，

SiO，と異なる絶縁膜について放射線損傷の機構を検討している．

半導体メモリ

教授後川昭雄 大西一功（日大理工）
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　Random　Access　MemoryとしてのMNOS（　Metal－Nitride－Oxide－Semiconductor）半」尊体素r．の

記憶動作の高速化，低消費電力化を目的として，書き込み及び保持特性の安定化が異種絶縁層

界面（N．O界面，0－S界面）状態と密接な関係にあることを明らかにし，　MNOSの記憶機構

のモデル化を試み，耐放射線性を検討している．

　宇宙電子部品用半導体材料の高度評価の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　田島道夫　　　　　助　手　藁品正敏

　最近の宇宙用電j”デバイスには，高信頼性だけでなく高速化，高集積化が必要とされるよう

になっているが，こうした要求に答えるためには，基礎に立ち返り，材料の電f的特性を左右

する欠陥・不純物の挙動をIEしく把握し，その結果に立脚した材料・素予設計を行うことが必

須である．本研究では，フォトルミネッセンス法を主体とする光学的手法により，デバイス特

性と関連の深い半導体材料中の欠陥・不純物の高度評価を行なっている．今年度は，担当教官

が前年度まで所属していた電チ技術総合研究所における研究に引き続き，選択励起フォトルミ

ネッセンス法によるGaAs結晶中のEL2準位の荷電状態の評価，　GaAs，　InP結晶の表面状態

の評価，アモルファスSi結晶の光誘起欠陥発生現象の研究を行った．その結果，従来不可能

とされていたEL2準位の異なる荷電状態密度の同時測定，純水洗浄によるGaAs表面の高品

位化，起源の異なる2種類の光誘起欠陥の検出等に成功した．また今年度より新たに，超高速

素子用材料として注目されているSi－Ge混晶の組成比および格子欠陥の精密評価の研究を開始

した．

　フォトルミネッセンス法の標準化

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　田島道夫

　フォトルミネッセンスによるシリコン結晶中のドナー・アクセプタ不純物の定量分析法の標

準化を図るため，日本電子1：業振興協会ならびに米国測定標準協会（ASTM）と共同で同手法

の標準的方法のASTMへの登録作業を行った，その結果，1989年度版ASTM年報より「Fl

Proposal　P213」として正式に取り扱われることとなった．また，アルミニウム，砒素不純物に

対する標準試料の国内ラウンドロビン測定結果をもとに，高精度の検量線を作成した．さら

に，フォトルミネッセンス法と相補的なデータの得られる赤外吸収法について，精度，測定限

界，標準的測定条件等を検討した．

　結晶欠陥の可視化の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　田島道夫　　　　　助　手　藁品正敏

　電子デバイス特性に直接的な影響を与える材料結晶中の欠陥の分布を可視化するため，新し

く開発した室温フォトルミネッセンス・マッピング法による結晶評価の研究を行っている．同

手法を，現在の電子産業の中心的素材であるシリコン結晶に適用した結果，サーマルドナー，

スワールなどの微小欠陥分布を，室温，大気中で，ウエハーのままの状態で測定することに世

界に先駆けて成功した．また，光電子素j’‘用材料として注目される隣化インジウム結晶におい

て，不純物の濃度むらに起因すると考えられるストリエーションの高空間分解測定に成功し

た．

宇宙破片（デプリ）の研究

教授秋葉錬1郎 教授長友信人
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教授河島信樹
助教授　上杉邦憲

助　手　佐々木進

研究生　佐藤恵一

山越和雄（東大宇宙線研）

木村磐根（京大工）

教　授　槙野文命

助教授　稲谷芳文

技　官　矢守　章

澤岡　昭（東工大）

本間正修（NADSA）

　宇宙破片の問題は国際的な宇宙の研究課題となり，平成元年度はNASAの専門家を交え，

わが国の，初のワークショップを開催した．この中で，これまでの国内の研究者の関連研究の

成果発表が行われた．またこれに関連して固体ロケット微粒子の研究が行われた．

　ソーラーセイルの軌道設計と制御についての研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授長友信人　　教授松尾弘毅
　　　　　　　　　　　　　　　　　助手石井信明　　大学院学生小灘毅
　　　　　　　　　　　　　　　　　東海大学生　江口　智

　ソーラーセイルを地球一月系に応用することを考え，地球周回軌道を出発して月に衝突する

までの軌道について検討した．ソーラーセイルは太陽光を推進力として利用するため推進剤等

が節約されるが，加速度レベルが非常に小さくミッション期間が長くなる．このため軌道解析

に要する演算時間を軽減する必要があった．本年度は簡略化した運動方程式を用いて解析的に

評価することができ，軌道設計や誘導制御則を決定する上で有効な情報を得ることができた．

　ソーラーセイルの熱環境について

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授長友信人　　助手成尾芳博

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官横田力男　　技官橋本保成
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　前野　潤

　地球の付近において使用するソーラーセイルについて，セイル材料の薄膜のおかれる熱環境

を模擬し，薄膜の熱設計条件を決めるために測定を行った．薄膜のコーティング面と光の入射

面によって温度が著しく異なるが，とくに片面コーティングの未コーティング面からの入射で

は，接着加工が問題となる位の温度上昇が予想されることが判明した．

　ランダム媒質からのマイクロ波後方散乱

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　広沢春任　　　　　技　官　松坂幸彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　小林　理　　　大学院学生　鈴木啓之

　レーダリモートセンシングの基礎研究として行っているもので、三次元のランダム媒質から

のマイクロ波の後方散乱の過程を主に実験的に研究している．偏波と散乱機構との関連性を追

求しており，近年はポラリメトリの観点を取り入れている．今年度は，広葉樹と針葉樹を模擬

する人工的なランダムターゲットの作成に成功し，ポラリメトリックなシグネチャの解明に有

用な手段を得た．

レーダポラリメトリに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任　　大学院学生小林理
　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　松坂幸彦

室内（地上）レベルでランダムな散乱物体の変形ミューラー行列を測定する新方式の応用を
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進めると共に，従来のCバンドのシステムに加えて，あらたにXバンドのシステムを作成し

た．なお，筆者らの新方式は，位相を測定せず，パワーだけを測定する多偏波の散乱計をもち

いて変形ミューラー行列を取得する点に特徴がある．

　合成開ロレーダ画像のスペックル低減

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任

　合成開ロレーダ画像に固有の雑音であるスペックルを低減する方法の一つとして，1ルック

の画像について空間的な細かさは1ルック相当に保ったまま，スペックルの振幅を3ないし

4ルック相当に圧縮する方式を先に提案した．この方式は，ERS－1のSARの利用へ向けての

画像データ解析研究で取りヒげられ，地形判読を行うに当たって，画質の向ヒに寄与するもの

であることが示された．

　深宇宙探査機「さきがけ」　「すいせい」のドップラーシンチレーション解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任　　助手山本善一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生鳥山学

　深宇宙探査機「さきがけ」　「すいせい」はわが国初の人r．惑星となり，現在も順調に飛行を

続けている．本研究では，　「さきがけ」　「すいせい」のトラッキングデータからディジタル

フィルタによって軌道ドップラー成分等を除去し，太陽風プラズマによるドップラーシンチ

レーション成分の抽出を，行っている．これにより太陽の活動に関する情報の抽出や，ショッ

ク波の通過位置の推定等を目指している．

　深宇宙探査機「すいせい」の太陽オカルテーションデータの解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　広沢春任　　　　　助　手　山本善一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院学生　田村泰一　　　渡辺　尭（名大空電研）

　深宇宙探査機「すいせい」は1987年7月に太陽オカルテーションを起こした．その際の受

信電波に関して，ディジタルフィルタを用いたインテンシティ変調成分の抽出を試みると共

に，得られたインテンシティ変調成分のスペクトルから太陽風プラズマの速度の推定を行っ

た．

　ボイジャー2号海王星オカルテーション日米共同電波科学実験データの解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　山本善・　　　　大学院学生　鳥山　学

　1989年8月25口，米国の深宇宙探査機ボイジャー2号が海王星に最接近し，地球から見て

海Il星とその衛星トリトンの裏側を通過した．この世紀のチャンスを利用し，　NASAジェット

推進研究所と宇宙科学研究所が共同で電波科学実験を行った．本研究では，上記実験で取得さ

れたオカルテーションデータの解析を行い，海E星の大気，電離層及びトリトンの大気に関す

る情報の抽出を目指している．また，オーストラリアのキャンベラで取得されたデータとの重

ね合わせによるデータの品質改善も日指している．

MUSES－B衛星計画

　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充　　教授広沢春任
　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　平林　久　　　　　森本雅樹（国立天文台）

第16号科学衛星MUSES－Bは，大型精密展開構造機i構1，精密姿勢制御技術，多周波低雑音
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受信技術，大容量データ伝送等の工学的研究，並びにスペースVLBIの基礎技術の試験並びに

電波天文観測を行うことを目的とする衛星である．計画は今年度からスタートし，1995年冬

季の打ち上げを予定している．本年度は概念設計を中心に作業を進めた．また，同衛星に関し

て，追跡データ受信並びに電波天文観測の国際協力の話合いで大きな進展を見た．

　MUSES－B　Ku一バンド通信系の設計検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授広沢春任　　助手山本善一
　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　井上浩三郎　　　川口則幸（国立天文台）

　MUSES－Bは1995年2月打ち上げ予定のわが国初のスペースVLBI衛星である．同衛星は

高精度の周波数標準を必要とするが，このような原子周波数標準を衛星に搭載するのは非常に

困難である．そこで我々は，地上局で発生させた高安定な周波数を，電離層の影響の少ない

Ku一バンドで伝送し，衛星搭載の発振器をロックさせる方式（位相伝送方式）を設計検討して

いる．また同衛星で取得されたVLBIデータの伝送方式についても設計検討を行っている．

　深宇宙追跡管制システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充　　助教授高野忠
　　　　　　　　　　　　　　　　　技官市川勉

　臼田64mφのアンテナを用い引続きさきがけ，すいせいの追跡を行っているが，さらに平

成元年度のMuses－Aの打ち上げ後の高精度軌道決定の要求に備えるため，軌道決定プログラ

ムにおいて極運動の導入，地上局位置精度の向上，大気層モデルの改善などを行い，その成果

を平成2年春打上げ後の追跡管制において確認した．

　ロケット誘導制御の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村敏充　　　　　助教授　川口純一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　市川　勉

MAS－II型ロケットのMuses－A打上げに際して，その最終段の実時間誘導制御の研究を行

い，平成元年度の打上げのための準備を行い，その成果を平成2年春の打上げの際に確認し

た．

誘導制御システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授西村敏充　　技官市川勉
SFU搭載のGPS計算機用のカルマン・フィルターの特性について研究を行い，その実用性

に関する検討を行った．この研究は将来のMUSES－B計画においても応用される予定である．

　複合材料積層板の層間剥離の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　近藤恭平

　繊維強化複合材料は，一方向強化材を積層した積層板の形で用いられるが，外力や熱を受け

ると層間剥離が発生して破壊する場合が多い．この剥離は弾性率や熱膨張係数の相異による層

間応力が発生する自由縁や，内部き裂先端から発生する．複合材料積層板の自由縁や層内のき

裂先端から発生する層間剥離や，圧縮荷重による大変形の影響による層間剥離の進展について

破壊力学的観点に立って解析を行っている．
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　有機物質を用いた過冷デンドライトの直接観察

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　鈴木俊夫

　結晶成長に対する流動・対流の影響を明らかにする目的で，透明有機物質を用いたモデル実

験を行っている．過冷融液中の自由デンドライト成長速度および先端曲率半径と過冷度の関係

を求め，各種モデルとの比較を行っている．また，過冷凝固時の組織形成過程の解析を試みて

いる．

　凝固のその場観察による干渉縞画像の解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　鈴木俊夫

　結晶成長時の溶質・温度場の測定法として光li渉法はしばしば用いられる．しかし，得られ

た「渉縞画像の質は・般に悪く，そのままでは場の解析に適さない．このため，画像から明瞭

なi：渉縞を得るための画像処理方法を検討している．

　層間剥離を有する複合材料パネルの振動および衝撃応答

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　末益博志

　複合材料積層板は，衝撃荷重に対する強度が不卜分であり，複合材料構造物の性能を向上さ

せるためにダメージ発生・成長のメカニズムを明らかにする必要がある．このため，剥離を有

するパネルの振動及び衝撃応答に関する研究を行っている．

　層間剥離を有する複合材料板の圧縮挙動に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　末益博志

　衝撃荷重によりダメージを受けた複合材料板の圧縮強度は数分の一に低下することが報告さ

れている．この原因として衝撃時に発生した層間剥離が最も重要と考えられる．このため層間

剥離が圧縮時の挙動に与える影響および圧縮強度劣化のメカニズムに関して考察を行った．

　スペースVLBIにおけるデータ処理・画像シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　小林秀行　　　　　助教授　平林　久

　　　　　　　　　　　　　　　　　学生安食泰充　　技官市川勉
　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院生　待鳥誠範　　　　教　授　西村敏充

　Muses．B衛星を使用したスヘースVLBI観測では，衛星と地kの電波望遠鏡とで開口合成を

行うため，衛星の制限条件，地ヒ電波望遠鏡の参加，テレメトリー局の配置，観測天体の方向

と観測時期など，多くのパラメーターに依存する．このため，シミュレーションソフトをつく

り，観測運用・衛星設計にフィードバックするシミュレーションをおこなった．なお，安食君

は，その一部をもって東邦大学卒業研究「vsop衛星のための観測シミュレーション」とした．

　干渉計用高速画像処理システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　’財木　久　　　　　助　f：小林秀行

　Muses－Bによる観測はVLBIと呼ばれる干渉，li’を用いた開日合成観測である．このためのデ

ータ解析システムとして米国NRAOで開発された「渉計のデータ解析ソフトウェアAIPS

（Astronomical　lmage　Processing　System）が想定されている．これはSUNワークステーション

ヒのUNIX環境で稼働している．これを高速化するために，ワークステーションに並列高速演

算装置（20　M　flops相当の並列演算装置（Digital　Signal　Processor）であるSky　Warrior　II）を付

This document is provided by JAXA.



100 H．研究活動

加して，SUN　41330に装着し試験を行い，動作及び性能の評価を行った．

Muses－B衛星観測信号系の設計

助教授　平林　久

教　授　広沢春任

教　授　西村敏充
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　Muses－B衛星によるスペースVLBI観測をする上で必要な観測信号系についての設計を，所

内及び国立天文台電波天文グループと共同で行っている．受信周波数変換，フォーマッティン

グ，ダウンリンクを通じて観測信号が地上局におろされる．地上の水素メーザーからの信号の

高位相安定アップリンクと，高精度ドップラートラッキングの方式も応用上重要である．

　VLBl電波天文観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　平林　久　　　　　助　手　小林秀行

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官市川勉　　大学院生待鳥誠範
　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村敏充

　臼田64mアンテナを利用した地上VLBI観測を，国際的な規模で始めるよう整備し，　s及

びx帯で始めている．また，野辺山宇宙電波観測所，通信総合研究所との共同研究（ミリ波

VLBIなど）もおこなっている．系外銀河としての初の，　M33の水蒸気メーザー源の観測，野

辺山が参加したミリ波VLBIによるAGNのコアの詳細マップなどが新しい結果である．

　電波天文用高感度受信システムの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　平林　久　　　　　助　手　小林秀行

　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院生　待鳥誠範

　マイクロ波帯での実用となる冷却HEMT超高感度受信機を，メーカーと共同で制作し，実

際のテストを行っている．共通の20Kデュワー内に，22　GHzおよび5GHz帯のフロントエ

ンドという構成としている．次年度以降，臼田等でアンテナに装着して，実機テストを行いた

いと考えている．また，VLBIに必要な高位相安定高純度観測システムについての研究を合わ

せて行っている．

対外協力室

　宇宙輸送技術の歴史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　的川泰宣

　欧米やソ連では，ロケットを中心とする宇宙飛翔体技術の歴史が，一つの研究分野を成して

いる．一方中国では，ロケット発祥の国ということもあって，初期の「火箭」その他について

の歴史的アプローチはあるが，近代ロケット技術をその歴史に焦点を合わせて研究しようとい

う観点はあまりないと思われる．日本は地理的文化的に上記の両方の技術の実状や文献に接

触・理解し易い立場にあるので，バランスのとれた研究が可能である．とりあえず中国の古い

文献調査を行っている．
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深宇宙局設備の信頼性の検討

臼田宇宙空間観測所
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　深宇宙局のアンテナ，通信設備，運用管制システム，電源設備等について，運用に影響する

要因の検討を行う．局運用データベースからの設備情報検索ソフトウェアを用いて，設備の履

歴を検討している．また，電波科学等で必要となる超高安定な標準周波数について，伝送系や

周波数変換系での劣化要因，およびアンテナ駆動時の位相変化について解析を行った．

　気象観測・処理システムについては，データを相模原でも見られるように伝送系を新設し
た．

　深宇宙通信の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　助手市川満
　　　　　　　　　　　　　　　　　助手横山幸嗣　　助手井上浩三郎
　今後の深宇宙ミッションのために，高周波数帯の開拓と大型の衛星搭載アンテナの開発は不

可欠である．今年はXバンドの通信設備を導入し，S帯についても深字宙通信用の周波数の

みならず近地球通信用の周波数も使えるように改造した．これらの機能特性は，ひてんの追跡

管制を通して確認した．

　電波科学等の特殊通信〔受信）にも応用する事を目的に，保守性にも優れた水素メーザを開

発した．

ボイジャー2号海王星オカルテーション観測実験

授
授
重
授
官

教
教
助
教
技
大学院学生

林　友直

広沢春任

由本善一

河島信樹

斉藤　宏

　　水野英一・

教授西村敏充
助教授　高野　忠

助　手　市川　満

技　官　山田｛男

技　官　周東晃四郎

　米国の深宇宙探査機ボイジャー21J’が1989年8月に海E星オカルテーションを起こしたの

を機に，海E星大気の組成を調べる日米共同の電波科学実験を実施した．数回にわたるリハー

サルの後，本実験に臨んだ．X帯では海王星大気への電波侵入が」想外に浅かったため，臼田

のS帯のデータが他局のX帯のデータに対し相対的に重要になった．解析の結果，海F星の

圧力温度特性が明らかになった．

スペースVLBIの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村敏充

　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　広沢春任

　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　山田隆弘

人工衛星と地球局問を基線とするVLBIについて，

教授三浦公亮
助教授　的川泰宣

助教授　平林　久

システム構成等の研究を行っている．
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　衛星データ処理・ネットワークの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授林友直　　教授西村敏充
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野　忠　　　　　助教授　山田隆弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手　横山幸嗣　　　　技　官　大西　晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官周東晃四郎

　科学衛星の高度化および多様化に対応するために，計算機・LAN・データ通信回線を組み合

わせた伝送ネットワークの構成方法，新しいコマンド形式，伝送処理ソフトウェア等について

検討を進めている．今年は相模原局を中心として内之浦局，臼田局とのあいだで，高速データ

伝送を行うために各種プロトコルを検討し，実際に伝送路特性による影響を明らかにした．ま

た宇宙研と他の研究機関との間の科学データの通信用に，東大理学ネットワーク等を使う事を

ネットワーク委員会を通じて検討している．

　衛星搭載計算機およびパケットテレメトリ方式の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野　忠　　　　　助教授　山田隆弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　官　周東晃四郎

　放射線等による誤動作の影響を少なくできる自律分散型衛星搭載計算機の研究を行ってい

る．実機を製作し，ひてんに搭載して軌道上での特性を確認した．

　本計算機には，CCSDS（宇宙データシステム諮問委員会）のパケット通信ソフトウェアを搭

載している．ひてんの距離に応じたビット誤り特性を測定し，リードソロモン符号の効果を明

らかにした．

　リモートローディングや人為的故障への反応等についても実験を開始した．

　宇宙機間光通信および光レーダの研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　高野　忠　　　　　大学院学生　米原　聡

　科学衛星やデータ中継衛星等の宇宙機問に適用することを目的に，光通信および光レーダシ

ステムの研究をおこなっている．今年度は，レーザ角度計におけるガウシアンビーム成形によ

る干渉特性改善法および，半導体レーザを使用する場合のコヒーランス特性について検討し

た．

　飛翔体アンテナに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　林　友直　　　　　助教授　高野　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　助手市川満　　技官鎌田幸男
　飛翔体に搭載するアンテナは，電気特1生が良く，小形軽量で，耐環境特性が良くなければな

らない．さらに無指向性アンテナの場合には，飛翔体の形状等の影響も大きい．ここでは飛翔

体の条件を満足するアンテナの形式や給電方式を理論的及び実験的に研究している．今年度

は，有翼飛翔体，月ペネトレータおよびM－Vロケット搭載用の各種アンテナの検討を進め
た．

　スペースVLBI等に応用することを目的に，大型展開アンテナの研究を進めた．今年度はア

ンテナ放射特性の実験値を説明し得る様に，計算法を改善した．またメッシュ反射面の特性を

検討した．
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　局位置決定・時刻補正システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　西村敏充　　　　　助教授　高野　忠

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　　平林　　久　　　　　　　手支　官　　且1田　三男

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官斉藤宏　　技官市川勉
　GpS（Globa且Positioning　System　l衛星からび）信号を受信し，　H田局の局位置を決定し，かつ

時刻を世界標準時に対し補iElするシステムを開発している．　GPSの2波を受けて，電離層の

影響を算出するソフトウェアを開発した．

　VLBI技術を用いて，局位置の精密1貝1定を行・・ている．

宇宙基地利用研究センター

生物実験用擬似無重力，過重力印加装置の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授［hド雅道　　助手黒谷明美
　重力と生物の生理現象などとの関係を地ヒで実験的に研究する装置として，次の3つの装置

を開発している．

　①　　自由落ド体

　落下塔を用いて実験するシステムで，落ド中の重力値等を測定しこれらと実験画像の送信が

可能なものである．2秒程度の微小改力持続時間が得られる簡便な落ド実験を行っている・

　②クライノスタット
　応答時間の遅い植物の実験用に，　：つの回転軸を持つクライノスタットを開発している．ラ

ンダムに回転速度，方向を変えて時間的’ド均として擬似的な無重力環境を得るものである．

　③遠心力印加装置
　低い回転速度で2－20Gが得られ，かつ試料内部で均・な重力値が長期間連続で印加でき

るよう，腕長を2mとしたノく型の遠心装置である．搭載する実験装置に電力やコマンドデー

タの送受ができるようになっている．

　さらに，これらに搭載する生物実験装置の開発も行い，種々の実験をしている．

　生物と重力に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　山ド雅道　　　　　助　手　黒谷明美

　　　　　　　　　　　　　　　　　奥野　誠（東大・教養i）

　地ヒとは異なる重力環境に生物が曝された時の生理・生態の変化について研究している・生

物の重力受容機構や生理現象への重力の影響を，短秒時の自由落ド実験で見られる過渡的な現

象や過重力実験により明らかにしようとしている．原生動物の遊泳や線虫，両生類（アマガエ

ル）の行動，受精卵の発生などと重力の関係を調べている．

宇宙科学資料解析センター

　アルフペン波による太陽風の加速効果の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　き沢敏夫　　　大学院学生　梅木秀雄

　我々は太陽コロナ起源の大振幅アルフベン波の非線型現象，特にその崩壊不安定性につい

て，理論解析・数値シミュレーションによる研究を行ってきた．これまでこの不安定性に関し

ては，単一一波で構成されたコヒーレントなアルフベン波の振舞いが知られているに過ぎず，太
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陽風加速機構への応用上重要なインコヒーレントな位相関係を持つ複合波の振舞いは知られて

いなかった．我々はこの場合について数値実験による取扱を可能にした．数値実験の結果を用

いて，アルフベン波による太陽風加速効果を定量的に見積ることができ，それに基づいた新し

い太陽風モデルを構築中である．

　天体プラズマにおける粒子加速機構の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員助教授　寺沢敏夫　　　教　授　西田篤弘

　粒子の加速現象は天体プラズマ物理学における主要な研究テーマの一つである．我々は，地

球近傍ならびに太陽系内のプラズマ内で生起する加速現象の直接探査による知識をもとにして

理論・観測の両面からの研究を行っている．今年度は特に，次のテーマに関し，研究を進め

た：

（1）磁気圏尾における粒子加速現象

（2）衝撃波における粒子加速・加熱の素過程の再検討

　　○衝撃波ドリフト加速過程と衝撃波統計加速過程のそれぞれの寄与の衝撃波角依存性

　　○相対論的衝撃波における統計加速とエネルギースペクトル

（3）大振幅磁気音波による粒子の加速とカオスの出現

人工衛星観測データに基く 極冠域オーロラの研究

　　　助手小原隆博
　　　教授鶴田浩一郎
　　　助　手　早川　基

教　授　西田篤弘

助教授　向井利典

　科学衛星EXOS－D（あけぼの）により得られた，電場及び粒子データを基に，極冠域に出現

するオーロラの研究を行なって来た．その結果，太陽風・マグネトシースを起源とする降下電

子の存在が示されたが，現在，電場観測のデータをもとに，この新らしい種類の極冠域オーロ

ラを説明するモデルを考察している．

　［あけぼの］衛星による赤道域ELF波動の観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　客員教授　國分　征　　　　大学院学生　鷹見雅和

　［あけぼの］衛星の観測開始以来，約9カ月間のKSCにおいて受信された実時間テレメト

リーデータを調べた結果，プラズマ圏L＝1．5～2．5の領域には様々な形のELF帯放射現象が

存在することが明らかになった．これまでの観測では，赤道付近L＝2～5の領域にバンド状

の高調波構造の放射の存在が知られていたが，このバンド構造は，ヘリウムの旋回周波数以下

の周波素帯まで広がっていることが明らかになった．また，プロトン旋回周波数以下の周波数

域には，電場成分の大きい特徴的なスペクトル構造を持つ新たな波動の存在が明らかになっ

た．これら波動は，酵素イオンやヘリウムイオンに関連したイオンサイクロトロン波あるいは

イオンBemstein波と考えられるが，発生機構についてはさらにデータを増やし解析を進めた

うえで検討する予定である．
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2．総合研究

a．宇宙観測事業

　観測ロケット及び科学衛星による宇宙科学研究

　観測ロケットを用いたわが国の宇宙利ノγ：研究は，昭和32年の国際地球観測年から始まり，約

30年を経過した．又本年は昭和45年わが国初のノdl衛星「おおすみ」打ちヒげ成功20周年の記

念すべき年である．　「おおすみ一1以来イgfトの「ひてん1に至るまで計19機の科学衛星の打ちL

げに成功している．その間，昭和60年には1さきがけ」　「すいせい」が惑星間軌道に投入さ

れ，61年3月ハレー彗星との会含に成功し，国際ハレー彗星観測計画の・翼を担った．

　宇宙観測事業は東京ノく学生産技術研究所により始められたが，新設の東京大学宇宙航空研究

所に引き継がれた．更に15年後の昭和56年4月14日に1」三位大学共同利用機関として新たに設立

された宇宙科学研究所が字宙観測事業を行うこととなった．

　国際協力の面でも，ヒ述の国際ハレー彗星観測計画をはじめ，国際磁気圏観測計画，国際太

陽観測計画等への参加，或はX線天文学における国際協力等，わが国の科学衛星は重要な役割

を担ってきた．国際協力ロケット観測，た気球観測等も含め，わが国の宇宙観測事業は宇宙科

学の国際的進展に大きな貢献を果たしている．

　わが国の宇宙観測事業は70に余る研究機関と250人をヒまわる研究者の参加協力によって行

われているものであり，わが国の巨大科学の一・つとしてノくきな成果を挙げているということが

できる．科学観測については，全国の字宙科学研究者から観測計画の提案を求め，所内外半数

つつのメンバーで構成される宇宙理学委員会に於て検討，選択され，その実施が計られる．

又，これらの観測計画や，得られた観測成果は宇宙科’「tf：シンボジウムや科学衛星シンポジウム

等でも検討される．一方，わが国の字宙科学の健全な発展を計るため適時，長期計画の検討も

行！）ている．

　平成元年度には多くの観測ロケット実験と科学衛星MUSES－Aの打ちhげが行われた．先

ず，観測ロケットでは，中層大気動態研究のために組織された世界的キャンペーン「ダイアナ

計画」の環として小型ロケットSL型5機，　VP型5機iの打ちヒげを実施した．更にオゾン観測

のためMT－135－50レナ機，機体、ll・測のためMT－135－51号機，熱圏酸素原子観測を主とするS－310－

20号機，宇宙赤外線背景放身寸観測のためS－50－o－　10　7」－t’K，11号機の打ちヒげを行った・又，極域

電磁圏の研究のためノルウェーのアンドイヤ実験ヒからS－520－12号機の打ち上げも行われた．

　・F成2年11」24日夜，M．3SII－5号機によ・）てL学実験衛星MUSES－Aが打ち一ヒげられ1ひて

ん1と命字，された．　「ひてん1はGEOTAILミッションや将来の惑星探査で必要な重力ターン

技術の開発をB的とする衛星で，月のスイングバイによって衛星の加速・減速をおこない軌道

を種々に変更させる実験を繰り返し行うものである．第1回のスイングバイは3J］　1811に行わ

れ，計画通りの軌道変更に成功した．　「ひてん」には西独との協力実験として宇宙塵計測装置

も搭載されており，正常に作動している．又，　1ひてん」に搭載された小型の孫衛星が月周回

軌道に投入された．この孫衛星は電源系に不具合を生じたため送信不能となったが，地ヒから

の光学観測で逆噴射ロケットの点火を確認している．

　今後の計画としては，平成3年度夏期打ちヒげ」％との太陽観測衛タ婁801ar－A，平成4年度打ちL

げ予定のISTP　l国際太陽・地球物理計画）衛星GEOTAIL，　X線天文衛星Astro－D，更に今年度

から開発に着手したM．V型ロケットにより・1・1成6年度打ちヒげを目指すスペースVLBI衛星
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MUSES－Bが現在開発中である．これらに続くものとして月面ペネトレーターミッションLunar－

Aの開発が近く始まるものと期待されている．

　　　　　　昭和63年度観測ロケット・科学衛星

List　of　Sounding　Rockets，　Kagoshima　Space　Center，1988－1989

S－188

S－189

Satellite

SA－12

MT－135－49

S－310－19

Date　Time

（135　EMT）

ts89111　11：25

’S9211　22：00

Alt．

（km）

56

230

　　　　　　　1989－Ol6A”AKEBONO”

　　　　　　Inclination　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75．098°

　　　　　　　Semi－Major　Axis　　　　11737．4㎞

　　　　　　Eccentricity

　　　　　　Nodal　Period

　　　　　　Apogee

　　　　　　Perigee

　Location　of　the　Center；131°04’45°’E，31°15’00”

＊　Univ．　Califormia

†Max－Planck－lnst．

＃　Nat．　Res．　Council　Canada

§　Utah　State　University

　（衛星の軌道要素は3月28日現在の値）

Experimenters

NNP（06）faiIure

NNP（04），　AGL（04），　STS（04）

MGF（26），（24），（04），（07），

　　　（53），（02），（14）

EFD（02），（11），（10），（24），

　　　（30），（65），（＊），（†）

VLF（13），（76），（33），（ll），

　　　（29），（24）

PWS（26），（24），（02）

LFP（02），（19），（O　I），（24）

SMS（＃），（01）

ATV（04），（24），（02）

RDM（02），（23），（09）

TED（02），（23），（§），（†）
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Roket　　　　　Diameter

　　　　　　　（mm）

MT－135　　　　135

S－210　　　　　　　　　210

S＿310　　　　　　　　310

S－520　　　　　　　　　　520

ST－735　　　　　　735

K－9M　　　　　420

K－10　　　　　　　420

L－3H　　　　　　735

　　　観測ロケット

　　Sounding　Rokets

Length　　Weight
（m）　　　　（kg）

3．3　　　　　68．5

5．2　　　　　260

7．1　　　　　　　700

8，0　　　　　　　2且00

4．6　　　　7431

11．l　　　　　l500

9．8　　　　　1750

16．5　　　　　　9500

II．研究活動

No．　of　　　Payload＊　　Altitude
Stage　　　　　　（kg）

　1　　　　　29

　1　　　　　40

　1　　　　　70

　1　　　　　　　70／150

　1　　　　　121

　2　　　　　100

　2　　　　　170

　3　　　　　　　　100／170

107

（km）

　　　　一！

　60

　110

　190

430／350

　350

　250

2000／450

＊lncluding　Nose　Cone

1
3
5
7
9
亘
3
5
7
9
1
3
5
7
9

0
0
0
0
0
1
1
1
董
1
2
2
2
2
2

Satellite　　　Diameter

　　　　　　　　（mm）

　M－4S　　　　　l410

　M－3C　　　　　1410

　M－3H　　　　　l410

　M－3S　　　　　1410

　M－3SII　　　1410

＊Low　Earath　Orbit

科学衛星打ち上げ用ロケット

Length　　　Weigh
　（m）　　　　（ton）

　23．6　　　　　　43．5

　20．2　　　　　　　41．6

　23．8　　　　　　48．7

　23．8　　　　　　48．7

　27．8　　　　　　　61．0

No．　of

Stages

　4

　3

　3

　3

　3

Weight　for　LEO＊
　（Satellite）

　　　180

　　　195

　　　290

　　　290

　　　700

郵政省通信総合研究所

東京大学教養学部

国立天文台

東海大学航空宇宙学科

立教大学理学部

名古屋大学空電研究所

京都大学電子工学科

京都大学太陽電波研究センター

大阪市立大学原r一力研究所

神戸大学工学部

東京大学理学部天文学教室

理化学研究所大和町研究所

機械技術研究所

大阪市立大学理学部

電気通信ノく学

担　当

　
　
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
6
8
0

機

　
　
O
O
O
O
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
3

関

宇宙科学研究所

東京大学理学部地球物理研究施設

筑波大学

理化学研究所板橋分所

名古屋大学理学部

岐阜ノく学教養学部

京都大学理学部

大阪市立大学工学部

大阪大学工学部

東京大学工学部

東京大学宇宙線研究所

国tlltl極地研究所

東北大学理学部

神戸大学教養部

東京大学物性研究所

」
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31東京大学理学部鉱物学教室

33　金沢大学工学部

35　青山学院大学理工学部

37　神奈川大学工学部

39　早稲田大学理工学部研究所

41宮崎大学工学部

43　玉川大学

45　宇都宮大学

47　京都産業大学

49　京都教育大学

51九州大学教養学部

53　東北工業大学

55　郵政省通信総合研究所犬吠電波観測所

57　名古屋大学宇宙線研究所

59　兵庫医科大学理学教室

61新潟大学理学部

63　京都大学飛騨天文台

65　東京都立大学

67　中京大学

69　名古屋大学環境医学研究所

71宇宙開発事業団

73　郵政省通信総合研究所平磯支所

75　東京大学理学部物理学教室

32　神戸大学理学部

34　東京大学原子核研究所

36　日本大学理工学部習志野校舎

38　東京大学理学部化学教室

40　九州大学理学部物理学教室

42　東京農業工業大学工学部

44　高エネルギー物理学研究所

46　大阪大学理学部

48　甲南大学理学部

50　大阪大学理学部

52　気象庁柿岡地磁気観測所

54岩手大学物理教室

56　国立天文台太陽電波観測所

58　中部工業大学

60　福島大学物理教室

62　信州大学物理学教室

64　愛媛大学

66　横浜国立大学教育学部

68　東京大学生産技術研究所

70　豊橋技術科学大学情報工学科

72　リモートセンシング技術センター

74　高知大学理学部

76　東京電機大学

搭載機器略号表

AGL：各種大気光観測器

ATV：オーロラ撮像装置

EFD：電場計測器

LEP：低エネルギー粒子エネルギー測定器

MGF：磁場計測器

NNP：中性粒子数密度測定器

PWS：高周波波動観測器

RDM：放射線量監視装置

SMS：低エネルギー・イオン組成測定器

STS：星姿勢計

TED：熱電子エネルギー分布測定器

VLF：低周波波動観測器

　観測および科学衛星打ち上げロケットの研究

　昭和30年以来東京大学生産技術研究所で行なわれていた観測ロケットの研究開発とこれによ

る宇宙観測は，昭和39年東京大学宇宙航空研究所に移され，その後科学衛星と大気球の計画を

加えた宇宙観測特別事業として各種専門委員会による研究・開発の計画立案と実施により多大

の成果を挙げて来た．さらに，同事業は，昭和56年東京大学宇宙航空研究所を発展的に改組し

て発足した文部省直轄の宇宙科学研究所に引き継がれて，今日に至っている．これに伴い，附

属施設としての鹿児島宇宙空間観測所（KSC），能代ロケット実験場（NTC），三陸大気球観測所

（SBC），宇宙科学資料解析センター（SDAC）は，すべて東京大学から宇宙科学研究所に移管され

た．
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　観測および科学衛星打ちヒげロケットに関わる11学諸分野の研究開発は，宇宙11学委員会が

担当し，所外の研究者の参加を得てその推進に当たっている．

　KSCにおけるロケット打ち一ヒげ実験は，漁業問題による昭和42年4月から約1年半にわたる休

lE期間以降，今日に至るまで，夏期（8・9月）および冬期q・2月）の2期に行われている．

　科学衛星打ちkげ用ミュー・ロケットの第一一世代であるM－4S型の研究開発については，昭和

41年IO月のM－1－1号機i（第1段性能試験），同44年8月のM－3D－1写機（第3段ダミー）の飛翔実

験等を行う　・方，L－4S型ロケットを用いて，その重力ターン方式衛星打ち上げ法の研究を行っ

た．この間，昭和45年2月，L－4S－5号機により，初めて，第4段燃え殻を含む23．8kgの物体が地

球周回軌道に投入され，我国初の人Il衛星とな／・た．これは”おおすみ（大隅）”と命名さ

れ，国際標識1970－llAが与えられた．

　昭和45年9月に行われたM－4S－1号機飛しょう実験は，第4段モータ不点火により失敗に終わっ

たが，これに続くM－4S－2号機iは，同46年2月，重さ63kgの化学電池を電源とする試験衛星”た

んせい（淡削”　〔国際標識1971－OllA｝を軌道にのせることに成功した．

　昭和46年9月，M－4S－3号機iによって第1号科学衛足MS－F2が打ヒげられた．短波帯太陽電池を

搭載し電離層プラズマおよび宇宙線の観測を目的とした重量66kgのこの衛星は，軌道にのった

後，”しんせい（新星）”　（国際標識1971－080A）と命名された．

　昭和47年8月には，M－4S－4号機iによ！）て第2号科学衛星REXSが打ヒげられ，”でんぱ（電

波）”　（国際標識1972－064A）と命名された．”でんぱ”は，電離層上部と磁気圏のプラズマ構i

造，磁気圏内の電磁波とプラズマ波動現象，地磁気で捕捉された荷電粒子の空間的・時間的変

動，地球磁場の変動などの観測を目的としたもので，重量75kgであった．

　衛星打hげロケット研究開発の第1段階は，M－4S－2～4号機の成功で完∫した．これに続く

ミュー・ロケット第：世代は，新開発の第2段M－22モータに『1次流体噴射推力方向制御

（SITVC）装置とサイドジェット（SJ）装匿を備え，第3段に同じく新開発の直径1．14mの球型モー

タM－3Aを使用した3段式ロケットM－3C型であった．

　SITVC技術の開発は，昭和42年度より実験研究が開始され，小型モータからミュー・ロケッ

ト第1段ブースタに至る広範な規模のモータについて，制御ループ試験，比例制御試験を含め

て10回以ヒの地上燃焼実験が行われた．飛しょうロケットによる実験研究は，昭和44年から45

年にかけてカッパ型を用いて行われ（昭和44年9月K－10G2，昭和45年9月K－10C－3），2次流体

にフレオン114B2が選定された．翌年からはラムダ型ロケットに引継がれ（昭和46年8月L－4SC－

1，昭和48年1月L－4SC－2），M－3型CSITVCの基礎が確立された．

　第2，3段モータ開発のための地h燃焼試験は，昭和47年から49年にかけて，NTCにおいて実

施された（昭和47年10月M－22－1，昭和48年7月M－3A－1，　M－22TVC－2，昭和49年10月M－3A－

2＞．

　M－3C－1号機は，昭和49年2月，衛星の姿勢制御その他の工学的試験を目的とした重量56kgの

第2号試験衛星MS．T2の打上げに成功した．　MS－T2は，”たんせい（淡青）2号”　（国際標識

1　974－08A）と命名され，初期の目的を達成した．

　昭和50年2月には，M－3C－2号機iにより第3号科学衛星SRATSが打Eげられ，”たいよう　（太

陽）”　（国際標識1975－Ol4A／と命名された．”たいよう”は，太陽軟X線，太陽真空紫外放射

線等の観測を目的とした衛星で，重量86kgであった．

　これに続くM－3C－3号機は，第4号科学衛星CORSAを搭載して昭和51年2月に打上げられた

が，姿勢基準装置の誤作動により軌道投入に失敗した．このため，CORSAとほぼ同じ設計な

がら観測機i能の若干の向kを図ったcoRsA－bが，3年後の昭和54年2月にM－3C－4号機によって

This document is provided by JAXA.



110 II．研究活動

打上げられた．CORSA－bは，　X線星の時間変動の観測と超軟X線等の観測を目的とした重量

96kgの衛星で，軌道投入後”はくちょう（白鳥）”　（国際標識　1979－014A）と命名された．

　M－3C型に続く第三世代ミュー・ロケットは，　M－3Cの第1段ブースタを，ポリウレタン系コ

ンポジット推薬充項3セグメントM－10モータから，ポリブタジエン系コンポジット推薬充項4セ

グメントM－13モータに換装した機体構成を持つM－3H型であった．　M－13モータの地上燃焼試験

は，比例制御SITVC装置の機能試験を兼ねて，昭和50年10月に行われた（M－19TVC－1）．　M－3H

型の衛星打上げ能力は，M－3C型の約1．5倍に増強された．

　M－3H－1号機の飛しょう実験は，昭和52年2月に行われ，重さ129kgの衛星の姿勢制御試験を

目的とする試験衛星MS－T3を所定の軌道に投入することに成功した．　MS－T3は，”たんせい

（淡青）3号”　（国際標識1977－012A）と命名された．　M－3H－1号機は，同2号機による第5号科

学衛星EXOS－Aの打上げに備えて，初めて南々東に向けて発射され，軌道傾斜角66°を実現す

ると共に，一旦パーキング軌道に投入して地球を約半周した後，衛星上端に搭載した小型キッ

クモータKM－Aに点火し，北半球側の軌道を拡大して遠地点を北半球上空にもってくることに

も成功した．

　M－3H－2号機の打上げは，昭和53年2月に行われ，重量126kgのEXOS－Aを初期に近い軌道に打

上げた．EXOS－Aは，オーロラ撮像等を目的としており，”きょっこう（極光）”　（国際標識

1978－Ol4A）と命名された．”きょっこう”は，”たんせい3号”で試験した沿磁力線姿勢安定

を採用し，衛星が北極圏上空を通過する際，オーロラの鳥鰍像を紫外線で観測するためのテレ

ビ装置の開口部がある底面が，常に磁極方向に向くように設計されていた．

　M－3H－3号機は，昭和53年9月に打上げられ，新開発のCFRPケース採用のキックモータKM－B

により重さ90kgの第6号科学衛星EXOS－Bを遠地点高度3057kmの超楕円軌道に投入した．

EXOS－Bは，　EXOS－A（きょっこう）とならんで，国際磁気圏観測計画に沿って地球磁気圏の

探査を目的として計画された．軌道に乗った衛星は”じきけん（磁気圏）”　（国際標識1978－

087A）と命名され，長大アンテナを使用した受動的ならびに能動的方法による磁気圏の直接観

測を行った．

　M－3H型の第1段モータにSITVC装置を装備し，尾翼先端にロール制御のための合計4基の小

型固体ロケット・モータ（SMRC）を取り付けて，第1段飛しょう中の姿勢制御を行うよう改良し

たのが，ミュー・ロケット第四世代のM－3S型である．この第1段飛行制御に必要な大気中にお

けるSITVCピッチ・ヨー制御，　SMRCによるロール制御等新技術の研究開発のため，地上燃焼

実験における比例制御SITVC装置の動作試験（昭和50年10月M－13TVC－1，昭和54年10月M－

13TVC－2）とカッパ型およびラムダ型ロケットによる飛行制御実験（昭和50年8月K－10C－5，昭

和51年8月L－4SC－4，昭和54年9月L－4SC－5）が行われた．

　M－3S－1号機の飛しょう実験は，昭和55年2月に行われ，第1段飛行制御は所期の性能を発揮

し，重量185kgの試験衛星MS－T4を所定の軌道に打上げることに成功した．　MS－T4は，”たんせ

い（淡青）4号”　（国際標due　1　980－O　1　5　A）と命名され，軌道上で太陽指向姿勢制御をはじめ以後

の科学衛星に必要な多くの試験を実施して成果を挙げた．

　昭和56年2月に打上げられたM－3S－2号機は，重量188kgの第7号科学衛星ASTRO－Aを所定の軌

道に投入した．”ひのとり（火の鳥）”　（国際標識1981－Ol7A）と命名されたASTRO－Aは，太

陽活動期におけるフレア現象のX線による精密観測に多大の成果を挙げた．

　M－3S－3号機iは，昭和58年2月，重量216kgの第8号科学衛星ASTRO－Bを所定の軌道に打上げ

た．この号機から，第2段SJ装置の燃料が，従前の過酸化水素から，より貯蔵性に優れ，高比

推力のヒドラジンに替えられた．ASTRO－Bは，　CORSA－b（はくちょう）に続く第2のX線天文
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観測衛星で，打ヒげ後”てんま1ノこ馬｝”　qKI際標、識1983－Oll－oPと命名された．”てんま”

は，軌道ヒで4枚のズ〈陽電池パドルを展開して電ノJの供給を行い，モーメンタム・ホイールに

よって姿勢安定を保ちつつ約10分間に11［ilのゆっくりした回転を行うが，磁気トルク方式に

よってスピン軸を任意の方向に向けるこヒができるように設計されていた．新開発の蛍光比例

il’1’数管や超軟X絹こ反射望遠鏡を搭載して，　X線星，　X線銀河，γ線バースト，軟X線星雲等の観

測に偉力を発揮した．

　M－3S型の最終号機M－3S－4レ」・機は，昭和59年2月に打tlげられ，「郵1｛207kgの第9号科学衛星

EXOS－Cを所定の準極軌道に投入した．　EXOS－Cは，　EXOS－・A（きょ・）こう），EXOS－B〔じき

けん｝に続く第3の地球周辺科学探査lll『星で，打ヒげ後”おおそらけく空〉”　（国際標識1984－

Ol5A）と命名された．”おおそら”は，軌道Lで展開する暦父のλく陽電池パネルが常に太陽に

lE対するように姿勢制御され，モーメンタム・ホイールによって姿勢安定を保つように設計さ

れていた．1982－1985年の間世界的に実施された中層大気国際観測計画（MAP）に参加して，成嚇

圏，中間圏のノく気および電離層プラズマの光学的観測を行い成果を挙げた．

　M－3S型に続く第fl二匿代ミュー・ロケットは，　M－3Sの第1段を継続使用する以外，補助ブース

タ（SB－735），第2段モータ（M－23）および第3段（M－3B）の全てが新規開発になる大IDな改良機体構

成を持つ3段式固体ロケットM－3SII型であった．これにより，M－3SII型は，　M－3S型の2倍以ヒ

の打ちヒげ能力を持つノく型科学衛星もしくは惑星間探査機打ヒげ用ロケットに変貌した．2基

のSB．735には，新開発の可動ノズル推力ノi向制御（MNTVC）装置が装備されて，第1段飛しょう

初期のロール軸姿勢制御を行う設計であった．

　M－3SII型の研究開発は，ほぼM－3S型の運用期間と重なる昭和56年から59年にかけて行われ

た．この期間に，ヒ述の新開発モータにM－3SII－t，2X’機が目指した惑星間軌道達成のために

必要なキックモータ（KM－P）を含めて，合計帥11・10基の試作モータの地ヒ燃焼実験がNTCで実

施された．M－3Sll型に関わる唯一・の飛しょう実験は，　ST－735型ロケットによるもので，搭載テ

レビによる補助ブースタ分離機構の動作確認実験，ディジタル型姿勢制御系の飛しょう環境機

能試験，ハンマー・ヘッド型機体の空力特性才巴握等を目的として，昭和59年1月に行われ，全

ての分野において良好な結果を得た．

　M，3SII－1レナ機の飛しょう実験は，　MNTVC起動GSE系の不具合により1劣i三日より　一日延期さ

れたが，昭和60年1月に無事行われ，我国初の試験惑星探査機MS－T5を所定の惑屋間軌道に投

人することに成功した．打ヒげ後”さきがけ（先駆｝”　〈国際標茜哉1985－001A）と命名された

MS－T5は，重量138kgで，円筒型構f4q：面に高不1」得パラボラ・デスバン・アンテナを備え，太

陽電池が貼られた側面から観測器用5mアンテナ2本と2mの観測センサー支持ブームが軌道ヒで

進展される設計となっていた．軌道調整および姿勢制御は，ヒドラジンRCSによって行われ

た．”さきがけ”は，惑星間軌道達成とこれに関連した超遠距離通信，姿勢制御などの新技術

の習得，および，太陽プラズマと惑星間磁場の科学観1則に多くの成果を挙げて，文字通り，M－

3SII－2写機によるハレー彗星探査計画の先駆けの役割を果した．

　なお，惑星間軌道投入後のs’さきがけ”との通信には，新設された臼田宇宙空間観測所

（UDSCIが利用された．

　”さきがけ”が，科学観測を行いながら惑星空間をハレー彗星に向けて巡航申の昭和60年8

月，M．3SII．2｝ナ機によ・）て，第10　〉；科学衛髪1圭PLANET－Aがハレー彗星との会合点に向けて打ヒ

げられた．惑星間軌道投入後．PLANET－Aは，”すいせい｛季華星）”　（国際標aitt琵　1　985－073A）と

命名された．”さきがけ”と似た構造を持つ重駐140kgの”すいせい”は，昭和61年3月上旬ハ

レー彗星に最接近し，水素ライマン・アルファ線による同彗星の水素コマの撮像と巡航中およ
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び同彗星近傍での太陽風の観測に成功した．

　M－3SII－3号機は，昭和62年2月，　CORSA－b（はくちょう），ASTRO－B（てんま）に続く3番

目のX線天文衛星である第11号科学衛星ASTRO－Cを，所定の地球周回略円軌道に打上げた．軌

道投入後’ぎんが（銀河）”　（国際標識1987－Ol2A）と命名された重量420kgのASTRO－Cは，太

陽電池パドルを展開した後，観測目標とするX線源に大面積比例計数管を向けるように姿勢を

制御して，活動銀河中心核のX線源および多様なX線天体の精密観測を行った．この大面積比

例計数管は，英国レスター大学との国際協力によるものであった．”ぎんが”は，バイアス・

モーメンタム方式の3軸制御によって安定化され，姿勢はジャイロを基準として，ホイールと

3軸の磁気トルカをアクチュエータに用いて自動的に制御される設計になっていた．

　平成1年2月，EXOS－A（きょっこう），EXOS－B（じきけん）に続く3番目の磁気圏観測衛星

である第12号科学衛星EXOS－Dが，　M－3SII－4号機によって，所定の長楕円準極軌道に打上げら

れた．軌道投入には，投棄型後方着火式点火モータ，伸展ノズル等の新技術を盛り込んだ小型

高性能キックモータ（KM－D）が用いられた．軌道投入後”あけぼの（曙）”　（国際標識1988－

Ol6A）と命名された重量295kgのEXOS－Dは，4枚の太陽電池パネルの他にも4本の30mワイ

ヤ・アンテナ，磁力計用5m伸展マスト，サーチコイル用3m伸展マストおよび3軸ループ・アン

テナを展開した後，磁気トルカーにより常にスピン軸を太陽方向に向けて7．5rpmで回転するよ

うに姿勢制御された．合計8個の搭載観測器により，オーロラ粒子の加速機構，オーロラ発光

現象等の精密観測が行われた．

　平成2年1月，月の重力を利用して軌道変換するスウィングバイの宇宙工学実験を主目的とす

る第13号科学衛星MUSES－Aが，　M－3SII－5号機によって打上げられた．打上げは，例年にない

低気温によるMNTVC起動サイリスタ・スイッチの作動不良により予定日より一日遅れとなっ

た．月接近軌道実現のため，投棄型後方着火式点火モータ，軽量CFRPケース等の新技術を採

用した高性能キックモータ（KM－M）が搭載された．また，この号機から，第1段・第2段SITVC

の噴射体が，オゾン層破壊物質として製造・使用が規制されつつあるフレオンll4B2から過塩

素酸ナトリウム55％水溶液に変更された．軌道投入後”ひてん（飛天）”　（国際標識1989－

007A）と命名されたMUSES－Aの重量は，月周回孫衛星11kgを含めて193kgであった．”ひてん

”の飛行を通じて，月スウィングバイ技術，これに伴う軌道の精密標定・制御の高精度化，高

効率データ伝送，光学航法，新型搭載計算機等今後の惑星間飛行に必要な技術習得に大きな成

果を挙げつつある．ミュンヘン工科大学との共同研究として搭載したダスト・カウンタによ

り，地球・月空間の宇宙塵の計測もあわせて行われた．

　なお，月接近軌道投入後の”ひてん”との通信には，UDSCに加え，　KSCに新設された20mア

ンテナが利用された．

　この後，M－3SII－6号機による第14号太陽観測科学衛星SOLAR－A，同7号機による第15号天文

系科学衛星ASTRO－Dの打上げが，それぞれ，平成3年度夏期および平成4年度冬期に，計画さ

れている．

　本年度（平成3年度）からは，新世代ミュー・ロケットM－V型の研究開発が開始された．M－

V型は，M－3SHまでの逐次改良による性能向上型と異なり，1990年代中期以降における科学探

査の要請に答えるべく，全段新規設計になるより大規模の新機体である．M－V型は，補助ブー

スタを廃した純然たる3段式固体ロケットで，直径2．5m，全長31m，全備重量は130トンとM－

3SII型の約2倍，その衛星打上げ能力はM－3SII型の約3倍に達する．　M－V－1号機の飛しょう実験

は，スペースVLBI実験衛星である第16号科学衛星MUSES－Bを搭載して，平成6年度冬期に予

定されている．
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　我国の観測ロケットは，その研究開発の発足↓リ、来，多段式が専らであった．1957－58年の国

際地球観測年（IGY）計lljii参加のh力機で，最初にコンポジット推薬を採用した成功機であるK－

6Kと，高抗張力綱製溶接ケース製造技術の開発によってK－6型の大型化に成功したK－8型が，

その後の多段式観測ロケット発展の基礎となった．その代表機iは，K－9M型，　K－10型およびL－

3H型である，　K－9M型は，　K－8型の性能向L型として誕生したが，逐次改良を加えつつ，近年に

いたるまで長年にわたり観測ロケットのL力の座を維持した．K－10型は，　K－9M型からの発展

型の・つであるが，その安定した特性により，初期における科学衛星打一ヒげ技術の飛しょう試

験に広く活用された．またtM－4S型による無誘導衛星打ヒげ方式の総合的実証を目的として構

想されたL－4S型の落しfともぼえるL－3H型は，到達高度2000kmを誇る3段式大型観測ロケット

である．

　昭和37年頃より単薯受式観測ロケットの研究開発が行われるようになり，今［までに，気象庁

綾里での定常観測に経常的に打ヒげられている高層気象観測ロケットMT－135型以ド，　・連の

単段式観測ロケット，S－210型（観測器40kg，高度110km＞，S－310型（観測器70kg，高度

190km／およびS－520型1観測器150kg，高度350km）が開発・実用化されている．

　当初南極における高層観測を〔的として計画されたS－210型は，耐寒性を考慮してポリブタ

ジェン系推薬を採用し，小型機iとして直填成型方式を適用した最初の機体であった．S－310型

は，．S－210型と併行して南極用中型単段式観測ロケットとして計画された機体で，ピッチ・ロ

ール共振現象による飛しょう異常を回避すべく尾翼カント角による強制スピン方式を導入し，

設計された．推薬グレインは，ポリブタジェン系の直填成型製で，最適推力計画に近い推力パ

ターンを得るため，2段推力となる中予形状設計が初めて採用された．両型機は，当初計画通

り，KSCのみならず，南極昭和基地においてもオーロラ現象等の観測に利用され，多くの成果

を挙げている．なお，封印型頭胴部を有するS－310型機については，昭和60年より，KSCにお

ける打上げ作業を，全て，所内職員のみにより実施している．

　S－520型は，K－9M，　K－10型の代替機iとして，ブースタ落ド点の漁場とのli渉回避，将来にお

ける南極での使用を配慮して構想された．設計には，S－310型とは異なるより燃焼安定性が高

く，厳密な最適2段推力に近い燃焼パターンを実現し得る推薬グレイン形状を採用し，S－310型

と同手法によるピッチ・ロール共振回避法を適用した．

　開発の過程で，第1回地ヒ燃焼試験（昭和54年7月）におけるアルミナ粒予衝突によるベル・

ノズル出口端の焼損，1号機飛しょう実験（昭和55年1月）におけるノズル出ロプルームの尾翼

空力fi渉による飛しょう不安定という不都合に遭遇したが，いずれも適切な原因究明と対策立

案により2号機から安定した飛しょう特性を示すようになり，ここに世界的にも最高水準の新

鋭観測機iが誕生することとなった．S－520型の開発成功と実用化を受けて，　K－9M，　K－10型は退

役することとなり，前者は，昭和63年1月のK－9M－81号機をもって最終打kげとなった．

　昭和57年2月に打LげられたS－520－3号機は，ヒドラジン6Nスラスタ・システムによる姿勢制

御により，広範な目標天域の掃引を行い，オリオン領域の紫外光観測に成功した．この分解触

媒によるヒドラジン・モノブロベラント・スラスタ・システムの研究開発の過程で培われた諸

技術は，以降のM－3S型第2段ヒドラジンSJおよびMS－T5（さきがけ）・PLANET－A（すいせ

い｝のヒドラジンRCSの開発に大きく貢献した．

　続いて打ヒげられたS－520－5号機i（昭和57｛手三9月）には，ブローダウン方式のGN，スラスタ・

システムによる精密姿勢制御装置が搭載され，太陽面固定姿勢制御を行って太陽紫外線スペク

トルおよびプラズマ波動の観測を成功させた．ここでも，同GN，スラスタ・システムの研究開

発の成果が，以後のS－520用回収・再使用型GN、スラスタ・システム開発の基礎となった．
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　S－520－4号機（昭和56年9月）と同6号機（昭和58年8月）の打上げでは，ペイロード部のパラ

シュートによる緩降下，CO。ブイによる海上浮遊，ロランCシステムを利用した位置の同定と

回収船の接近など，回収技術に関する一連の試験に成功し，高価な搭載機器の回収・再利用に

よる観測の経済化に道を拓いた．

　S－520－10号機（平成1年9月）と同11号機i（平成2年2月）には，新開発の回収・再使用型GN。

スラスタ・システムによる精密姿勢制御装置を内蔵した回収部が搭載された．同回収システム

は，S－520－4，6号機における経験を生かして再設計された新機材であった．いずれの号機で

も，観測器を正確に目標天域に指向し，近赤外とサブミリ波領域での宇宙背景放射を観測する

ことに成功したが，10号機では，開傘不良のため回収することができなかった．11号機では，

一部設計変更を施した上，海上浮遊中の回収体が発するビーコン電波を上空待機中の航空機が

受信して位置を同定し，ヘリコプターで迅速近接して回収するという方法を採用，回収に成功

した．

　S－520－12号機は，平成2年2月，ノルウェーのアンドーヤ実験場から打上げられ，パルセー

ティング・オーロラの観測に成功して，S－520型海外打上げの最初の例となった．　S－520型の北

欧打上げは，平成2年度においても実施される．

　ところで，打上げ頻度の増加が予想されるS－520型については，平成1年度までに，低価格・

高性能化を目指して，モータおよび尾翼・尾翼筒の再設計と改良試作が行われた．同試作モー

タS－5201Xの地上燃焼試験は，昭和63年5月に行われ，好成績を得た．これらの新機材は，最近

の打上げ号機で飛しょう試験に供され，いずれも良好な特性を確認して，実用化が決定されて

いる．

　なお，S－520型に関しては，これを多段化して到達高度を1000kmに増強しようとするSS－520

計画が進められており，これを受けて第2段モータ（SS－520B．）の第1回地上燃焼試験が，平成2年

7月に行われた．

　ロケット打上げ実験における安全確保は極めて重要な課題であり，宇宙開発委員会は，安全

部会を設置して周到な検討を行っている．宇宙科学研究所においても，安全専門委員会を設け

てロケット打上げに対する安全確保のための技術的問題の研究を進め，基本的体制が整えられ

ている．

　ロケット打上げに対する安全確保のための電波誘導および保安活動を充実させるため，昭和

54年からKSCに大型計算機（ACOS）が導入された．これを用いて各種追跡情報や飛しょう動作

データの取込み処理による実時間動作の総合的な管制システムが開発され，運用されている．

　搭載用電子機器の研究開発については，大量・高速のデータ取得を目的とする高速度テレメ

ータ・システム，振動特性測定のためのSS－FMテレメータ・システム，精測レーダ・トランス

ポンダおよび電波指令制御デコーダ等々，新方式の高性能装置が開発され，実用化されてい

る．引続き，MS－T5（さきがけ）以降の惑星間探査機の実用期を迎えて，超遠距離通信技術の

研究開発にも，多くの成果を挙げつつある．

　姿勢基準装置については，早期より，ロケットのスピンに対して安定化したプラットフォー

ムに乗せたレート積分ジャイロを用いるスピン・フリー解析プラットフォーム（SFAP）型が研究

開発され，M－SH型以降，　M－3SII型に至るまで，一貫して踏襲されている．姿勢計算，制御計

算，テレメータ・コマンド処理等を含む情報処理は，マイクロプロセッサにより，全てディジ

タル処理される．第1段SITVC制御には，現代制御理論に基づく状態フィードバックを採用し

て，機体曲げ振動を考慮しつつ諸パラメータの不確実性に対する不感性を確保している．M－

3SII－5号機からは，横加速度の検出値を姿勢御系に取り込むロード・リリーフ機能が追加され
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た．近い将来の実用化を目指して，ファイバ・オフテでカル・ジャイロ（FOG），慣性誘導シス

テム（ING）等の研究開発も，開始されている．

　そのほか，多年にわたる各種観測ロケットおよび衛星打ヒげロケットの開発と運用の過程

で・超高抗張ノJ網，1‘崎耐力チタン合金，フィラメント・ワイデでング製FPR等による高比強度

ケ…ス製造技術．高密度・T’ki比推力固体推1餐i薬の開発とその燃焼機構の解明，ノズル内混相流

の挙動解明とこれに基づく最適形状設計f法の確立，FRP，カーボン・カーボン・コンポジッ

ト等アブレータ材の開発と成形技術およびそれらの熱的損耗特性の解明，伸展／展開型高開口

比ノズル・システムの研究開発，機ヒ点火システムとその安全保証システム，推力中断システ

ムや落ド点火点i’測法など・連の発射安全方式の確、lr二等々，種々の基礎技術分野についても，

多くの成果が蓄積されて来たが，これらはさらに洗練されてM－V型の開発と運用に役立てられ

る．

　将来における我国のロケット打ヒげ能力の拡たに資するため，液体水素・酸素エンジンに関

する研究開発も行われて来た．当初は研究室レベルの小規模な研究活動であったが，昭和51年

度からは，宇宙開発事業団におけるH－1ロケットの開発に資するため，宇宙開発委員会の要請

と調整のドに，タンク等を含めた総合的な性能確保をH標とした拡大規模の本格的基礎開発研

究が開始され，昭和55年までに，推力7トン級のガス・ゼネレータ（GG）サイクル・エンジン．

システムの研究開発が成功裡に行われ，我国の液水エンジン開発に一時期を画した．この成果

を踏まえて，昭和56年からは，推力10トン級のGGサイクル・エンジン・システムに関する研

究開発が進められ，昭和58年には，燃料タンクとも・体化した総合的なシステム試験が実施さ

れる段階にまで達した．これらの・連の研究活動は，高圧溝構造燃焼器の新成型技術の研究開

発等，当時の我国における液水エンジン技術の育成に多ノくな貢献をなした．

　昭和59年から62年にかけては，燃焼室内に熱交換器を設けた独創的な設計になる推ノJ15トン

級の高圧エキスバンダー一・サイクル・エンジン（HIPEX＞に関する研究開発が行われ，多くの

成果を挙げた．2段燃焼サイクル・エンジンと比べて，システムが簡単で，しかも同等の高性

能が期待できる，このHIPEXエンジンは，将来の有翼飛しょう体等のiこ推進エンジンとして，

その採用が検討されている．

　さρ）に，昭和63年からは，さらに高性能のエア・ターボ・ラムジーr一ット（ATR）エンジンの

研究開発が開始された．ATRエンジンは，液体水素を燃料とする空気吸込み式推進機の・種で

従来のロケット推進の約10倍の比推ノJが期待でき，将来のスヘース・フレーン用エンジンの一・

候補である．

　すでに，将来の宇宙輸送システムの一つとして，有翼再使用型ロケット（HIMES）の概念設

計が行われ，システム検討，研究開発計画の1：tl案，必要要素技術の基礎研究および小型飛しょ

う体を用いた飛行実験による未経験技術の習得などを通じて，実現に向けて巾広い研究活動が

開始されている．小型飛しょう体による飛行実験に関しては，ヘリコフターから空中離脱させ

て行う低速滑空実馬灸を終J’し，HIMESの空力と飛行制御’性能を検証するための本格的な大気圏

再突入飛行実験をそJ：うべき段階に達している．同実験システムは，真空中およびた気中での飛

hi制御能力を備えた小型有ぢ導‘飛しょう体，打ヒげ用固体ブースタおよびその高空発射を実現す

るための気球関連サブ・システムから構成される．現在，剤蒲試験に続いて，’ド成3年度に」”

定されている飛しょう実験に向けて準備作業が進められている．

大気球による科学観測

’iこ成元年度は，　三陸た気球観測所において，5－6月に第一次実験，8－9月に第二次実験を
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行った．放球数は，第一次実験では4機，第2次実験では6機であり，計10機であった．

　これらの実験を通じ，第一次実験では，重一次宇宙線の観測，恒星赤外の観測，第二次実験

では，成層圏エアロゾル観測，クライオサンプリング実験，反陽子観測予備実験，電場観測，

宇宙粒子線観測を実施した．この中で，恒星赤外観測では，観測装置の一部が動作せず，一部

のデータが取得ができなかった．またコマンド受信機が不調となり気球の飛翔制御に支障が生

じた．それ以外の気球観測は全て川頁調に行われ，所期の目的を達することができた．

　また，第一次，二次実験を通じ，計3機の気球工学実験を実施した．それらの実験は，63年

度実施した有翼飛翔体の大気圏内突入飛翔実験において発生した気球破壊を受け，大重量観測

器を放球する際の信頼性の向上を図るため，放球法に改善を加えることとし，その確認テスト

として行ったものである．気球の放球は全て円滑に行われ，飛翔も安定しており，一連の実験

を通じ，改良型放球法の有効性を確認できた．

　上記気球実験以外に，12月にブラジルにおいて，東京大学理学部とブラジルの国立宇宙研

究所（INPE）との共同研究により超新星（SN87A）のγ線観測が実施され，1機の気球が放球

された．また，1月には，国立極地研究所により，南極昭和基地において，南極周回気球

（PPB）が1機放球され，南極大陸をほぼ一周することに成功した．これらの気球実験におい

ては，当所も気球搭載装置の開発および気球放球・制御技術について協力した．

平成元年度第一次大気球実験

放球日 気球名　　　　観　測　項　目 高度km 観測時間 備　考

5月18日 B5－129 気球工学実験 19 ●　■　●

5月25日 B50－31 重一次宇宙線の観測 33 20時間42分 回　収

6月31日 B15－69 気球工学実験　　　　l　l9 ●　●　●

6月1日 B30－58 恒星赤外の観測　　　　　26　　　　…

平成元年度第二次大気気球実験

放球日 気球名 観　測　項　目 高度km　観測時間 備　考

8月30日 Bl5－71 成層圏エアロゾル観測 29 ●　●　o 回　収

9月　1日 B30－59 クライオサンプリング　　30 13時間45分 回　収

9月15日 B50－32　1反陽子観測予備実験　　　3韮 4時間35分 回　収

9月17日 Bl5－70　　気球工学実験　　　　1　19 ●　●　●

9月24日 Bl5－72 1　電場観測 30 30時間57分

9月27日 B50－33 宇宙粒子線観測 31 38時間18分

B5－130　　気球工学実験 ■　■　o ●　●　■ 中　止

b．宇宙科学実験用設備を用いた共同利用研究

　スペースチェンバーを用いた共同利用研究

1，搭載機器テスト

　・藤井直之　月探査衛星搭載用IR－CCDの熱真空試験　　（神戸大・理）

　・近藤　豊　成層圏NOy測定器の校正　　（名大・空電研）

・横田俊昭　SFU搭載用分光器（SPC）の真空試験　　（愛媛i大・教養）
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・森岡　昭
●　　IIIノトこ　　　1リ」

・賀谷信幸

・　f“’川　基

・　J’家材く　」カ

北欧ロケット搭載高周波プラズマ波動計測器試験　　（東北大・理）

超伝導宇宙粒∫・ll泉スヘクトロメーターの宇宙環境試験　　（高エネ研）

SFU搭載DFDの1用発　　（神∫fノく．　ll）

荷電∫・ビームを用いた電場計測器の試験　　（宇宙研）

磁化フラズマ中の負ソリトンの伝播　　ql本1：業大／

・小lll孝・郎紫外線光源による振動励起状態の窒素分fの生成と熱的電∫㌧との相ly1作用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’Il’“r　1茎f石牙）

・谷川隆夫
●　　　　　1皇∫　　　　　　繁　そ　」：

・南　繁行

・中村良治

・中付良治

・河辺隆也

・　こ浦保範

・河合良信

・野田俊・

・和泉明美i

・雨宮　宏

大振ll幅ホイッスラー波とプラズマ粒」㌃との相Ill作用　　（東海大・開発研）

D層観測用負イオンプロープの開発　　（阪市大．D

地球磁気圏におけるBxの効果のシュミレーション実験　　（阪ll∫大．　Il）

ビーム・フラズマ系におけるカオス的現象　　（宇宙研）

フラズマ中に置いた負バイアスグリッドの不安定性　　（宇宙研）

スヘースチェンバーの放電洗浄　　（筑波大・物理）

月面および小惑星におけるイオンビーム探査の基礎的研究　　（山口大・理）

電」㌃ビーム・プラズマ系におけるカオス　（九大・総理．ll）

バイポーラ型電極によるイオン波の反射　　（i－］削商船高）

超低磁場におけるタバコ細胞の再分化及びイモリ卵発生　　（宇宙研）

酸素プラズマ中の負イオン関する研究　　（理研）

プラズマ発生装置を用いた共同利用研究

・横田俊昭

・佐々木進

・矢守　章

・川合　靖

・斎藤宏文

・柳沢正久

・河島信樹

・河島信樹

・太田IK廣

レールガンフラズマの分光研究　　（愛媛大・教養）

宇宙空間における飛翔体電磁環境の研究　　（宇宙研）

一：次イオン分析法を用いた惑星表面組成探査方法の研究　　（宇宙研）

長パルスの相対論的電j’‘ビーム発生用ダイオードの開発　　（宇宙研）

円型自由電チレーザの研究　　1宇宙研）

固体惑星実験用レールガンの開発　　（宇宙研）

月面ヘリウム3探査のシュミレーション実験　　（宇宙研）

大型レーザ「渉計の開発　　（宇宙研〕

1窃」塞イオン＊t，1，1j’一と二1占iで本表【酊（7）季目fllf乍JI」　　（者1～、レニノ、こ・　1⊃

宇宙放射線設備を用いた共同利用研究

・廣本宣久　サブミリ波・遠赤外線光学素j㌦の光学才芋性の測定　　〔通信総合研）

・尾中　敬　IRTS搭載分光器の開発及び較［E　｛東ノく・理｝

・小池f・代枝星間塵候補の遠赤外スベクトル測定　　〔京都薬科大）

・　桜井敬久

・国枝秀世

・大橋隆哉

・’崧c佐久

・ナトヒ　ー

・渡辺鉄哉

・紀伊恒男

宇宙x線偏向測定器の基礎開発　　qil形大・理）

x線検出器の位置およびエネルギー分解能の較正　　（名大・理）

位置検出型蛍光比例計数管の開発　　（東ノ〈・理）

01ar－A分光・軟X線・撮像装置　　（東大．理）

超軟X線用高分解能X線カウンターの開発　　（宇宙研＞

Solar－A軟X線・分光・撮像装置による太陽高エネルギー現象観測解析のた

めの基礎開発〔国iltYC文台1

宇宙研標準x線光源の較正　　｛宇宙研）
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・牧島一夫

・北本俊二

・田原　譲

・村上敏夫

・満田和久

・渡部潤一

・高岸邦夫

・中村　士

・斎藤尚生

・中川道夫

・小林行泰

・藤井直之

・野口邦男

Solar－A搭載HXTコリメータの較正　　（東大・理）

X線検出器開発と人工衛星による宇宙X線観測データーの処理（阪大・理）

X線観測衛星のデーター処理　　（名大・理）

Solar－A・HXT検出器テスト　（宇宙研）

衛星搭載機器のoutgasによるcontaminationの測定　　（宇宙研）

彗星の核近傍現象の連続観測　　（国立天文台）

X線天体の光学観測　　（宮崎大・工）

暗らい小惑星，外衛星のCCD側光観測　　（国立天文台）

彗星プラズマ尾観測による高黄緯度領域における太陽磁気圏の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北大・理）

気球により観測されたCYGX－1の研究　　（阪市大・理）

ディフユーズ赤外源のスペクトル観測　（東大・理）

月探査衛星搭載用IR－CCD観測装置による月面観測　　（神戸大・理）

低温度星の赤外線分光　　（名大・理）

宇宙科学資料解析センター共同利用研究

（1）資料総合解析

・荒木　徹

・村山　喬

・福西　浩

・袴田和幸

・小山孝一郎おおそら電子温度プローブのデータ解析

・塩谷雅人

・家森俊彦

・木村磐根

・大家　寛

天文分野

・中川道夫

・河合誠之

Dynamin　Explorer衛星データを用いた磁気圏電流構造の研究　　（京大・理）

太陽風及び惑星間磁場データの解析　（名大・理）

南極・衛星同時観測データによるオーロラ加速域の研究　（東北大・理）

太陽磁気圏の構造解析　（中部大・工）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宇宙研）

衛星SBUV観測にもとつく成層圏オゾンの研究　　（京大・理）

人工衛星で観測される小規模磁場変動の性質　　（京大・理）

EXOX－D，　VLFデータの総合解析　　（京大・理）

EXOS系（B，　C及びD）科学衛星観測データにもとつくオーロラ電波放射の

研究　　（東北大・理）

CYGX－1の2－80　KeVにおける短周期変動の研究　（阪市大・理）

科学衛星によるX線天体の研究　　（理　研）

（2）計算機シミュレーション

・麻生武彦

・荒木　徹

・前沢　洌

・生田信酷

・水谷　仁

・湯元清文

・寺沢敏夫

・羽田　亨

大気潮汐波のシミュレーション　（京大・工）

回転系でのMHD方程式の解法の開発　　（京大・理〉

子午面内での太陽風Stream－Stream相互作用　　（名大・理）

電磁界の存在する空間における電子輸送現象の解析　　（徳島大・工）

惑星進化シミュレーション　　（宇宙研）

MHDシミュレーションによる磁気圏UVF波動の発生機構の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名大・空電研）

太陽風内の磁気流体波動の発生とその非線型効果のシミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京大・理）

ショック上流のMHDとショックの相互作用の数値実験　　（九大・教養）
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・　S．C．　Champman

・　西田至鳶喫／、

・　lll本1it“ノiこ

・　；Li原　 ／修

・　荻91i’竜t封

・ノく家寛

・　ノく村善1台

・　1公本　糸広

・　斎藤尚生

。　わIlll泰ノ∫1廷ゴーメ超辛斤5銑1987　A　l：」：ノくイ4．〈　O）7｛Itl：1∫父1琵

・　モ柴†喬博資

・　高原文郎

・　杉｝田li｛Ul

・中野武宣

・　里f本憲　・

・　’宮本IEI豊

・　斎1亡英そ∫

　　彗星フラズマ境界層のダイナミックス｛京た・理｝

シミュレーションによる磁気圏プラズマダイナミックスの解明　（宇宙研）

ノく1場系ii’勿J－illGi：シミュレーション　　げ1‘γ［if研：1

海1三星のCH光化学に関する研ラ埴　　cJ職業訓練ノく）

地球磁気圏部の構造とダイナミックス　（名大空電研）

3次元自己無撞11’テ系モデルによる惑星磁場成因の研究　（東北大・理）

人［1飛翔体と宇111プラズマの相圧作月1の計算機シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1京ノく・超高層）

ノく振幅電磁波放身fに対する宇宙フラズマの非線形応答の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京大・超高層）

3双極∫一モデルによる黒点活動最盛1りjの太陽圏構造とその変化の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北’大・理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　σ憂ノ〈・f里1い

太陽振動スペクトルの逆問題　　凍ノく・理1

高温降積liJf｛盗空のジェット放出　　（都、ン：た・理）

X線星における非・様アクリエーション流の数値シミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京大・理）

星の活動に伴う磁気流体相圧作月1による高エネルギー天体現象のモデルシ

ミュレーション　（京ノく・∫里）

超新星1987Aの中性子星からのX線一γ線の」；測　　C東’大・教養）

宇宙塵の研”7tu　　（東ノく・孝欠養ン

HeliUm　novaの数値計算　　（東大・理）

・江1出1艮宿一般相対論的アクリーションディスクX線

　　　　　　　楕11」銀河および銀河間ガスからのx線放射

　　　　　　　超新星よ暴発の3～欠ノ1二溝己f本シミュレーション

　　　　　　　超新星残骸からのX線輻射　 弓｝（た・理）

　　　　　　　回転磁気雲のJE／一：．化　 〔新潟ノ〈・教育〉

　　　　　　　超新星1987　Aからのx線　 〔東大・教養〕

　　　　　　　近接連星系の進化とia型超新星の起源

　　　　　　　【il性∫・星へのSuperchritical　Flow

　　　　　　　I輻身・fl翁去［耳充（ノ）突！』白勺イく’女’走’性　　　し｛ヒノく・王里｝

・　季毎村福邪弘と

・　長沢Il玲夫

・　il、マ翠智　一

・富坂・1，・1：治

・　1麦lhl菱和

・蜂巣泉
・　坂ド，，li“tl　B

・　羽部朝男

・　養i見li田｛見

・　【1デ岡　1論

・　尾山奇ギ倉：

・　蓬茨～1量1芝運

｛東大・教養〉

（国、1〆：天文台）

中小ン：．天．文台）

　　　（京ノく・Il）

（．1ヒノく・班！）

アクリーションディスクの流体力学・不安定’1生　　（国1：ノコく文台）

原∫・銀河形成のシミュレーション　　中小レ：天文台）

近接連星系におけるaccretion　discのsimulation　（東ノく・」［R　）

1、2Pj密り隻星のまわりのF条窄頁荒について　　〔、71ノく・YR）
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120　　　11．研究活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．その他の共同研究

　所内教官申請による小規模個別共同研究

氏　名 現　職　名 研究系名 剖～門名 研究期間 研　究　テ　ー　マ 申請教官名

岸本薄久雄
東京工業大学ユニ学部助教授

システム 保安工学
1，4．1－

@2．3．3且
気球フイルムの破壊 雛1量1教授

坂桝彌
li本大学生産⊥学部助教授

宇宙輸送 飛翔体
¥造工学

1．4．1－

@2．3．31
字宙飛翔体構造 小野田助教授

野本光輝

1
体
大
学
生
産
工
学
部
助
手 宇宙輸送 飛翔体

¥造工学
L4．1～

@2．3．31
宇宙飛翔体構造 小野lll助教授

本間弘樹

千
葉
大
学
工
学
部
教
授 宇宙輸送 気体力学

1．4．i－

@2．3．31 安部助教授

’ド岡克己 東海大学一L学部

u師
’｝：宙輸送 気体力学

1．4．1、

@2．3．31

スクラムジェットにおける燃料混合過程の研究

安部助教授

1ヤ川孝雄

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
教
授

宇宙推進 電気推進
1．4．1～

@2．3．31 アークジェットの研究 栗木教授

樋ロ　健

東
京
電
機
大
学
理
工
学
部
助
ア

宇宙探査工学 宇宙構造物 L4．1～

@2．3．31
柔軟構造物の動的安定に関する研究 名取助教授

辺　吾一

1
体
大
学
生
産
工
学
部
助
教
授 宇宙探査’L学 宇宙構造物

1．4．1、

@2．3．31
宇宙における複合構造に関する研究 名取助教授

三浦浩一・

l
i
本
大
学
短
期
大
学
部
助
手 宇宙探査⊥学 宇宙構造物 L4．1、

@2．331
宇宙構造物の動特性に関する研究 侶取助教授

h田哲彦
航空宇宙技術研究所一1三任研究官

字宙探査⊥学 宇宙構造物 L4．1～

@2．3．31
翻簑翻蒼鱗査機の勧鞍 名取助教授

村田正秋 難斎麟術研究所 衛星応用⊥学 超遠距離通信
1．4，［～

@23．3且 GPSシステムに関する研究
西村（敏）

ｳ授
奥野　誠

東京大学教養学部助教授

宇宙基地利用研究センター
L4．且、

@2．3．3且
宇宙エコシステムの研究 山ド助教授

金城政孝
北海道大学応用電気研究所助手

惑犀 惑墨大気
ｨ理学

1．4．1－

@2，3．3！ 擁聯鰹ξ鰺雛運動と 長谷川助教授

恩田邦蔵 L智大学
�寀ﾎ講師 共通基礎 宇宙空間

ｴr物理学
1．4。且～

@2．3．31

宇宙空間における原r分r過程の理論的研究

高柳教授

和田尚志
東京大学教養学部非常勤講師

共通基礎
宇宙空閲療r物理学

L4．1～

@2．33且

原子一分」先衝突による分」㌃の振動励起と解離

高柳教授

小池文博
北里大学医学部助教授

共通基礎
字宙空間原了物理学

L4．1～

@23．31

三｝こ宙空間における療r分f過程の理論的研究

市川助教授

高木秀一一 北里大学医学部
u師 共通基礎 宇衝空間

?物理学
L4．1、

@2．3．31

字宙空刷における凛」監分f過租の理論的研究

市川助教授

山ll知r
商千穂商科大学総合研究所非常勤講師

共通基礎
宇宙空間原r物理学 1．4．1－

@2．3．31

字宙空間における原」㌃分」㌦過程の理論的研究

市川助教授

畑L　到

東
京
大
学
i
二
学
部
助
手

システム 宇宙環境⊥学
1．4．1、

@2．3。31
緋縮伽avle卜Sl・k・覇1・1式の撚解

桑源助教授

小野清秋

日
本
大
学
理
工
学
部
講
師 システム 宇宙環境工学

L4．且一

@2．3．3i 桑原助教授

河村哲也
島取大学工学部助教授

システム 字宙環境工学
1．4．且、

@23．31
熱流体力学の数値解法 桑原助教授

井ヒ　督
東北大学商速力学研究｝り助教授

システム 宇宙環境工学
1．4．1～

@2．3．31
過運動のシミュレーション 桑原助教授
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●

d 受託研究

　　官公庁などの研究機関，会社等の委託に基づいて進められた受託研究は，’F成’元年度におい

て3件，歳入総額計88．082T・円であって，その研究担当者はつぎのとおりである．

・宇宙環境におけるLSIの信頼性に関tす¶る研究

・微小．屯力環境ド’Cの物理，化学及び生体現象

・宇宙における アマ ガエ．1レの行動に関する研究

’」・旨｛fl．巻lfi牙究著ミ

　　　　教　 手i乏　 ↑真里予文6育

宇宙輸送研究系

　　　　孝Ki　9一受　 封昌l　l　JNJ　⊥tと

宇宙基地利用研究センター

　　　　助教授　Iljド雅道
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3．シンポジウム等

1．シンポジウム

名　　　称　　　　　　　　　　　　開催月日 参加人員

宇宙利用シンポジウム　　　　　　　7月6日～7日 （延）517名

科学衛星シンポジウム　　　　　　　7月10日～12日
一一 u一一　一

191名

月・惑星シンポジウム　　　　　　　9月7日～9日
』一

202名
システム計画研究会　　　　　　1　9月18日 50名

宇宙観測シンポジウム　　　　　1　9月25日～26日 95名
衝撃工学シンポジゥムー

?¥月28日一3。日
208名

宇宙空間原子分子過程研究会　　　！　11月9日～10日　　　　　70名

宇宙構造物シンポジウム 11月14日～15日　　　　　137名

磁気圏・電離層シンポジウム 11月21日～22日 1　　　70名

宇宙航行の力学のシンポジウム 11月30～12月2日 159名

大気球シンポジウム 12月14日～15日 183名

大気圏シンポジウム 12月19日～21日 158名

宇宙輸送シンポジウム 12月25日～26日 206名

宇宙放射線シンポジウム 1月18日～19日 95名

太陽系科学シンポジウム 2月1日～2日 88名

宇宙エネルギーシンポジウム　　：　2月5日～6日　　…　　ll5名

スペース・プラズマ研究会　　　　　3月9日　　　　　　　　45名

宇宙圏研究会　　　　　　　　　　　3月19日～20日　　　　　75名

2．小研究会

名　　　　　　称　　　　　　　　　　　　開催月日　　　　参加人員

北欧ロケット観測計画小研究会 4月15日 20名

スペース・デブリ小研究会 5月12日 15名

原子分子の電子衝突断面積小研究会　　　　　15月29日～30日 20名

太陽系将来ミッション小研究会　　　　　　　　6月9日～10日 14名

宇宙空間プラズマのダイナミックス小研究会　　7月5日～6日 30名

AGNビーミング効果ワークショップ小研究会 9月26日～27日 20名

エアーブレージングエンジン小研究会 9月26日 20名

SPS小研究会 ll月7日 44名
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4．国際協力

1）日米科学技術協力事業非エネルギー分野「宇宙」科学協力

　平成元年度iこ要活動

　研究代表者

日本側　　　　米IKI側

ハレー辛拳星共
1司石ji：ヲ毛　　　　　　　　1孝欠手受

宇宙不こビ1ζ：研究1り〒Briggs

雪ろhkノ亡負こ駐芝び）－i三要i舌重力

　ハレー彗星観測データの世界的規模のデータ
バンク化が行われつつあり　宇宙研もJPLとヒ

Dr．　Geoffrey記について協力している．2000年代初めにPl能
　　　　　　な彗星塵採集計画に関し，日米共同のワーキン
NASA　HQ　　ググルーブが協議iを積み重ねており，米国側か
　　　　　　ら延　卜数名が数回にHlり来日した．日本側も
　　　　　　米国に人員を派遣した．

　　　　　　　人物交流　日　・米4名，米　・日ll名

梶探査計画1縮不・脚院所B，iggs

河島信樹　　　　Dr．　John

共同テザープ，宇宙科
ロジェクト　　教授

ノ1；：研究所Raitt

　　　　Utah　State

　　　　University

地球近傍にお　西出篤弘　　　Dr．　Stanley

けるプラズマ1宇宙科

起源計画教授
（GEOTAIL）

太平洋横断気

球観測プロ
ジェクト

！亀∫：研究所D．Shawhan

　　　　NASA　HQ

奥「H治之　　　Mr．　John

宇宙科学研究1りrHohz
教授　　　　　　NASA　HQ

　当初に設定された内容の計画に関する共同研
究は中断されたままとなっている．
　　一ノ∫，スペースVLBIに関してはMUSES－B計
画がスタートしたこともあり，協力に関する話
し合いが大きく進展した．ジェット推進研究所
を中心としたNASA側のスタッフと緊密な連絡
がとられている．

　人物交流日・米1名，米・日24名

　昭和60年に行った第2回日米共同ロケット実
験のテザーシステム並びに電子ビーム放射に関
する実験データの解析をユタ州、til大学，スタン
フォードノく学の共同研究者と行い，その成果を

JGR及碑SR誌に発表した．またその成果を米国
が計画しているスペースシャトルを用いたテザ
ー衛星計画’（TSS－1計1函Dへ反映するための日

1米研究者間の検討を行った．更に平成3年に予
定されている第3回日米共同テザーロケット実
験（CHARGE－2B）のための実験機i器整備と実験計
画策定を行った．

　人物交流　日　・米1名

　昭和61年に始まった試作は，平成元年3月末
に終」’し，試験が行われた．NASA側観測機器
と衛星のインターフ9Lイス上の問題点の多く
が，試作機の試験によって明らかになり，解決
された．平成元年4月からは実機の開発が始
まった．打ちヒげロケットとしてデルタII型が
用いられる　とが決まった．平成元年9月に
GEOTAIL共同計画に関する外交覚書が日米両政
府間でかわされ，12月にはMOUが調印された．
なお，昭和62年lo月に開催された「第2回宇宙
協力計画会合」において，プロジェクト名を
「ISTP／GEOTAIL計画】にすることが提言され
た．

　人物交流　日　・米7名，米　・日29名

　長時間観測用気球について技術的検討と討議
を行った．極地周回気球についての情報の交換
［を

忠誌[，米2名
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研究課題名 研究代表者 平成元年度の主要活動
日本側 米国側

”玉（NASA）のSMM蔚　　，日　　子由　　の
「ひのとり」衛星の観測結果を中心にした，太
陽フレアの共同研究が引き続き行われた．一方
これらの共同研究の成果に基づき，1991年に打
上げる予定の宇宙研の“SOLAR－A”衛星では，

小川原嘉明 Dr．　David 計画全般にわたって幅広く協力して共同研究を
太陽共同研究 宇宙科学研究所 Bohlin 進めることが決まり，順調に作業が進められて

教授 NASA　HQ いる．米国は，搭載計器のうちでも特に軟X線望
搭ｾの製作を日本と共同で担当する．昨年度に
は，搭載計器および衛星システムのプロトモデ
ルの製作・試験がおこなわれた．今年度は，こ
の結果を基に飛翔用の装置の設計製作がすすめ
られた．飛翔用の装置は，今年度ではほぼ完成
し，次年度初めに電気・機械噛合わせをおこな
､．

人物交流　日　・米16名，米・日21名

X線天文衛星「ぎんが」に関しては（1）日米協力ガ

ンマ線バースト検出器による観測データの共同

田中靖郎 Dr．　C．　J． 解析，（2）全天X線監視装置による共同研究の他，

X線天文学 宇宙科学研究所 Pellerin　Jr． （3）大面積比例計数管による多数の共同観測と研

教授 NASA　HQ
究が行われた．

汪冾w線天文衛星ASTRO－D計画は日米協力のも
とに着実に進行し，X線反射鏡及びCCDカメラの

1
設計と試験がそれぞれ，NASA　GSFCとMITの協
1 力で行われた．

人物交流：日→米4名，米＋日31名

　2）　「ぎんが」における国際協力

　（1）　「ぎんが」における日英協力

　「ぎんが」は昭和62年2月5日に打ち上げられて以来，順調に観測を続けている．主観測

器の大面積比例計数管は日英協力によって製作された．昨年に引続き，英国には全体の観測時

間の20％を割り当てた．

　この観測のために，英国から4名が宇宙研を訪れ，また日本からは大橋（東大），堂谷（宇

宙研），槙野（宇宙研）の3名が英国を訪問し，共同観測，データ解析及び論文の検討を行っ

た．

　（2）　「ぎんが」における日米協力

　「ぎんが」に搭載のガンマ線バースト検出器は米国ロスアラモス国立研究所との共同製作に

なるもので，その後の観測，解析も共同で行われている．

　全天X線監視装置で得られたデータについても，一部ロスアラモス研究所及びカリフォルニ

ア大学との共同研究を行った．

　大面積比例計数管を使用するX線天体の観測は昨年同様，NASAを通して募集された．

　このために割り当てられた観測時間は全体の約10％で，12件を採択した．観測及び解析の

ために，米国より15名が来訪した．日本からは田中（宇宙研）が訪問して，共同観測の打ち合

わせと将来の協力について討議を行った．

　（3）　「ぎんが」における日一ESA協力

　「ぎんが」の主観測器である大面積比例計数管によるX線天体の観測を昨年に引続き，ESA
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を通じて募集した．観測時間は約IOgoを割当て，13件を採択した．観測及びデータ解析のた

めに，オランダ，イタリー，フランス，トイツより，合計8名が来訪した．

　この成果のヒにたって，この研究をさらに発展させるために新しく日本側で用意した気球望

遠鏡によって平成3年度より3年計画で日米共lrijの気球観測を行う計画を進めている．

　3）日米気球協力

　昭和62，63年にわたって，アリゾナ大学のProf．　F．　J．　Lowとの問で，赤外線望遠鏡による

1遠赤外線スベクトル線による銀河構造の研究」が行われた．実験では，日本側が気球望遠鏡

と分光器を用意し，米国側が赤外線検知器と気球飛翔作業全体を分担することになった．

　観測は昭和63年5月～6月期に米国テキサス州パレスティン気球基地において行われ，こ

の期間2回の飛翔とも成功裡に終わり，遠赤外スペクトル線（CII，158！tm，01，63！tm）の

銀河系中の分布に関する良質のデータを大量に取得することができた．

　4）Exg＄－D　lφし±ぼの』一1gおけゑ日加協力

　極域プラズマ中でのオーロラ粒子の生成機構の解明を目的として1989年に打上げられた第12

号科学衛星EXOS－D：あけぼの』の運用が引きつづき行われている．観測項目のひとつである

極域プラズマ中におけるイオンの質量同定及びエネルギー測定のための装置，スプラサーマル

エネルギー質量分析装置を日加協力で開発し『あけぼの』に搭載している．このため，カナダ

側担’1～機関であるカナダ国家研究会議Herzberg天体物理学研究所の研究グループ（代表者

Dr．　B．　A．　Whalen）が『あけぼの2研究班に参加している．また『あけぼの』からのテレメー

タ電波を受信する地上局のひとつとしてブリンスアルバート局〔カナダ｝の運用をカナダ側で

担当している，

5）日中気球協力計画

昭和61年度から昭和63年度の3年間にわたって7機の気球の飛翔に成功した．本年度は，

日中双方の科学者・研究者の交流により，3年間に得られたデータの解析・評価を行った．

　6）日本・ESA科学関係協力

　第14回日・ESA行政官会議は平成元年5月30日一6月1日の間，東京において開催された．

文部省からは小村学術国際局研究機関課長補佐，字宙研からは西村所長，田中，奥田両教授が

出席した．

　宇宙科学分科会では，ESA側からVolonte宇宙科学局員との間で双方の計画の詳細な報告が

行われた．X線天文分野では，口本の「ぎんが」への欧州科学者の観測参加の継続を初め，双

方の将来計画の進捗状況について報告があった．赤外線天文分野ではESAが準備中のISOに

ついて，日本側に追跡支援の要請があった．更に，互いの惑星探査計画についての報告も行わ

れた．

　7）ハレー彗星探査における国際協力

　1986年3月，わが国の探査機「さきがけ」，　「すいせい」が欧ソの探査機と共にハレー彗

星に接近し，多ノくの観測成果を挙げた．この結果は数多くの学術雑誌に次々に掲載されてい

る．また国際的データ収集計画に協力するため米国ジェット推進研究所との間で緊密な交流が

続いている．まもなくハレー彗星データ集が出版される段階となった．
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　またこの方面の科学を一層発展させるべく，米国のNASAと宇宙研の間で「彗星塵採集ミッ

ション」計画が練られつつあり，ワーキンググループが設立され，両国より人員を派遣し合っ

て討論を重ね目標をしぼりつつある．

　8）SEPAC計画

　　スペースシャトルを利用したSEPAC計画（粒子加速器を用いた宇宙科学実験）は電子ビ

ームやMPDアークジェットプラズマをもちいて宇宙空間を実験室として宇宙のプラズマ現象

の再現と解明を目的としたもので，第1回の実験は1983年にスペースラブ1号に搭載され1．5

kWの電子ビームの放射とMPDアークジェットの放射に成功し，電子ビーム放射によるシャ

トルの帯電現象の解明とMPDプラズマによる帯電中和効果の確認，ビーム放射に伴う波動励

起の解析等の科学成果が得られた．SBPAC実験は，はじめての大型国際協力宇宙科学実験と

しての意義も十分に発揮され，実験後のデータ解析でも米国（NASA，スタンフォード大学な

ど），フランス，オランダ，ドイツ，ノルウェー等の研究者との協力が活発に行われた．

　第2回SEPAC実験は，スペースラブ1号では電子銃電源の途中一部不具合で実験出来なかっ

た最大出力（7．5kV，1・．6A）での電子ビーム放射実験を主目的として，それと同時に地上での

電波観測にも力をいれて行うことで当初1986年に予定されていた．残念ながらチャレンジャ

ーの不幸な事故のため，このリフライト計画は大幅に遅れ，現在，EOM．1／2を改名したAT－

LAS－1のミッションに搭載予定で62年春から具体的な作業に入り，現在最終設計審査会を終

了した．1991年の打上げが予定されている．

　＜SEPAC計画の経過＞

　1974年　　　　　SEPAC計画は，　NASAのスペースシャトルを利用したAMPS科学実験計

　　　　　　　　画へ参画するために着手され，宇宙研ではその開発試験や，ロケット実験

　　　　　　　　が開始された．

　1983年11月28日～12月8日

　　　　　　　　スペースラブ1号における第1回打上げオペレーション．

1984年～

1985年

1985年12月

1986年2月

1986年1月28日

1986年7月

1986年10月

1987年3月

1987年9月

1988年3月

1988年11月

データ解析．

EOM－1／2ミッションへの搭載決定．

SEPAC機器NASAへの引き渡し／スペースラブへの組付け．

レベルIV機能試験．

チャレンジャーの事故の為，大幅に延期されることになった．

EOM－1／2をATLAS．1と改名して再出発．

ATLASミッション正式に決定．

ATLAS－1ミッションの具体的な作業開始．

要求審査会

第一回設計審査会

最終設計審査会

　9）日米テザーロケット実験

　ロケットなどの飛翔体を二つに分離し，その間を細い金属ワイヤーで接続したテザー・シス

テムは，スペース・シャトルやスペース・ステーションでの広い利用が考えられているが，こ

のテザー・システムと電離層プラズマとの相互作用の研究を目的としたものである．

　昭和60年度に2回日米テザー共同実験を行い，得られた成果のうち特に
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　1．　400mワイーヤーび）付1駐忌．

　2．テザーシステムにおける電∫・ビームqkeV且OOmA）の放射とそれに伴うロケットの帯電
　　　o）舞現享貝り．

　3．電∫・ビーム放射に伴うフラズマ波動励起の観測．

　4．宇宙空間の放射された電ヂビームの写真撮影．

のテーマについて精力的に実験データの解析を行い将来のスペース・シャトルやスペース．ス

テーションにおけるテザー・システムに対する貴駐なデータを取得する事が出来，その成果を

Radio　Science　JGR及びJSR誌に発表した．米国ではこれを発展させ，スペースシャトルを用

いたテザー衛星システムを開発中であるが，このプロジェクトには計算機シミュレーションの

面で協力している．また，第3［rll日米協ノJロケット実験q990年度内」；定）を実現させるため

の実験計画の1：乙案を行うヒともに搭載機器の整備・試験を行った．

10）人物交流

（1）　タト「司力・ら0）〉に，訪

　④　外国人研究員

・外国人客員部rl脇｛へい教授

招へい研究員氏名

NASAエイムス研究セ合衆国

中華人民
中国科学院コンピュー共和国

Chmakuru　A，　Reddv

サラバイ宇宙センター
宇宙空間物理研究部長

ソヴでエト北極・南極ト連邦
石Jf究所地球物理部長

Johanness　A．　Paradijs　　オランダ

アムステルダム大学天
文学研究所教授

金星ti層大気現象
の理論的解析

渦度を含む流れの
解析的研究

磁気圏擾乱によっ
て誘起される赤道

電離層のダイナ
ミックス

相
気
ツ

圏
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気
び
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・
お
ダ

風
用
部

陽
作
尾
ス
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＼
畠
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ー

オ
々
巻
ク

「ぎんが」による

X線天体の観測研
究

招へい期間所属・臨舌人研究者

太陽系プラズマ研究系
宇宙科学第2部門
客員教授　清zk幹夫

システム研究系宇宙科
学第3部門
客員教授　　大島・耕一一

太陽系プラズマ研究系
宇宙科学第2部門
客員教授　西田篤弘

太陽系プラズマ研究系
宇宙科学第2部門
客員教授　西田篤弘

字宙圏研究系宇宙科学

弓
授
即
教
倍
員
第
客

・外国人招へい研究参1

招へい研究員氏名

弛水只

尚工不ルギー研究所
物理部門レーザー研究
室長

Yoshyuki　Shigueoka
アマゾンf〈学理学部！i；勿

理学科教授

中華i人民
共和国

レー一ザーli渉計を

用いた重ノJ波アン

テナの開発研究

銀隔」の
究

ロ
　

　
　
　
　
ヨ
　
ノ

d
コ
τ
羽

マ
の
ズ
象
ラ
現
ブ
形

jjり
垂
’、しへ

」
コ
ー
ー手

惑堪研究系
教授　河島信樹

’惑星研究系

助教授　中村良治
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招へい研究員氏名 国　籍 研　究　課　題 招へい期間 世話人研究者

Cseta　Ferreira　Neri

uラジル国立宇宙研究所
､究員

ブラジル 超新星SNl987Aの
�ﾍ及び研究

1
ヤ
1
．
6
．
1
2

システム研究系
侮閨@山上隆正

David　John　Cockre11

激Xター大学シニア講師
連合王国 パラシュート工学 1．7．10

@～
P．9．30

システム研究系
ｳ授　雛田元紀

王弥恵
繩C交通大学教授

中華人民
､和国

人工衛星の姿勢制御

@に関する理論的研

1．10．1

@～
Q．3．31

宇宙探査工学研究系
ｳ授　二宮敬慶

Rajesh　Srivastava

求[ルキー大学助教授
インド 電子・イオン衝突の

攪_的研究

2．1．6

@～

Q．3．31

共通基礎研究系
赴ｳ授　市川行和

Uldch　M．　Schoettle

Vュツットガルト大学宇
?Vステム研究所
~ッションとシステム解

ﾍ部長

ドイツ連
M共和国

宇宙輸送システムの
�ﾍ加熱に関する解

ﾍ

2．1．8

@～

Q．7．7

宇宙推進研究系
ｳ授　棚次亘弘

干紹華
?痩ﾈ学院空間科学技術
Zンター助教授

中華人民
､和国

テザーシステムの研 2．2．19

@～
Q．10．18

システム研究系
ｳ授　松尾弘毅

Janathan　S．　Wurtele

}サチューセッツ工科大
w助教授

アメリカ
㍼O国

自由レーザー理論の

､究

2．3．1

@～

Q．6．8

宇宙探査工学研究系
赴ｳ授　斎藤宏文

Jaivir　Kaudinya

茶鴻Vア科学アカデミー
M物質移動研究所研究員

インド 高温流体ループの熱

ｬ体力学的解析

2．3．15

@～

R．3．14

システム研究系
ｳ授　大島耕一

Kunwar　Susheel　Zalpuri

Cンド国立物理研究所
ﾈ学研究官

インド 超高層大気組成に関

ｷる理論的研究

2．3．31

@～

R．3．31

惑星研究系
赴ｳ授　小山孝一郎

・外国人客員研究員

受入れ研究員氏名 国　籍 研　究　課題 受入れ期間 世話人研究者

姜魯掌
?痩ﾈ学院高能物理研究
褐､究員

中華人民
､和国

気球工学及び気球観

ｪ
1．4．19

@～

P．5．1

システム研究系

ｳ授　矢島信之

P．Manikyala　Rao

Cンド海洋科学技術研究
褐､究員

インド 微少重力下の流れの

､究

1．5．1

@～
Q．3．31

システム研究系
赴ｳ授　桑原邦郎

Kurt　C．　Gramoll

＜塔tィス州立大学助教
アメリカ
㍼O国

フィラメントワイン

fィング・モータケ
[ス設計法の改良

1．7．27

@～
Q．7．26

宇宙輸送研究系

赴ｳ授
ｬ野田淳次郎
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Daniel　E．　Hastings

マサチューセッツIl科大：合衆国
学航空宇宙Il学科準教授1

Vladimir　S．　Berman

ソ連科学アカデミー力学
問題研究所助教授

Segey　Vladimirovich

Konev
ルイコフ熱牛勿質車爾」差石牙究

所主任研究員

Antonio　Yukio　Ueta
l司iltl’j・：1irイ｛牙究戸斤

（ブラジル）研究員

高橋久夫
国立宇宙研究所
（ブラジル）研究員

王　厘弥
中国科学院数学研究所
助教授

C．A．　Reddy

サラバイ宇宙センター宇
宙空間物理部長

Shegueoka　Yoshyuki
アマゾン大学助教授

Hua－mo　Wu
中国科学院コンピュータ

ーセンター教授

レ　
一
「
ア
わ一
解

ラ
値一
数

ソ
の

ド
r
全
火

声
圧
力

竜
実
｛
目
イ

ソヴィエ計算機代数学，非線
形問題の漸近解法，
：1燃焼物理学の理論

ソヴィエヒートパイプの熱流
　　　　　体力学の研究

科学衛星の組、Z実習

に
究
器
研
機
同
測
共
観
伯
ト
日
せ

ッ
る
合

ケ
す
打

ロ
関
の

中華人民流体力学に於ける拡
共和国　　　　旨散方程式の解析の研
　　　　　究

磁気圏擾乱によって
誘起される電離層の
1ダイナミックス

プラズマ中の非線形
現象の研究

中華人民渦度を含む流れの解1
共和国　　析

招へい期間：

宇宙推進研究員
教授　栗木恭一

1システム研究系

旨教授　大島耕’

システム研究系
教授　大島耕・

宇宙探査Il学研究系
　　　林友直

惑星研究系
1助教授

システム研究系
教授　大島耕・

1対外協力室
教授　西田篤弘

惑星研究系
助教授　中村良治

システム研究系
教授　大島耕一

・日本学術振興会外国人招へい研究員

紹へい研究員氏名

ミシガン大学化学教室名合衆国
誉教授

凝縮相における熱物
理データの批判的評
価，標準化解釈

招へい期間1

共通基礎研究系
’教授　高柳和夫

・日本学術振興会外国入特別研究員事業による外国人研究員

受入れ研究員氏名

Breedon．　L．　M　　　　　連合王国

レスターノく学物理学科大

学院生

低質量連星X線源の
研究

受入れ期間

宇宙圏研究系
教授　田中靖郎
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130 II．研究活動

・日本学術振興会主要先進国若手研究者招致事業（英国）による外国人研究員

受入れ研究員氏名　　　国　籍　　　　　　　　　　「 研　究　課　題　｝受入れ期間 世話人研究者

Day，　C．　S．　R．

Pンブリッジ大学天文学
､究所大学院生

連合王国　　　　1 X線天文衛星「ぎん
ｪ」　によるX線パル

Tーの研究

1．4．1

@～
Q。10．2．

宇宙圏研究系
ｳ授　田中靖郎

・日本学術振興会外国人特別研究員事業（米国）による外国人研究員

受入れ研究員氏名 国　籍
研　究　課　題　1受入れ期間1世話人研究者　　　　　　　　1

Gramoll，　K．　C．，

＜塔tィス州立大学機械
H学科助教授

アメリカ
㍼O国

上段ロケット複合材i

a[ターケース設計
@の改良

1．7．27

@～

Q．7．26

宇宙輸送研究系

赴ｳ授
ｬ野田淳次郎

②外国からの来訪者

訪問月日 氏　　　名 所　　　　　　属
1．4．6 A．May カナダ自然科学技術会議　次官

R．Kavanagh カナダ自然科学技術会議　スカラーシップ局所長

R．Dore モントリオール工科大学学長

R．Stevens ソーラーケミエンタプライズ社　社長

B．Kuhnk カナダ大使館　科学技術顧問

4．25 D．Wi監son NASAゴダード宇宙飛行センター通信部長補佐

5．8 G．Koller ミュンヘン工科大学技術者

～16 H．Iglseder ブレーメン大学　助教授

H．Svedhen 欧州宇宙機関（ESA）技術者

5．8～18 A．Hudepohi ミュンヘン工科大学　助教授

5．10～ll M．Kelley 米国コーネル大学　教授

5．11 J．Loftus NASAジョンソン宇宙センター　計画副部長

A．Potter NASAジョンソン宇宙センター　宇宙科学部チーフ

D．Jacobs NASA本部国際計画政策室

B．Djinis NASA本部将来計画室

5．24 M。Michaud 米国務省先端科学技術部長

W．McPherson 米国大使館科学担当

7．10 J．Allen 米国，スペース・インダストリー社社長（元NASA宇宙飛行士

7．26 J．Rosendha1 NASA本部開発室　主任研究員

C．Pilcher NASA本部科学研究室　室長

W．Tume NASA本部国際室
9．26 Dr．　C．　Merkle 米国，ペンシルバニア大学教授

Dr．　E．　Zukoski カリフォルニア工科大学　教授

Mr．　J．　Brown ユナイテット　テクノロジー　プラット　アンド

ホイットニー社

Mr　M．　Stangeland ロックウェル　インターナショナル社

ロケットダイン事業部　回転機械部長

DL　J．　McCany NASAマーシャル宇宙飛行センター推進機関研究部長
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訪問月li

1．9．26

10．3

10．且6

11．8

－9

11．14－22

1Ll5

1220

2．Ll2

2．6－7

2．19

2．26

3．9

3」2

3．14

3」5

2．3．23

〃

〃

〃

〃

氏名

Dr．G．　Northam

Dr．　L．　Povinelli

Dr．　F．　Huband

Mr，　R．　Jackson

Dr．　R．　Hinder

Mr．　J．　G且ort

Dr．　B．　Wetter

斐　、1休

劉　長盛

．婁二　国芳

Mr．　C．　Rogers

Mr．　B．　Macleとm

Dr．　G．　Homer

Dr．　A．　Bickos

Mr．　J．　Larsen－Basse

Mr．　D．　Abujudom

Dr．　J．　Cohen

Mr．　D．　Gardiner

Mr．　D．　Dohart

Dr。　Albert　Galeev

所属

NASAラングレー研究センター

NASAルイス研究センター　内部流体力学9i「1長代理

米国ウ1科学研究fiJ〒　ll4．〈科学振興会スボンサ・一．一

英国教育科学省　政務次’自’

在日英国た使館　科学参一事官

在日英国ノく使館　利・学担当

カナダ国家研究会議，宇宙科学部門重重ξ任者

中国科学院紫金Llけく文台　研究員

南京大学　助教授

中1　F．1科学院紫金II｛天文台　研究員

米国ヴァージニアll科大学　教授

米国マーチンマリエッタ社マテリアルエンジニア

NASAラングレー研究センター形状・構想マネージャー

米国マクドネルダグラス社

米国科学財団プログラムデTレクター

米国ジョンソンコントロール社　リサーチエンジニア

米国デュポン社

米国ハーキュレス社　物理学部門

米国ハーキュレス社　材料研究スヘシャリスト

ソ連宇宙科学研究所長

Dr．　Gerhardt　Schwehln！欧州宇宙機関（ESA｝科学研究室員
　　　　　　　　　　1Dr．　F．　Mies

Mr．　C。　J．　GiHan

Mr．　P．　McCracken

Mr．　A。　Finn

Mr。　E．　F．　Westrum．　Jr．

皇甫漢

玄容跡
厳栄良

Jan　EibOI・n

Erik　Nv且und

Olav　Kvist

R．M．　Bonnet

M．Kessler

J．A．　Steinz

J．A．　Dink¢spiter

J．C，　Bou川ot

R．Marguest
　　　一
M．Sancho

J．ViHiers

アメリカ国立標準・技術研究所　班研究員

英国クイーンズ大学　研究員

NASA輸送サービス部門　マネージャー

NASA法律顧問

米国ミシガン大学化学教室　教授

韓国航空宇宙研究所長

韓国航空宇宙研究fiJ〒研究員

中国科学院新彊物∫里研究所　副1研77Pu員

スウェーデンFFV社　　社長

スウェーデンFFV社　l　FRETA－1

衛星フ．ロジェクトマネージャー

スウェーデンFFV社　　日本支社

欧州宇宙機関（ESA）科学局長

欧州字宙技lliljセンター（ESTEC）研究員

欧州宇11f技lll∫センター（ESTEC）研究員

欧州共同体（EC）一委員会　名誉局長

フランス国、1／：宇宙研究センター打ヒげロケット局

フランス国立航空宇宙研二究所長　特別顧問

フランス国立航空宇宙研究所　i・1任才支師

フランス運輸省民間舶1空局　　抗任技師
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132－H．研究活動

（2）宇宙科学研究所教官等の海外渡航

氏　名 出張期間　　　渡航先国 渡　航　目　的

小山孝一郎

1．4．1

@～
P．4．9

ドイツ連邦共和国
第9回ESAヨーロッパとバルーン計画に関す
驛Vンポジウム及び第3回DYANA専門家会
c出席

小野田淳次郎

L4．1

@～

k4．9

アメリカ合衆国

第30回構造・振動及び材料に関する国際会議
iSDM）出席及び宇宙航空用複合材料構造に
ﾖする研究

三浦公亮

1．4．1

@～
P．4．13

アメリカ合衆国

第30回構造・振動及び材料に関する国際会言
iSDM）出席及び宇宙構造物に関する調査

名取通弘

1．4．1

@～
P．4．15

アメリカ合衆国 同上

秋葉錬二郎

1．4．9

@～
P．4．15

フランス

第40回国際宇宙航行連盟（IAF）／国際宇宙
N（ISY）委員会出席等

二宮敬慶

1．4．9

@～
P．4．15

フランス

第40回国際宇宙航行連盟（IAF）国際プログラ
?ﾏ員会出席等

小川原嘉明

1．4．9

@～
P．4．21

アメリカ合衆国

A合王国

科学衛星SOLAR－A搭載ブラッグ分光器フライ
gモデル設計会議出席

田中靖郎

1．4．15

@～
P．4．23

ドイッ連邦共和国

Iランダ

軟X線の科学と技術に関する日独シンポジウム

o席及び研究討論

桑原邦郎

1．4．16

@～
P．4．23

連合王国

剥離流れの予測手法に関するシンポジウム出席

yび研究打合せ

岩間　彬

1．4．16

@～

P．4．25

チリ

第2回火災研究及びテストセンタに関する国際

､究集会出席

中村良治

1．4．16

@～

P．5．3

アメリカ合衆国

赤道域電離層の加熱に関する日米国際共同研究

西村　純

1．4．17

@～

P．4．22

フランス

ESA25周年記念式典出席及び将来の国際協力に

ﾂいての討議

山下雅道

1．4．18

@～

P．4．24

イタリア

宇宙基地科学利用国際フォーラム（IFSUSS）

?c出席

山田隆弘

1．4．20

@～

P．4．27

フランス
hイツ連邦共和国

SFUデータ処理系に関する調査
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　氏　名

山本哲生

出張期間　　　渡航先国

　1．4．20　　ドイツ，皇判；共i和国

　　　　1オランダ
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、
ほ
胤
、
胤

中華民国

スウェーデン
大韓民国

　　　　　　渡航目的

　「ハレー後の彗星」シンポジウム及び「ふわふ

わ構造　彗星及び惑星間塵の光学」ワーク
1ショップ出席

国際電気標準会議（IEC）／認証管理委員会
　（CMC）及び検査機i関調整委員会（ICC）ジュ
ネーブ会議出席

1軌道力学及びミッション設計に関する国際シン
ポジウム出席

同上

軌道力学及びミッション設計に関する国際シン
ポジウム出席及び軌道計画打合せ

X線天文衛星ASTRO－D搭載用X線望遠鏡の開
発・設計・製作等

惑星地球ミッション国際宇宙年（ISY）会議出席

宇宙環境一11学に関する研究打合せ

カリフォルニア大学宇宙科学研究施設創立30周
年記念講言寅

「日本における宇宙技術の発展と現場」ワーク

ショップ出席等

ユーロピスクワークショップ出席等

国際宇宙アカデミー（IAA）ワークショップ出
席
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134 II．研究活動

氏　名 出張期間 渡航先国 渡　航　目　的

1．5．16　i 宇宙における高電圧ソーラアレイの理論的・実
佐々木進 ～ 「アメリカ合衆国 験的研究

1．5．28　　　1

1．5．21 i

山田隆弘 ～ アメリカ合衆国 」宇宙データシステム諮問委員会出席
1．6．2 1

1．5．24

小川原嘉明 ～ アメリカ合衆国 SOLAR－A搭載計器検討会出席
L5．28

15．30 宇宙プラズマ干渉に関する打合せ及び国際スペ

国中　均 ：　～ アメリカ合衆国 一スパワー会議出席
1．6．10

1．6．1

柳澤正久 ～ アメリカ合衆国 衝撃銃を用いた惑星科学実験
2．6．2

1．6．3 国際宇宙航行連盟（IAF）宇宙エネルギーに関す

棚次亘弘 ～ アメリカ合衆国 る国際会議出席及び液水ロケットに関する設備
1．6．15 の調査

L6．3

斎藤　敏 ～ アメリカ合衆国 同上
1．6．15

1．6．3 国際宇宙航行連盟（IAF）宇宙エネルギーに関す

小田欣司 ～ アメリカ合衆国 る国際会議出席及び液水ロケットに関する設備
1．6」5 の調査

L6．3

中村良治 ～ インド プラズマ波動現象に関する日印共同研究
1．6．17

1．6．4

清水幹夫 ～ カナダ 国際tRNAワークショップ出席
L6．11

1．6．10 ドイッ連邦共和国 第139回国際天文連合（IAU）シンポジウム出
奥田治之 1　　～ オランダ 席等

　
1
．
6
．
2
4
1

1．6．11

藤井孝蔵 ～ アメリカ合衆国 米国航空宇宙学会第9回数値流体力学会議等
1．6．18

1

1．6．18

早川　基 ～ アメリカ合衆国 GEOTAIL衛星搭載用電場計測器に関する打己
1．6．22 せ

1．6．18

桑原邦郎 ～ ソヴィエト連邦 宇宙環境工学に関する研究打合せ
1．6．22
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II．　研究活動 135

　氏　名　　　出張期間

　　　　　　　1．6．21
ノく島耕・

　　　　　　　1．7．10

　　　　　　　1．6．23
西｛寸敏充

　　　　　　　　L7．7

　　　　　　　1．624
11．1ド雅道

　　　　　　　　1．7．2

　　　　　　　　L7．3
河島信樹
　　　　　　　　L7，10

　　　　　　　　1．7．6

二宮敬慶
　　　　　　　　L7．16

　　　　　　　　L7．7
廣澤春任
　　　　　　　　1．7．16

　　　　　　　　L7．9
斎藤宏文
　　　　　　　　L7」6

　　　　　　　　L7．9
山田隆｛ガ、

　　　　　　　　1．7．16

　　　　　　　　L7．9
イ右三々　ノtく」重≦l

　　　　　　　　L7」6

　　　　　　　　1．7．9

田中靖郎
　　　　　　　　1．7．16

　　　　　　　　L7．9
家r・，二’j克巳

　　　　　　　　L720

　　　　　　　　L7．12
栗木恭一

　　　　　　　　L723

　　　　　　　　1．7．16
西HI篤bL／、

　　　　　　　　1．7．21

　　　　　　　　1．7．16
ノ」・野田淳次郎

　　　　　　　　L7．23

ドイツ連邦共和国　数イlel流体ノJ学会議委員会出席等

大マゼラン星雲の超新星SN1987A日米協力研

宇宙輸送システムISFU／STS）／深宇宙追，跡網
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氏　名 出張期間 渡航先国 渡　航　目　的

市川行和

1．7．21

@～
P．8．3

アメリカ合衆国

第16回電子及び原子衝突の物理学に関する国
ﾛ会議（XVIIICPEAC）等出席

鶴田浩一郎

1．7．16

@～
P．8．13

スウェーデン

mールウェー
A合王国
Iランダ
hイッ連邦共和国

「あけぼの」　（EXOS－D）による日欧研究協

ﾍの推進

西田篤弘

1．7．22

@～
P．8．1

連合王国 国際超高層大気・地磁気学会（IAGA）出席

市村　淳

1．7．24

@～
P．8．3

アメリカ合衆国

第16回電子及び原子衝突の物理学に関する国
ﾛ会議i（XV班CPEAC）出席

高柳和夫

1．7．25

@～
P．8．3

アメリカ合衆国 同上

満田和久

1．8．1

@～

P．8．17

アメリカ合衆国

ASTRO－D衛星SIS（半導体像検出器）及びソ
tトウェアに関する打合せ

藤井孝蔵

1．8．4

@～
P．8．18

アメリカ合衆国

大気圏内飛行力学会議出席及び数値流体力学
ﾉ関する研究打合せ

田中靖郎

1．8．8

@～

P．8．18

アメリカ合衆国

ASTRO－D衛星SIS（半導体像検出器）及びソ
tトウェアに関する打合せ

井上　一

1．8．9

@～
P．8．18

アメリカ合衆国 同上

三浦公亮

1．8．11

@～

P．8．30

ハンガリー

Cタリア

構造の規則性シンポジウム出席及び構造形態
ﾉ関する研究調査

山田隆弘

1．8．15

@～

Q．6．7

アメリカ合衆国

Jナダ
情報伝送方式及び情報処理方式に関する調査

､究

矢守　章

1．8．16

@～

P．9．20

アメリカ合衆国

粒子加速器による宇宙科学実験（SEPAC）機器
Vステムテストに参加

大島耕一

1．8．18

@～

P．8．26

チェッコスロヴァキア 第5回国際流れの可視化シンポジウム出席

水谷仁

1．8．19

@～

P．8．27

アメリカ合衆国 第2回太陽系探査国際会議及びIACG惑星パネ
居o席
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　氏名　出張期間

　　　　　　　L8．20
清水幹夫
　　　　　　　1．8．28

　　　　　　　1．8．20
E杉邦憲

　　　　　　　L828

　　　　　　　1・8：20
西村　純

　　　　　　　1．8．31

　　　　　　　1．8．21
・r林　久

　　　　　　　1．8，31

　　　　　　　1．8．24
桑原邦郎

　　　　　　　i．8．25

　　　　　　　L8．29
／1・川原嘉明

　　　　　　　1．9．13

　　　　　　　　L9，8
三浦公亮

　　　　　　　1．9」8

　　　　　　　1．9．ll
長瀬文昭

　　　　　　　1，9．23

　　　　　　　1．9．11
井ヒ

　　　　　　　1．9．23

　　　　　　　1．9．11
満田和久

　　　　　　　L9．24

　　　　　　　L9．11
｛寸ヒ敏夫

　　　　　　　1．9．25

　　　　　　　1．9．ll
田中靖郎

　　　　　　　1．9．28

　　　　　　　L9．12
槙野文命

　　　　　　　19．22

　　　　　　　　1．9．15

稲谷芳文

　　　　　　　　2．9．5

　　　　　　渡　　航　　B　　的

第2回太陽系探査国際会議及びIACG惑星パ
才、ノレ昌lISi一

第2回太陽系探査国際会議及びIACGワーキ
ンググループ3打合せ出席

オ1イジャーによる研星インカウンター会議

第2回太陽系探査国際会議1自席及び研究打合
せ

第23回エスラブシンポジウムIX線天文学

ぎんが」衛星を中心とする日欧国際協力に

将来型宇宙輸送システムに関する研究
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138 II．研究活動

氏　名 出張期間 渡航先国 渡　航　目　的

西田篤弘
1．9．16

@～ チェッコスロヴァキア

1．9．25

L9．16 チェッコスロヴァキア

水谷　仁 ～ ドイッ連邦共和国 同上
1．9．25

L9．16

二宮敬慶 ～ チェッコスロヴァキア 同上
1．9．25

i

1．9．16 チェッコスロヴァキア

中谷一郎 ～ オーストリア 同上
1．9．28

1．9．17 チェッコスロヴァキア

西村　純 ～ ポーランド 同上
1．9．29

1．9．17

鳥尾幸寛 ～ チェッコスロゲァキア 同上
1．9．25

1．9．17

廣澤春任 ～ チェッコスロヴァキア 同上
1．9．26

1．9．17

上杉邦憲 ～ チェッコスロヴァキア 同上
1．9．26

1．9．17 チェッコスロヴァキア

西村敏充 ～ ドイツ連邦共和国 同上
1．9．27

1．9．17 チェッコスロヴァキア

平林　久 ～ ドイツ連邦共和国 同上
1．9．27

1．9．17 チェッコスロゲァキア

伊藤富造 ～ オーストリア 同上
1．9．28

1．9．17 チェッコスロヴァキア

清水幹夫 ～ オーストリア 同上
1．9．28

L9．17 チェッコスロヴァキア

松尾弘毅 ～ オーストリア 同上
1．9．28

1．9．17 チェッコスロヴァキア

的川泰宣 ～ オーストリア 同上
L9．28
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スヘイン
フランス　　　　　1司ヒ

オランダ
ドイツ」里淵；共和国1

スヘイン

フランス　　　　　同ヒ
オランダ
ドイツ1皇ヲ弔共和国

スペイン
フランス　　　　　同ヒ
オランダ
ドイツ遣郵…IS共和国

アメリカ合衆国

スペイン

スペイン　　　　　　1司h

スヘイン　　　　同一ヒ

スヘイン　　　　　同ヒ

スベイン　　　　　　「司上

MUSBS－B観測シミュレーション参加

第40回国際宇宙航行連盟（IAF）会議出席等
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140　－II．研究活動

氏　名 出張期間 渡航先国 渡　航　目　的

棚次亘弘
1．10．6

@～
P．10．21

スペイン
hイツ連邦共和国 第40回国際宇宙航行連盟（IAFI会議出席等

高柳和夫
1．10．7

@～
P．10．14

中華人民共和国 宇宙空間分子データの共同解析等

名取通弘
1．10．7

@～
P．10．16

スペイン 第40回国際宇宙航行連盟（IAF）会議出席

平林　久
1．10．9

@～
P．10．15

アメリカ合衆国 MUSES－Bに関する打合せ

小川原嘉明
1．10．9

@～
P．10．18

ソヴィエト連邦 日ソ太陽観測衛星に関する研究計画の協議

小野田淳次郎
1．10．9

@～
P．10．18

スペイン 第40回国際宇宙航行連盟（IAF）会議出席等

桑原邦郎
1．10．15

@～
P．10．18

大韓民国

河島信樹
1．10．18

@～
P．10．26

アメリカ合衆国

SEPACインターフェイス試験参加及びボイジャー海王星データ検討会議出席

山本善一
1．10．18

@～
P．10．27

アメリカ合衆国

ボイジャー2号海王星オカルテーション日米共同実験結果報告会出席等

二宮敬慶
1．10．29

@～
P．11．10

アメリカ合衆国 SFUのインテグレーションに関する会議出席

高野　忠
1．10．30

@～
P．ll．8

オランダ
hイッ連邦共和国

アンテナ技術に関するESAワークショップ
o席等

松尾弘毅
1．11．3

@～

kl1．10

アメリカ合衆国

第3回環太平洋宇宙科学技術応用国際シンポジウム（PISSTA）出席

雛田元紀
1．ll．3

@～
P．11．10

アメリカ合衆国 同上

広川英治
1．11．3

@～
P．11．11

アメリカ合衆国

第3回環太平洋宇宙科学技術応用国際シンポジウム（PISSTA）出席及び衛星搭載機器に関する技術調査
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　氏　名

林　友直

Lホ多非「ヨ憲

ljlヒ隆IH

秋出弘光

藤井孝蔵

佐瀬育男

市川行和

桑原邦郎

棚次亘弘

的川泰宣

小野田淳次郎1

中村良治

矢島信之

松本仁

Ll・11・26

　　LlL19
　　　．　ロ
」　　Lll．26
　　1．lI．19

　　Lii．26

　　1．lLlO

　　1．12．22

　　LlL27

　　Ll2．1

　　LII1・27

　　1．12．1

ブラジル

イタリア

連合王国

中華民国

中華民国

中華民国

インド

中華人民共和国

中華人民共和国

究研的論理の程過突動．
M

む含を蔦
J

」
～ラ

等起
吊
”会…

守
理物国米

第10回中日工程技術検討会出席

凸
一
司

」
尋

戸

プラズマ物理国際会議i出席及びプラズマ中の

非線形波動に関する共同研究

日中大洋横断気球実験で取得されたデータの
解析及びまとめ

日中大洋横断気球実験に関する打合せ
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142 II．研究活動

氏　名 出張期間 渡航先国 渡　航　目　的

河島信樹
1．1L7

@～
P．12．11

・アメリカ合衆国

1スペースシャトルATLAS主任研究者会議等

o席

　　　　　　il．12．2
K原邦郎　　1　～
@　　一」一塑・

ドイツ連邦共和国

　一一一一一

F宙環境工学に関する研究打合せ

鶴田浩一郎

1．12．3

@～
P．12．10

アメリカ合衆国 GEOTAIL電場班出席

早川　基

1．12．3

@～
P．12．17

アメリカ合衆国 同上

三浦公亮
1．12．4

@～
P．12．17

イタリア

hイッ連邦共和国
Aメリカ合衆国

知的・適応構造物の研究等

向井利典

1．12．5

@～
P．12．21

アメリカ合衆国 GEOTAILプロジェクト会議出席等

西田篤弘

1．12．6

@～
P．12．21

アメリカ合衆国 同上

名取通弘
1．12．11

@～
P．12．21

アメリカ合衆国 米国機械学会年会出席等

川口淳一郎

1．12．13

@～
P．12．18

アメリカ合衆国 GEOTAILインターフェース会議i出席

中谷一郎

1．12．13

@～
P．12．21

アメリカ合衆国 同上

上杉邦憲
Ll2．13

@～
P．12．21

アメリカ合衆国 GEOTAILプロジェクト会議出席等

横山幸嗣
1．12．13

@～
P」2．21

アメリカ合衆国 同上

崎本一博

1．12．18

@～
P．12．24

アメリカ合衆国 1989環太平洋国際化学会議出席

早川　基

2．1．1

@～

Q．1．8

アメリカ合衆国 ロケット搭載計器の試験立会い

This document is provided by JAXA.



II．研究活動 143

氏名　，出張期間．

　　　　　　　2．1．8
ノ」、川原嘉明

　　　　　　　2．且」4

　　　　　　　2．L22
ノ」、川原嘉UJ－j

　　　　　　　2」．28

　　　　　　　2．L3且
早川　基

　　　　　　　2．3．2

　　　　　　　2．2．4

市川勉
　　　　　　　2．2．ll

　　　　　　　2．2．4
西村敏充

　　　　　　　2．2．13

　　　　　　　2．2．6
ド村和隆

　　　　　　　2．3．6

　　　　　　　22．7
r高橋義昭

　　　　　　　2。2．24

　　　　　　　2．2．7
鶴田浩一一郎

　　　　　　　2．3．5

　　　　　　　2．2．7
小野田淳次郎

　　　　　　　2．3．5

　　　　　　　2．2．7
中部卜草雄

　　　　　　　2．3．5

　　　　　　　2．2．7
－【㌣田祐

　　　　　　　2．1．5

　　　　　　　2．2．10
的川泰宣

　　　　　　　つうつつ
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氏　名 出張期間 渡航先国 渡　航　目　的

松崎章好

2．2．10

@～
Q．2．18

アメリカ合衆国 大気の光学リモートセンシング国際会議出席

芝井　広

2．2．11

@～
Q．2．21

アメリカ合衆国
気球観測データの解析・公表についての打合

ｹ

横山幸嗣

2．2．12

@～
Q．3．2

ノールウェー
Xウェーデン
Iランダ

オーロラ観測ロケットS－520－12号機の打上

ｰ等

河島信樹

2．2．13

@～
Q．2．19

アメリカ合衆国
SEPAC機器のNASA引渡し前最終インター
tェース試験参加

伊藤真之
2．2．14

@～
Q．3．26

アメリカ合衆国
X線天文衛星ASTRO－D搭載用X線望遠鏡の開
ｭ，プロトモデル製作・試験

後川昭雄

2．2．21

@～
Q．3．1

アメリカ合衆国 SFU電子部品の品質確認審査及び調査

山下雅道

2．3．1

@～
Q．3．ll

フランス
hイツ連邦共和国
¥ヴィエト連邦

無重力実験にかかわる意見交換等

田中靖郎

2．3．4

@～

Q．3．9

アメリカ合衆国
SSLG協力活動計画会議天体物理学分科会会
㍼o席

高野　忠

2．3．4

@～
Q．3．11

アメリカ合衆国
科学衛星「SOLAR－A」のデータ受信に関す
驪ｦ議

加藤輝雄

2．3．4

@～

Q．3．11

アメリカ合衆国
NASA受信局による科学衛星「SOLAR－A」
fータ受信に関する調査及び打合せ

小川原嘉明

2．3．4

@～

Q．3．16

アメリカ合衆国 SOLAR－A衛星日米協力打合せ

大島耕一

2．3．4

@～

Q．3．18

ソヴィエト連邦
第7回国際ヒートパイプシンポジウム委員会

o席

水谷　仁

2．3．11

@～

Q．3．19

アメリカ合衆国
第21回月惑星科学会議出席及び月探査計画
ﾅ合せ

藤村彰夫

2．3．11

@～

Q．3．23

アメリカ合衆国 第21回月惑星科学会議出席等
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氏　名 出張期間 渡航先国 渡　航　目　的

　　　　　　　2．3．童4

?J一郎　　　　～
2．3．21

アメリカ合衆国
GEOTAILデータ伝送インターフェース打合
ｹ等

橋本正之

2．3．14

@～
Q．3．21

1アメリカ合衆国 同上

平林久

2．3．14

@～
Q．3．2董

オーストラリア
オーストラリアVLBI関連機関の調査及び研
?ﾅ合せ

槙野文命

2．3．18

@～
Q．3．25

連合王国
科学衛星「ぎんが」によるX線天文学日英共

ｯ研究

橋川廣司

2．3．18

@～
Q．3．26

アメリカ合衆国
NASAとの共同研究状況調査及び研究施設調

ｸ

桑原邦郎

2．3．19

@～
Q．3．22

大韓民国 宇宙環境工学に関する研究打合せ

小山孝一郎

2．3．ll

@～
Q．3．18

アメリカ合衆国
ボイジャー最接近時のデータ処理法に関する

､究打合せ

小林秀行

2．3．19

@～

Q．3．25

アメリカ合衆国
VSOPのための観測シミュレーション及び研
?ﾅ合せ

三浦公亮

2．3．20

@～
Q．3．27

アメリカ合衆国 日米知的材料ワークショップ出席

小林康徳

2．3．20

@～

Q．3．31

アメリカ合衆国 熱制御系安全性ミーティング出席

栗木恭一

2．3．20

@～

Q．4．7

アメリカ合衆国

SFUインターフェイス打合せ及び宇宙推進ワークショップ出席

奥田治之

2．3．25

@～
Q．4．2

アメリカ合衆国
軌道赤外線望遠鏡計画（IRTS）開発打合せ
yび実験準備状況打合せ

村上浩

2．3．25

@～

Q．4．2

アメリカ合衆国 同上

河島信樹

2．3．25

@～

Q．4．9

アメリカ合衆国
SEPAC機器のNASA引渡し及び飛翔体電磁
ﾁ速国際会議出席
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氏　名 出張期間 渡航先国 渡　航　目　的

名取通弘

2．3．31

@～
Q．4．16

アメリカ合衆国

Jナダ 第31回構造・構造動力学及び材料会議出席
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5．おもな研究設備

共同利用設備

　宇宙科学実験用スペースチェンバー室設備およびプラズマ発生実験装置
　こ才しら）（7）言型とtJt：｛よ，

　（D飛しょう体搭載用観測機器の基礎開発および試験

　（2）宇宙空間プラズマのシミュレーション実験

　（3）宇宙空間プラズマ物理に関する基礎研究

のために使用されるもので，その設計には所内外の研究者の意見が広くとり入れられ，昭和42

年度に完成した．　・力年の試験運転，調整期間を経て昭和44年からはこれらの装置は全国の

宇宙科学研究者のための共同利用設備として使用されることになり，宇宙理学委員会のもとに

スペースプラズマ研究専門委員会が組織され，共同研究テーマの公募，審査，研究スケジュー

ルの作成等を行っている．毎年活発に実験が行われ成果をあげてきたが，それらは平成2年2

月に開催されるスヘースフラズマ研究会で報告される．平成元年度には別項にあるように内外

にあわせて約2g件の研究テーマが採択され実行されている．

　両設備の概要は次のとおりである．

　スペースチェンバー

　q）本体：直径2m，長さ3mの円筒状真空槽で，非磁性ステンレス鋼で作られている．

プラズマ源や各種測定器具装置用フランジ21個が取り付けられている．

　（2）排気系二Lポンフは36吋拡散ポンプ2台並列で到達真空度は5×10ツTorr，ベーキン

グ使用で2×108Torrである．

　（3）ガス導入系：高圧ガスボンベから減圧弁とニードル弁を使用してIO　3～IO・Torr問の

任意の圧力で各種ガス導入ができる．

　（4）空心コイル：直径約2．5　mのヘルムホルツコイルで，中心磁界は100ガウスである．

　〔5）プラズマ源ニブラズマ源として後方拡散型，グロモード型とマルチポールプラズマ源

の3種類用いられており，電子密度103－IO7／cm・1，電子温度800－30000°Kの一様プラズマ

が発生口∫能である．

　以ヒがおもな装置であるが，このほかに直径60　cm，長さlmのダブルプラズマチェンバー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
測定装置として残留ガス分析器，電界強度測定器，スヘクトラム分析器，ロックイン増1幅器，

ボックスカー積分器，システム45等が用意されている．

　宇宙放射線研究設備

　赤外線，紫外線，X線を用いた宇宙観測が宇宙にますます大きな役割を果たすようになって

きたが，宇宙観測のための赤外線，紫外線，X線の検出器の開発・調整・検定などを行うため

の装置及びロケットまたは気球により得られたデータを処理するための装貰が設置され共同利

用に供されている．
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駒場キャンパス55号館

　超流動ヘリウム供給装置

　宇宙赤外線観測器用の搭載用冷却容器（クライオスタット）に，超流動ヘリウムを供給する

ための装置，供給側のタンクの容量は500リットル，供給操作はすべて遠隔あるいは自動でお

こなわれる．超流動ヘリウムの移送用の三重移送管，移送先の冷却容器の状態を監視するため

のモニター装置も備えている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　精密X－Y，θ一Zステージ

　飛翔体搭載望遠鏡の光学的性能の測定，光軸のアラインメント調整などに用いられる，耐荷

重性能を備えた精密ステージ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　X線ビーム装置

　X線望遠鏡較正のためのX線平行ビーム装置で，X線発生装置，40mビームダクト，測定

用大型真空槽で構成されている．真空構内には精密移動台が設置されている．　（宇宙放射線）

相模原キャンパス本館

熱真空試験装置

10’7　torrの高真空で一30℃～－60℃の間の熱真空試験を行うことができる．

（小川原研究室）

X線望遠鏡較正用平行光源

高空間分解能のX線望遠鏡を可視光により較正するための装置で平行度は約2秒角である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川原研究室）

オートグラフDCS－2000形

定速歪方式の万能試験機，容量：2000kg（秤量200　gr）．クロスヘッドスピード：0．5～500

mm／min（13段）．クロスヘッドストローク ：1000mm（つかみ具無し）．

　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　横型極低温試験槽

　飛翔体搭載望遠鏡の光学系を極低温環境で試験するための試験槽，内容積は30cm径×45　cm

長で，光軸を水平にした状態で試験できる．液体窒素により50K，液体ヘリウムを用いると

2Kまでの冷却が可能である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　精密大面積球面鏡

　飛翔体搭載望遠鏡の光学的性能を測定するための精密球面鏡．有効径60cm，曲率半径14

m，精度1秒角の凹面球面鏡で，あおりを微調整する機構が付属している．　　（奥田研究室）
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　赤外線モニター観測装置

　衛星搭載赤外線観測器が軌道上で観測する際に，地上においてその観測の援助，較正用赤外

線源モニター観測などを行うための，赤外線観測装置・口径1．3mの経緯儀式反射型望遠鏡の

焦点に，液体窒素冷却の赤外線センサーを備えている．　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　赤外線黒体炉

　赤外線波長域において，精度の良い標準光源となる黒体炉（バーンズ社製）．設定温度は最

高1000度Cまで，放射率98％以上，光源の口径は1インチまでである．変調用チョッパー

も備えている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　フーリエ変換赤外分光光度計

　マイケルソン干渉計を用いたフーリエ変換型赤外分光光度計（BOMMEN社製DA　3．36）．

試料室は真空にでき，最高0．003cm－1という高分解能の分光測定が可能である．波長範囲は

47㎜一10cm－1，試料の透過率，反射率のほか，赤外線観測器の波長特性の測定もできる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　標準赤外線分光計

　Biorad社製フーリエ分光計FrS　20／80（高速アレイプロセッサー，遠赤外キット付）．測

定範囲は4000～10cm－1，分解能は最高0．08　cm－1で，種々の試料，フィルター，検出器感度

の分光特性などが測定できる．また平光ビームによる測定装置，高感度遠赤外検出器（ボロメ

ータ）も備えている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　真空蒸着装置

　島津製EA－250　GS，汎用の真空蒸着装置であり，水晶式の膜圧計を備えている．現在は電場

計測器開発に使用しており，偏向電極の製作等を行っている．　　　　　　　（鶴田研究室）

理研製精密小型旋盤

軸ぶれ0．3ミクロン以下の小型旋盤でありA棟実験室に設置． （鶴田研究室）

超音波加工器

超音波工業製，セラミックス等の穴明け，切断に利用できる．A棟実験室．

（鶴田研究室）

輻射炉

やまと科学製，小型輻射炉で，lcm角程度の資料を1400度まで加熱できる．

（鶴田研究室）

　磁気シールド付き真空チャンバー

　ロケットおよび衛星搭載用の低エネルギー電子分析器の基礎開発実験や電子ビーム実験に使

用するために，地球磁場等の影響を除去する目的で，2重の磁気シールドを内部にもつ真空

チャンバーである．磁気シールド内部の700mm（φ）×1400　mm（L）の領域で，約100　mT

以下の低磁場になっている．また，3次元ジンバルおよび電子銃可動装置も設置されている．
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主真空排気系は15001／sのターボ分子ポンプと12001／sのクライオ・ポンプで，到達真空度

は5×10－8　Torr以下である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴田・向井研究室）

　ベックマンDU－8B紫外可視分光光度計

　波長スキャン，Tm分析の両シムテム．自動データ処理機能．測定波長範囲は190～900

nm．測定レンジー0．3～4，000　A．迷光く0．05％．安定性く0．002　A／hour．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清水・長谷川研究室）

　DNAシンセサイザー

　Applied　Biosystems社製モデル381　A．ホスフォアミダイト法の完全自動化装置で，1配列

あたり最大250塩基の合成が可能である．合成スケールは0．2，1，10マイクロモルの3種類

で，最大合成プログラムの収納数は4種類である．　　　　　　　　（清水・長谷川研究室）

　卓上形分離用超遠心機

Beckman社製モデルTL－100・E．卓上形で10万回転／分，436，000×gの遠心力を発生．10

種類のプログラムメモリー付き．動作温度範囲は2℃～40℃．ロータは周定角TLA・100．2で最

大容量は10mL．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清水・長谷川研究室）

　紫外可視分光解析システム

Beckman社製DU－65型，測定波長範囲200～900　nm．測定範囲一〇．300～3．000　A（0．0～200．0

％T）．ノイズ＜0．0005A（OA，500nm，0．05秒レスポンス）．スキャン速度750，500　nml

min．50　Pt　1の試料で測定可能である．　　　　　　　　　　　　　（清水・長谷川研究室）

　高速冷却遠心機

　トミー精工社製CX－250型，最高回転数25，000　rpm．最大遠心加速度60，100×g．最大処理

500mL×6本．温度制御範囲一9～＋39℃．遠心時間設定範囲1min～99　hour　59　min．連続遠

心可能。プログラムコンディションメモリーは10個．　　　　　　（清水・長谷川研究室）

　DNAサーマルサイクラー

Perkin　Elmer　Cetus社製．モデルPJ　I　OOO．　DNAの自動増幅器．　Polymerase　Chain　Reaction

（PCR法）の完全自動化で，3時間で100，000倍の増幅効率．超微量のDNAを大量に調整す

ることが可能．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清水・長谷川研究室）

　高速バルブ型ショック・チューブ

　自由ピストンを用いた高速バルブの開閉によって衝撃波を発生させる装置，高圧部10気

圧，低圧部長5m，測定部59　mm　¢．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安部研究室）

　赤外線映像装置

　対象物から放射される赤外線を検出してその表面度を測定し，熱画像を表示する．測定温度

範囲一40℃～3000℃，温度分解能0．1℃（最小），測定速度20画面／秒（最大）．

　　　ズ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（辛島研究室）
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　アークプラズマ・チャンバ

　各種電気推進装置の基礎実験，研究開発及びフラズマブルームを用いた電磁流体力学実験，

プラズマ化学実験を行う．チェンバは1．5mφ×25　m，背圧105　to　rr・準りヒ常放電電源はlms，

2kJ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栗木研究室）

　レーザー推進実験設備

　レーザー推進，レーザーエネルギー変換，レーザープラズマ化学の実験に用いられる．出力

5JのTEA　CO、レーザー，　l　Jの1レビーレー一ザーから成る．　　　　　　　　（栗木研究室）

　反物質貯蔵シュミレーション装置

　反物質生成及び貯蔵を，通常物質を用いて模擬実験するためのφ150mmバイレックスガラ

ス製真空容器及び排気装置．分離部，再結合部，レーザー冷却部，レーザー貯蔵部により構成

される．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栗木研究室）

　太陽光自動集光伝送装置

　太陽を自動追尾し，フレネルレンズで集光し光ファイバーで必要な場所に光を伝送する装置

である．フレネルレンズは350mm径に内接する正六角形で，実効面積は795cm2である．光

ファイバーはO．5mm径の石英単芯ファイバーを37本束ねたバンドルファイバーで，全長20

mである．伝送効率は約25°。である．現在，A棟館の屋上中央付近に設匿されており，205号

室に光を伝送している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（棚次研究室）

竪形ねっ和機
容lll：5Z，コンポジット推進薬の試作用． （岩間研究室）

　自動容量ブリッジ

　コンデンサ，MIS｛Meta1－lnsulator－Selniconductor）ダイオードなどの容量とコンダクタンス

をlkHz，10kHz，100　kHz，　l　MHzのスポット周波数で短時間に自動的にディジタル表示で

測定することができる．容量とコンダクタンスの測定範囲はそれぞれ，O．OOIpF～1．2μF，　O。1

mΩ一9．991nΩであって，容量精度はO．1°o，コンダクタンス精度は3％，信号レベルは25

mV，測定時間はO．5秒である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後川研究室）

　カラーイメージプロセッサー

　nexus　6300型，分解能512×480ドット．　R，　G，　B用512×8ビットのメモリー3枚を装置，

各種の画像処理機能を持つ1メモリーの増設を行い，現在は，nexus　6400塑と同等の性能と

なっている）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廣澤研究室）

質量分析計

分解能約500質量走査範囲1～1000で化学分析用 （山下研究室）

　並列高速演算装置

　電波天文用高速画像処理装置のための，Sky　Warrior　ll　Digital　Signal　Procesorで，ワークス

テーションに付加して，1：渉計の画像処理を行う．　　　　　　　　　　　（西村・平林研）
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相模原キャンパス飛翔体環境試験棟

低周波スペクトルアナライザー

CD～200　kHzまでのFFT方式2chスペクトルアナライザー． （鶴田研究室）

高周波スペクトルアナライザー

20kHz～200　MHzまでのヘテロダイン方式のスイープ形スペアナ． （鶴田研究室）

3軸フラックスゲート磁力計

0．1～50，㎜nTまでの静磁場を測定，付属のマイコンに取り込み処理が出来るようになって

いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴田研究室）

　磁気シールドルーム

　科学衛星，観測ロケットの試験環境の一として，弱磁場空間を作るために設置されている．

シールドルームは内径6mの球形の空間であり，パーマロイの三重球殻により内部磁場はシ

ールドルーム外の磁場に比して3千分の1程度の10～20nTとなっている．パーマロイを固

定するため，厚さ10mmのアルミの二重球殻で構造が出来ているが，このために，シールド

ルーム内は外部電磁界雑音に対しても良好なシールド効果を示す．この二つの特性を利用し

て，残留磁気モーメント測定，機器間相互電磁干渉試験等に使用されている．

　〈諸　　元〉

　大きさ：内径6mの球形（外径8m）

　磁気遮蔽率：3000分の1

　交流電磁界遮蔽率：1万分の1程度

　く付属設備〉

　回転テーブル：360°回転可能

磁力計移動レール：（円孤にそって＋90°～－90°）

磁力計：（三軸フラックスゲート型）

　三軸コイル：最大10，000nTまでの任意方向の磁場を発生出来る．

FFT及びスイープ形スペクトルアナライザー

　〈その他〉

　空調：専用空調設備で100，000程度の清浄度の空間となる．

消磁：専用消磁装置でシールドルーム全体の消磁を行うことができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴田・二宮研究室）

　動釣合試験装置

　衛星および衛星打ち上げ内機体の動釣合試験を目的とした．たて型動釣合試験装置で主軸に

静圧軸受を使用して測定精度て　上がはかられている．試験体は重量，200kg，直径1600　mm

まで可能である．試験回転数は試験体の重心位置により50～350　r．p．mの範囲で可変できる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

衝撃試験装置

ロケットおよび衛星の衝撃試験を目的とした．落下衝撃式試験装置で合成ゴムパッドを4個
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使用している．試験は最大重量500kgとして50　G（半正弦波）まで可能である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

振動試験装置

1．加振力3ton，動電型，振動数5～2000　Hz，自動掃引式

2．加振力8・ton，動電型，振動数5～2000　Hz，自動掃引式

3．加振力10ton，油圧型，振動数5～300　Hz，自動掃引式 （小野田研究室）

　振動・衝撃制御装置及び計測データ処理装置

　ミニコンU－300（パナファコム製）を二台使用して，ランダム振動・衝撃試験の制御及びデ

ータ集録を行う．またアナログ信号をA／Dとしてミニコンでデータ処理ができる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　科学衛星試験用振動試験システム

　衛星およびロケット計装部とそのコンポーネントの振動・衝撃試験を行う．加振力14tonの

振動発生機を本体とし，垂直および水平の補助振動台を備える．操作はデジタル制御により正

弦波，ランダム波振動試験のほか衝撃試験も可能である．主要性能は以下の通りである．

　・振動数範囲　5～2000・Hz

　・最大加振力　14・ton

　・最大変位　50mm（P－P）

　・最大速度　150mmlsec

　・最大加速度　振動発生機単位100G

　　　　　　　　補助振動台上600kg負荷で12G

　・最大搭載能力　補助振動台上1000　kg

　・加振制御　正弦波・ランダム波・衝撃波　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　電磁干渉（EMl）測定装置

　飛翔体及びそのサブシステムが発生する各種の電磁雑音を自動的に測定する装置で，飛翔体

環境試験棟3Fの電磁干渉しゃ閉室に設置されている．放射性及び伝導性の電磁雑音を，100

Hz～20　GHzの周波数に対して自動測定できる．　　　　　　　　　　　　　（齋藤研究室）

　ジャイロ試験装置

　ジャイロの高精度な試験を行うことを目的とする．外部から設定した回転速度で，1軸回り

に回転可能なレートテーブルと，テーブルの制御装置より構成されている．回転速度は，0～

±600° ^secの範囲で設定可能である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中谷研究室）

　ロケット姿勢制御系試験装置

　ロケットの姿勢制御装置を，地上にて，試験・調整するための装置である．ミニコンピュー

タによる，自動試験，および結果の表示を可能としている．　　　　　　　　　（中谷研究室）

科学衛星磁気試験装置

人工衛星及びそのコンポーネントの磁気モーメントを測定ならびに調整することを目的とす
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る試験装置で次の機能を有する：

　（1）合成磁気モーメント（永久成分，誘起成分）の測定（被試」験体寸法1．5mφ×1．23　mH

以下，被試験体重量300kg以下，検出感度0．05　AT・m2，測定磁気モーメント値の±50　A・

m2）

　（2）消磁試験（最大消磁界強度50・oersted・DC）

　（3）弱～強磁界中での人工衛星の各種試験（磁界強度範囲0．Ol～500ersted）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　二次元回転磁界発生装置

　地磁気の水平成分を大略打ち消した上で，水平面内で回転速度10～1000rpm，大きさ0～5

0restedの回転磁界を発生できる．この範囲の直流磁界を発生することも可．有効範囲は約1m

φの直径の球の内部，人工衛星の磁気姿勢制御系の機能動作試験等に用いられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　微小トルク測定装置

　人工衛星等の被測定物を十字バネで保持し，発生する微小トルクにより生じる回転をオート

コリメータにて計測する方法である．トルク測定範囲は50～5000dyne－cm，被測定物重量は

120kg以下，慣1生能率の測定にも使用可能．　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　直流B－H曲線測定装置

　磁性材料のB－H曲線を自動的に測定表示できる．硬磁性材料のB－H曲線をも測定できるよ

うに最大1　5，000　gauss（磁界均一範囲約1000　gaussでは2．8　cmφ×5．O　cm　1）の磁束密度を発生

できる磁化器をもそなえている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

慣性モーメント測定装置

衛星の慣性モーメントを測定する装置で，カールシエンク製M－50型である．直径1400mm

として高さ2000mm，重量2000　kgまで試験できる．　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　スター光シミュレータ装置

　本装置は，ライトガイドとピンホールを使用してスターチャート上に星野を作成し，人工衛

星などの姿勢制御に使用されるスターセンサの限界等級検出能力，二重星に対する誤認の有

無，光学系のアライメントなどの各種試験に使用できる．

　送信像は一2～＋6等級（1等級毎に可変，±0．5等級の等級精度，等級偏差±20％，等級安

定度±10％，色温度約3，000°K，約6，000°K），ピンホール数は一般星用20個，ダブルス

ター用1組・送信レンズ（Apo　NIKKOR）は有効径127　mm，焦点距離1，780　mm，明るさF／

14である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

姿勢センサ試験用駆動回転装置

　スターセンサ，太陽センサ，水平線センサ等の衛星及びロケット搭載用姿勢センサの性能確

認ならびに飛翔前試験を行うための2軸回転装置であって，一定角度のニューテーション運動

も併せて模擬発生できるようになっている．

　回転速度（ψ，φ）：～2．O　RPM
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（二宮研究室）

　高精度日周運動追尾装置

　本装置は太陽・星等を対象とする姿勢センサの試験および動作チェック等を目的とした高精

度日周運動追尾装置である二

架台部

　型式：全周運動微粗動

　精度：周期運度±3．5秒角

　迂iノ毛言呉ノ皇：0．93不少角／1＄少慣」

　雀皮潰IJ定牛勿重量　：糸勺30　kg

　本体重頃：二約90kg

　ディジタル表示部

　　マイクロコンピュータ処理による赤径，赤緯の表示　　　　　　　　　　（1宮研究室）

　角運動量制御系機能試験装置

　本装置はバイアス角運動姿勢安定化衛星のピッチ軸まわりの姿勢制御系を開発および試験す

るための装置で，姿勢制御エレクトロニクス，モーメンタムホイール，ジャイロスコープ，お

よびサーボテーブルそれぞれとのインタフェース部，中央処理装置部，およびデータ蓄積・表

示部から構成される．モーメンタムホイールの動特性測定，ジャイロパッケージの動作特性測

定，および上記姿勢制御系の機能および性能試験を行なうことができる．　　（1宮研究室）

　三軸モーションシミュレータ装置

　入Il衛星，ロケットなど宇宙飛翔物体の姿勢検出系および姿勢制御系の地上試験を高精度で

行なうことを目的とする．インナ軸，ミドル軸，アウタ軸の3軸回りに回転可能なジンバルを

有し，被試験体に，任意の姿勢を与えることが可能である．姿勢ダイナミクスは，ミニコン

（MS．140）を用いてリアルタイムで解き，その結果に基づき，コントローラを介して，上記ジ

ンバルを駆動する．従って，ソフトウェアの改修により，広い範囲の飛翔体の姿勢ダイナミク

スに対応可能である．主な性能は，以ドの通りである．

　姿勢分解能：各軸とも，104　deg

　最大回転範囲：各軸とも無制限

　最ノく回転レート：インナ軸1000°／s，ミドル軸750°／s，アウタ軸400°／s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮・中谷研究室）

　擬似太陽光光源

　本装置は太陽センサ等の単体の機能試験及び衛星の総合試験時に使用される疑似太陽光光源

である．－kな仕様は次の通りである．

　（1）有効照射面積　100　cm　¢以ヒ（照明範囲は150　cm　ip以D

　（2）照射距離　50cm標準

　〔3）’F行度　±O．25°，±0．5D，±1．0°，±1．5°任意に設定可能

　（4）’i三光線の角度　アラインメントミラーに対して±0，1°以内
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（5）放射照度　140mWlcm2以上（平行度±1．5°にて）

（6）放射照度の場所なら±10％以内（平行度±1．5°にて）

（7）放射照度時間変動率±2％／h

（8）スペクトル　Xeランプスペクトル（主波長範囲400～1100　nm）

（9）光フィードバックによる点灯可能

（10）重量167kg，消費電力200　V　20　A （二宮研究室）

　科学衛星試験用一軸回転テーブル（大型）

　本装置は科学衛星の総合試験（アラインメント測定等を含む）において衛星の1軸まわりの

回転を精度よく実現する機能をもつ回転テーブルであり，また姿勢制御系・姿勢検出系等のサ

ブシステムの機能試験を行なうために使用することもできる．方位角方向を任意の角度及び速

度に設定でき，またそれらの値を表示ならびに他の機器に出力することが可能である．

主な仕様を次に示す．

　1．供試体

　（1）供試体寸法　最大2．4mφ×4mH

　（2）供試体重量　最大1，500kg

　（3）供試体慣性能率　最大1，000kg・m2

　2．動作モード

　A　位置制御モード

　（1）位置精度　±10arc　sec以内

　（2）角度範囲　0～360deg

　（3）分解能　4．0×10－4deg以内

　（4＞角速度　最大120deg／sec

　（5）位置読取精度　±2arc　sec

　B　速度制御モード

　（1）速度制御範囲　0．6～900deg！sec

　（2）速度設定精度　0．6～60deg／secの範囲

　　　　　　　　　　10－4deg！sec

　　　　　　　　　　60～900deg／secの範囲

　　　　　　　　　　O．1％

　（3）速度変動率　リニアリティからのずれ

　　　　　　　　　±0．1％以内

　（4）角加速度　最大10deg／sec2

　3．スリップリング

　（1）信号伝送用（1A／lpin）30対（60本）

　（2）電力伝送用（20A／lpin）20本（但し全pin通電時は1pin平均13Aに低減）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室〉

　科学衛星アライメント測定用石定盤

　本定盤は科学衛星および搭載機器のアライメントを測定する場合の基準台として使用するも

のである．

　石定盤は金属定盤と違って，温度等による歪みが少く，一度面出しがされていれば，長期間
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面精度が保持されている．また，

されている．

　・J’法：3000×3000×400mm

　材料：花尚岩

　自重：約10ton

　搭載可能荷重：約2ton

　　　　　　　　　　　　　　　　II．研究活動　　一157

この定盤は周囲の振動の影響をなくすため，防振対策が施こ

（一二宮研究室）

衛星等アラインメント計測用スタンド

　搭載機器問のアラインメントを計測する上で，オートコリメータ等を乗せて精密に移動でき

る．バーチカル移動装置（BRUNSON社製），水平移動台，　X－Y微動装置などから構成され

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮研究室）

　科学衛星搭載機器管制試験装置

　温度，振動，衝撃，熱真空など各種の環境条件のもとで科学衛星搭載機器の動作試験を行う

ためのもので，電源管制盤，チェックアウト盤、受信復調記録装置などよりなる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　回析分光器

　人工衛星表面材料の吸収率（200nm～2500　nmの反射率）を測定する装置である．

1仕様
　名　　称　日本分光CT－50形　回析格子分光器

　光学系ツェルニータマウント

　　　　　　シングルビーム

　焦点距離　500mm

明るさ
波長範囲

光　　源

スリット

f／6．8

200nm～2．5／1　Mの間を回析格子を変換して選択

ハロゲンランフ，Xeランフ

両開き，入射出射連動

高　さ　15mn（V型シボリで0～15mmまで可変可能）

幅　　0．003～5mm
フィルター次数分離用ナシ（UV－25，　UV－39，　VR－69）　（ホルダー付き）

寸　法665（奥行）×380（幅）×350（高）mm

重量40kg（波長駆動装置含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　動作信頼性試験装置

　本装置でロケットや衛星に搭載する小型のサブシステムや各種部品の真空中における温度試

験ならびに動作信頼性試験を行なうためのもので，シュラウド内を1×105・Torr以下の真空度

で一40℃～＋lOO℃の任意の温度に設定することが可能である．　　　　　　　　（林研究室）

大型恒温室

人工衛星や各搭載機器の温度試験を行うためのもので，その主要諸元は以下のとおりであ
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る．

　1．温度範囲　一40℃～＋80℃

　2．温度制御精度　±1℃以内

　3．温度分布　±2℃以内

　4．温度下降時間室温→－40℃約60分

　5．温度上昇時間室温→＋80℃約60分

　6．温度制御方式　強制通風熱交換式（RID制御）

7．試験室内形寸法W3㎜×H2600×D3400／m
　除湿には，冷凍機による通常の方法以外に，大型スペースチェンバー附属の液体窒素タンク

より気化器を通して窒素ガスを導入することも可能である．なお，この場合の保安を目的とし

て酸素濃度監視装置を備えている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

　横型スペースチェンバ

　人工衛星サブシステムおよび宇宙用機器の熱真空環境試験を目的とするもので，主要諸元は

以下の通りである．

　真空系：容器寸法2．4mφ×4．2　mL，36”油拡散ポンプ，10HPブースタポンプおよび2HP

回転ポンプ使用，真空度3×10－’　Torr．

　冷却系：シュラウド寸法2mφ×4mL，液体窒素冷却，液体窒素は縦形スペースチェンバ

の液体窒素冷却装置より供給される．　　　　　　　　　　　　　　　　　（林・大島研究室）

　宇宙環境試験装置（縦形スペースチェンバ）

　人工衛星および宇宙用機器の熱真空環境試験を目的とするもので，ターボモレキュラポンプ

およびクライオポンプの採用により，油汚染のない高真空が得られる．

　容器寸法4mφ×6．8mH，有効空間3．5mφ×5mH，到達真空度1×10－8Toπ以下／8時間

以内，低圧液体窒素貯槽150001LN，，中圧液体窒素貯槽85001LN，．　　　（林・大島研究室）

　太陽電池試験用スペース・チェンバー

　本装置は，当所において擬似宇宙環境で人工衛星等に使用する太陽電池をはじめ，各種部品

ならびに小形subassemblyの試験を行うことを目的とする．

　650mmφ×800mm　Lの真空槽で，自由沸騰式のLN、冷却系（シュラウド寸法は530φ×600

L）により，真空度は迅速に10『6Torr以下に達する．また光源は高安定度の目的で定電流方

式を用いたlkWのXeランプより，照射面積12cm2に140　m　W／cm2を照射し得る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後川研究室）

　パルスソーラシミュレータ

　衛星のパドルやパネルに実装された太陽電池アレイの特性測定のための擬似太陽光源で，6

本のXe（キセノン）フラッシュランプを使用し，2．5　mX2．5　mの照射面積に1ソーラコンス

タント（135．3mWlcm2）の光を照射することが出来る．照射時間は約3msecと短いため被

照射物の温度が上がらず，また，安定度が良いのが特徴である．太陽電池の特性データはパル

スソーラシミュレータの点灯に同期して1－V特性上の64点を取り込みCRT画面等に表示す

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後川研究室）
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　電波無響室

　ロケットや科学衛星に搭載される通信用アンテナの特性測定のための試験室である．その他

に，通信用送信機と観測機器間の電磁干渉試験等も行なうことが可能である．

　室内の有効寸法は，床面の幅8．7m，高さ8．5　m，長さ22．7　mであり，アンテナ最大測定距

離は20m取ることができる．

　使用周波数における測定領域内の電波不要反射率は，1．O　GHz－36　dB，3．O　GHzで一40　dB，

10GHzで一43　dB，35・GHz・－50・dBの優れた特性を得ている．さらに，電磁シールド特性は，

30kHz～30　GHzに対し一60　dB以上である．　　　　　　　　　　　　　　　　（林研究室）

相模原キャンパス構造機能試験棟

　大型スピンテーブル

　ミューロケットの頭部の開頭，各段の切離し試験など大型ロケットの機能試験をスピン中に

行うことを目的としたもので0．3～7Hzのスピン運動に，傾斜角0～15°で0～1Hzのプリセッ

ション運動を重量させた試験ができる．試験体は重量800kgで直径1．O　m，重量400　kgで直

径1．6mのものまで試験ができる．

　付属装置として試験体切離し時のつり上げ装置がある．　　　　　　　　　（小野田研究室）

　ロケット構造試験用テストスタンド

　M－3SII型級ロケット構造，機能部分の総合試験を主目的として，水平（長さ12m，幅6

m），垂直（高さ8m，幅5m）のL型定盤，油圧ジャッキ，2系統同時駆動の油圧負荷制御

装置，高速度ひずみ・たわみ計測装置（計測点数600点）等で構成され，軸力200ton，曲げ

モーメント200ton－mまでの試験が可能である．またこれらの操作およびデータ処理は小型電

子計算機S－3300を使用して行う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　ロケット切離し装置

　本装置はロケット各段の切離しにおいて上段側を吊上げるために使用するもので，構造機能

試験棟の天井走行クレーン（5ton）に設置されている．駆動源は油圧モータを使用し，最大吊

上げ能力は1．5ton．吊上げ速度は2m／sである．スピンを伴なう試験は大型スピンテーブル

と併用して行う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野田研究室）

　油圧サーボ型疲労試験機

　鷺宮製作所リサーチ1600型，コンピュータ制御油圧サーボ材料試験機でありCOD制御，

△K制御，KIC試験，　JIC試験等の自動測定が可能である．　　　　　　（堀内・栗林研究室）

　高周波加熱装置

　富士電波製，最大出力10kW，上記の油圧サーボ型疲労試験機に真空チャンバーと合せて

組み込むことにより，雰囲気，温度と荷重を制御した種々の材料試験の自動測定が可能となっ

ている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内・栗林研究室）

高温炉付ビッカース硬度計

明石製作所製，不活性ガス雰囲気中，室温から1200℃までの温度範囲において，材料の硬
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度測定が可能である． （栗林研究所）

　垂直落下型衝撃試験機

　薄肉構造体一般の衝撃・圧壊試験に用いられ，衝撃による破壊のモード，衝撃エネルギ吸収

のメガニズム等の研究に寄与できる．　（付属設備：データ処理装置，高速度カメラ）

　試験機の大きさ：幅950×奥行1，300×高さ12，300mm

　最大落下高：10，000mm

　最大衝突速度：14m／sec

　供試体最大寸法：幅400×奥行400×高さ500mm

　供試体最大重量：50kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三浦研究室）

相模原キャンパス特殊実験棟

　遠赤外レーザー発生装置

　遠赤外線波長域の分子ガスレーザー線を発生させる装置（アドキン社製），キャビティー長

3．5m，118μm線の発振出力は最大60mWである．ガスの選択によって，遠赤外のほとん

どの波長域をカバーすることができる．赤外線観測装置の波長の較正，感度の較正などに用い

られる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　赤外線観測器用極低温試験設備

　液体窒素あるいは液体ヘリウム温度において，宇宙赤外線観測器の動作試験をするための試

験槽，冷却容積は直径50cm，長さ50　cmあり，約2度Kまでの冷却が可能である．外部か

ら試験光を導入することも可能である．　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　大面積平行光発生装置

　赤外線観測器などの光学試験を行うための，大面積平行光を発生する装置．直径lmの金

属球面鏡により，焦点におかれた光源の光を平行光に変換する．平行度は20秒角程度．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　黒体炉，回析格子分光器および記録装置

　黒体炉よりの赤外線を回析格子分光器またはフィターを用いて単色光とし，宇宙観測赤外検

出器の検定および開発に使用する．波長範囲は可視光より30ミクロンまでである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　赤外検出器用計測器

YHP社製3582　A型スペクトラムアナライザー（1Hz～25　kHz），YEW　3655型アナライジ

ングレコーダー（4チャンネル，FFr，　GPIB付）がある．赤外線検出器以外の用途も可能であ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥田研究室）

　低エネルギー荷電粒子計測器較正装置

　ロケットおよび衛星搭載用の低エネルギー荷電粒子計測器の基礎開発実験および飛しょう前

の較正テストを行う．低エネルギー荷電粒子とは，0．1～30keVの電子およびイオンである．
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主な仕様は以ドの通りである．

（a）主チェンバー　900φ×IO50L（内部にジンバル台）

（bli－1排気系　15001／sターボ分∫一ホンプ

　　　　　　　チェンバー内の到達真空度：≦1×10一Torr

（c）ジンバル機構

　　c－D2軸ilJI転［i∫　X軸：±15つ

　　　　　　　　　　　Y軸：36げ

　　c－2）回転角読取精度　△X：0．1L

　　　　　　　　　　　　　△Y：0．1

（d）イオンソース　O・1～20keV（30　keVまでliJ’　）

　　　　　　　　　永久磁石による質1｝ll選別付1601／s差動排気系付

（e）電f銃0．1－15keV（30　keVまでti∫） （向井研究室〉

　弱磁場計測器構成装置

　飛翔体搭載用の磁力計及び低周波電磁界測定装置の試験を簡易に行なうための磁気遮蔽装置

である．半径0．3メートル，長さ約1メートルの空間の磁界を外部磁界に対して千分の・（60

デシベル）に落とす性能を持っている．　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴田研究室）

　多重折り返しマイケルソン型レーザー干渉計

高出力，単一モード，周波数安定化アルゴンレーザーを用いた大型のr渉計である．

　波長514．5nm
　出　力　lW

　光路長　10m（実効光路長lkm）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河島研究室）

磁場装置

プラズマ発生装置に使用するもので，最大磁場2万ガウスまで発生できる．　（河島研究室）

　相対論的大電流電子ビーム装置

　500keV，2kA，5nsecのパルス大電流電子ビームでプラズマを発生する。

　このほか付属測定装置として，可視分光器，イメージコンバーターカメラ，マイクロ波干渉

装置，パルス高周波発生装置，ルビーレーザー装置（300MW　20μsec）等が用意されている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河島研究室）

　自由電子レーザ装置

エネルギー0．5～L5　MeV，電流0．1－2kA，パルス巾数／1　secの相対論的ビームを発生させて，

ウィグラー磁場と相互作用させるマイクロ波～ミリ波領域の自由電子レーザ装置．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河島研究室，斎藤研究室）

　電磁飛翔体加速装置

　電磁力によりマクロ粒子を加速させる装置で，定常的にlgの質量の飛翔体を5km／sにま

で加速出来る．最たエネルギー300kJ（6mF，10kV）　　　　　　　　　　（河島研究室）
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　惑星環境風洞

　測定部は直径1．6mの円形，回流型，風路が密閉可能のため惑星大気の組成をもつガスを充

たし，その圧力を0．1気圧から1気圧まで変え得る．最高風速は0．1気圧の空気の場合170m／

sである．なお，密閉容積270m3の吹込み式風洞用の低圧槽としても使用される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大島・辛島研究室）

　3次元水路

　幅50cm，深さ50　cm，全長25　mの直線水路があって，測定部6mの区間は全アクリル製

で，3次元模型の周りの流れの可視化実験に使用する．流れは，循環ポンプによって50cml

sまでの一様流とすることも，静止状態にして電車によって模型を移動させることもできる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大島研究室）

　再突入試験装置

　直径1．6m，長さ2．4mの横置真空槽の中に，液体窒素シュラウド，ヘリウム・クライオパ

ネルを設置したもので，宇宙空間における稀薄気流の実験を行う．空力加熱を模擬するための

放射加熱装置を有する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大島研究室）

　成層流路

　幅10cm，深さ40　cm，長さ6mの水路であって，上部と下部の温度差35℃，流速22　cm／s

の流れを作ることが出来る．成層流中の波動伝播の実験に用いられる．　　　　（大島研究室）

　1．6mスペース・チェンバー

直径1．6m長さ2．4mの模置同筒型で，内部に液体窒素冷却のシュラウドを備え，またソー

ラー・シミュレーターで照射も出来る．衛星およびその部分の熱真空環境試験に用いられる．

またクライオパネルを附加して，モル・シンクとして作動させ，真空中に噴射されたロケッ

ト・プルームの相似試験を行う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大島研究室）

　フェベトロン706

　光学的観測用の瞬間光源，12ジュール，発光時間3n・sec，

長可変．

ターゲット可変による発光波

　　　　　　（安部研究室）

　自由飛行体発射装置

　自由ピストン駆動方式，発射管内径5～20mmφ，管長750～1500　mm，全長16m，測定胴

内径500mm，測定胴内圧常圧～10－5・Torr可変，飛行体最高到達速度3㎞／sec．衝撃波風洞

としても使用可能，淀み点温度1200°K，持続時間3msec．　　　　　　　　　（安部研究室）

レーザー推進実験設備

レーザー推進実験に用いられる．出力3JのTEA　CO、レーザー（Lumonics　103）からなる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安部研究室）

透過型電子顕微鏡

日本電子JEM－100　B型，最大加速電圧は120　kVである．透過型，走査型兼用の仕様となっ
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ており，分解能は2Aである．エネルギー分散型元素分析装置をも搭載している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内・栗林研究室）

　走査型電子顕微鏡

　日本電子JEM・－35　CF　II型，分解能は60　Aである．二次電子像・反射電子像の他に，電子

チャンネリンクパターンの撮影が可能である．またエネルギー分散型元素分析装置をも搭載し

ている．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内研究室）

　画像解析装置

　ピアス製，種々の材料の組織の画像解析を行うことを目的としており，CCDカメラによる

撮影の他に，上記の走査型電子顕微鏡から直接に像を取り込むことが可能となっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内・栗林研究室）

　溶解，鋳造設備

　大気溶解，大気鋳造の設備とボタン溶解用の非消耗電極型小型アーク溶解炉により，種々の

金属，合金の実験用素材の溶製を行なうことができる．　　　　　　　　（堀内・栗林研究室）

　油圧押出し機

　押出し加工により，丸棒素材から種々の断面形状の試験片素材を作成する．押出し力は300

tonであり，押出し速度は3mm　l　min～500　mm／minの間で調整可能である．また本体コンテ

ナを～300℃まで加熱することができる．　　　　　　　　　　　　　（堀内・栗林研究室）

　熱間，冷間圧延機

　スラブ圧延用の熱間二段圧延機，薄板圧延用の四段冷間圧延機であり，金属，合金試料の圧

延加工を行なうための装置である．　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内・栗林研究室）

　放電加工機

　放電アーク加工を行なう装置であり，単結晶の無ひずみ切断，スリットの加工を行なうこと

ができる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀内・栗林研究室）

　密閉式真空テストスタンド

　真空タンク容積3．5　m3，排気装置，22”口径拡散ポンプ，液体窒素冷却面積200　m2，液体

ヘリウム冷却面積8m2，テスト空間容積1mφ×lm，真空中におけるロケットの点火，火炎

のふるまい，温度変化などを研究するのが目的である．　　　　　　　　　　（長友研究室）
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相模原キャンパス風洞実験棟

　高速気流総合実験設備

　本設備は宇宙飛行体やロケット等が大気中を高速飛行する際に生じる空気力学的諸現象の研

究，空気力の測定や流れ場の観測などを行うシミュレー一・・一ション実験のための共同利用設備であ

り，大別して，空気源設備，遷音速風洞，超音速風洞及び計測装置で構成されている．これら

の諸設備は一部を除いていずれも風洞実験棟（鉄筋コンクリート2階建，延べ床面積約900

m2）内に収容されている．

空気源設備

　球形貯気槽

空気圧縮機

直径15m（体積1766m3）

常用最高圧力10．9　Kg／cm2

前段型式スクリュー型2段（755Kw＋445　Kw）

吐出圧力9．O　Kg／cm2

後段型式　スクリュー型1段（339Kw）

吐出圧力13．O　Kg／cm2

遷音速風洞

　型式

　マッハ数範囲

　測定部寸法

　最小始動圧力

　気流持続時間

　変角範囲

吹下し型

0．3～1．3（連続可変）

60cm×60　cm×100　cm

l．2Kg／cm2（M＝0．95）～1．4　Kg／cm2（M＝1．27）

30秒以上

1α1，1β1≦15°

超音速風洞

　型式

　マッハ数範囲

　測定部寸法

　最小始動圧力

エジェクタ圧力

気流持続時間

変角範囲

吹下し型

1．5～4．0（可変間隔0．1）

60cm×60　cm×80　cm

l．6Kg／cm2（M＝1．5）～5．1　Kg／cm2（Mニ4．0）

6．O　Kg／cm2（M≧3．5で使用）

30秒以上

1・1，1β1≦15°

計測装置

　主計算機

副計算機

主要計測機器

日本無線　アポロ　DN590T

主記憶16MB，固定ディスク2190　MB

日本無線　JAC　150／85　E

主記憶8MB，固定ディスク130　MB

6分力内装天秤（5），圧力変換器（36）

内装多点圧力測定器（128），側壁天秤（1）

赤外線温度計（1），ビデオ（高速，低速各1）

シュリーレン装置（2），レーザ干渉計（1）

非接触型変位計（1），天秤較正装置（1） （風洞委員会）
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大型計算機（官制センター棟1F・2F＞

’i

f所には，大型計算機i　FACOM　VP－200，　M780／20，　M380R×2の4台が稼動中である．　i三メモ

リーは，VP－200が250MB，　M780／20が128MB，　M380Rが32MB×2あり，外部メモリーは磁気

デでスクが130GBでその他半導体ディスク〈SSD），カートリッジ・ライブラリ・システム

（CLS），カートリッジ・デープ・ライブラリ〔CTL），光ディスク・ライブラリ・システム

（OSL）が装備されている．

　入出力装置は，オーブン室が2ケ所，サブステーションが各建物に4ケ所設置され，そこには

磁気テープ装置，日本語ラインプリンター装置，グラフでックディスプレイ装置，AWS

（Gl50），画像処理装置がある．

　構内各研究室とは光データハイウェイ（410Mbps高速光LAN）によってホスト計算機iと結合

され，個々のAWS等の端末は，10MpsのDSLINK（イーサネットタイプLAN）に接続されて，

端末機能の他に，各研究室間のメールサービスも行なわれている．

　現在構内でホスト計算機に接続されている端末の総数は330台あり，外部から計算機をアク

セスするポートは公衆回線300bps，1200bps，2400bpsの合計で16回線ある．

　Nlネット・学情ネットにも加入し，全国の大学共同利用センターに接続されている．　（大型

計算機室）
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　6．附属研究施設

a．鹿児島宇宙空間観測所（Kagoshima　Space　Center）

　観測ロケットおよび衛星打上げとその追跡データ取得のため実験場で，昭和37年2月に開設

された．

　観測所は鹿児島の東南岸，内之浦町の太平洋に面した長坪地区にあり，丘稜地を切り開いて

造成された数個の台地で構成されている．S型及びK型ロケット打上げのためのK・Sセンタ

と，ラムダ型及びミュー型打上げのためのミューセンタの二つの発射場をもち，また発射官制

のためのコントロールセンタ，観測データ受信記録のためのテレメータセンター，ロケットを

追跡し飛しょう経路を測定するレーダセンタ，搭載機器の組立調整を行う各種センタのほか，

衛星の整備調整のためのクリーンルームを備えた衛星整備センタ，衛星の追跡データ取得のた

めの衛星追跡センタ，衛星テレメータセンタ，衛星光学追跡センタなど，各種の施設，設備が

おかれている．平成元年度末で，敷地総面積約72ha，建物数68，棟建屋総面積13，920m2，発

射したロケットの総機数327（内外国製ロケット15機）となっている．

　ラムダロケット用ランチャ

　ラムダロケットのつり下げ発射用でブーム長さ21m，重量125　ton，発射点固定式で旋回，ブ

ーム傭仰などの諸操作は油圧式である．又所要発射角で自動停止するようになっている．

　カッパロケット用ランチャ

　カッパ9Mと10型用ランチャで，ディゼルエンジンを動力源とした自走式である．ブーム長

さ12m，全重量約20　ton，傭仰角0～90°，旋回角±15°の範囲まで可能である．

　S－520型ランチャ

　S－520型ロケットの打上げ用で，ディゼルエンジンを動力源とした自走式のランチャであ

る．ブーム長さ9．8m，全重量約22　ton，傭仰角0～85°，旋回角±15°である．操作は全て油

圧，電動機により行われる．

　中型ランチャ

　直径110mm以上300　mmまでの中型トケット発射用で，ブームの長さ9m，油圧駆動方式

である．

　KS用発射官制装置

　発射管制中央司令卓，タイマ・点火系管制盤，搭載機器管制盤などよりなり作業班間の連係

を保ちつつロケットの発射を安全確実に行なうための司令，応答，操作系統を構成する．ロ

ケットセンタにはこれらコントロールセンタ内の装置と連係して発射地上系の管制装置が備え

られている．

　標準時刻発生装置

JIY標準電波およびロランC電波により較正できる±1×10“ii／月のルビジューム発振器を用

いている．これから作られた標準時刻信号は変調分配及び伝送装置により所要の機器に供給さ

れる．
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　飛行安全監視計算機システム

　ロケット飛しょう中の状況を監視し，必要な措置を迅速に行うために開発されたシステムで

ある．テレメータ，レーダテレメータ，光学データを取得処理しその飛しょう状況を最も的確

に判断できるような型式で2台のグラフィックディスプレイに表示する．更にバックアップ系

としてRS－INS装置を開発した．

　自動追尾レーダ装置（4mφレーダ装置）

　直径4mのパラボラ・アンテナによりロッケトをランチャー上より自動的に追尾し，飛しょう

経路・高度を受信記録する．周波数は1．6GHz帯，送信出力は500kWである．

　ロケット追尾用Lバンドレーダ装置（3．6mφレーダ装置）

　本装置は，3．6mφパラボラアンテナ5ホーンフロントフィード3チャンネルモノパルス方式の

自動追尾レーダである．使用周波数，送信方式は前項，自動追尾レーダ装置とほぼ同じであ

る．測角精度0．05°㎜s，測距精度10m㎜sである．

　本レーダのデータ処理系にはPFU－1500が接続され，　GD表示，その他リアルタイムで処理

されている．

　ミューロケット司令制御用精密レーダ装置

　ミュー型ロケットの飛しょう経路の精密標定と誘導制御等に用いる司令信号が送信できる．

周波数5．6GHz帯，送信出力1MW，主アンテナの直径4mφ，初期捕捉用として直径80cmφ

アンテナ系を有する捕捉レーダと，光学追跡装置より構成されている．又データ処理用ミニコ

ンMS50をへて，大型計算機と接続されてリアルタイムによるオンラインの軌道計算を行なっ

ている．

　ACOSシステム830電子計算機

　精密レーダ，4mφレーダ，3．6mφレーダ等のレーダデータ処理および，テレメータデータ

処理用としての大型電子計算機であり，追跡サブシステム，保安サブシステム，誘導サブシス

テム，飛しょう表示サブシステムの4サブシステムからなる．又ロケット実験時におけるオン

ライン処理以外に，バッチ処理計算センターとしてもサービスを行える．

　テレメータ受信用高利得空中線装置

　この空中線装置，ロケットよりのテレメータ電波（300MHz帯）を受けて，これを受信装置

に供給するものである．その構成は導波器に円板を用いた6素子のアレイよりなり，利得22dB

を有し，到来波の偏波方向により，偏波面を切りかえて用いられるとともに，逆の偏波面出力

を有し，ダイバーシティ受信を可能にしている．

　テレメータ受信空中線

　本装置はテレメータ用受信空中線（300MHz帯）で，アンテナ素子・分波器・アンテナ架

台，およびアンテナ制御装置より構成されている．利得は15dB以上を有し，テレメータセンタ

屋上に2台設置されている．
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　テレメータ受信記録装置

　300MHz帯FM－PM方式2系統ならびにFMIPCM－PM方式の計3系統が設置されている．高利得

空中線装置によりロケットからの電波信号を受信記録する．

　高速度データ受信記録装置

　ロケットからの大量のデータを受信・復調記録するもので，方式PCM－PSK，ビット周波数

102・4kb／s・8ビット／語のデータ62と，16ビットの周期語でフレームを形成する．1／4のサブコ

ミュデーション，2，4，8倍のスーパーコミュテーションが可能で，最大72チャネルまでの伝

送，記録ができる．

　テレメータデータ処理装置

　テレメータデータ処理の目的で，ミニコンピュータPFU－1500システムが用いられている．各

テレメータ受信記録装置からのデータ取込み（FMデータ15CH，ハイブリッドテレメータPCM

部，PCMデータ）が可能である．さらに姿勢制御関係のデータ表示，テレメータ受信入力レベ

ル表示のQL等の機能を有している．

　コマンド送信装置

　450MHzlkWの出力で，大型多段ロケットにおける点火指令ならびに異状飛しょうの際の保

安を目的とした点火の停止，あるいは推力停止などに用いる．

　ドップラ追跡受信装置

　136MHz用および400MHz用の2系統があり，衛星の運動に伴うドップラ周波数の精密測定

を最高2秒に1回まで行う．これは衛星軌道標定のデータとして用いられる．

　S／400MHz帯ダイバシティ受信装置

　本装置は衛星からのS帯（2270～2290MHz）あるいは400MHz帯の水平一垂直（直線偏波

時）又は，右旋一左旋（円偏波時）を組とする受信波を中間周波数段階において最適比合成

し，主搬送変調信号を検波し，ベースバンド復調用信号として送出する機能を有するものであ

る．

　科学衛星データ受信・復調装置

　科学衛星の送信するテレメータ信号を受信，復調および記録するための装置である．

400MHz帯，およびS帯の2系統の受信装置は，いずれもダイバシティ方式になっており，それ

ぞれリアルタイム，およびストアドデータのテレメータ信号の受信復調，記録を行いうる．

　科学衛星コマンド送信装置

　コマンド符号発生装置と送信装置よりなり，15ビットの循環PN符号によるコマンド符号を発

信する．送信周波数は148MHz，および2108MHzで出力1kW（最大）である．

　10mφパラボラ空中線装置

　主として地球周回衛星の追跡に使用している．本装置は400MHz帯およびS帯ビーコン電波の

偏波追尾並びにS帯コマンド送信が可能である．
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20mφパラボラ空中線装置

　｛三として地球周回衛星の追跡fl」として使用している．衛星からのS・X帯の信号の追尾，　S帯

コマンド送信が可能である．

　科学衛星追跡用S／X帯送受信設備

　地球周回軌道に打ち上げられる科学衛星を追跡受信するための装igiである．　S帯及びX帯の2

系統の受信装置這いずれも偏波ダイバシティ受信方式になっており，それぞれのテレメータ信

号をコンボーショナル符号による低スレッショールド型のPCM復調の機能を有するものであ

る．コマンド信レ」・の送出は，S帯で出力10kw（最ノく）である．また，アップリンクにS帯，ダ

ウンリンクにS帯およびX帯周波数を用いての距離及び距離変化率計測を行なう機能を有し，

PNコード方式により最た50万kmまでの距離計測を行ないうる．

　高速PCMテレメータ装置
　主にミュー型などの大型ロケットから送られる振動特性などのような広帯域の信号を受信す

るために用いられるもので，S帯のPCM－PSKノ∫式によるビット周波：「〈614　bpsの高レートが可能

で，サンプルレート5．12Ksps　qOビット／語，16倍スーハー）でllチャネルの伝送，記録がで

きる．

　プログラムタイマ

　本装置はプログラムタイマ関係のコマンドをマニュアル／オートの2種類のモードでコマン

ド系装概に送出，テレメータ系装置からプログラムタイマーのアンサーバックデータを受け，

プログラムタイマの動作モード，CHECKモード時のディレイコマンドデータの照合，判定し

た結果，READモード時のデでレイコマンド実行状態をCRTデfスプレイ，　TTYに表示記録す

る．

　科学衛星管制装置

　この装置は，衛星からのテレメトリデータより衛星の運用管制に必要なデータを抽出・表示

する機能，衛星に対する指令信号を編集・送出する機能，衛星に対する指令が衛星ヒで正しく

実行されたかを確認する機能を有している．これにより衛星運用の効率・省力化に役、Zつこと

が確認されている．

　科学衛星光学追跡装置

　科学衛星の軌道精密測定を目的とするもので，1三体は目径50Cm，焦点距離75　cmのシュミッ

ト望遠鏡である．架台は4軸方式で，固定法及び追尾法の2方法出撮影を行う．カメラは70mm

×150ftのフィルムを用い，画角は4．2　Xl4一である．ハーソナルコンピュータにより衛星軌

道に合せて軸の運動を制御するようになっている．

　姿勢制御系調整試験装置

　ディジタル型スビンフリー解析プラットフォーム｛SFAP｝姿勢基準装置及び搭載計算機の

ハードウェア，ソフトウェアを，ロケット組込み前の単体試験，他搭載機器との問のかみ合せ

試験に使用し，最終的に機能確認を行う装置である，　一部は，誘導制御管制装置のモジュール

」；備機として使用可能としてある．

This document is provided by JAXA.



170 II．研究活動

　誘導制管制装置

　ディジタル型スピンフリー解析プラットフォーム（SFAP）姿勢基準部と，搭載計算機の発

射管制に使用される．搭載部とはアンビリカル回線により結ばれており，姿勢センサ部と機上

ソフトウェアの起動，停止，設定，機能確認が効率よく行えるように構成されている．主装置

は主記憶256kBのミニコンピュータであり，この他，各種操作をブロック化した操作卓，記録

装置などから成る．操作者は，複雑多岐にわたる管制項目を，CRT上で集中監視することがで

き，大巾に負担が軽減されるとともに，全系がミニコンピュータのソフトウェアにより管理さ

れるため，システムの改修にも容易に対応することができるようになっている．

　SJエンジン整備装置

　Mロケット第2段には，M－3S－2号機以降ヒドラジンを燃料とするサイドジェット（SJ）装置

が搭載され，第2段の推力飛行中はロール制御を，その燃料終了の慣性飛行中は3軸制御を行

う．このヒドラジンエンジンのロケット発射前の調整点検整備を行うことを目的とする装置で

ある．

　TVC装置整備装置

　Mロケットの第1段，第2段には推力飛行中ピッチ・ヨー方向の姿勢を制御し飛行軌道を制御

するための2次流体噴射推力方向制御（TVC）装置が搭載されている．これらの装置のロケッ

ト発射前の調整点検整備を行うことを目的とする装置である．

　ヒドラジン供給装置

整備搭内ランチャ上のロケットのSJ装置に燃料のヒドラジンを供給する装置で，　M管制室よ

り遠隔操作される．

　SJ・TVC注気注液装置

　整備搭内ランチャ上のロケットのSJ，　TVC装置に，高圧窒素ガス発生装置から供給される高

圧窒素を分配供給することを目的とする装置で，M管制室より遠隔操作される．あわせて，専

用の供給台車から供給されるTVC用2次流体（フレオン）および作動油を機体に圧送する機能

を持つ．

　高圧窒素ガス発生装置

　ミューおよびラムダロケットの姿勢制御装置に必要な窒素ガスを製造，供給するための設備

で，液化窒素貯槽（内容積29001），高圧液化窒素ポンプ（吐出量120Nm3／H），蒸発器，気畜

器（内容積9001，使用圧力250kg／cm2），操作盤からなる．

　保安監視用テレメータ表示装置

　ロケットの加速度屋スピンなど，飛しょう状況が正常か否か判断しうるテレメータデータを

えがき出し，異常の際のコマンドのための資料を与える．

　風向風速塔

　KSおよびミュー台地に設置され，高さはそれぞれ50m，80mの塔で地表付近の風向風速の高

度分布を測定する．
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　風向，風速測定装置

　ゴム気球に吊るしたラジオゾンテを高度約30kmまで自動受信し，ヒ層の風向，風速・気温・

気圧を計算し，i三にロケット発射角の補iEに役、71てる．

発射角修正量計算装置

風向風速塔および風向風速レーダで観測した風のデータよりロケット発射角におよぼす影響

を算出，発射角の修IE量を決める．

気象衛星画像受信装置

気象衛星ひまわりの画像を受信し打ヒ準備f、三業中の局地気象」律艮に役立てる．

　雷検知予報装置

　ロケット発射作業時の安全性確保の・環として設置されたもので，’ト径50km程度の雷発生点

を求める．宮原及び気象台地に設置された雷電波の到来方位測定機による方位情報をリアルタ

イムで処理し，雷発生地点を求めている．雷雲の位置，移動方向等予測するために使用されて

いる．

　電波視準装置

　20mφアンテナ，10mφアンテナ，精密レーダ，3．6mφおよび4mφレーダの視準その他の調

整のため，視準塔が設けられ，所要の信号発生器およびアンテナが設置されている．

　追跡データ伝送装置

　宇宙開発事業団軌道計算センタと鹿児島宇宙空間観測所とを結び，衛星軌道データをセンタ

から受信，または追跡データをセンタに伝送する．

マリン・レーダ装置

保安の目的で実験場隠岐海面の船舶保安の目的で実験場沖海面の船舶を捜索表示する．

無線連絡設備

SSB　50　Watt固定局，　SSB　lOWatt移動局，海岸局．

ファクシミル装置

天気図の無線模写伝送を受信記録する．

　レーダ雨量計データ受信装置

　打ちヒげ作業時の局地気象状況の把握のために設置されたものである・建設省が全国に配備

中のレーダ雨量計のデータ受信端末装置である．雨域の移動状況を実時間で得ることが出来

る．

ITV装置
作業状況，ロケット発射状況を見る．k，　L用として3台，　M用に7台用いている・
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　発射司令専用電話装置

　K・S系として系統30回線，M系として6系統90回線を有し，移動としてトランシーバ

ーがある．

　外部電源，充電電源装置（K・S，M）

　外部電源は搭載機器に発射前チェック用に供給するものである．　（K・Sは3分前，Mは4

分前まで）

　充電電源はロケットがランチャ装置された常態で内部に搭載された集中電源を安全に充電す

る装置である．

　光学観測装置

　6箇所の観測室に各種の観測装置及び高速度カメラが配置されている．おもなものを列挙す

ると，

◎サーボ駆動追跡装置（1式）：動作速度30°／秒，精度20”で35㎜高速度計測カメラ

（10～200f／秒）および各種ITVカメラに超望遠レンズを付け，手動，プログラム駆動が可

能．

　◎手動追跡装置（2式）：精度60”で35mm高速度計測カメラ，目盛記録用16mmカメラ

を連動させ手動追跡する装置．付加設備にビデオ機器を含む飛しょう保安用データ出力装置を

1式持つ．

　16mm各種高速度カメラには以下がある．

　・プリズム式高速度カメラ

　　16HS型（500～5，000コマ／秒）

　　STALEX　WS・2型およびWS・3型（250～3，000コマ／秒）

　・かき下し式高速度カメラ

　　Photosomics　l　PL型（10～500コマ／秒）

　　Locam　M・51型（10～500コマ／秒）

その他，超広角レンズをもつビデオにより打上げ上空の全天を固定記録るすことにより，飛

しょう方向の確認に用いる「全天カメラ」を検討使用中である．

　ペリスコープ

　ミュー管制室およびチックアクト室の天井に設置，発射時の監視を行う．観測範囲Omより

無限大，旋回360°，附仰10°－75°10°，倍率1．5倍，10倍，視界1．5倍にて40°，10倍にて

5．5°ひとみ径5mm．

　門型クレーン

　Mセンタには，ミュー型ロケットの組立，運搬用として，40TOMクレーンと，全天候型の

30TOMクレーンの2種類がある．主に40TOMクレーンは，　M組立室内でロケットの組立に使用

する・30TOMクレーンは，頭胴部等の組立と整備塔までロケットの運搬作業に使用している．

　主な仕様は　30T°Mクレーン：揚程12m，走行速度1～25mm／min，巻上機15T°M×2台

　　　　　　　40T°Mクレーン：揚程7m，走行速度1～7．5mm／min，巻上機10T°M×4台
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　60cn反射望遠鏡

　｝・1としてX線星など特異な星の光学的観測を光電観測および冷却CCDカメラによって行うこ

とを目的とするLl径60cm反射望遠鏡を迅速かつ正確に目的の天体に指向し，日周運動に従って

追尾するためのものである．

宇宙科学資料センタ

　ロケット，人口衛星，宇宙観測器，実験場設備などの実物，模型あるいは写真を展示し，広

く・般民間の方々に宇宙探究の理解を深めてもらう目的で建設されたものである．

　KSロケット用天蓋開閉式発射保護装置

　本装隅は鉄筋コンクリート造りで，駆体両脇の作業準備室とからなり，高さ16．6m，長さ

17m，1隔17mで，小型および中型観測ロケットの打Eげを目的としたものである．なお本装置

内での発射II∫能な角は｛府仰70c－一　85『，旋回130’　一一　160“一’である．

　ミュー型ロケット発射装置

　本装置は旧発射装置の老朽化，機体の大型化に伴い昭和56年4月に着工し，昭和57年8月完成

した．また，59年度にはM－3SII型用に一部改修された．

　設備塔は，固定式で，高さ43m，幅14．5m，奥行13m，総重量約800tonの鉄骨枠組トラッス

構造方式で，風速70m／sに耐えるように設計されている．2階から10階にロケットの組立お

よび点検調整作業に必要な固定床および可動床が設けられ，またロケット搬入のため吊込み

扉，ランチャの出入扉，さらにll階にはO　ton天井走行クレーンが設置されている．

　ランチャは吊ドげ傾斜発射ガイドレール方式でブーム，台車，火焔偏板等で構成されてい

る．整備塔内にはランチャブーム系を格納できる構造になっている。発射角度範囲は傭仰角

90°－65° C旋回角N＋85°～N＋180°である．

　M用発射管制装置

　ミューセンタの地ド室内に設置され，中央司令卓，タイマ点火系，ランチャ，搭載機器，制

御系，衛星系の各管制盤と電源盤よりなる．

台車類

1．　M－23整備台車

長さllm，幅2．5m，油圧モータ走行．

Mの第2段モーター整備，運搬用

2．　SB台車（2台）

長さ9．4m，幅2m，ディーゼル自走車，自重4．5t．

SBモーターの整備，運搬用．

3．尾翼・尾翼塔整備台車

全長5．1m，幅2．4m，電気駆動（200V），自重4．8t．

尾翼・尾翼筒整備．
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　亘1能代ロケット実験場（N。shiro　Testing　Center）

　ロケットの地上燃焼試験場として昭和37年度より開設されたもので，秋田県能代市浜浅内の

広漠たる海岸に面し，ミュー型エンジンまでの地h燃焼試験に必要な諸施設設備（テストスタ

ンド，準備室，第1，第2計測室，高真空燃焼試験装置，中央データ処理装置，器材庫）および

推力10トン級液水エンジンのシステム試験までを実施できる諸設備（水素液化機，貯槽，たて

型燃焼テストスタンド，ターボポンプ試験設備，極低温実験棟等）を備えている．

　固定スタンドは真空槽自体が移動式で，大気圧燃焼実験，低圧燃焼実験，高真空燃焼実験に

使い分けられるように設計されている．また液水エンジン用のスタンドも必要に応じて試験装

置を交換できるように設計されており，燃焼器単体試験エンジンシステム試験，ステージシ

ステム試験といった一連の地上燃焼試験を大気圧下で実施することができる．

　昭和58年5月の日本海中部地震の際発生した津波によって、砂防堤より海側の施設設備は約

1．3mの高さまで冠水し、大きな被害を受けた．このためM－11テストスタンドのセグメント整

備棟は撤去したが，その他はすべて現在復旧している．

　完成時には液体酸素一エタノールを組合わせたガス発生器より生成する比較的低温の燃焼ガ

スをエジェクタに利用し，高真空燃焼試験を行い得るよう計画されている．現在までに段階と

して450m3の内容積を持つ可動式真空槽，水槽，クレーン，スタンド上屋，機械室等が設置

されている．真空槽を背後に後退させた形出の大気圧上燃焼実験拡散筒を付加して簡易排気

系統を組んで行う低圧燃焼実験，固体モータの排気をエジェクターとして供試モータ燃焼終了

時まで有効な真空圧を保持する低圧燃焼実験等が実施される．

　液水／液酸エンジン燃焼テストスタンド

　推力7～10トン級液水／液酸ロケットエンジンの燃焼試験を行う設備である。試験設備はタ

ンクアダプター，推力アダプター．各種ガスの供給・排気系及び計測制御系から成っている．

ステージシステム試験を行う時にはタンクアダプター及び推力アダプターを取り外し，代わり

にシステム試験用アダプターに置換して試験を実施する．各アダプター及びエンジンは，器材

庫で整備された後レールに上を移動してたて型スタンドに運ばれ，スタンド備え付けの起立ブ

ームによって垂直に起立される．エンジンはその下部に取付けられて試験するよう計画されて

いる．運転操作は第2計測室に設置された制御盤と監視盤によりすべて遠隔で行われる．なお

計測用のプリアンプ室がスタンド横に設置されている。

　液水／液酸ターボポンプ試験設備

　能代ロケット実験場に設置されている液水／液酸ターボポンプ試験設備にエアーターボラム

ジェット（TR）エンジンを試験するための機能を追加した．追加された主な設備はATRエンジ

ンテストスタンドと高圧液体水素供給設備および制御装置である。これによって大気圧下で静

止常態のATRの試験が行える．

　研究設備

　液水／液酸ターボポンプ試験設備（機能追加）

　能代ロケット実験場に設置されている液水／液酸ターボポンプ試験設備にエアーターボラム

ジェット（ATR）エンジンを試験するための機能を追加した．追加された主な設備はATRエン

ジンテストスタンドと高圧液体水素供給設備および制御装置である．これによって大気圧下で

静止常態のATRの試験が行える．これによって平成元年度から2年度にわたるATR関連の試

験設備の建設を完了した．
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　極低温推進剤実験棟

　液水／液酸ロケット用各種コンポーネントの試験を行うために設けられたもので、中央の管

制室をはさみ、ターボホンプ試験室，た型タンク試験室，準備室が隣接している．ターボポ

ンプ試験，液水／液酸タンク断熱試験及び熱交換器や弁あるいは流量計測器といった小型コン

ポーネントの試験を同棟内で実施することができる．

　10m3液水貯槽

　液水エンジンの開始試験の進展に伴・・て．よリノく量の液化水素を各試験設備に供給する必要

が生じたため，容ll；：10miのlf交化水素貯槽を昭和i54年度に新設した．本貯槽は水素液化装置都の

運動運転により液化水素を貯液できるほか，タンクローリーから市販の液化水素を受け入れる

ことができる．各試験設備への送液は第2計測室に設置された操作盤から遠隔で行うことがで

きる．

　液化水素供給設備

　液水／液酸ロケットエンジンの開発試験に液化水素を供給するために設置されたのもで，昭

和52年3月に完成した．本設備は水素液化装置〔液化速度301iter／hr，95％以ヒバラ水素）

と1m3液化水素貯槽から構成されており、たて型燃焼テストスタンドとターボポンプ試験設備

に液化水素を供給することができる．

　ターボポンプ試験設備

　推力7　一一IOトン級液水／液酸ロケットエンジン用のターボボンプを試験する設備である．こ

の試験設備は1夜水ターボホンプと液酸ターボボンプを同時に試験できる機能を備えている．1三

な機能を↓フ、ドに示す．

　（Dポンプ液体である流体水素および液体酸素の供給・排液，（2）タービン駆動ガスの供給，

（3）ボンプ及び配管系のパージ，（4）ポンブシールガスの供給．

　ガスジェネレータサイクル用ターボポンプの開発を終えた後昭和61年度に改造され，現在は

エキスパンダーサイクル用ターボポンプの開発試験に供されている．

　ヘリウム回収・昇圧設備

　使用済みの低圧カードル（あるいはボンベ／からヘリウムガスを回収し，別の使用済みカー

ドル（ボンベ）に補充填するための設備である．昇圧装iE？：はエアー駆動の2段式圧縮機より構

成されており，第1段目にて90kgf／cm2Gまで圧縮し，更に2段目の圧縮機にて150kg／fcm2Gまで

昇圧する．本設備は180Nm3／day↓ソ、ヒの回収・充填能力を有している．

　中央データ処理装置

　燃焼実験の際の計測データの較il－1，集録，リアルタイム表示，後処理を一括して行う装置で

第畠計測室に設置されている．フリアンプ出力（最大128h｝をエンコーダによりデジタル化

し、光ファイバケーブルにより処理装置に集録する．この他16chのアナログ入力も集録口∫能で

ある．ハードウェア構成は、FACOMU－1500を中心に40MBデ（スク装置台，磁気テープ装置1

台，キャラクタデでスプレイ装置1台，グラフ右ソクデfスプレイ装置2台，ハードコヒー装置

1台，入力用タイフライタ，出力用ラインブリンタ各1台の他データ入力用インターフェイス装

器，較正及び遠隔操作用コントロール装置等からなる．
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　無線指令電話

　昭和63年度（平成元年3月）に設置された無線指令電話は，これまでの有線指令電話が線の

届く範囲の交信に比べ試験場内全域に亘って交信ができ，しかも場内いたる所を移動中でも交

信ができるため，実験班全員の試験準備作業が合理的にしかも迅速に行うことができる．この

装置を設置した主な目的は，これまで使用していた有線指令電話は線が邪魔になり，あらゆる

場所への移動しがらの作業ができないなどの理由からである．この装置の概略仕様として、主

装置一台に連絡用子機8個装備し，この主装置四台（4系統）から成り立っている．従って．連

絡用子機は全部で32個装備されている。又，交信（通信）は，各系統だけの単独通話，あるい

は他の系統との並列交信，又全系統（4系統）一斉通話ができる．使用周波数は，150MHzだ

る．又将来は，保安指令電話にも使用することを考えている．

C．三陸大気球観測所（Sanriku・Ball・・n　Center）

　科学観測用気球の飛揚実験場である．岩手県の太平洋岸，三陸町にあり，昭和45年11月に起

工，昭和46年7月に開所した．リアス式の海岸を見おろす山間地，標高230mの地点に，長さ

150m，幅30mの飛揚台地が作られ，その一端に延床面積331m2のコントロールセンタがある．

また，コントロールセンターの南西約700m，標高442mの台地に面積121m2のテレメータセン

ターが置かれている。コントロールセンターでは放球司令，気球組立，観測器の組立調整など

が行われ，テレメータセンターではテレメータ受信，コマンド送信などが行われる．昭和57年

度には放球司令棟の一部増築が行われた．昭和61年度には，三陸受信点より4．5kmの位置にあ

る大窪山に直径3．6mのパラボラアンテナをもつ受信点が建設され，昭和62年度以降同受信点

をとおして，気球の追尾，コマンド送信などが行われている．

　遠距離長時間観測用追尾受信装置

　三陸受信点より4．5kmの位置にある大窪山（標高827　m）に設置された．三陸受信点との間

はマイクロ回線を用いてつながっている．気球から送信される1680MHz帯の電波を受信し，

テレメータの復調を行う．また，コマンド送信装置を併用し測距を行い，気球の航跡の計算，

表示などを自動的に行う．装置は，直径3．6mのパラボラを持つ自動追尾装置，ディジタル測

距装置，コマンド送信装置，副搬送波復調装置，PCM復調装置，磁気記録装置，非常用電源

装置などからなる．ディジタル測距装置は500Hzおよび5kHzのCW波の往復により，300kmま

での距離を300mの精度で測定する．コマンド送信装置は72．3MHz，出力25W，司令項目数は

15ch，2系統で観測器切り離し，バラスト投下，その他気球搭載機器類のコントロールなどの

指令を行う．磁気記録装置としてはアナログおよびディジタル両信号を記録できる2系統の装

置を有している．非常用電源装置は気球観測中の停電に備えるもので，容量20kVAの水冷

ディーゼル発電機であり，連続4時間運転可能である．

　大気球チェックアウト装置

　気球飛場にあたって地上気象の監視，搭載機器類の総合的チェックアウト等を行う．また準

備作業の確認，浮力の測定等を計算機で自動監視を行い，合わせて放球のための指令を行う．

時刻管制装置

安定度2×10－8／日の標準時刻発生器を備え，信号分配装置により場内の時計を駆動すると
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ともに，1MHz，10kHz，　lkHz，10scc，　lsec，1minなどの標準信号を供給する．

　大容量ヘリウムガスコンテナ

　気球注入用ヘリウムを150気圧で貯蔵するコンテナで3基ある．常111換算で各々730m3貯

蔵できる．

　大気球追跡受信装置

　気球から送信される1680MHz帯の電波による気球の追跡を行い，あわせてテレメータの堂

信も行う．また，コマンド送信装置を併用して測距を行い，データ処理装置により，航跡の計

算，表示等を自動的に行う．装置は，直径2mφのパラボラアンテナを持つ自動追尾受信装置，

ディジタル測距装置，ミニコンヒュータTACC－1200M，　X－YプロッタWX745，ディスク，デー

タ処理入出力装置などからなる．

　B200型ランチャ

　B200型クラスの気球の飛揚に用いるランチャである．原理はロール圧着方式で，最大浮力

は750kgである．浮力はダブルレバーを介してロードセルにより測定する・

　ランチャ回転テーブル

　気球放球時にランチャの向きを地E風の風向に合わせる回転台である．直径12mφ，回転速

度0．3r．p．m．で，回転盤は15トンの荷重に耐えるようになっている．

　大気球移動観測車

　受信，追跡可能範囲を拡大するために制作された．直径2．Omφのパラボラを持つ自動追尾

受信装置，コマンド送信装置，測距装置，航跡計算用計算機およびX－Yプロッタ，データ記録

装置，自家発電装置等を積載している．車輌総重量はlltである．

　放球ローラー車

　「血上げ方式」によって気球放球を行うにあたって，気球をローラーで押さえ，移動しつつ

ガス注入を行う必要がある．本設備はこの機i能をもつ車で，ローラーの直径50cm，幅1m，耐

浮力1トンである．総重量は約7トンである．

　気象衛星画像処理装置（ESDAS）

　気象衛星からの天気図を受信し，テープレコーダーに記録再生を行う．大気球実験を行う際

の気象判定の資料として使用する．

　立上げ方球車

　「、乞ヒげ放球車方式」において観測器を保持，放球するための車で，総重量約6．5トン，約

1トンの観測器を65mの高さに保持できる．

　可搬型大気球受信装置

　気球用のテレメータ受信装置である．可搬型とするために，装置の各部分が30kg以下とな

るように製作している．装置は，直径2．Omφの網目型パラボラを持つ自動追尾受信装置，測
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距装置，コマンド送信装置からなる．

　局地使用型立て上げランチャー車

気球放球用のランチャーで，浮力1000kgまでの気球を立て上げたまま移動できる，浮力測

定も可能である．

　局地使用型立て上げローラ車

　ガスの注入を行いながら気球を立て上げる機能を持つ車で，ローラーの直径60cm，幅1．lm，

耐浮力1000kgである．4輪駆動，4輪制動である．

　恒圧恒温器

　本恒圧恒温器は，気球観測における環境と同じ低温低圧となる成層圏の環境を地上にて作り

出す装置である．本装置を用いて，気球に搭載する観測器及び基本搭載機器を地上で，気球環

境下試験を行うことができる．温度試験範囲は一70°～100℃，圧力範囲は760mmHg～l

mmHgである．

d．臼田宇宙空間観測所（Usuda　Deep　Space　Center）

　臼田宇宙空間観測所は，　『深宇宙探査の窓」として，昭和59年10月に開所した．この施設

は，超遠距離にある探査機に指令を送ったり，探査機の微弱な信号を受けるため，都市雑音の

少ない長野県臼田町に建設されている。

　宇宙工学と宇宙理学の一致協力のもと，NASA（米国航空宇宙局）のボイジャー2探査機等の

追跡をはじめ，ハレー彗星探査機「さきがけ」　「すいせい」の追跡運用も威力を発揮してい

る．また，「ひてん」への指令も，ここから行っている．

　直径64mφ大型パラボラアンテナ

　鏡面修正カセグレン方式で，Az－EL駆動．右旋円偏波と左旋円偏波切換え可能で，　M－70モ

デル50でアンテナ予報値を内挿計算するプログラム追尾及びモノパルス自動追尾機構を持

つ．最大駆動角速度は，0．5deg／secである．

　S帯の送受信利得約62dB，アンテナ雑音温度40K（天頂指向時，　LNA入力端）であり，　X

帯の受信利得約71・dB，アンテナ雑音温度27K（天頂指向時，　HEMT入力端）である．尚，こ

の数値は，周波数選択鏡面を用いたSIX共用系のものである．

　S帯受信設備

　受信周波数2．28～2．30GHz（深宇宙用バンド）と2．20～2．30　GHz（近地球用バンド）で，選

択可能である．深宇宙用バンド／近地球用バンドのLNAとして，パラメ／HEMT方式を使用し

ている．

　システム雑音温度33K（LNA：9K）以下／75　K以下，最少受信可能レベルー174／－170　dBmで

ある．また，テレメトリ信号復調方式は，PCMIPSK／PMまたはPCMIPM（ビタービ復号付

き）である．

X帯受信設備

受信周波数8．40～850GHzで，　HEMT方式LNAを使用している．
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　システム雑1星宇温度82Kエソ、ド，最少受信【1∫能レベ｝レ　1・70　dBmである．また，テレメトリ信

号復調方式は，PCM／PSKIPMまたはPCM／PM　lビタービ復シ」・付き1である．

　S／X帯測距設備

　最長4．5億kmまで測距u∫能なシーケンシャルコード方式を採用し，　FC－98vを用いて最高99

回まで連続計測ロ∫能である．ドッフラ計算は，2wayコヒーレントドッフラ計測方式により最

た±／30　km／secまでtlJ’能である．

　送信設備

　送イ、言周波数2．105－2．120

最ノく送イ、1電ノJ20kwである．

る．

〔深’1・：宙用バンド｝と2．080－2．12　OGHz　（近地均Ullバンド）で，　各々

コマンド信号変調方式は，PCM／PSK／PM（PNコード付き）であ

　衛星管制設備

　「さきがけ」　「すいせい」用MS－1202台Il対ill」｝で，探査機の状態表示，送出コマンドの

編集及び実行管理，臼田・相模原問のデータ伝送と遠隔操作を行う．

　「飛天1用MS一且75　2台〔文す向1で，探査機の状態表示，送出コマンドの編集及び実行管

理，遠隔操作を行う．

　局運用管制設備

　MS－175及びMS－120の対向で，探査機軌道r報値に基づく局運用計画のi71案・実行と地ヒ

機器の制御・監視及び追尾データ伝送・遠隔操作を行う．

データ伝送設備

A．400を用い，高速デジタル回線を使用した64kbpsのテレメトリデータの伝送を行なう．

　掩蔽実験システム

　受信周波数2294．5　x　2296．7MHzで，受信il∫能レベルー185－　145　dBmにおいて，位相と

振幅を精密検川する性能を持ち，ボイジャー2U．海｝1星掩蔽実験にも使用された．　IF／VF変換

装置とデータ記録装置から構成される．

VLBI受信・記録設備

K－3システムと磁気デーフ記録装置，HPIOOOから，構成される．

高安定周波数・時刻設備

水素メ…ザ・セシウム及びルビジウムの原jl周波数標1～弩器を用い，高安定な時刻イ計ナをつく

り，各設備に供給している．

　気象観測システム

　臼田局周囲の気弩ミ観測を行い，局の運用に利用するほか，アンテナ1㌻報値のた気補正データ

の取得するためのシステムである．気象観測装置とデータ処理用FMR－60から成り，相模原

でのデータ表示もロ∫能である．
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　実験用低雑音冷却フロントエンド

　電波天文用ヘリウム冷却HEMT受信機で評価及び，実験用．5および22GHz帯各1チャンネル

が同一デュワー内にある．

e．宇宙科学資料解析センター（Space　Data　Analysis　Center）

　宇宙科学資料解析センターは，飛翔体による宇宙観測データの解析による研究及びこれと相

補的な理論的研究（主賭して数値実験）を推進することを目的としている．これらの研究を，

全国の宇宙科学研究者による共同利用研究として効果的に進めるため，下記の事業を行ってい

る．

　1．宇宙科学データ解析研究の推進

　宇宙における自然現象の理解には，広い分野にわたる多量の観測データの収集，処理が不可

欠である．当センターは，国際的な交換，収集を通じ，大量データ処理による宇宙科学研究を

企画し，推進する．国際的なデータ交換収集事業としては，太陽地球系物理学研究の為の国際

的なデータセンターとして日本に設置されたWDCC：Analysys　Center　for　Interdisciplinary　Solar

Terrestial　Activity（国際学術連合ICSUで昭和44年に認定）の業務を担っている．

　2．数値実験・シミュレーションによる宇宙科学研究の推進

　宇宙科学の総合的，定量的な研究の為には，観測データの処理を通じた研究と並んで，理論

面からの研究が必要である．この場合の理論研究には大型計算機を駆使した大量の計算処理，

数値実験といった手段が不可欠なものとなってきている．一当センターでは，全国共同研究によ

る数値実験・シミュレーションの推進に当っている．

f．宇宙基地利用研究センター

　宇宙活動の飛躍的な拡大に基づいて，宇宙科学の新たな領域である宇宙利用研究の推進が可

能となっている．宇宙基地利用研究センターは，宇宙基地等の科学的利用をはかることを目的

として，特に生命科学や材料科学などに力点を置いて活動している．宇宙利用研究の推進に

あっては，宇宙基地等への搭載適合性はともかく学術的に意義のある課題を取り上げ，現在十

分には熟成していない分野にあっては宇宙実験に先立つ準備研究を組織する必要のあること，

既存の宇宙科学研究計画との調和を保つよう考慮することが求められている．

　これらの諸点を踏まえ，宇宙利用研究委員会が全国の大学等における宇宙利用研究のとりま

とめやその体系化を行っており，センターはその決定を実施する機関として位置づけられてい

る．センターにおいては，宇宙実験や予備的研究における基本的な手法の開発や，推進すべき

研究の発掘を行っている．活動の対象は宇宙基地に限定されることなく，宇宙利用について幅

広く取り扱っている．宇宙利用研究の国際的な動向の調査や，国際協力による宇宙実験の連

絡，調整もセンターに課せられている責務である．また，研究者が共同利用するのに適当な設

備を整備・開発し，宇宙実験機器開発を支援している．
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7．技術部基礎技術課　工作班

　1：作班は機械Il作関係を受持つ工作第一係と，電気・電子関係を受持つ工作第1係（エレク

トロニクス・ショッフ｝に大別される．

　両係共所内各研究系からの要望に応じて研究に実験装置や実験用器具類などの設計・製作・

改造・修理などを行うと共に主としてド記0）業務を担当している．

　Il作第一一係

　◎サービス1二場として旋盤，フライス盤，カットオフマシンなどを随時使用出来るよう整備

すると共に技術援助を行う．

　◎研究用機器類の設計．試作，改造，修理など種々の相談に応じると共に外注のあっせんを

する．

　◎［作用r具類や，各種材料類ボルト，ナット類を数多く常備すると共に各研究室への出

庫を行う．

　1：作第二係（エレクトロニクス・ショップ）

　◎エレクトロニクス計測室として，シンクロスコープ，ユニバーサルカンウタ，ファンク

ションゼネレータ，基準電圧発生器等種々の計測器類の保守，管理を行うと共に各研究室への

貸出しを行う．

　◎研究用エレクトロニクス機器について種々の相談に応じると共にそれらの設計，試作，修

理などを行う．

　◎研究用エレクトロニクス機器に利用度の高い各種’1導体喋積回路を含む）類並びに種々

の電子部品，材料類を多数常備すると共に各研究室への出庫を行う．

おもな研究設備
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182　　　　　　　11．　石冴多盲舌重力

　8．図　　書

　図書資料等研究情報の整備については、我が国における宇宙科学の情報資料センター的な役

割を果たすべく、旧宇宙航空研究所の宇宙関係蔵書類に加え、宇宙科学並びにこれに関連する

分野の図書・雑誌・レポート等の情報資料の積極的な収集、組織機能の改善を含めその充実に

努め、ひろく宇宙科学関係研究者の利用に供することにしている．なお、平成元年3月末現在

の蔵書数・学術雑誌等は次のとおりである．

蔵書数　47，617冊

洋書　39，825冊

和書　　7，792冊

ii受入雑誌　562種

　　　洋雑誌、413種

　　　和雑誌、149種

iii外国学術雑誌

　平成2年3月末日現在継続受入中の外国学術雑誌は下記のとおりである．

　ALへA　Journal．

ASM　Translation　Index．

AT＆T　Technical　Journal．

　Acta　Astronautica．

　Acta　Geophysica　Sinica

　Acta　Metallurgica．

　Acta　Physica　Sinica

　Advances　in　Physics．

　Advances　in　Space　Research．

　Aeronautical　Joumal．

　Aerospace　America．

　American　Ceramic　Society　Bulletin．

　Annalen　der　Physik．

　Annales　de　Geophysicae．

　Annales　de　Physique．

Amals　of　Nuclear　Energy．

　Annals　of　Physics．

　Applied　Acoustics．

　Applied　Mechanics　Reviews．

　Applied　Optics．

　Applied　Physics．　A

　Applied　Physics．　B

　Applied　Physics　Letters．

　ApPlied　of　Surface　’　Science．
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Archaeometry．

Archiv　fur　E且ektrotechnik．

Astronomical　J（）urna里．

Astronomy＆Astrophysics．　A　European　JournaL

Astronolny　＆　Astrophysics．　A　ELIropeall　JourllaL　Supplement・

Astronく）my　Now．

As　trophysica且JournaL

Astrophysical　JournaL　SupPlement・

Astrophysical　Lettcrs　and　Com1nullicatiolls・

　As1rophysics．

　Astrophysics＆Space　Science．

　Atmospheric　Environmem．

Atomic　Data＆Nuclear　Data　Tables．

　Austrahan　Joumal　of　Physics．

　Auton－Latica。

　Automatisierungs－technik．

　Automatisierungs－・technische　Praxis．

Aviation　Week＆Space　Technology．

※Bulletin　of　thc　Chelnical　S〔｝ciety　of　Japan．

※Bunetin　of　the　JSME．

　COSPAR　Informa1ion　Bulletin．

　Calnbridge　Sciemific　Biochemistry　Abstracts．　Pt．2：Nucleic　Acids．

　Canadian　JourI、al　of　Chemistry．

　Canadian　Journal　of　Physics．
　　　　　　　　　　　　　　　げ

　Canadiall　Metallurgical　Quarter且y．

　Celestial　Mechanics．

　Ceralllic　Abstracts．

　Chenlical　Abstracts．

　Chemical　Abstracts．　Author　Illdex．

　Chcmica亘Abstracts．　Chelllical　Substallcc　Index．

　Chemical　Abstracts．　Formula　Index。

　Chcmical　Abstracts．　General　Subject　Index．

　Chcmical　Abstracts．　Index　Guide．

　Chemical　Abstracts．　Patellt　IIldex．

　Chemical　Phvsics．
　　　　　　　　　げ

　Chemical　Physics　Letters．

　ChCmical　Reviews．

…i…く…　Chen－kistrsr　I＿i（⊃tters．

　Chenltech．

　Classical乙md　Qu乙mtum　Gravity．

　Clilnate　Change．

　Combustion．　Explosion＆Shock　Waves．
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184一 II．研究活動

Combustion　and　Fiame．

Combustion　Science＆Technology．

Comments　on　Astrophysics＆Space　Physics．

Composites　Science＆Technology．

Computer　Aided　Design，

Computer＆Information　Systems　Abstracts　Journal．

Computer　Methods　in　Applied　Mechanics＆Engineering，

Computer　Physics　Reports．

Control　Engineering．

Cosmic　Research．

　Cryogenics．

Current　Contents．　Life　Science．

Current　Contents．　Physical，　Chemicai＆Earth　Sciences．

Earth，　Moon＆Planets．

Earch＆P且anetary　Sclence　Letters．

Earth　Science　Review．

Electron　Microscopy　Abstracts．

Electronic　Design．

Energy　Conversion　and　Management．

Energy　World．

Environmental　Science＆Technology。

Europhysics　Letters．

Experimental　Mechanics．

Experimental　Technlques．

FEBS　Letters．

Faraday　Discussion　of　Chemical　Society．

Figalo．

Fluid　Dynamics，

Forschung　im　Ingenieurwesen．

Fuel．

Geochimica　et　Cosmochimica　Acta．

Geomagnetism＆Aeronomy．

Geophysical　Joumal　of　the　Royal　Astronomicai　Society．

Geophysical　Research　Letters．

Heat　Transfer－Soviet　Research．

High　Temperature．

IBM　Joumal　of　Research　and　Development．

IBM　System　Joumal．

ICARUS．　Intemational　Joumal　of　the　Solar　Systems．

IEE　P・・ceedi・g・・A・Phy・ical　S・i・nce，　Mea・u・em・nt　and　I・・t・・m・nt・ti・n．　M・n・g・m・nt、nd

　　　　Education．　Reviews．

IEE　Proceedings．　B：Electric　Power　Applications．
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n，研究活動

IEE　Pr㏄eedings．　C：Generation，　Transmission　and　Distribution．

正iE　Pr㏄eedings．　D：Control　Theory　and　Application．

肥EProdeedings．　E：Computers　and　Digita1　Techniques．

IEE　Proceedings．　F：Communications，　Radar　and　Signal　Processing．

肥EProceedings．　G：Electronic　Circuits　and　Systems．

肥E　Proceedings．　H：Microwave，　Optics　and　Antennas．

IEE　Hoceedings．1：Solid　State　and　Electron　Devices．

IEE　Pr㏄㏄dings．　J：Opt㏄lectronlcs．

IEEE　Assp　Magazine．

IEEE　Aerospace　and　Electronic　Systems　Magazine．

IEEE　Antennas　and　Propagation．

IEEE　Circuits＆Devices．

IEEE　Communications　Magazlne．

IEEE　Computer　Application　in　Power。

肥EE　Computer　Graphics＆Applications．

IEEE　Computer　Magazine．

IEEE　Control　System　Magazine．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るIEEE　Design＆Test　of　Computer　Magazme．

IEEE　Electron　Device　Letters，

IEEE　Engineering　Management　Review．

IEEE　Engineering　in　Medicine＆Biology．

肥EE　Expert．

IEEE　Journal　of　Lightwave　Technology．

IEEE　Joumal　of　Oceanic　Engineering．

肥EE　Joumal　of　Quantum　Electronics・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肥EE　Joumal　of　Selected榔㎞Co㎜㎜catlons．

IEEE　Joumal　of　Solid　State　Circuits．

IEEE　Micro　Magazine．

肥EE　Network．

肥EE　Power　Engineering　Review．

IEEE　Sofrware．

IEEE　Spectrum．

肥EE　Technical　Activity　Guide．

肥EE　Technology＆Society　Magazine．

肥EE　Transactions　on　Acoustics，　Speech，　and　Signal　Pr㏄ess㎞g．

IEEE　Transactions　on　Automatic　ControL

肥EE　Transactions　on　Biomedical　Engineering．

　IEEE　Transactions　on　Broadcasting．

IEEE　Transactions　on　Circuits　and　Systems．

肥EE　Transactions　on　Communlcatlons．

IEEE　Transactions　on　CompOnents，　Hybrids　and　Manufactu血g　Technology．

IEEE　Transactions　on　Computers．
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186 ll．研究活動

　　IEEE　Transactions　on　Computer－Aided　Design　of　lntegrated　Circuits＆Systems．

　　IEEE　Transactions　on　Consumer　Electronics．

　　IEEE　Transactions　on　Education．

　　肥EE　Transactions　on　Electrical　Insulation．

　　IEEE　Transactions　on　Electromagnetic　Compatibility．

　　IEEE　Transactions　on　Electron　Devices．

　　IEEE　Transact量ons　on　Energy　Conversion．

　　IEEE　Transactions　on　Engineering　Management．

　　IEEE　Transactions　on　Geoscience＆Remote　Sensing．

　　IEEE　Transactions　on　Indust1ial　Electronics．

　　IEEE　Transactions　on　Industry　Applications．

　　肥EE　Transactions　on　lnformation　Theory．

　　IEEE　Transactions　on　Insrmmentation　and　Measurement．

　　IEEE　Transacitons　on　Knowledge＆Data　Engineedng．

　　IEEE　Transactions　on　Magnetics．

　　肥EE　Transactions　on　Medical　Imaging．

　　IEEE　Transactions　on　Microwave　Theory＆Techniques．

　　田EE　Transactions　on　Nuclear　Science．

　　llEEE　Transactions　on　Pattern　Analysis　and　Machine　intelligence．

　　肥EE　Transactions　on　Plasma　Science．

　　田EE　Transactions　on　Power　Delivery．

　　肥EE　Transactions　on　Power　Electronics．

　　IEEE　Transactions　on　Power　Systems．

　　IEEE　Transactions　on　Professional　Communicatlon．

　　肥EE　Transactions　on　Reliability．

　　IEEE　Transactions　on　Robotics　and　Automation．

　　肥EE　Transactions　on　Software　Engineering．

　　肥EE　Transactions　on　Systems，　Man＆Cybemetics．

　　肥EE　Transactions　on　Ultrasonics，　Ferroelectrics，　and　Frequency　Control．

　　IEEE　Transactions　on　Vehicular　Technology．

　　IMA　Joumal　of　Applied　Mathematics．

　　IMA　Joumal　of　Numerical　Analysis．

※ISU　Intemational．

　　Infrared　Physics．

　　Ingenieur－Archiv．

　　lnternational　Aerospace　Abstracts．

　　Intemational　Joumal　of　Ambient　Energy．

　　lnternationa1　Journal　of　Chemical　Kinetics．

　Intemational　Joumal　of　Contro1．

　Intemational　Joumal　of　Energy　System．

　international　Journal　of　Heat＆Mass　Transfer．

international　Joumal　of　Mass　Spectrometry＆Ion　Process．
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II。研究活動

　　Intemational　Joumal　for　Non－Linear　Mechanics．

　　lnternational　Jou！nal　of　Numcrical　Methods　in　Engineering．

　　Imemational　Joumanbr　Numerica且Methods　ill　Fluids．

　　International　Joumal（）f　Quamurn　Chemistry．

　　Internati（）nal　Joumal　of　Qualltum　Chemistry．　Quantum　Biology　symposium．

　　Intemalional　Jouma且of　Qu乏mtum　Chemlstry．　Quantum　Chemistry　Symposium。

　　Intemational　Joumal　of　Radiatioll　Application＆Instrumentation．　pI．　D：Nuclear　Tracks＆

　　　　　　Radiation　Measuremellt．

　　Intemational　JoulTlal　of　Rcmo1e　Sensing．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　IIltemational　Metals　Reviews．

　　JETP　Letters．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

※Japallese　Jouma且of　Applied　Physics．（pt　l＆pt．2）

　　Joumal　of　the　Acoustica且Society　of　America．

　　Journal　of　Adhesion　Science　and　Technology．

　　Journal　of　Aircraft．

　　Joumal　of　the　American　Ceramic　Societv．

　　Joumal　of　the　Americall　Chemical　Society．

　　Journal　of　Applied　Mathemancs＆Mechanics．

　　Joumal　of　Applied　Physics．

　　Joumal　of　the　Astronautical　Sciences．

　　Joumal　of　the　Atmospheric　Sciences．

　　Joumal　of　the　Atmospheric＆Terrestrial　Physics．

　　Joumal　of　Biological　Chemistry．

　　Joumal　of　the　British　Interplanetary　Society．

　　Joumal　of　Cell　Biology．

　　Joumal　of　Chemical　Phvsics．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

　　Joumal　of　Colloid＆Interface　Science．

　　Joumal　of　Composite　Materials．

　　Joumal　of　Computational　Physics．

　　Joumal　of　Crystal　Growth．

　　Joumal　of　the　Electrochemical　Society．

　　Joumal　of　Electromagnetic　Wave　and　Applications．

　　Joumal　of　Engineering　Mathematics．

　　Joumal　of　Environmental　Science．

　　Joumal　of　Fluid　Mechanics．

　　Joumal　of　Geomagnetism　and　Ge㏄1ectricity．

　　Joumal　of　Geophysical　Rese乏1rch．　A．　Space　Physics．

　　Joumal　of　Geophysical　Research．　B，　Solid，　Earth＆Planets．

　　Joumal　of　Geophysical　Research．　C．　Ocean．

　　Journal　of　Geophysical　Research．　D．　Atmospheres．

　　Joumal　of　Guidance．　Control　and　Dynamics．

　　Joumal　of　Institute　of　Energン・．
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188 H．研究活動

　Joumal　of　the　Institution　of　Electronic　and　Radio　Engineers．

　Joumal　of　the　Less－Common　Metals．

　Joumal　of　Materials　Science．

　Joumal　of　Materials　Science　Letters．

　Joumal　of　Mathematical　Analysis＆Applications．

　Joumal　of　Mathematical　Physics．

　Joumal　of　the　Mechanics＆Physics　of　Solids，

　Joumal　of　Metals．

　Joumal　of　Molecular　Biology．

　Joumal　of　Molecular　Evolution．

　　Joumal　of　Molecular　Spectroscopy．

　　Joumal　of　Non－Crystalline　Solids．

　　Joumal　of　the　Optical　Society　of　America．　A

　　Joumal　of　the　Optical　Society　of　America．　B

　　Joumal　of　Optimization　Theory＆Applications．

　　Joumal　of　Physica1＆Chemical　Reference　Data．

　　Joumal　of　Physical　Chemistry

※Joumal　of　the　Physical　Society　of　Japan．

　　Joumal　of　Physics．　Section　A：Mathematical＆General．

　　Joumal　of　Physics．　Section　B：Atomic＆Molecular　Physics．

　　Joumal　of　Physics．　Section　D：Applied　Physics．

　　Joumal　of　Physics．　Section　E：Joumal　of　Scientific　Instruments．

　　Joumal　of　Physics．　Section　G　l　Nuclear　and　Particle　Physics．

　　Joumal　of　Physics．　Section　C十F：Condensed　Matter．

　　Joumal　de　Physique．

　　Joumal　de　Physique．　Revue　de　Physique　Applique．

　　Joumal　de　Physique．　Supplement．（Colloque）

　　Joumal　of　Plasma　Physics．

　　Joumal　of　Propulsion　and　Power．

　　Joumal　of　Quantitative　Spectroscopy＆Radiative　Transfer・

　　Joumal　of　Research　of　the　National　Institute　of　Standards　and　Technology．

　　Joumal　of　Sound＆Vibration．

　　Joumal　of　Spacecraft＆Rockets．

　　Joumal　of　Stractural　Engineering．

　　Joumal　of　Vacuum　Science＆Technology．　A

　　Joumal　of　Vacuum　Science＆Technology．　B

　　Management　Science．

　　Materials　Science＆Engineering．　A

　　Materials　Science＆Engineering．　B

　　Materials　Science　and　Technology．

　　Mathematical　Proceedings　of　the　Cambridge　Philosophical　Society．

　　Mercury．
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II．研究液動

Metallography．

Metallurgical　Transactions，　A．

Metals　Abstracts．

Metals　Abstracts．　Index．

Meteorltlcs．

Microelectronics　Jouma1．

Microelectronics＆Reliability．

Microwave　Joumal．

Mlnor　Planet　Circuits．

Molecular　Physics．

Monthly　Notice　of　the　Royal　Astronomical　Society．

NASA　Activities．

National　Geographic　Magazine．

Nature．

Naturwissenschaften．

New　York　Times．

News　Week．

Nuclear　Fusion．

Nuclear　Instruments＆Methods　in　Physics　Research。　A

Nuclear　Instruments＆Methods　in　Physics　Research．　B

Nuclear　Safety．

Nucleic　Acids　Research．

L電Onde　Electrique．

Optical　Engineering。

Optlcs＆Spectroscopy．

Optimal　Control　Applications＆Methods．

origin　of　Life．

Philips　Journal　of　Research．

Philosophical　Magazine．　Pt　A．

Philosophical　Magazine．　Pt．　B．

Philosophical　Transactions　of　the　Royal　Society．　Ser．　A：Mathematical＆Physical　Science．

Photogrammetric　Engineering＆Remote　Sensing．

Physica．　Section　A：Theoretical＆Statistical　Physics・

Physica．　Section　B：Condensed　Matter，

Physica．　Section　C：Superconductlvlty・

Physica．　Section　D：Nonlinear　Phenomena．

Physica　Scripta．

Physica　Status　Solidi．　Section　A：Applied　Research．

Physica　Status　Solidi．　Section　B：Basic　Research．

Physical　Review．　A：General　Physics．

Physical　Review．　B：Solid　State．

Physical　Review．　C：Nuclear　Physics．
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190 ll．研究活動

　Physical　Review．　D：Particles＆Fie葺ds．

　Physical　Review．　Index．

　Physical　Review　Letters．

　Physics　of　the　Earth＆Planetary　lnteriors・

　Physics　of　Fluids．

　　Physics　Letters．　Section　A・

　　Physics　Letters．　Section　B・

　　Physics　of　Metals＆Metallography，　USSR．

　　Physics　Reports．

　　Phys量cs　Today．

　　Planetary＆Space　Science．

　　Plasma　Physics　and　Controlled　Fusion．

　　Proceedings　of　the肥EE．

　　Proceedings　of　the　National　Academy　of　Science：U．S．A．

　　Proceedings　of　the　Royal　Irish　Academy．　Sec．　A．

　　Proceedings　of　the　Royal　Society　of　London．　Ser．　A：Mathematical＆Physical　Science．

　　Proceedings　of　the　Society　of　Experimental　Mechanics．

　　Pro91ress　in　Aerospace　Sciences・

※Progress　of　Theoretical　Physics．

　　Propellants，　Explosives，　Pyrotechnics・

※Publications　of　the　Astronomica裏Society　of　Japan．

　　Publications　of　Astronomical　Society　of　Pacific．

　　Quartery　Joumal　of　Mechanics＆Applied　Mathematics．

　　Radio　Science．

　　La　Recherche　Aerospatialle．

Remote　Sensing　of　Environment．

　　Reports　on　Progress　in　Physics・

　　Review　of　Scientific　lnstruments．

　　Reviews　of　Geophysics＆Space　Physics．

　　Reviews　of　Modem　Physics．

　　Rubber　Chemistry＆Technology．

　　SIAM　Joumal　on　Control＆Optimization．

　　Science．

　　Science　Abstracts．　Series　A：Physics　Abstracts．

　　Science　Abstracts．　Series　B：Electrica1＆Electronics　Abstracts．

　　Science　in　China．（Scientia　Sinica）

　　Scientific　American．

　　Scripta　Metallurgica．

　　Semiconductor　Science　and　Technology．

　　S㎞ulation．

　　Sky＆Telescope．

　　Solar　Energy．
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ll．研究活動 191

　　Solar　Physics．

　　Solar　Systems　Research．　USSR．

　　Solid＿State　Electronics．

　　Sound＆Vibration．

　　Soviet　Astronomy．

　　Soviet　Joumal　of　Plasma　Physics．

　　Soviet　Physics．　Acoustics．

　　Soviet　Physics．　Doklady．

　　Soviet　Physics．　JETP．

　　Soviet　Physics．　Solid　State．

　　Soviet　Physics．　Technical　Physics．

　　Soviet　Physics．　Uspekhi．

　　Space．

　　Space　Calender．

Space　Commerce　Bulletin．

　　Space　Education．

　　Space　Markets．

　　Space　News．

　　Space　Policy．

　　Space　Power．

　　Space　Science　Review．

　　Space　Solar　Power　Review・

　　Space　Station　News．

　　Space　Technology・

　　Spacefight．

　　Studii　si　Cercetari　Mathematics．

　　Surface　Science．

　　Surface　Science　Report．

　　Time．

　　Transactions　of　the　ASME．　Joumal　of　Engineering　fbr　Gas　Turbiness　and　Power．

　　Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Engineering　for　lndustry．

　　Transactions　of　the　ASME．　Joumal　of　Heat　Transfer．

　　Transactions　of　the　ASME．　Joumal　of　Applied　Mechanics．

．Transactions　of　the　ASME．　Joumal　of　Tribology．

　　Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Dynamic　Systems，　Measurement　Control．

　　Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Engineering　Materials　and　Technology．

　　Transactions　of　the　ASME．　Joumal　of　Fluids　Engineering．

　　Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Pressure　Vesse1　Technology．

　　Transacitons　of　the　ASME．　Joumal　of　B　iomechanical　Engineering．

　　Transactions　of　the　ASME．　Joumal　of　Vibration，　Acoustics，　Stress　and　Reliability　in　Design．

　　Transactions　of　the　ASrvfiE．　Journal　of　Mechanical　Disign．

　　T㎜sactions　of　the　ASME．　Journal　of　Energy　Resources　Technology．
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192一
ll・研究舌動

　Transactions　of　the　ASME．　Journal　of　Solar　Energy　Engineering．

※Transactions　of　the　Japan　Institute　of　Metals．

　Trends　in　Biochemical　Science．

　VDI　Forchungsheft．

　Vacuum．

　Zeitschrift　fUr　Angewandte　Mathematik　und　Mechanik．

　Zeitschrift　fur　Angewandte　Mathematik　und　Physik．

　Zeitschrift　fur　Flugwissenschaften　und　Weltraumforschung．

　Zeitschrift　fur　Naturforschung．　Teil　A：Physical　Science．

　Zeitschrift　fur　Physik，　Section　A：Atoms＆Nuclei．

　Zeitschrift　fur　Physik，　Section　D：Atoms，　Molecules　and　Clusters．

　※印は欧文国内雑誌

iv　継続受入学術雑誌

　平成2年3月末日現在継続受入中の主な国内学術雑誌は下記のとおりである．

　朝日新聞縮刷版

　分光研究

　電子技術

　電子情報通信学会論文誌　　（A）～（D）

　電子情報通信学会誌

　電子材料

　エレクトロニクス

　学術月報
　JIS規格追録（A，　C，　G，　H，　K，　X，総目録，7部門）

　情報処理

　科学

　科学朝日

　化学工業

　化学と工業

　計測自動制御学会論文集

　計測と制御

　機械の研究

　金属

　高分子論文集

　固体物理

　燃料協会誌

　ニユートン

　日本物理学会誌

　日本複合材料学会誌

　日本原子力学会誌

　日本化学会誌

　日本機械学会論文集　（A）～（C）
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lI本機i干戒学：会1；志

日本金属’と詐会・報

ll本．金属’学会寵二

lI本航空宇宙学会誌

Lt：）1用物王阻

真空

天文月報

鉄と綱

有機合成化学協会誌
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川．教育活動

　1．大学院

　国立学校設置法第9条の2第3項の規定に基づき，宇宙科学研究所（以下「研究所」とい

う．）は，大学の要請に応じ，大学院における教育その他その大学における教育に協力するこ

ととしている．

　現在，研究所は，当該大学の大学院生のうち宇宙理学・宇宙工学及びこれに関連する分野の

専攻者に対して必要な研究指導を行うとともに，国立大学設置法施行規則第8条の4の規定に基

づき，東京大学の理学系研究科及び工学系研究科における大学院の教育研究の実施に協力して

いるところである．

　　　　　　大学院生等の受入れ状況

平成元年度
区　　　分

修士 博士　1計

東京大学

工学系

搖w系

@計

23

P1

R4

14

P4

Q8

37

Q5

U2

東京大学

ﾈ外の国

�ｧ大学

工学系

搖w系

@計
4
0
4

3
6
9

7
6
1
3

私立大学

工学系

搖w系

@計

14

R
1
7

4
5
9

18

W
2
6

合　計

工学系

搖w系

@計

41

P4

T5

25

S6

21　　　　62

@　　　　39

@　　　　101

2．受託研究員

　大学卒業または同程度以上の学力をもつ者に対し，文部省受託研究員制度実施要項に基づ

き，民間会社等に勤務する技術者と一層の技術向上をはかることを目的として実施されている

もので，元年度に受け入れ指導を行ったのは次のとおりである．

受託研究員　9名

受け入れ会社名

　　　日産自動車（株），日本無線（株），川崎重工業（株），三菱重工業（株）

　　　（株）東芝，石川島播磨重工業（株），　（株）計算流体力学研究所

　　　日本飛行機（株），宇部興産（株）
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1V．研究成果の発表の状況

　本所の研究成果は，英文で書かれるThe　lnstitute　of　Space　and　Astronautical　Science　Report（ISAS

Report）ならびに和文で書かれる「宇宙科学研究所報告」として不定期に刊行される．なお，

ISAS　ReportはReport　of　the　lnstitute　of　Space　and　Aeronautical　Science，　University　of　Tokyoのナン

バーを継承している．また別にISAS　Research　Noteを印刷配付している．

第65号（1989年10月）

第66号（1990年2月）

第67号（1990年2月）

第68号（1990年3月）

宇宙科学研究所報告　（1989／4～1990／3）

特集　第24号　　（大気球研究報告）

　　　　伊藤富造：序文

　　　　西村　淳・奥田治之・広沢春任・槙野文命・矢島信之・秋山弘光・太田茂雄・藤井正

　　　美・山上隆正・並木道義・岡部選司・松坂幸彦・小松綿司・高成定好・白坂友三・池田

　　　光之・山中大学：日中大洋横断気球実験　　（第2，第3年度の実験と3年間のまとめ）

　　　　国谷紀夫・櫻井久紀・松坂幸彦・山上隆正・太田茂雄・矢島信之：大気球搭載用水晶

　　　制御FM送信機

　　　　黒谷（和泉）明美・大矢真弓・最上善広・山下雅道・奥野　誠・馬場昭次・宇宙研・

　　　お茶大・理・東大・教養：原生動物ゾウリムシの遊泳行動と重力

　　　　伊藤富造・本田秀之・富永　健・巻出義紘・八巻竜太郎・中澤高清・橋田　元・酒井

　　　均・提眞・蒲生俊敬：成層圏大気中の微量気体の高度分布の観測

　　　　近藤　豊・岩坂泰信・小口　高・鳥山哲治・岩田晃・P．Aimedieu・W．　A．　Matthews・

　　　P．V．　Johnston・W．　R．　Sheldon・J．　R．　Benbrook・D．　J．　Hofmann・B．　Hultqvist：北極圏オゾ

　　　ン層国際共同気球キャンペーン

　　　　小林　正・藤井正美・西村　淳・平良俊雄・会津英子・古森良志子：一次電子シャ

　　　ワー検出用スクリーン・タイプX線フィルムの特性

　　　　藤井正美・西村　純：スダレコリメータのピッチ幅と源の位置決定精度

　　　　Masatosi　Imori・Kazuaki　Anraku・Mitsuaki　Nozaki・Tetsuya　Yoshida：Auxiliary　Power

　　　Supplies　Safely　Turn　On　A　Battery　PoweredSystem　For　Ballon　Borne　Experiments

　　　　内田正美・中川道夫・桜井敬久・山内　誠：Cyg　x－1の硬x線領域における短時間変

　　　動について（II）

　　　　平島　洋・山上隆正・宮岡　宏・奥平清昭・小玉正弘：沿磁力線電場による局所的高

高野元春・渡辺　隆・中村正年：夜間大気光0．Atmospheric（O－O）及

びOH　Meinel　bandのロケット観測

山本善一・鳥山　学・廣澤春任：「さきがけ」　「すいせい」トラッキ

ングデータの解析によるドップラー計測システムの性能評価

山本善一・鳥山　学・廣澤春任：深宇宙探査機トラッキングデータか

らのドップラー・シンチレーション成分の抽出法

河島信樹・長友信人・後川昭雄・矢守　章・菊田政直・藤田　清・

広瀬充夫・斎藤　健・松本清人・石川幸嗣：スペース・シャトル搭載

電子ビーム加速器のための高負荷バッテリ・パッケージの設計・試

験・運用

　　　　　　（1989年12月）
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　　　エネルギー電子降下

　　　　中川貴雄・奥田治之・芝井　広・松原英雄・舞原俊憲・水谷耕平・F．J．　Low・西村徹

　　　朗・小林行泰・広本宣久：NGC6334領域の遠赤外分光観測：光解離i領域の進化

　　　　松原英雄・中川貴雄・芝井　広・奥田浩之・水谷耕平・舞原俊憲・小林行泰・広本宣

　　　久・西村徹郎・EJ．　Low：MI7周辺CII領域の空間分布とエネルギー収支

　　　　芝井　広・奥田浩之・中川貴雄・松原英雄・舞原俊憲・水谷耕平・小林行泰・広本宣

　　　久・F．J．　Low・西村徹郎：銀河系の大局的［C　II］158　pt．m放射

特集　第25号　　（宇宙観測研究報告）　　（1990年1月）

　　　　田中靖郎：序文

　　　　鈴木勝久・松本直記・坪田幸政・小池　真：「おおそら」BUVによる紫外大気散乱

　　　光の長期観測

　　　　大沼俊朗・黒子　貴・富　秀行・標　正一：宇宙利用高温超電動磁気アンテナ

　　　　大家　寛・森岡　昭・小林　香・飯島雅英・小野高幸・宮岡　宏・岡田敏美・小原隆

　　　博：プラズマ波動及び波動励起観測実験（PWS）による宇宙プラズマ波動観測（あけぼ

　　　の（EXOS－D）におけるPWS観測装置と初期観測結果）

　　　　森岡　昭・大家　寛・小林　香：ポインテイングフラックス計測によるオーロラキロ

　　　メトリック放射のモードの同定（“あけぼの衛星”観測）

　　　　山本正幸・木村磐根・長野　勇・橋本弘蔵・岡田敏美・林　幹治・澤田　晃・伊藤嘉

　　　彦・軒内栄一・岸　洋司・笠原禎也：あけぼの（EXOS－D）搭載VLF装置による初期観

　　　測結果

　　　　金田榮祐・山本達人・林　幹治・藤井良一・門倉　昭・江尻全機・巻田和男・佐々木

　　　進・小口　高：「あけぼの」搭載オーロラ撮像装置（ATV）によるオーロラの動態観測

　　　早川　基・岡田敏美・鶴田浩一郎・河野祐一・松岡綾子：EXOS－D衛星により観測され

　　　た電場

　　　福西　浩・藤井良一・国分　征・遠山文雄：あけぼの衛星による沿磁力線電流の観測

　　　藤井良一・福西　浩・国分　征・杉浦正久・遠山文雄：EXOS－D搭載磁力計で観測され

　　　た3月13日大磁気嵐中の沿磁力線電流分布

　　　　国分　征・高見雅和・林　幹治・福西　浩・木村磐根：EXOS－Dサーチコイル観測

　　　　向井利典・賀谷信幸・佐川永一・平原聖文・三宅　瓦・小原隆博・宮岡　宏・町田

　　　忍・山岸久男・江尻全機・松本治弥・伊藤富造：「あけぼの」によるオーロラ粒子観測

　　　賀谷信幸・向井利典・佐川永一：あけぼの衛星による沿磁力線上昇粒子の観測

　　　佐川永一・巌本　巌・渡辺成昭・B．A．　Whalen・A．　W．　Yau：SMSで観測された極域

　　　イオンフロー

　　　渡辺成昭・佐川永一・巖本　巌・B．A．　Whalen・A．　W．　Yau：EXOS－DSMSによって

　　　測定された陽子の半分のジャイロ周波数を持つイオンについて

　　　小山孝一郎・雨宮　宏・K．Schlege1・安部琢美・奥沢隆志・相沢宏行：‘あけぼの’

　　　に搭載された熱的電子およびこれにより得られた初　　期的結果

　　　河島信樹・高野　忠・山本善一・水野英一・佐々木進・小山孝一郎・広沢春任・西村

　　敏充・橋場　孝・L．Tyler・D．　Sweetnam：VOYAGER海王星最接近電波科学日米共同実

　　験
　　　牧島一夫・坂尾太郎・三原建弘・田代　信・石田　学・大橋隆哉・長瀬文昭・村上敏

This document is provided by JAXA.



IV．研究成果の発表の状況一． 197

夫・田中靖郎・占1日篤IE：X線パルサーと中性｝㌃星磁場

　石田　学：強磁場L’1色媛里からの硬x線放射

　［ll内茂雄・小［11flfSi　J　1：銀河中心のX線観測

　田原　譲・川田光伸：X線で見た宇宙の大構造

　lll内誠・松岡勝・Piro　Luigi：セイファート銀河のX線スペクトルの構造

　吉川篤II｛・村ヒ敏夫・西村　純ニガンマ線バーストの吸収線構造

　中川貴雄・奥田治之・芝井　広・松原英雄・舞原俊憲・水谷耕．’r－・F．J．　Low・西村

徹朗・小林行泰・広本’自：久二光解離領域の遠赤外分光観測

　川村泰1μ、・松谷秀’哉・南條宏肇・斎藤・真・渡辺善二郎・市村雅一・上岡英史・桐井

敬祐・小林　正・柴田　徹・llll田決・杉本久彦・仲沢和馬：『軽量型エマルション

チェンバーによる麿一次宇宙線観測』

特集　第26号　　（ド部電離層熱エネルギー収支に関する研究

　　　　　　　　　一K－9M－81号機及びS－310－18号機による測定結果一）　q990年3月）

　　　　小山孝・郎：序文

　　　　小山孝一郎・雨宮　陸ξ・A．PieレH．　Thiemann・菅原IE吾：Sq電流系と熱的電子の振

　　　舞いとの関係一K－9M－81／S－310－18号機iによる測定結果

　　　　雨宮　宏・小山孝一郎：K－9M－81号ロケッ｝・によるE，　F層の観測結果

　　　　森　弘ll釜・佐川永一・中村良治・小川俊雄：S－310－18号機により観測されたE領域プ

　　　ラズマ擾乱

　　　　長野　勇・岡田敏美・井ヒ良彦・牧野将美・満保【E喜：電波吸収法による電子温度と

　　　中性大気温度比及びD層電」’一密度の測定

　　　　渡辺勇モニ電離層プラズマ中で観測されたSHR共鳴の特性（E層総合観測実験のイン

　　　ビーダンスプローブ特性）

No．407

No．408

No．409

No．410

No．411

No．412

No．413

No．414

No．415

　　　　　　lSAS　Research　Note　　（1989／4～1990／3）

M．C．　Azpiazu：Some　Electrodynamical　Implications　Derived　from　the　Measured

Electron　Temperature　and　Concentration　of　the　Electron　Gas　in　the　E－Region

Y。Tとmaka：Space　Rcsearch　Progralnme　of　Japan

J．Nishimura：Future　Planetary　Missions　in　Japan

Y．Miura．　S．　Sasaki．　N．　Kawashima．　A．　Yamori．　and　M．　Ohta：Remote　Secondary　Ion

Spect…c・pi・（R・m・t・SIMS）D・ta・f　T…e・t・i・L　Sy・th・tic　and　E・t・aterre・t・i・I　M・t・・i・1・

T．Murakami，J．　Nishimura．　N。　Kawai　and　B．　A．　Cooke：Ghlga　X－ray　observations　of　two

gamma－ray　burst　err（）r　boxes

H．Okuda，　H．　Shibai．　T．　Nakagawa，　H．　Matsuhara．　Y．　Kobayash転N．　Kaifu，　T．　Nagata，

1．Gatley．　and　T．　R．　Geballe：An　IIlfrared　Quintuplet　near　the　Galactic　Center

F．N・g・・e」．　Deet・・．　T。　D・t・・i，　W．　L・wi・・F・M・kin・and　K・Mit・ud・：Gi・g・Ob・e・va－

tions　of　the　50　ms　Pulsar．　PSR　O540－69，　in　the　Large　Magellanic　C且oud

H．Himeno、　T．　Hasegawa、　T．　Ueda．　K．　Watanabe，　K．　Miura　and　M，　Shimizu：Role　of　the

extra　G－C　pair　at　the　end　of　the　acceptor　stem　of　tRNAHis　in　aminoacylation

T．N・k・g・w・．　T．　N・g・t・。　H．　M・t・uh…』・Ok・d・・H・Shib・i・and　S・S・H・y・・hi：1・f・a・ed

Polarimetry　of　the　NGC　6334　V　Bipolar　Nebula
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No．416

No．417

No．418

No．419

No．420

No，421

No．422

No．423

No．424

No．425

No．426

No．427

No．428

No．429

No．430

No．431

No．432

No．433

No．434

No．435
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T．Hasegawa，　H．　Himeno，　H．　Ishikura，　and　M．　Shimizu：Disriminator　Base　of　tRNA　Is

Involved　in　Amino　Acid　Acceptor　Activity
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Asp
F．Makino，　T．　Kii，　K．　Hayashida，　H．　Inoue，　Y．　Tanaka，　T．　Ohashi，　K．　Makishima，　H．

Awaki，　K．　Koyama，　M．　J．　L．　Tumer　and　O．　R．　Willlams：X－Ray　Outburst　of　the　Quasar

3C279

T・Dotani：Quasi－Periodic　Oscillations　of　the　x－ray　Flux　from　Binary　x－ray　Sources

K．Makishima，　T．　Ohashi，　N．　Kawai，　M．　Matsuoka，　K．　Koyama，　H．　Kunieda，　Y．　Tawara，　N．

Ushimaru，　R．H．D，　Corbet，　H．　Inoue，　T．　Kii，　R．　Makino，　K．　Mitsuda，　T．　Murakami，　F．

Nagase，　Y．　Ogawara，　Y．　Tanaka，　S．　Kitamoto，　S．　Miyamoto，　H．　Tsunemi，　and　K．

Yamashita：Observations　of　the　Peculiar　Hard　X－ray　Tansie，　XO331＋53（VO332＋53）

（1）An　X－ray　Pulsar　in　the　Dark　Cloud　Lynds　1457（2）New　X－ray　Pulsars　Discovered　with

the　Ginga　Satellite（3）Very　Low　Luminosity　AGN（4）Search　for　Large　Scale　Extended

Diffuse　X－Ray　Emission　from　the　Coma－A　l　367　Super　Cluster：Contributions　to　XXIII

ESLAB　Symposium　Blognia，　Italy，13－20　September　1989

K．Makishima：Topics　in　X－ray　Astronomy　Forrn　Observations　with　Ginga

T．Yokota，　M．　Ota，　S．　Sasaki，　A．　Yamori，　and　N．　Kawashima：Optical　Study　fbr　the

Irradiation　Influences　of　Oxygen　Ion　Beam　on　the　Space　Use　Materials

M．Tanaka，　S．Sato，　T．　Nagata，　and　T．　Yamamoto：Three－Micron　Ice－Band　Features　in　the

　ρ　Ophiuchi　Soursces

Bologna，　September　1989：Contributions　to　the　23rd　ESLAB　Symposium　on　Two　Topics

in　X－ray　Astronomy

K．Mitsuda，　T．　Takeshima，　T．　Kii，　and　N．　Kawai：Dust－Grain　Scattering　of　X－rays　Obser－

ved　During　the　Lunar　Occuhation　of　a　Transient　X－ray　Source　Near　the　Galactic　Center

Y．Takeuchi，　K．　Koyama，　and　R．S．　Warwick：Further　Ginga　Observations　of　the　New　X－

Ray　Pulsar　X1722－36

T．Ohashi，　K．　Makishima，　T．　Mihara，　T．　Tsuru　H．　Awaki，　K．　Koyama，　S．　Takano，　H．

Kondo：X－Ray　Study　of　Normal　Galaxies　with　Ginga
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佐々木進；宇宙環境モニター一第11回宇宙ステーション利用計画ワークショップ，1990年1月

佐々木進：宇宙ステーションでの環境モニター一理研シンポシウム，1990年2月

共通基礎研究系

崎本一博，M．　Terao，　K．　A．　Berrington：多価イオンb－f遷移における放射減衰効果一日本物理学

　　　会，1989　秋分科会

小泉哲夫，早石達司，市川行和，伊藤陽，松尾崇，長田哲夫，滝沢雄介，柳下明，吉野益弘：

　　　500～900eV領域のNeの光多重電離一日本物理学会，1989　秋分科会

恩田邦蔵：低エネルギー原子衝突による二原子分子の解離過程一日本物理学会，1989　秋分科

　　　会

市村淳：三体散乱における遷移振幅の特異性の効果一日本物理学会，1989　秋分科会

市川行和，崎本一博：電子衝突によるHe様イオンの励起：微分断面積のエネルギー依存性

　　　一日本物理学会，1989　秋分科会

中崎忍，K．　A．　Berrington：電子衝突によるLi　IIの励起微分断面積一日本物理学会，1989　秋

　　　分科会

高木秀一：水素分子共鳴状態の電子相関一日本物理学会，1989　秋分科会

小池文博：PCIにおけるいわゆるSandner効果は幻である一日本物理学会，1989　秋分科会

高木秀一：水素分子共鳴状態の関与する動的過程一回転効果1［一日本物理学会，1990　春年会
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山口知子，市村淳：二電子移行による高励起状態（nlnT，　n’＞n）の生成III一日本物理学会，1990

　　　春年会

恩田邦蔵：低エネルギー原子衝突による二原子分子の振動遷移過程II（散乱微分断面積の振動

　　　準位依存性）一日本物理学会，1990　春年会

市村淳：三体散乱における遷移行列の特異性の効果II一日本物理学会，1990　春年会

崎本一博，中崎忍，K．　A．　Berrington：微小角電子散乱におけるHe原子の23Sへの励起一日本

　　　物理学会，1990　春年会

中崎忍，K．　A．　Berrington：電子衝突によるホウ素の励起散乱断面積一日本物理学会，1990　春

　　　年会

中崎忍，中島正幸，武部尚雄，高柳和夫：電子衝撃による水素様イオンの電離一日本物理学

　　　会，1990　春年会

平林集，市村淳，神原秀記：二原子分子プラズマ分光一日本物理学会，1990　春年会

井上允：ミリ波VLBIの現状と今後一次世代VLBIワークショプ集録

井上允：VLBIマッピングの概要とVLBIシステムへの要求一次世代VLBIワークショップ集

　　　録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

平林久，西村敏充，広沢春任，森本雅樹，井上允，川口則幸：日本のスペースVLBI観測計

　　　画一日本天文学会　89／5

小林秀行，近田義広，川口則幸，井上允，平林久，森本雅樹：スペースVLBIにおける相関・

　　　マッピング処理一日本天文学会　89／5

三好真，泉浦秀行，待鳥誠範，森本雅樹，浮田信治，井上允，宮地竹史，御子柴廣，坪井昌

　　　人，小林秀行，笹尾哲夫，川口則幸，高羽浩，浜真一，平林久：鹿児島一野辺山基線の

　　　観測装置一日本天文学会　89／5

井上允，森本雅樹，小林秀行，御子柴廣，宮地竹史，三好真，B．Romang：ミリ波VLBIにお

　　　けるアンテナ・受信機・大気補正一日本天文学会　89／5

森本雅樹，川口則幸，井上允，宮澤敬輔，浮田信治，宮地竹史，御子柴廣，笹尾哲夫，坪井昌

　　　人，高羽浩，小山泰弘，平林久，小林秀行，待鳥誠範，三好真：NKIFE一鹿児島・野辺

　　　山VLBI一日本測地学会　89／10

川口則幸，待鳥誠範，近田義広，井上允，木内他：ミリ波帯VLBIにおける時間領域合成観測

　　　法一日本天文学会，89／10

平林久，林友直，西村敏充，広沢春任，小林秀行，森本雅樹，井上允，近田義広，川口則幸，

　　　他Muses－B，　VSOPグループ：VSOP計画のスタートとMuses－B衛星一日本天文学会

　　　89／10

システム研究系

R．Akiba．：Fundamental　Aspects　of　an　Aerospaceplane－Proc．　of　the　16th　ISTS，　vo1．II（1988）1521

S．Fukuzawa：Hardare　Simulation　of　Retrieving　a　Target　by　Space　Manipulator　in　O－Graviry　Environ－

　　　ment－Proc．　of　the　l　6th　ISTS，　vol．　II（1988）2571

秋葉錬二郎，川口淳一郎，副沢修一郎：宇宙用マニピュレータによる補足動作のシミュレー

　　　ター第32回宇宙科学技術連合講演会講演集　（1988）254

水谷仁，高野雅弘，河島信樹，山田功夫：ペネトレータによる月探査計画一第32回宇宙科学

　　　技術連合講i演会講演集　（1988）258
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高野雅弘，山本洋一，池田博英：固体ロケットモータのスロート・グラファイトエロージョン

　　　特性一第32回宇宙科学技術連合講演会講演集　（1988）802

高野雅弘，真野毅，鈴木茂，加藤一成：超小型モータ用高Al燃焼効率推進薬の開発と実用化

　　　一第32回宇宙科学技術連合講演会講演集　（1988）804

高野雅弘，小野田淳次郎，反野晴仁，並木文春：工学試験探査機MUSES－A打上げ用キックモ

　　　ータKM－Mの開発経緯一第32回宇宙科学技術連合講演会講演集　（1988）806

塚本茂樹：50mm砲を用いた推進薬の衝撃感度に関する実験一衝撃工学シンポジウム　ISAS’

塚本茂樹：潜り込み深さに関する一試案一sEs　TD　go－oll科学衛星シンポジウム　July　l89

上杉邦憲，松尾弘毅　他：MUSES－Aの軌道設計について一第33回宇宙科学技術連合講演会

　　　講演集，（1989－11）

上杉邦憲，二宮敬慶　他：MUSES－Aの姿勢軌道制御一第33回宇宙科学技術連合講演会講演

　　　集，（1989－11）

上杉邦憲，雛田元紀　他：Yo－Yoデスピナの運動解析一第33回宇宙科学技術連合講演会講演

　　　集，　（1989・・　11）

上杉邦憲，川口淳一郎，石井信明：MUSES－Aのルナー・オービター投入について一第6回宇

　　　宙航空の誘導制御シンポジウム講演集，pp．105－108（1989－ll）

宇宙輸送研究系

小野田淳次郎，渡辺直行：スピルオーバーを考慮した構造と制御系の直接的同時最適化一第31

　　　回構造強度に関する講演会講演集　（1989）92－95．

小野田淳次郎，渡辺直行，遠藤孝夫，玉置英彦：可変剛性部材によるトラス構造の振動性御

　　　一第31回構造強度に関する講演会講演集　（1989）g6－－gg

渡辺直行，小野田淳次郎：粘弾性体によるトラス部材の振動特性の最適化一第31回構造強度

　　　に関する講演会講演集　（1989）252－255

安達昌紀，渡辺直行，梅里真弘，小野田淳次郎，留目一英，桐原英毅：磁気健観測衛星

　　　GEOTAIL」の構体設計と静荷重試験一第31回構造強度に関する講演会講演集　（1989）

　　　344－347

小野田淳次郎，中田篤，遠藤孝夫，玉置英彦：可変剛性部材による振動制御一第33回宇宙科

　　　学技術連合講演会　（1989）634－635

渡辺直行，小野田淳次郎，平田安弘，友谷茂：クーロン摩擦を利用する制振法に関する一検

　　　討一第33回宇宙科学技術連合講演会　（1989）146－147

小野田淳次郎，若林登，松岡忍，瀬古博巳：ハニカムサンドイッチパネル埋込みインサートの

　　　疲労強度一第33回宇宙科学技術連合講演会　（1989）434。435

渡辺直行，小野田淳次郎，安達昌紀，梅里真弘，留目一英，桐原英毅：磁気圏観測衛星

　　　　「GEOTAIL」の構体設計と構造モデル試験一第33回宇宙科学技術連合講演会　（1989）

　　　134－135

渡辺直行，安達昌紀，唐津信弘，原忠彦：磁気圏観測衛星「GEOTAIL」の振動特性について

　　　一一ne体とSCSタンクの連成振動一第33回宇宙科学技術連合講演会　（1989）136－137

岡田安彦，高橋純子，小野田淳次郎，渡辺直行，芝山有三，入門寛，河合英典：ASTRO－D太

　　　陽電池パドルの構造設計一第33回宇宙科学技術連合講演会　（1989）142－143

小野田淳次郎，渡辺直行，富沢利夫：残余モードを考慮した構造と制御系の直接的同時最適
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　　　化一第33回宇宙科学技術連合講演会　（1989）606－607

高松聖司，小野田淳次郎，降田祐子：2次元展開トラス構造一第33回宇宙科学技術連合講演

　　　会（1989）118－119

小野田淳次郎，渡辺直行：柔軟宇宙構造物と制御系の同時最適化の試み一システム最適化に関

　　　するシンポジウム　（1989）111－116

小野田淳次郎：宇宙機構造の技術と課題一HOPEワークショップ　（1989）124－129

石井，伊東，安部，栗木：原子酸素風洞内流れ場の特性計測一第33回宇宙科学技術連合講演

　　　会1989，ll月

安部，有賀，船曵，平岡：衝撃波風洞による二次元超音速気体混合過程に関する実験一第21

　　　回流体力学講演会，1989年，10月

辛鳥桂一，佐藤清：飛翔体とブースタロケットとの空力干渉一第33回宇宙科学技術連合講演

　　　会講演集　（1989）330

辛鳥桂・，佐藤清：鈍頭物体の極超音速空力加熱の実験一第21回流体力学講演会講演集

　　　（1989）　　76

辛鳥桂一，佐藤清から：Hemisphere－Cylinderの極超音速空力加熱一「航空・宇宙における3次

　　　元流の特性」シンポジウム論文集　（1990）241

辛島桂一：超音速風洞について一日本機械学会　第67期通常総会講i演会資料集（1990）108

伊藤良三，高梨進，松島紀佐，佐藤求，藤井孝蔵，E．　N．　Tinoco：B747の空力数値シミュレー

　　　ションと風試によるその精度の検証一第7回航空機計算空気力学シンポジウム，

　　　（1989．6）

松島紀佐，高梨進，藤井孝蔵：スペース・プレーンの空力シミュレーション3一第7回航空機

　　　計算空気力学シンポジウム，（1989．6）

宮川淳一，清水美帆，高梨進，松島紀佐，佐藤求，藤井孝蔵：小型高速機主翼圧力分布の数値

　　　シミュレーションと飛行実験の比較一第7回航空機計算空気力学シンポジウム，

　　　（1989．6）

田村善昭，藤井孝蔵：風洞超音速ノズル設計に対する数値計算の利用一第21回流体力学講演

　　　会，（1989．11）

黒田眞一，藤井孝蔵：超音速インテークの数値シミュレーションー第21回流体力学講演会，

　　　（1989．ll）

藤井孝蔵：宇宙往還機開発とCFD－HOPEワークショップ，（1989．12）

清水文雄，藤井孝蔵，田村善昭，黒田眞一，東野文男：地形を考慮した爆風の数値シミュレー

　　　ションー第3回数値流体力学シンポジウム，（1989．12）

黒田眞…，藤井孝蔵：解強制置換法を用いた超音速インテークの数値計算一第3回数値流体力

　　　学シンポジウム，（1989．12）

田村善昭，藤井孝蔵：数値流体力学における後処理一第3回数値流体力学シンポジウム，

　　　（1989．12）

清水文雄，藤井孝蔵，田村善昭，黒田眞一，東野文男：地形を考慮した爆風の数値シミュレ

　　　ーションー航空・宇宙における3次元流の特性に関する研究シンポジウム，（1990．2）

黒田眞一，藤井孝蔵：解強制置換法を用いた超音速インテークの数値計算一スクラムジェット

　　　エンジン内の極超音速反応流シンポジウム，（1990．2）

佐藤英一，栗林一彦，堀内良：超塑性Al－Cu共晶合金における第1領域出現と変形誘起粒成長

　　　に及ぼすCr添加の影響一日本金属学会，1989年秋期大会　（1989／9）
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佐藤英一・，栗林・彦，堀内良：粒のスイッチングに基づく超塑性変形および変形誘起粒成長の

　　　モデルー日本金属学会，1989年秋期大会　（1989／9）

栗林一彦，堀内良，小金井昭雄，梅川荘吉：逆変態オーステナイトの回復，再結晶温度に及ぼ

　　　す瑚化物生成元素の影響一日本鉄鉱協会，第ll8回講演大会　（1989／9）

栗林一彦，堀内良，安野拓也，大塚II－1久1残留オーステナイトによるマルエージ鋼の鋼靱性

　　　化一日本鉄鉱協会，第ll8回講演大会　（1989／9）

小林肇，長谷川［E，堀内良：Cu－Si固溶体合金の内部酸化時における変形とサブ・パウンダ

　　　リーの形成一日本金属学会，1989年春期大会　（1989／4》

横iH，堀内，加藤，　三田ら：ポリイミド分子複合材料，　IV．相落性の評価一高分子学会第38

　　　回年次大会　（1989／5）

米沢，三田，古知，横田ら：高温ド延伸した芳香族ポリイミドの力学特性一高分子学会第38

　　　回年次大会　（1989／5）

長谷川，横田，「一田ら：芳香族を含む高分子の疑集構造と発行スペクトルVIII，　PIMIブレンド

　　　の相落性のCT発行スペクトルによる評価一高分子学会第38回年次大会　（1989／5）

横田，堀内，長谷川，三田ら：高強度，高弾性率ポリイミド分j！’複合材料VII，　PI（PMDA／

　　PDA）二成分系と一38回高分子討論会　（1989／10）

Masatoshi　Hasegawa　Rikio　Yokota　et　a1：Miscibility　of　Polyimide／Po且yimide　Blands　and　Charge－

　　Transfer　Fuluorescene－PME　Conference　in　Tokyo　G　989／l　l）

宇宙推進研究系

佐鳥新，國中均，栗木恭一：反物質推進剤生成シュミレーションー第33回宇宙科学技術連合

　　　講演会講演集　平成元年10月　pp．4445

國中均，栗木恭一：低高度軌道Eにおける負電圧太陽電池の放電機構一第33回宇宙科学技術

　　　連合講演会講演集　平成元年10月　pp．416－417

堀内康男，佐鳥新，三好弘晃，國中均，栗木恭一：マイクロ波放電型イオンエンジンー第33

　　　回宇宙科学技術連合講演会講演集　’F成元年10月　pp．536－537

中山隆幸，吉田達哉，都木恭一郎，栗木恭一：MPD推進特性と流れ場の相関関係一第33回宇

　　　宙科学連合講演会講演集　’y一成元年10月　pp．554－555

山rH哲哉，都木恭一一郎，栗木恭一一：1kW級DCアークジェットの比推力特性一第33回宇宙科

　　　学技術連合講演会講演集　’F成元年10月　pp．558－559

國中均，栗木恭一，他：SFUによる高電圧ソーラーアレイ実験一第33回宇宙科学技術連合講

　　　演会講演集　平成元年10月　pp．816－817

都木恭一郎，鈴木寛，他：SFU搭載用MPDスラスタおよび推薬供給系のEM開発（2）につい

　　　て一第33回宇宙科学連合講演会講演集　平成元年10月　pp．552－553

宇宙探査工学研究系

三浦公亮，山本和夫，田畑真毅，谷沢一雄：テンショントラスアンテナの鏡面構成と機械特

　　性一第31回構i造強度に関する講演会講演集，（1989／7），120＿123

三浦公亮：形の創造について一直観と論理一日本機i械学会特別講義会，No．890－48，（1989／10）

加藤純郎，芝山有三，三浦公亮，酒巻正守：インフレータブルチューブの試作一第33回宇宙
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　　　科学技術連合講演会講演集（1989／10），432－433
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後川昭雄，高橋慶治，河端征彦，千葉陵一，松井捷明，ほか：“第12号科学衛星「あけぼ

　　の」電源系運用評価結果”一第33回宇宙科学技術連合講演会，3Gl6　89／10pp．824－

　　825，

田島道夫：室温フォトルミネッセンス・マッピングによる半導体評価一第37回応用物理学関

　　係連合講演会講演予稿集，第0分冊　（1989／4），p．ll44，

鳥羽隆…，田島道夫：無添加半絶縁性GaAsのPL強度に字える表面効果一第37回応用物理学関

　　係連合講演会講演予稿集，第3分冊　（1989／4），P．1000．

鳥羽隆一，中村良一・，田島道夫：室温PL法によるInP基板のストリエーション評価一第37

　　　回応用物理学関係連合講演会講演f稿集，第1分冊　（1989／4），P．　278．
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　　　の発光一日本物理学会　1989年　秋の分科会　（1989／10）。
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